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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




　やぁらけぇ。

　そう思ったのだか、感じたのだか、そのあたりはどうも区別がつかないのだが、とにかくなんだかやけにやわらかくてあたたかいものにふれていた。むしろ、くるまれていた。離はなれたくなかった。行くな。どこにも行くな。置いて行くな。いやだ。寒いのはもうたくさんだ。その熱を、その感かん触しよくを、いつまでもむさぼっていたい。溺おぼれていたい。だから、行かないでくれ。お願いだから、行かないで。

　離したくなくて、しがみついて、顔を押しつけて、深く、深くうずめた。

　甘い、蜜みつのようなにおいがした。

「あん」

「……ぁ？」

　何だろう。声？　声が聞こえた。つーか、これ。おい。ちょっと待て。いや待てっていうか、そもそも待つとかそういう問題じゃなくて、まずはアレだ。なんつーか、アレだろ。何だよ。アレだよ。くそ。寝ねぼけてんのか、俺。そうだよ。ああ、そうだ。俺は寝ぼけてる。思いっきり寝ぼけちまってる。目を開けろ。ちゃんと見ろ。見えねえ。暗い。何も見えやしねえ。目の前に何かがあるからだ。それはあたたかくて、やわらかい。ふわふわしてさえいる。それに、ぬにゅっと挟はさまれている。両側からだ。すさまじい質量とものすごい質感だった。身動きがとれない。なぜなら、身体からだを横に向けて何かにしがみついている、というのが自分の体勢なわけだが、その何かもこっちにぎゅっとしがみついているからだ。というよりも、抱だきすくめられている。

　顔を上げようとしたら、前まえ髪がみの生え際ぎわあたりに何かしめったものが押しあてられて、ちゅっ、と音がした。

　めげずに今度こそ顔を上げると、眼鏡めがねをかけた女が目を細めていた。女？

　そうだ。女だ。なんで女が……？

「にゃん」

「……にゃん、じゃねえよ」

「じゃぁ、わん？」

「いや、そういうことじゃなくてだな……」

　どうしてあんたがここにいるんだ。

　こんなとこに。

　俺の寝ね床どこに。

　しかも、素すっ裸ぱだかで。

　俺に抱きついて。

　まあ、俺もあんたにしがみついてるわけだけど。それは、その──不ふ可か抗こう力りよくっていうか、知らなくてやったことで、俺は寝ぼけてて、責任能力がない状態で、そういうつもりがあったわけじゃなくて、つーか、朝だな。朝だから、仕方ねえよな。それ以外の意味はねえ。あくまで、朝だからだ。

「あたってるよぉ？　レニィくんの。てゆぅかぁ、トモヨさんの足にぃ、挟まっちゃってる。んふ。びんっびんだねぇ？」

「──あ＆％＄♯＊＋％♯＆＄……！」

　蹴けっ飛ばさなかったのは、いろいろな意味でまだ理性がいくらか残っていたのか。どんなに卑ひ猥わいだろうと慎つつしみがなかろうと下品だろうと、相手は一応、女だ。だから、レニィは自分が寝床から飛びだすことを選せん択たくした。二段ベッドの下の段で、カーテンを閉めてあったので、そのカーテンを巻きこんでしまった。カーテンに引っぱられて、カーテンレールが弾はじけ飛んだ。カーテンとカーテンレールと掛かけ布ぶ団とんにからまって床ゆかに転げ落ちると、上の段のカーテンが開いて、寝ぼけ眼まなこのコロナがのっそりと顔を出した。

　事情があって、コロナは寝起きがよくない。ちゃんと覚かく醒せいするまで時間がかかる。今もまだぼんやりしていた。コロナは半分どころか三分の一くらいしか開いていない目をこすって、顔をしかめたり首をひねったりしている。つーかな、お前、下着みたいな恰かつ好こうで寝るんじゃねえとあれほど。肩かた紐ひもがずれちまってて、アレだろ。見えそうだろ。所しよ詮せん、洗せん濯たく板いたみたいな胸だから問題ねえけどな！　断じて！　いや。コロナよりも今はむしろ俺のほうが窮きゆう地ちっつーかピンチっつーか危地っつーか、ぜんぶ一いつ緒しよじゃねえか。

「……レニィ……さん？」

「あ、ああ」

「なんで、落ちて……寝相が……とろろいもの……コロナ、夢……見てます……？」

「い、いや、夢じゃあねえと思う。こうやって俺と話してるわけだし。つーか、とろろいもって何だ」

「んー……」

　コロナはぼんやりした目を天てん井じように向け、爪つめを立てて胸むな元もとを引っ搔かいた。ボリボリ結構いい音がしたので、レニィは眉まゆをひそめた。いつもというわけではないが、目が覚めきっていないときや機き嫌げんが悪いとき、コロナは身体のあちこちを痒かゆがって、執しつ拗ように搔く癖くせがある。ミミズ腫ばれくらいですめばいいが、皮ひ膚ふが破れて出血することもよくあるし、注意してもその瞬しゆん間かんやめるだけで、すぐまた搔きだしたりする。そのせいで、レニィとしても過か敏びんになっているところがあるのかもしれない。さいわい今回は、平らな胸元がちょっと赤くなっただけだった。

「とろろいも、は……白くて、とろっとしていて……それから……」

「俺は何もとろろいもそのものについての解説を求めたわけじゃねえ」

「ほ？」

「トモヨさんはぁ」

　決して忘れていたわけじゃない。いつの間にやらあの女がベッドの下段に侵しん入にゆうしていて、レニィはその魔まの手から逃のがれてきたのだということを。ただ、寝起きのコロナのペースに巻きこまれて、事態の重大性や緊きん急きゆう性にそぐわない行動をとっていたのではないかという指し摘てきに対しては、真しん摯しに受け止めて深く反省し、今後の糧かてとする所存でありますと答えざるをえない。

　四つん這ばいの姿勢でベッドから這いだしてきたトモヨは、ベッドの縁ふちに腰こしかけて足を組み、にっこり微笑ほほえんで首を傾けてみせた。

「レニィくんの白いのが、ほ・し・い・なぁ」

「……あんたは」

　言いたいことはたくさんある。頼たのむから隠かくすべきところを隠してくれとか。白いのって何のことなんだとか。朝っぱらからいったい何を言ってやがるんだとか。だいたいなんでここにいるんだとか。どれもこれもうまく言葉にできなかった。レニィは見てはならないものを見ないために顔を伏ふせた。それからどうするというあてもなかった。マジでどうすりゃいいんだ？　よく考えたほうがいい。熟考するべきだ。少なくとも、考えている間はこの状じよう況きようから目をそむけていられる。そんなわけがなかった。

　ごっ、と何かが何かをぶん殴なぐるような音がして、「──たっ」というかんじの声が聞こえた。トモヨの声だった。顔を上げると、コロナがベッドの上段から右足を突つきだし、踵かかとでトモヨの頭を蹴りつけていた。目が据すわっている。やべえ。マジだ。キレてやがる。レニィは慌あわてて立ちあがった。トモヨも「ちょっと、いたっ、や、やめ──」とか言いながら、左ひだり腕うでで頭をかばいつつ右手をのばしてコロナの足を引っつかもうとしたが、果たせなかった。肝かん心じんの魔術は微び妙みようすぎるものの、コロナの身体能力はなかなかのものだ。しかも、ブチキレちまってる。いくら相手が露ろ出しゆつ狂きようで、勝手に他人の寝床に侵入してくるような変態女でも、放ほうっておくわけにはゆかなかった。

「おい、よせ、コロナ……！」

　レニィは飛びかかってコロナの足首をつかんだ。途と端たんにすさまじい力で振ふりほどかれた。それで驚おどろいたわけじゃない。本気を出したコロナが、ときとして小さな身体からだに似合わない馬ば鹿か力ぢからを発揮することは知っていた。そうではなく、スミレ色の目だった。コロナはまるで仇かたきでも見るような目つきでレニィをにらみつけた。正直、ぞっとした。腹も立った。なんで俺がそんな目で見られなきゃならねえんだよ。誰だれがお前の面めん倒どう見てやってると思ってるんだ。俺じゃねえか。違ちがうかよ。

　コロナはベッドの中に引っこんで、カーテンを閉めてしまった。

　そう厚いわけでもない、単なる布にすぎないカーテンが、鉄の扉とびらみたいに感じられる。

　扉どころか、壁かべだ。俺とコロナの間には、今、間違いなく壁がある。

　面倒見てやってる、だと……？

　何だよ、それ。俺はそんなつもりでコロナと一緒にいるのか。そんなことはねえ。違う、と胸を張って言えるか。言えない。たぶん、ないわけじゃない。ある。そういう気持ちは、少なくともいくらかはある。俺は、でも、それでいいのか。そのことを知ったら、コロナはどう思うだろう。直接、訊きけばいい。無理だ。

　壁がある。

　声も届かないような、分厚い壁が。

「さっきまで、びんっびんだったのに」

　もとはといえば、こいつのせいだ。

　ずれた眼鏡めがねの位置を直したり頭をさすったりしながら俺の股こ間かんをつっつこうとして、その手を振り払はらわれても一向にめげている様子がない、恥はじ知しらずにもほどがあるこの女のせいだ。

「レギュラーサイズに戻もどっちゃったね？　トモヨさん、とっても残念」

「……あんたな」

　頭に血がのぼって目が眩くらんだ。この怒いかりをぶちまけてしまってもよかったが、全ぜん裸らの女を怒ど鳴なりつけたり、あげくの果てに手をあげたりしている自分の姿を想像するだけで萎なえてきた。

　レニィが生まれ育った中部ミツド諸国域ランズのハッツフォー独立軍領では、公然と女に手て荒あらな真ま似ねをする男は徹てつ底てい的に蔑さげすまれ、非難される。男が身体を張って女を守ることは美徳とされ、自分を守る男に献けん身しんする女が尊ばれる、そんな価値観、考え方がこの身に染しみついているのか。

　馬鹿らしい。ここはハッツフォーじゃない。サンランド無統治王国だ。この国では、男だろうと女だろうと、それぞれの武器を有効活用しないと生きてゆけない。俺はさっさと捨てなきゃならない。適応しなきゃならない。俺は俺の生き方を見つけないといけない。誰の面倒を見るとかなんとか、そんなことを考えてる場合じゃない。そうじゃなくて、俺は。俺は──、

　何だってんだ、くそ。

　頭がごちゃごちゃしてやがる。何がなんだかわからねえ。

「帰ってくれ」

　トモヨは何も言わずにしばらくの間、じっとレニィを見つめていたが、ようやくあきらめたのか──何をあきらめたんだ？　そんなことはわからないし、わかりたくもないが、肩かたをすくめて立ちあがり、そのまま部屋の外に出てゆこうとした。

「……いや待て。そのままかよ。それはどうなんだ。貸し宿だぞ。他ほかにも大勢人がいるんだからな。つーか、服、着てこなかったのか」

「あぁ。そぉいえば」

　トモヨは引き返してきて、部屋の隅すみにたたんで置いてあったセーターとパンツとサンダルを拾いあげた。サンダルを突っかけただけで、セーターとパンツは小こ脇わきに抱かかえてドアのほうへ向かおうとしたので、絶対わざとだと思うのだが、呼び止めざるをえなかった。

「着ていけ」

「はぁ～い」

　もちろん、パンツを穿はいたりセーターに袖そでを通したりしているトモヨからは目をそむけていた。露出狂の夜よ這ばいというか朝這い女なんかどうでもよかった。壁に背をもたれさせて、ベッドの上段を閉とざしているカーテンばかり見ていた。

　コロナはどうしているだろう。布ふ団とんをかぶって、頭の中で俺を罵ののしってでもいるのか。でも、なんで俺が。考えてみたら、おかしいだろ。そりゃあ、同じ部屋で暮らしてはいる。そのほうが経済的だからだ。とはいえ、守るべきマナーっつーか、互たがいにある程度、気を遣つかうべき部分はあるとは思う。実際、そのあたりはちゃんと守ってるじゃねえか。今回は例外だ。俺のせいじゃねえ。それなのに、コロナのやつ、なんで俺をあんな目で見やがるんだ。

「じゃぁ名残なごり惜おしいけどぉ、今日のところはトモヨさん、これで帰るね？」

「さっさと帰れ」

「またねぇ」

「二度とくるんじゃねえ」

「そぉ～んなこと言っちゃダメだよ、レニィくん。トモヨさんだって、女の子だよ？　傷ついちゃうよ？」

「二度と、無断で、勝手に、人の部屋に入りこんだりするな」

「うん。わかった。今度から気をつけるよ？　トモヨさんとしても、レニィくんに嫌きらわれたくないし。レニィくんの初めては、トモヨさんがうぅ～んとやさしくして、いろんなことい～っぱい教えてあげるって決めてるしね？」

「もういいから、マジで帰れ」

「See-Ya.」

　トモヨは部屋から出ていった。それにしても、あの女、いったいいつから俺のベッドにいたんだ。俺、ほんとに何もされてねえよな？　つーか、鍵かぎだってかかってたはずだぞ。どうやって入ったんだよ。上等な魔ま術じゆつ士しってのは何でもできるのか。油断も隙すきもねえ。

　ただ、トモヨは薬のことを一度も持ち出さなかった。コロナが今、服用している薬は、トモヨが紹しよう介かいしてくれた外げ道どうの錬れん金きん士に調合してもらっている。今後、売らないように手を回すことはできるはずだ。それなのに、脅おどしの種にすることさえなかった。トモヨなりに節度を守っているのか。

　実際、薬はどうしても必要だ。以前の薬よりも効果が弱いらしくて、そのせいか、コロナは不安定気味で、たまにちょっとしたことがきっかけでおかしくなったりもする。それでも、ないよりはずっとましだろう。ましではあっても、取とり扱あつかい注意だ。取扱注意、か。俺はコロナのことをそんなふうに思ってやがるのか。だとしたら、そう思われてることに、コロナだって薄うす々うす気づいてるんじゃねえのか。

「朝だからな。起きろよ、コロナ」

　レニィはカーテンの向こう側に声をかけて、洗顔や歯は磨みがきの道具を持った。ドアのノブに手をかけたとき、何か声が聞こえたような気がした。振ふり向いて、カーテンを見た。そのまま十秒くらいじっと耳を澄すましていたが、声は聞こえてこなかった。




　　　　２




「コロナ、行きます」

「──っておい、待て、いきなり……！」

　制止する暇ひまもなかった。コロナは背中から長ちよう剣けんを抜ぬくなり、かっ飛んでいった。工夫も何もなかった。ただまっすぐ薄い灰色の肌はだを持つ異界生物フリークスに突つっこんでいって、大上段から長剣を振りおろした。

　のっぺりした顔に、黒豆みたいな目が離はなれてちょんちょんとついていて、裂さけ目みたいな口が笑っているようにも見える亜あ人じんボーグは、わりと愛あい嬌きようがある顔をしているのだが、敵としては侮あなどれない。連中はたいていセルマイトという人間の世界にはない金属でできた武具で身を固めていて、その根城であるここ、アンダーグラウンドＤ７地中砦とりでアヴァシーもセルマイト製の城じよう塞さい都市だ。つまり、自分たちでそんなものを造ってしまうくらいの知能は持ちあわせているということで、体格だって人間と大差ない。ついでに、やたらと排はい他た的な連中で、アヴァシー内で異種族を見かけると、猛もう然ぜんと襲おそいかかってくる。

　だからこそ、レニィたちは物もの陰かげにひそんで、五体で固まって何かしているボーグが、うまい具合にばらけないかと様子をうかがっていたのに、コロナのやつ、何を考えてやがるんだ。

　コロナの斬ざん撃げきは、ボーグがとっさに腰こしから抜き放った重そうな剣によって受け流された。馬ば鹿かが。あんなに大振りするからだ。コロナは、だが、崩くずれかけた体勢を強ごう引いんに立てなおして、矢や継つぎ早に長剣を繰くりだした。

「やあ！　やあ！　やあ……！」

　ボーグは防戦一方だ。コロナが押している。もっとも、ボーグはそいつだけじゃない。他ほかにも四体いる。いきなりちんまりしたやつが剣を振りまわして突っこんできやがったものだから、やつらも多少動どう揺ようしたのかもしれない。ちょっとだけ反応が遅おくれたが、間もなく他のボーグたちはコロナの側面やら後方やらに移動しはじめた。コロナは五体のボーグに包囲されてしまった。やばい。見かけによらず、コロナはわりと剣を使えるほうだが、多人数を向こうに回しても負けないような剣けん豪ごうではもちろんないし、勝てないまでもしぶとく慎しん重ちように立ち回って時間稼かせぎができるほど器用でもない。はっきり言って、勢いだけだ。とにかく押して、押して、押しまくってなんとかする。それ以外に能がない猪ちよ突とつ猛もう進しん型だ。レニィは罵ののしり言葉をぐっとのみこんで兜かぶとの面めん頰ぽおを下ろし、仲間に向かって怒ど鳴なった。

「権ゴン堂ドウ！　サトー！　行くぞ！」

「うむ」

「うえぇぇぇなああんで俺が冗じよう談だんじゃねえぞ糞くそガキっていうかおまえら死ね死んじまえ」

　極力身体からだを使わずに口ばかり動かして、何かにつけ悪態ばかりついているサトーには最初から期待していない。なんでも馬バ尾ビ結ユイというらしい、黒くろ髪かみを結ゆって、ようするにポニーテールみたいな髪型にしている権堂は、まだまだ小こ僧ぞう扱いされてもおかしくない十六歳のレニィから見ても、純真というか、無む邪じや気きというか、くそ真ま面じ目めでまっすぐすぎて、あまり世よ渡わたりがうまくないタイプだと思われるが、腕うではそれなりに立つ。天意神しん妙みよう剣けんとかいう剣術の修しゆ行ぎように明け暮れていたこともあったようで、サトーの百倍は頼たよりになる男だ。というか、能力以前にそもそもやる気がないサトーなんかと比べられたら、権堂が気の毒だろう。飛びだす前に、一いつ瞬しゆん、医術士のヴィヴィアンと目があった。あまり感情を表に出さない女で、いまいち何を考えているのかわからないが、彼女がいてくれるおかげで、怪け我がを恐おそれずに戦える。また世話になっちまうかもな。どうも無傷ではすみそうにねえ。くそ、コロナのやつ……！

「うらあああああぁぁぁ！」

　レニィはわざと大声を出しながら長剣を抜いて、コロナの後ろにいるボーグめがけて突進した。ボーグは人間とは可か聴ちよう域がだいぶ違ちがっているらしくて、人間の基準でいえば耳がよくない。それでも、レニィの接近には気づいてくれたようだ。ボーグが振り向いた。狙ねらいを定めた一体だけじゃない。コロナに攻せめたてられているやつをのぞいて、四体のボーグが一いつ斉せいにレニィのほうを見た。総毛立つというやつだ。怖こわいが、もう止まれない。レニィは破れかぶれになってボーグに肉にく薄はくした。剣で突き刺さしてやろうとか、斬きり刻んでやろうとか、そんなお上品なことは考えなかった。ボーグが突きだした剣が、どこかをかすったような気もするが、知ったことじゃない。とにかく身体ごとぶつかっていった。手て応ごたえがあった。いい手応えだった。刺さった。刺してやった。どこだろう。知るか。レニィはボーグを突き倒たおして、その拍ひよう子しにずるっと抜けた長剣を振りまわした。
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「──ああああぁぁ……！」

　弾はじいた。向かって右のほうから襲いかかってきた別のボーグの湾わん刀とうを、どうにか弾き返すことはできたが、やつはなんと双そう刀とう使いだった。レニィは長剣を振ふりきってしまっていた。ダメだ。戻もどせない。湾刀が迫せまってくる。すごい勢いで接近してくる。でも、いける。かわせる。つーか、かわしてやる。絶対に。もっとも、恰かつ好こよくひらりと身をかわすという具合には、さすがにゆかなかった。レニィはその場でしゃがんだ。湾刀が兜の表面を滑すべるようにかすめて火花が散り、そのときの衝しよう撃げきでちょっと頭がふらついたが、そんなことを言っている場合じゃない。この体勢だと踏ふん張りがきかないので、とっさに片かた膝ひざをついた。そうして長剣を鋭するどく振りあげた。歯を食いしばって、ボーグが次々と繰りだす湾刀を迎むかえ撃うつ。迎え撃つ。迎え撃つ。立ちあがりたいところだが、そうさせてもらえない。そんな隙すきはどこにもありはしない。長剣で湾刀を弾く以外のことをしようとしたら、たぶん次の瞬間にはやられる。この状じよう況きようで考えられることなんてせいぜいその程度だ。あとは無理だ。考える余よ裕ゆうがない。やつの湾刀に反応するだけで精せい一いつ杯ぱいだ。それすらおぼつかなくなってきた。うへっ。ダメだ。やべえ。遅おくれ──と思ったときにはもう、そのとおり手遅れだった。間に合わなかった。右からの湾刀が側頭部をガツンと叩たたいて眩暈めまいがした。おっ、兜……？　ほとんど無意識のうちに振りあげた長剣にわずかな手応えがあって、左からの湾刀は少し軌き道どうがずれた。肩かたのあたりをバッサリやられた。衝撃がドガッときて何も見えなくなった。何がどうしてどうなったのか認にん識しきする前に硬かたい床ゆかに倒れこんで、それからどうも頭を蹴け飛とばされて兜がずれたらしいと理解した。うわあ、と叫さけびながら左手で兜を引っつかんで脱ぬいだ。オープンタイプのヘルメットに面頰がついているだけの安物の兜で、しかも顎あごの下で固定する器具が壊こわれていたものだから、簡単に脱げて助かった。そのせいで簡単にずれもするわけだが、今は貧びん乏ぼうを呪のろう前にその兜をぶん投げた。必ずしも目の前のボーグを狙ったわけじゃない。無む我が夢中だった。たまたまだ。偶ぐう然ぜん、幸運にもボーグの顔面にあたった。それで一瞬、ボーグが怯ひるんだ。レニィはその隙に横へ転がって、起きあがりざまに長剣を無理やり両手持ちして振るった。渾こん身しんの力をこめた甲か斐いがあって、斬りつけてきたボーグの湾刀をその右手から吹ふっ飛ばすことができた。ボーグは左手の湾刀を素す早ばやく右手に持ちかえた。どうやら右みぎ利ききらしい。そんなことを考えられるってことは、ちょっとだけ余裕が出てきたか。つーか、肩が。左肩だ。痛いてえ。マジで痛え。泣きそうだ。泣くかよ、畜生シツト。

「だああ！　でええあ！　せい！　やあ！」

　こんな大声を出しながら剣を振りまわすなんて、無む駄だといったら無駄なのだが、気力が萎なえたら一気に押し返される。それがわかっているから、とにかく腹から声を出す。休まずに長剣を繰くりだす。下がらない。絶対に下がらず、前に、前に出る。湾刀一本となった双刀使いのボーグに、さっきまでの勢いはない。ようやく周りが見えてきた。権堂。権堂は、一体片づけたようだ。別の一体と斬り結んでいる。コロナはまだ最初のやつとやりあっているらしい。あのちんまり馬鹿が突つっかかっていったボーグは、一番身体がでかくて手て強ごわそうだった。大だい丈じよう夫ぶなのかよ。勝てるのか。つーか、サトーがいねえ。どこだ。死んだか。死体も見あたらねえぞ。どこいった。あの野や郎ろう、まさか──、

　ちらっと後ろを振り返って、ヴィヴィアンのそばに、しかも、前じゃない、彼女の横どころか、斜ななめ後ろにサトーの姿を見つけた瞬間、レニィは頭の中で何かがブチッとぶち切れる音を聞いた。

「──サトォォォォォォォォォォォ……！」

　それでも、その怒いかりをまず目の前の敵にぶつけようとするだけの分別があった自分を褒ほめてやりたい。

　レニィはわざと一歩下がって長ちよう剣けんを胸むな元もとに引きよせた。ボーグは誘さそいに乗ってきた。左から猛もう然ぜんと迫ってくる湾刀に対して、レニィは腰こしを落としてその外側に、さらに左側へと踏みこんだ。そうして鋭く、コンパクトに、半分突きだすように振りおろした長剣は、狙いどおりボーグの右手首に命中した。ボーグは籠こ手てをつけていたから、斬り落とすことはできなかったが、湾刀を取り落とした。ボーグは武器を失って狼ろう狽ばいした。表情はわからないが、そう見えた。

「死ねクソサトォォォォォォォォォ……！」

　レニィは肩からぶつかっていってボーグを突き倒しながら、その土手っ腹に長剣を突き刺した。ボーグはセルマイト製の鎖くさり帷子かたびらを着ていたが、なんとか刃はが通った。でも、浅あせえ。レニィは左手を長剣の柄つかにかけたまま、右手で腰から抜ぬいた鎧よろい通どおしの短刀をボーグの顎の下に突き立てた。ボーグはしばらくじたばた抵てい抗こうしていたが、やがて動かなくなった。立ちあがって、両手で長剣を引き抜こうとしたとき、左肩に激痛が走って脂あぶら汗あせが出た。我が慢まんだ、我慢。まだやれる。ぜんぜんやれる。入れなおした気合いは幸か不幸か無駄になった。

「──征セイ！　闘トウ！　征ッ……！」

　権堂だ。ずっとコロナと斬り結んでいた大おお柄がらなボーグの相手を、なぜか権堂がしていた。コロナは。剣を放ほうりだして倒れていたのでひやっとしたが、動いている。生きているようだ。見れば、立っているボーグはあいつだけだった。権堂は二体のボーグをしとめて、それからコロナに加勢したのか。もしかしたら、大柄ボーグにやられそうだったコロナを、間かん一いつ髪ぱつのところで救ったのかもしれない。

「疾シッ、疾ッ、疾ッ……！」

　権堂は立てつづけに突きを繰りだして、大柄ボーグを下がらせた。目にもとまらぬ連続突きだが、いつまでも突きまくれるわけはない。権堂の手が止まると、大柄ボーグはすかさず踏みこんできて、先せん端たんが丸く、太くなっている剣を斜めに振りおろした。見るからにクソ重そうな剣だし、重心が先のほうにあるぶん癖くせがありそうだが、うまく扱あつかえれば速度も威い力りよくも半はん端ぱじゃないだろう。大柄ボーグはなかなかの使い手のようだった。あんな野郎とやりあって、しばらく持ちこたえてやがったコロナも侮あなどれねえ。ともあれ、権堂は大柄ボーグの鋭くも力強い斬ざん撃げきを完全に見切っていたようだ。

「──征ッ……！」

　かわした、というよりも、すり抜けたように見えた。

　権堂は大柄ボーグのすぐそばを駆かけ抜けながら、愛刀「千せん日にち雨あめ」を閃ひらめかせた。斬きったのは、胸鎧と肩当ての隙すき間ま、脇わきの下あたりか。

　それから間髪を容いれずに反転して、振ふり向きかけた大柄ボーグの首鎧と胸当ての合間に、千日雨をすっと挿さしこんだ。

「噴フン……！」

　一気に突きあげると、大柄ボーグの口から千日雨の切っ先が飛びだした。

　引き抜いて血振るいをした権堂の足あし許もとに、大柄ボーグが崩くずれ落ちた。

「……かっけえ」

　思わず呟つぶやいてしまった。状じよう況きようが複雑になれば複雑になるほど実力を発揮できない傾けい向こうがあるものの、一対一で剣を交えるときの権堂の刀捌さばきは、二流半かせいぜい二流の侵入者クラツカーでしかないとは思えないほど堂々としていて見事だ。

　それにひきかえ、あの野郎はどうだ。ちらっと視線を送ったら、あのクソ野郎モウフオはそっぽを向いて、そんなのでごまかしてるつもりかよ、鼻歌なんぞ歌いだしやがった。

　まあ、いい。ちっともよくはねえけど、あの超最低ＳＵＣＫ野郎の処置はあとだ。レニィは長剣を鞘さやに納めて、まだぶっ倒たおれたままでいるコロナに近づいてゆき、手をさしのべた。

「立てるか」

　コロナはレニィの手に一いち瞥べつをくれてぷうっと頰ほおをふくらますと、ぱっと起きあがって自分の剣を拾った。もとはと言えばてめえのせいだってのに、なんて態度だ。頭にきたが、もっとむかついている相手がいる。レニィは踵きびすを返して超最低ＳＵＣＫ野郎に詰つめよった。

「おい、サトー」

「ああぁぁ？」

「ああ、じゃねえだろ」

　レニィは右手でサトーの胸倉をつかんだ。よっぽど頭ず突つきをお見み舞まいしてやろうと思ったが、ぎりぎりのところでなんとか我慢した。それにしても、むかつくツラだ。オークリッド首長国の出にしては肌はだの色が明るめだが、彫ほりの深い顔立ちで、そのくっきりした目鼻に怠たい惰ださと小こ賢ざかしさとみみっちさと卑ひ屈くつさと卑ひ怯きようさと下げ劣れつさがありありと表れている。こんな大人になってはいけない、その典型例みたいな男だ。どういうわけか権堂とワンセットだし、こっちもそんなに偉えらそうなことを言えるような身分でもないので、歯を食いしばって我慢してきたが、今日という今日はもう許さねえ。

「てめえ、何やってやがった。つーか、何もしてなかったよな」

「阿あ呆ほうなことぬかしてんじゃねえよクソ餓が鬼き死ねゴミカス。俺はあれだよヴィヴィアンを守ってやってたんだろうが、ああ？　そりゃあ大事な医術士様なんだから誰だれかが守らなきゃならねえよなやっぱりよお？」

「守るどころかてめえ、ヴィヴィアンの後ろに隠かくれてやがっただろうが」

「うっせえぞ青二才あれが俺のベスポジなんだよベストポジション。俺的に最高すぎる位置取りなんだから文句なんかつけてんじゃねえむしろ今すぐ死ねアホ」

「てめえが死ね……！」

　レニィはサトーをぶん殴なぐるために左手を振りかぶろうとしたが、できなかった。

　一いつ瞬しゆん、頭が真っ白になった。

　いでえ。

　声も出ない。

　そうか。忘れてた。怪け我がしてたんだった。必死に痛みをこらえていると、サトーが、ニヤリ、と笑ってレニィの左ひだり腕うでをわしづかみにした。

「──あぐっ！」

「んんんんんん？　どうしたよレニィちゅわあん？　すっげえ汗あせだぞヲイ顔色もあんましよくねえなああ？」

「だっ──て、め……！」

　レニィはサトーの胸むな倉ぐらから手を離はなした。その右手で自分の左腕をつかんでいるサトーの右手をぶっ叩たたいて振り払はらったが、その瞬間がまた最強に痛かった。つーか最強に痛いって何だよ。わけがわからないほど痛い。痛い。痛い。痛い痛い痛い。レニィはしゃがみこんだ。涙なみだと悲鳴をこらえるので一いつ杯ぱい一杯だった。

「ヲイヲイ情けねえなあレニィちゅわあん痛いでちゅかああ？　痛そうでちゅねえ？　泣いちゃってもいいんでちゅよお？」

「く……この、サトー、くそ……！」

「うへへへはははは。いいざまだなレニィよお。だいたいてめえは生意気なんだよ俺はてめえよりだいぶ年上なんだし敬意ってもんを払え払って死ねわかったか、ああ？」

「サトー、いいかげんにせぬか」

　レニィに唾つばを吐はきかけようとしていたサトーを、権堂が羽は交がい締じめにした。マジでサトーをぶっ殺してやりてえけど、痛くてそれどころじゃねえ。うずくまっていると、ヴィヴィアンがやってきた。深いですね、と落ちつきはらった声こわ音ねで言われたような気がするが、あまり覚えていない。医術式で治ち療りようしてもらったのは間ま違ちがいないにしても、かなり時間がかかったような、そうでもないような、どうも曖あい昧まいだ。やっとこさ一息つけるような状態になったころには、権堂とサトーとコロナがボーグの死体から武具だのその他の持ち物だのを回収し終えていた。

「馬ば鹿か野や郎ろうがよお傷物だらけじゃねえかタコどもめ。もっとうまくやれよなこれじゃ高く売れねえだろうがボケ永遠に死ね」

　クソサトーが性しよう懲こりもなく悪態をつきながら、床ゆかに並べた戦利品を値ね踏ぶみしている。あのクソ野郎モウフオが気合いを入れるのはこういうときだけだ。まったく性根から腐くさってやがる。

「鎖くさり帷子かたびら三着板金鎧よろい一着剣けんが三振り槍やりが一本に短剣が三振り。装備系で値段がつきそうなのはこんくれえかあ？　ざっと二万ってとこか頭割りしたらたった四千かよ。苦労した割りにはしけてんなあやってらんねえぜ超最低ＳＵＣＫ。あ、と、は……んだこれあぁ？」

　レニィはクソサトーを叩き殺す機会をうかがう一いつ環かんとして、やつがつまみあげた小さな袋ふくろにも一応、注目した。どうやら糸状にしたセルマイトを編んで作った物入れらしい。クソサトーはその物入れの中を探さぐって何かとりだした。それは石だった。赤い宝石だ。結構でかい。クソサトーの目の色が変わった。

「おい、これって……血星ジグネ曜石ヴイアじゃねえのかもしかして」

「ふむ。そのじぐねびあというのは貴重な代しろ物ものなのか」

「たりめえだろ権堂このハゲ、何年侵入者クラツカーやってやがんだポニーテールてめえそんくらい常識だろどう考えても」

「そうなのか。では、いずこかで売り払い、皆みなで山分けすればよかろうな」

「山分けええ……？　いや待て待て待てそれじゃあおもしろくも何ともねえ」

　クソサトーは血星ジグネ曜石ヴイアをひょいと宙に放ほうって掌てのひらで受け止め、いやらしく唇くちびるを舐なめた。

「ここは一つよお。みんなで仲よく運うん試だめしといこうぜなあ？」
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　ざまあみやがれ。

　本当に痛快だった。

　クソサトーは血星ジグネ曜石ヴイアを独り占じめしようと考えたのだろう。そのために、五本の棒を用意して、一番短い棒を引いた者が血星ジグネ曜石ヴイアを獲かく得とくできるというゲームを提案した。見え見えだった。そういうところがやつの底の浅さだ。

　当然、やつは最初からイカサマをしようとしていたはずだが、それも承知の上でレニィは受け容れた。権ゴン堂ドウも、コロナも、ヴィヴィアンも、知ってか知らずか、あっさり承しよう諾だくした。

　ゲームとやらが始まり、一人ずつクソサトーの右手から棒を引いてゆくと、最後に一本残った。クソサトーはそれを左手で抜ぬくなり、右手をさっと後ろに引っこめようとした。レニィは許さなかった。無理やり右手を開けさせると、案の定だった。やつは右手の中に棒の切れ端はしを隠かくしていた。五本の棒を比べてみたら、最後の一本、クソサトーの棒が一番短かったが、ようするにこれは、どうにかしてやつが手の中で折ったのだろう。

　だいたい長さが同じくらいの棒を五本用意して、先に四本引かせてから、残りの一本を折って短くする。それがトリックだった。レニィに見破られても、クソサトーは必死に悪あがきしたが、無む駄だだった。やつに味方する者は誰だれ一人としていなかったし、所しよ詮せん、口先だけの男なので、血星ジグネ曜石ヴイアを持ち逃にげする脚きやく力りよくも体力もない。それで、残りの四本を比べてみたら、レニィの棒が一番短かった。レニィは四人で山分けするつもりだったのだが、権堂が納なつ得とくしなかった。一度これと決めたことは貫つらぬき通さないと気がすまない。頑がん固こというか、一いつ徹てつというか、とにかく融ゆう通ずうがきかない男なのだ。コロナやヴィヴィアンも反対しなかったため、血星ジグネ曜石ヴイアはレニィのものになった。

　レニィとしては、少々すっきりしない部分もなくはなかったが、正直なところ、助かった。二流を目指して日々汗を流している、三流か、せいぜい二流半でしかない侵入者クラツカーの暮らしは楽じゃないのだ。

　今日の分け前が三千六百。それから、大事にしまってある血星ジグネ曜石ヴイアは、だいぶ大きいので五万か六万の値段はつくだろう。少なく見積もっても、五万三千六百ダラー稼かせいだことになる。

　ちょうど貸し宿の支し払はらいが明日に迫せまっていて、二人部屋Ｓ一いち巡じゆん月づき分の家賃が持ち金から消える予定だった。これが二万八千で、コロナと折半して一万四千ずつだが、レニィの口座には二万七千しかない。家賃を払ったら一万三千しか残らず、食費はだいたい一巡月三万では収まらない、食いたいだけ食ったら五万はかかるが、なんとか我が慢まんして四万以内、といったところなので、じつは結構ピンチだった。

　まあ、これくらいのピンチは毎度のことだ。いちいち心配していたらハゲちまう。真ま面じ目めにこつこつやっていれば、今日みたいにいいこともあるわけだし。

「今晩、なんかうまいものでも食うか」

「レニィさんは召めし上がったらどうですか。コロ──わたしは、いりません」

「そうかよ」

　そんなこんなでせっかくいい気分だってのに、コロナのせいでぶち壊こわしだ。つーか、いつまで臍へそ曲げてるつもりなんだよ。もういいだろ。いいかげん水に流せよな。だいたい、俺は何っにも悪くねえのに。だよな？　悪くねえはずだ。むしろ、コロナのせいでやばかった。下手したら死んでたかもしれねえんだ。それなのに、いまだに謝罪の一言もない。謝りたくねえなら勝手にすりゃあいいが、ぶすったれて人の真後ろを歩くのはやめろ。気を遣つかってこっちから声をかけてやっても、返事はそっけない。権堂たちと別れたあと、だいぶ装備が傷いたんでいるし、金が入ったこともあって、掘ほり出し物でもないかと鉄てつ鎖さの憩いこい場の市場を見て回っていたのだが、なんだか面めん倒どうになってきた。

「帰るか」

「いいんですか。装備、壊れていますよね。兜かぶととか。盾たては捨ててきてしまいましたし」

「いいんじゃねえの、べつに。死ぬわけじゃねえ」

「そうですね」

　思わず舌打ちをしてしまった。さすがにちょっと態度が悪かったか。気になって足を止めずに振ふり向くと、コロナは相変わらずうつむき加減で、表情を読むことはできなかった。また舌打ちをしたくなった。マジでむかつくな、こいつ。今日はもうさっさと血星ジグネ曜石ヴイアを換かん金きんして宿に帰るか。魔ま術じゆつの触しよく媒ばいになるようなものは、錬金Ａ士組合Ｇの直営店で買いとってもらうのが一番手っ取り早くて安心だ。鉄鎖の憩い場の近くにもそうした店がある。レニィはそっちのほうへ向かうべく、踵きびすを返しかけた。ちょうど露ろ店てんと露店の間を縫ぬうような形でいびつな細い十字路ができていて、左の道の先に人ひと垣がきができていた。なんとなくぴんとくるものがあった。そっちへ足を向けると、人を集めていたのは「露店Ｂ」という名の露店だった。ふざけているというか、いかにもテキトーそうな名前だが、人をかきわけて店先をのぞきこむと、なかなかの品しな揃ぞろえだった。とくに、「大特価訳ありセット」と銘めい打うたれている商品群に目を引かれた。それどころか、大おお袈げ裟さに言えば、運命を感じた。

「……つーか、この装そう甲こう服、ＤＳ・ドラツグスター・ＴＹＱＮタイクンってやつじゃねえのか。ちょっと古いっぽいけど。盾と兜は──ロイヤル・ガール？　なんか聞いたことあるな。これで三万……？　噓うそだろ。ＤＳ・ＴＹＱＮなんて、十万出しても買えなくねえか？」

「イェァ、Ｅのに目ーつけたな兄弟ＢＲＯ。そのセェーットは今日の露店Ｂスーパラインナァーップの中でも一等買い得だえ？」

　露店Ｂの店員らしい。虹にじ色いろの色眼鏡サングラスをかけている色白でアフロの男が、シートの上に並べられた商品をまたぎながら近づいてきた。

「サイズさえあァーうなら、サクッと買っちまうことをおすすーめするケェードね？」

「サイズは……どうだろな、まあ、そんな特とく殊しゆな体型じゃあねえと思うけど」

「ワゥワゥ。オレッチの見立てでェーはァーいけるんじゃねーか兄弟ＢＲＯ？　アーマーもヘルムも42だえ。イヤッ、ダイジョビだえ。オレッチこれでもデザイナーズエッグ。つまりデザイナーの卵。ここ露店Ｂ、オレッチみたいなのが集まって規格外品やら傷物やら横流ァーししてる超ちようお買い得の店オレッチたちも生活費稼げてなお粋っＣＯＯＬてーわけなんだえ？」

「横流しって──それ、やべえんじゃねえのか」

「やべえ。超やべえ。バレたら」

　アフロ男は、コッ、と舌を鳴らして、指で首を搔かき切る仕し種ぐさをしてみせた。

「即そくこれ。ネック。イヤ違ちがう。クビ。だからこれ秘密。秘密だけどそれにしてもやべえ。それが超最低ＳＵＣＫ。むしろ粋ＣＯＯＬ。最高の生き様。見せつけてやるんだえ。わかるか兄弟ＢＲＯ？」

「いや……あんまりわかんねえけど、横流し品ってことは、これ、本物なんだよな？」

「ファニーファニー。ファニー兄弟ＢＲＯ」

　アフロ男はレニィの肩かたを叩たたきながら、真っ白い歯を見せておかしそうに笑った。

「ダメダメ。ダメよ兄弟ＢＲＯ。露店の売り子に本物かどォーか訊きいたら偽にせ物ものでも本物って答えるに決まってェーる。トーゼンだえ？　若いね兄弟ＢＲＯ。でも気に入ったえ。これ以上はまからんけどね。オレッチ信じなさァーい。これ本物。噓じゃない。買っとけ。製品基準満たしてェーない型落ちィーだけど、モノはそォー悪くなァーい。兄弟ＢＲＯの装備ひどいえ。ボロボロだえ。それじゃダメよ侵入者クラツカー死にに行くようなもんだえ。おとなスィーく買っとけ」

「あ、いや、だけど俺、手持ちがそんなに」

「いくゥーら？　いくゥーら持ってェーるゥーのォ？」

「ええと、三千六百と、もともと持ってたのが二千くらいだから」

「オーラァーイ。銀行は？　預金はいくらあァーるの？」

「まあ、銀行の金を足せば──」

「ライライライッ。下ろしてきんさァーい。今すぐ下ろしてくるゥーんだ兄弟ＢＲＯ。それまで取り置きしといてやるよ。これ特別サァーヴィス。フツー絶対ないこと。ただァーし急げ急ぐんだえ兄弟ＢＲＯ。露店Ｂ毎回あっちゅゥーま完売。オレッチ、ゲフリー・ピーチマン。十五分待つ。走ってゴーして走ってバックだえ。心配ない間に合ァーうよ」

　アフロ男のピーチマンに肩を叩かれながら周りを見ると、たしかに大特価訳ありセットをはじめとした露店Ｂの商品は飛ぶように売れていた。気が変わったら、戻もどってこなくてもいいわけだし、という思いが頭の隅すみをかすめた。ピーチマンが本当にこのセットを取り置きしておいてくれるのか、という疑念は、不思議とあまり生まれてこなかった。

「急げ急ぐんだえ兄弟ＢＲＯ」

　レニィはピーチマンに背中を押されて人混みを抜ぬけだした。

　さて、どうしよう、と考えこむ前にはっと息をのんだ。

「コロナ……？」

　いない。右を見ても左を見ても前を見ても後ろを見ても上を見ても下を見ても、見あたらない。あいつはちっせえから、何かの陰かげにでも隠かくれてるんじゃねえのか。どっかに挟はさまってやがるとか。蹴け飛とばされて飛んでっちまったとか。んな馬ば鹿かな。どこではぐれた？　露店Ｂに向かおうとしたときはいたはずだ。人垣に入っていったときは？　わからねえ。ついてこなかったのか。ついてこられなかったのか。どっちにしても、俺が出てくるまで待ってなかった。てことは、はぐれたんじゃねえ。あいつの意志でどっか行きやがったんだ。

　知ったことかよ。勝手にしやがれ。あいつだって、餓が鬼きじゃねえんだ。いや、餓鬼だけどな。でも、まあ、一人で宿に帰るくらいはできるはずだ。とんでもねえ方向音おん痴ちだけどな。とはいえ、鉄てつ鎖さの憩いこい場には毎日のようにきている。貸し宿「死にかけダイング雷電サンダーボルト」は家みたいたものだ。まだ日は落ちていない。明るいから、ちょっとくらい迷っても、目印になるものはいくらでもある。いくらあいつでも帰れるだろう。つーか、なんで心配してやらなきゃならねえんだ。冗じよう談だんじゃねえ。ふざけるな。あいつの機き嫌げんとりなんざやってられっかよ。俺だってな。俺だって、我が慢まんしてることもあるし、人並みに苦労してるし、ストレスだってたまってるし、装備くらい買い換かえて、何が悪い。

　レニィは第一王立銀行までダッシュして自分の口座から二万七千ダラー全額引き下ろし、全力ダッシュで露ろ店てんＢに戻った。ピーチマンはちゃんと取り置きしてくれていた。しかも、千ダラー値引きしてくれて、支し払はらいは二万九千ダラーですんだ。まったく、持つべきものは兄弟ＢＲＯだ。不覚にも感激してしまった。最近では一番嬉うれしい出来事だった。これで所持金の三千六百七十三ダラーが全財産となったわけだが、かまうものか。血星ジグネ曜石ヴイアがある。こいつを買いとってもらえば、一気に小金持ちだ。いや、それは言いすぎだが、家賃くらいは余よ裕ゆうで払える。

　レニィは錬金Ａ士組合Ｇ直営のマテリアルショップ「パドメゾール」に行って、買取カウンターの上に血星ジグネ曜石ヴイアを置いた。パドメゾールには何度かきたことがある。虫むし眼鏡めがねみたいな片眼鏡モノクルをかけたまだ若い青い髪かみの女査定人には見覚えがあった。相手がレニィを覚えているのかどうかはわからないが、そんなことはどうでもよかった。女査定人は手て袋ぶくろをはめた手で血星ジグネ曜石ヴイアをつまみ、片眼鏡モノクルに近づけると、ふん、と鼻を鳴らしてそのへんに放ほうり投げやがった。レニィは慌あわてて血星ジグネ曜石ヴイアを拾った。

「──て、てめえ！　何しやがる！」

「べつに。相応の扱あつかいをしただけ」

「はあ？　こんだけでかい血星ジグネ曜石ヴイアなんて、そうそうお目に──」

「血星ジグネ曜石ヴイア？　冗談。それただの石ころ。似てると思うのわかる。でも素人しろうとだけ。あんた素人。あたしプロ。そういうこと」

「お、俺、素人……あんた、プロ……」

「おわかり？　じゃ帰って。バイ」

「……し、素人……石ころ……石……」

　なんてこった。

　超最低ＳＵＣＫだ。




　　　　４




　返品を受けつけてもらえないかと思って大急ぎで露店Ｂに引き返したが、もう店みせ仕じ舞まいしていた。周りの連中にピーチマンや露店Ｂの関係者のことを尋たずねても、彼らの居場所を知る者は誰だれもいなかった。なんでも露店Ｂは、一巡じゆん月げつに一度かせいぜい二度、毎回違ちがう場所に現れるので、出会えればめっけものというかんじの、知る人ぞ知る露店らしい。呆ぼう然ぜんとした。何も考えたくなかったが、考えないわけにはゆかなかった。何を考えないといけないかというと、金だ。金のことで頭を一いつ杯ぱいにして死にかけダイング雷電サンダーボルトに帰ると、店主エレクトリック・マーダーの奥方であり、美人であり、ボンデージドレスを着ていて、その上に白いヒラヒラのエプロンをつけている、ときにやさしく、常に非常に厳しいエレクトラ・マーダーが「お帰りなさいませ、ご主人様」とナイスなジョークで出で迎むかえてくれた。本来ここは、はにかみ笑いの一つでも浮うかべてみせないといけないところだが、引きつりまくった愛あい想そ笑いを返すだけで精一杯だった。部屋に戻ると、コロナが床ゆかに正座していた。

「あ、あの……そのう、つまり、ようするに、えっと、ですから、大変申し訳ないです、ごめんなさいです、すみませんでしたっ！」

「あ、ああ」

「それはやはり、朝のことは、ふしだらといいますか、女性と同どう衾きんするのはいかがなものかと思いますけども、はっ、は、はは裸はだかでしたし、あの、すごいお身体からだでしたし、ですが、レニィさんの意思というわけではなく、ですから、不ふ可か抗こう力りよくといいますか」

「ああ」

「ですので、コロナはよくありませんでした、反省したです、あげく、レニィさんを大おお怪け我がさせてしまい……もう、なんと申しあげてよいやら、コロナはコロナはコロナは……」

「ああ」

「どうか、何とぞお許しを！　寛かん大だいなご処置をたまわりたく！　コロナ、何でもいたしますので！　お金はあまりありませんが、不足でしたら、か、か、かか身体で払いますし！」

「ああ」

「……で、では、その、し、失礼して……」

　なんだかよくわからないが、コロナが立ちあがって後ろを向き、古めかしいデザインの魔ま術じゆつ士衣を脱ぬごうとしている。

「何やってんの、おまえ」

「ほ？　で、ですから、あの、か、かか身体で、謝罪の意を、金額が、そのう……」

「金額？　ああ、家賃？」

「あ、そうでした。お家賃の支払いは明日です。コ、わたし、ちゃんと下ろしてきました。一万四千ダラーですよね。えと、これです。何度か確かく認にんしました。ちゃんとあります」

「あ。おう。そうか」

　レニィはコロナから受けとった一万ダラーＧＭ合金貨一枚と千ダラー金貨四枚をしばらく見つめていた。これに手持ちの三千六百七十三ダラーを足しても、一万七千六百七十三ダラーだ。家賃は二万八千ダラーなので、一万ダラー以上足りない。エレクトラは支払いの滞たい納のうを一いつ切さい認めないから、明日中になんとか不足分を用意しないと、容よう赦しやなく追いだされる。一万ダラー。晩飯を下の食堂で食えば、安いメニューですましても、三百ダラーはかかる。ダメだ。食えない。食えるはずがない。ややあって、食堂に行こうとコロナに誘さそわれたが、腹が痛い、食欲がないと言って断った。飯は抜ぬきだ。空すきっ腹を抱かかえて、コロナに心配されながら、なんとか眠ねむった。翌朝はかなり早めに目が覚めた。朝飯は抜けなかった。食わないと死んじまう。動けなくなる。腹が減っては戦いくさはできぬ、というやつだ。ただ、エレクトラの顔を見ることはできなかった。だって、もし家賃のことを切りだされたらどうする？　どうやってごまかす？　大だい丈じよう夫ぶだ。エレクトラは催さい促そくなんてしない。そのかわり、払わない客は有う無むを言わさず追いだしてしまう。そうは思っても、怖こわかった。一万ダラーだ。今日中にどうにかしないと。いや、落ちつけ。どうにかなる。アンダーグラウンドだ。俺は侵入者クラツカーだ。稼かせげばいい。そうだ。稼ぎゃあいいんだろ？　余よ裕ゆうじゃねえか。任しとけって。

　アンダーグラウンドＤ12ミゼレラットでは、小さな人型異界生物フリークスミゼットたちが、部族トライブごとに砦とりでを造って延々と戦争をしている。

　ミゼットどもは野や蛮ばんだ。連中の殺しあいはそうとうえげつない。敵を磔はりつけにしたり、さらし首にしたりするのは序の口で、死体を材料にして武器だの装そう飾しよく品だのを作ったり、自分たちの砦を飾かざりつけたりする。しかも、やつらが使う槍やりだの吹ふき矢だの弓矢だのにはもれなく毒が塗ぬりこまれているので、始末に負えない。身体は小さいものの、すばしっこいし、数も多いし、凶きよう暴ぼうで、死を恐おそれない、かなりとんでもないやつらだ。まあ、直接知っているわけではないのだが、そういうふうに聞いている。

　そんなわけだから、好きこのんでミゼレラットに足を踏ふみ入れようとする侵入者クラツカーはあまり多くないという。こんな状じよう況きようでなければ、レニィもサトーの話に乗ろうとは思わなかったかもしれない。

「俺が聞いたところによるとだな、ようするにミゼットの剝はく製せいを欲しがってる物好きっつーか悪あく趣しゆ味みな金持ちってのがゴマンといるわけよわかるかあ？　死体だ死体死体を持ち帰るんだよ。一匹ぴきでいいからぶっ殺してしかるべき場所に死体を持ちこめば、五万から十万のダラーがダラダラーって具合に手に入っちまうんだよ最高だろうがああん？」

　最高どころか最悪だ。所しよ詮せん、侵入者クラツカー稼か業ぎようは殺さつ戮りくして強ごう奪だつする人でなしのなりわいなのかもしれないが、それにしたってなんてクソッタレな仕事だ。

　ところが、レニィは知っていた。

　郷里にいたころだ。ある偉えらい独立剽ひよう騎き士し様が妖よう精せいの剝製をお持ちになっている。いやあれは妖精じゃない、海を渡わたったグラー大陸にいる小さな人間らしい。教練所では結構有名な話だった。さいわいと言うべきか、レニィの父は持っていなかったようだが、それは事実であると証言するお偉いさんのご子息もおいでになった。

　サトーの話を聞いた瞬しゆん間かん、ぴんときた。あれだ。あれに違ちがいない。

　むかつくことに、金はあるところにはたんまりある。金持ちの好こう事ず家かなら、十万といわず百万ダラーくらいぽんと出すだろう。ミゼレラットの噂うわさは聞いたことがあったし、ちょっとやべえかな、と思わなくもなかったが、レニィは金が欲しかった。金のためなら、ミゼットの十匹や二十匹、笑え顔がおでぶっ殺してやる。血祭りにあげてやる。いや、高く売るために、できるだけ傷をつけないようにして、上手に殺してやる。

　甘かった。とてつもなく浅はかな考えだった。甘いっつーか浅いっつーかああああああうううううう寒さみぃ。何だこの寒さは。それなのに汗あせがひでえ。熱いような気もする。わけがわからねえ。ふらふらだ。くらくら、ぐらぐらする。それでもレニィはまだマシだ。おそらくレニィと似たような状態の権ゴン堂ドウと二人がかりでどうにか引きずっているサトーは、白目を剝むいて口から泡あわを吹いている。ぴくぴく痙けい攣れんしてやがるから、生きてはいるのだろう。ただ、瀕ひん死しだ。たぶん。よくわからねえ。コロナに肩かたを貸してもらって、ガタガタ震ふるえながらなんとか歩いているヴィヴィアンも、だいぶひどい。完全に無事なのは、なぜかコロナだけだ。コロナをのぞけば、レニィたちはまるで亡もう者じやの群れだ。喪そう神しん街オレストロの半死者ハーフデツド同然だ。

　全ぜん滅めつ寸前だった。

　早い段階で撤てつ退たいを決断していなければ、まず間違いなく全員死んでいた。凶暴だが、用心深くもあるミゼットどもは、深追いしてこなかった。そのおかげで助かった部分もある。

　連中は最初、こっちの気配を察知した途と端たん、一いつ斉せいに身を隠かくしてしまい、何だよ逃にげたのかよと思わせておいて、物もの陰かげから吹き矢だの弓矢だのをピュンピュン飛ばしてきた。それでこっちが怯ひるむとワーッと襲おそいかかってきて、すかさず応戦しようとするとまた隠れて矢を放ってきた。辟へき易えきしたが、やつらの矢は細っこくて、威い力りよくも貧ひん弱じやくだった。真新しい兜かぶとをかぶって装そう甲こう服で身を固め、盾たてを構えたレニィにとってはさして脅きよう威いではなかったし、薄うす着ぎの権堂もひらりひらりと矢を回かい避ひする余裕を見せていた。他ほかのメンツも、物陰に隠れて、いやあ、どうしようかね、このままじゃ埒らちが明かないよな、みたいな雰ふん囲い気きだった。

　心配無用だった。すぐにそんなことは言っていられなくなった。ミゼットどもは矢がきかないことを悟さとると、別のものを投げつけてきたのだ。それは水風船みたいな物体だった。何かにぶつかると、簡単に割れて中身をぶちまけた。その中身が問題で、液体なのだが、すぐに気化して白い靄もやみたいなものになった。そいつを吸いこんだ瞬間、咳せきが出た。目が痛くなって、涙なみだが噴ふきだした。気持ちが悪くなって、レニィは思わず兜を脱ぬぎ捨てた。そこに矢が降りそそいできた。刺ささってもチクッとするだけで、矢自体には殺傷力なんてだいそれたものはなさそうだったが、噂どおりの毒矢に違いなかった。あれでもう完全にパニックになった。落ちついてなんかいられるはずがなかった。あそこで、あの場所で死ぬと思った。絶対に逃げられない。もう終わりだ。ミゼットをつかまえる？　馬ば鹿かなことをぬかすんじゃねえ。無理だ。できっこねえ。早い段階で撤退を決断した？　違う。そうじゃない。あの状況で、逃げる以外にどうしろってんだ。つーか、マジで、もうほんとに死ぬ。やべえ。これ以上は歩けねえ。サトー。クソサトー。てめえ重いんだよ。置いてくか。いや、がんばれ。もうちょいだ。もうすぐ外だ。ここでアレしたらアレだ。なんかこう、もったいねえ。そうだ。歩け。死ぬ気で歩け。もう少し。やっとだ。ようやく地上だ。すげえ。よくやった、俺。

　レニィはサトーの手を放し、Ｄ12の出入口から出てすぐの側そく壁へきに背中をもたせかけてしゃがみこんだ。ひゅう。ひぃぃ。ひゅう。ひぃぃ。ひょぉ。ひどい呼吸音だ。く、苦しい。苦しいなんてもんじゃねえぞこれ。黙だまってたら、間違いなく息が止まってそのうち干ひからびちまう。コロナが駆かけよってきて喚わめいてるみたいだが、何を言ってやがるのかさっぱりだ。うんとかすんとか答えてやる力もない。頼たのみの綱つなのヴィヴィアンもうずくまって唸うなっている。権堂はあぐらをかいて、心頭を滅めつ却きやくすれば火もまた涼すずしとばかりに目をつぶっているが、全身の震え方が尋じん常じようじゃない。サトーは──知るか。くたばっちまえ。つーか、放ほうっとけばそのうちくたばるだろう。コロナ以外は全員だ。

　死ぬ。

　きっと、さんざん苦しんで死ぬ。

　この死に方はいやだ。

　死にたくねえ。

「もしも、もし、もし死んでしまわれましても、コロナが、コロナが絶対に、レニィさんを生き返らせてさしあげる所存ですので！　がんばってお寺に連れていきますので！」

　いや無理。それ無理だから。だって金がねえもん。俺ら貧びん乏ぼうだし。金。金なんだよなあ結局。世の中、所詮は金かよ。金。金。金。ガタガタ震える手で首筋に刺さっている矢を抜ぬいた。やたらと細くて、ちゃちに見える。まるで玩具おもちやみたいだ。ただ、鏃やじりが妙みように長くてむちゃくちゃ鋭するどい。変な液体か気体のせいで、咳ゴホゴホ涙ドバドバになっているときに、この矢が雨あめ霰あられと降ってきた。あのときの恐きよう怖ふといったら。思いだしたくもねえ。つーか、もうすぐ思いだすことすらできなくなるのか。死ぬ。死ぬのか。やだなあ。息ができねえ。もうダメだ。

「こ、ころ、な」

「は、はいっ！　何でしょうか……！」

「お、お、まえ、の、こ、こ、と」

　つづきを。つづきを言わねえと。最後まで言わねえと。声が。胸が。誰だれか。もうちょっとだけ力をくれ。せめて振ふり絞しぼれるだけの力を。それすらもないなんて、あんまりじゃねえか。

「死にたくねえすか」

　当然だろうが。つーか、誰？　この声。コロナじゃない。目を開けろ。しっかり見ろ。コロナ。いや。その後ろだ。誰かいる。やけに背の低い男だ。ずいぶんとまあ、薄うす汚よごれた恰かつ好こうをしている──ような気がする。顔はわからない。目が霞かすんでいるせいか。いや、マスクだ。マスクをして目以外の部分を隠している上に、フードまでかぶっている。何者だ。

「死にたくねえすか」

　だから、あたりまえだっつーの。

　必死に首を縦に振ってみせると、背の低い男は袖そでから何かとりだした。

　何だ？　それは──、

　もしかして、注射器か。

「この中身、ミゼットが使う毒の解げ毒どく剤ざいす」

「はぅっ……！」

　すかさずコロナが男からその解毒剤とやらをぶんどろうとした。男は、だが、さっと手を袖の中に引っこめて飛びすさった。なかなか素す早ばやい野や郎ろうだ。でも、コロナ、がんばれ。そいつをふんづかまえて解毒剤をゲットしろ。違ちがう。してくれ。してください。頼む。もうかなり意識がやべえ。ああ。くそ。ダメか。ダメなのか。追いかけっこ状態になってるっぽい。このままじゃあきっと間に合わねえ。どこか遠くのほうで男の叫さけび声が聞こえた。

「こっちも慈じ善ぜん事業じゃねえす！　解毒剤欲しけりゃ出すもん出すす！　そうしなけりゃあんたら死ぬす！　こちとらあんたらのこと知らねえす！　勝手に死ねばいいす！」

　いくらだ、と声を張りあげながら装甲服のファスナーを開けて内ポケットから銭入れをとりだし、中に入っていた硬こう貨かをいくらか出してみせたのに、それでは足りないとかふざけたことを言われて、結局、ぜんぶさしだす羽目になったような、ならなかったような、正直、よく覚えていないのだが、たぶんそうなったのだろう。たぶんというか、間違いなくそうなった。

　長い戦いだった。

　諸もろ肌はだ脱ぬぎになって、装そう甲こう服の下の肌はだ着ぎまで脱ぎ捨ててあったので、解毒剤を打つのにもかなり苦労したものと思われる。

　恥はじも外聞もなくのたうった。騙だまされた、死ぬじゃねえか、完全に死亡コースじゃねえか、みたいなことを考えた記き憶おくもある。とにかく痛くて、寒くて、熱くて、苦しくて、罵ののしり、もがいて、あがき、泣きじゃくるしかなかった。いつから落ちつきはじめたのか。わからない。気がつくと、暴れていなかった。寝ね転ころがってもいなくて、地べたに座って背中を壁かべにもたせかけていた。サトーや権堂、ヴィヴィアンも似たようなざまだった。コロナがレニィたちの前にしゃがんで目を真っ赤に腫はらしていた。涙だの鼻水だので、顔がぐじゃぐじゃだった。レニィは手をのばして鼻水をふいてやった。コロナは泣き笑いした。それどころか、大泣きした。ともかく、他人のことに気を配れるということは、だいぶマシになったのだろう。

　レニィは空を仰あおいだ。

　すでに太陽が傾かたむきかけていた。

　あらためて実感した。

　生きてるって、すげえな。生きてるってだけで、感謝だよな。だって、生きてねえと、苦しむことさえ、泣くことすらできねえわけだし。金の心配するのだって、生きてるからこそだし。そう、金の──、

　金……？

「あは……あはは……あははははははは」

　レニィは馬ば鹿か笑わらいした。これが笑わずにいられるか。つーか、笑うしかねえ。他ほかの連中は笑いこけるレニィを見てどう思っただろう。知るかよ。知ったこっちゃねえ。こっちはそれどころじゃねえんだよ。

　こんなことがあったわけだから、今日のところは解散ということにあいなったが、それがどうしたというかんじだった。レニィはコロナを従えて歩いた。どこへ行くのかと尋たずねられたが、答えられなかった。あてはなかった。あるはずがなかった。とりあえず、ひとけのない、寂さびしげな場所にいると、深い穴を掘ほってそこに飛びこんでしまいたくなりそうなので、人の多いほうへ、人の多いほうへと向かった。結果として、鉄てつ鎖さの憩いこい場に行き着いた。公園のベンチがあいていたので、腰こしを下ろした。コロナが隣となりにちょこんと座って、しきりとこっちをうかがっているが、目をあわせる度胸はなかった。

　俺、今、どんな顔してんだろうな。やっぱり、そうとうひでえツラかな。何しろ、死にかけたしな。おまけに、スカンピンだしな。まいるよな。コロナから預かった家賃の折半分まで、あの解毒剤マスク野郎にやっちまったからな。しょうがねえけどな。死にそうだったしな。考える余よ裕ゆうなんてなかったしな。でも、終わったな。完かん璧ぺきに終わりだよな。無一文だしな。一文無しだしな。すってんてんだしな。

　どうしよう。

　どうすりゃいいんだ？

　もう十七時くらいだ。期限はあと七時間。一分でもすぎたら、エレクトラに鞭むちで打たれて宿から追いだされることになる。エレクトラは厳格だ。一度でも支し払はらいの約束を守らなかった客は、二度と泊とめない。二万八千だ。七時間で二万八千。無理だ。稼かせげっこねえ。いや、あきらめるな。考えろ。何かを売って金を作るってのはどうだ。たとえば、装備。そうだ。ＤＳ・ＴＹＱＮの装甲服。昨日買ったばかりだ。いくらか値段はつくだろう。ただ、これはピーチマンに説明を受けて自分としても納なつ得とくしたことだが、この装甲服はもともと製品基準に達していない商品ということで、ブランドの正規品であることを証明する合金製のタグがついていない。タグがないのは、売る際にかなり査定に響ひびく。買い叩たたかれることは間違いない。兜かぶと。ロイヤル・ガールの兜は、悲しいことに手て許もとにない。ミゼレラットのどこかで落っことしてきた。盾たてもだ。回収するべく戻もどる気にはとうていなれなかった。二万八千。無理だ。一万もあやしい。エルデンにはブランドの工こう房ぼうがたくさんあって、物があふれている。もともと中古品の需じゆ要よう自体、そんなに多くはないのだ。たいした値段がつかないものを、それなりの値段で買ってくれるお人ひと好よしなんているはずがない。この方法はダメだ。見込みがない。他に何かないか。たとえば、そう──ギャンブルとか。元手がないのに？　ダメだ。所持金がゼロじゃあ話にならねえ。さすがに一ダラーとか二ダラーじゃどうしようもねえけど、十ダラー、五十ダラー、いや、せめて百ダラー、どうにかならねえか。それくらいだったら、今から一人でメリクル迷めい宮きゆうあたりに行っても、なんとかなるんじゃねえか。その金を大事に握にぎりしめて、闇やみ市いちかクァラナドあたりでギャンブルだ。勝負だ。勝負するんだ。最近はすっかりご無ぶ沙さ汰ただが、こう見えて餓が鬼きのころは強かった。下町の悪餓鬼どもを集めて、賭と場ばの真ま似ね事なんかもよくしてたもんだ。だからこそ、よくわかってるんだけどな。ギャンブルで儲もうかるのは、ほとんどの場合、胴どう元もとだ。儲かるからこそ賭場を開く。あとのやつは勝ったり負けたりだ。よっぽど幸運に恵めぐまれているか、絶対に見破られないイカサマの技術を持っているか。そうでもないかぎり、ギャンブルに絶対はない。そして、泣き面つらに蜂はち、弱り目に祟たたり目、踏ふんだり蹴けったり、という言葉があるように、ついていないときはとことんついていないものだ。崖がけっぷちまで追いこまれて打って出た大勝負では、十中八九、負ける。というか、負けちまうんじゃねえかと思っている時点で、勝てるはずがない。だいたい、不確実すぎる。確実性のかの字もない。何かねえのか？　もっと、もうちょっとでいい、実現性のありそうな、これならひょっとしたらなんとかなりそうだと信じられるような、そんな方法は。

「コロナ」

「はっ、はい！」

「お前さ」

　レニィはやはりコロナの顔を見ることができなかった。そうはいっても、そっぽを向いたまま話したら様子がおかしいと勘かんぐられそうなので、コロナの顎あごのあたりを見ていた。

「先に帰ってろよ。俺は、ちょっとな。用があるから」

「え、と……何でしたら、コロ、あ、わたしも、その、おつきあいいたしますが」

「いや、いい。一人のほうがいいんだ。悪いな」

「そ、そうですか……」

　コロナはうなだれて、だぶだぶの魔ま術じゆつ士し衣をぎゅっとつかんだ。しょげているようだ。心なんかちっとも痛まないと言ったら噓うそになるが、しょうがねえんだよ。こればっかりは。金がねえ、このままだと家賃が払えねえ、追いだされる、つーか飯も食えねえなんて言えるわけねえし。当然、金策に奔ほん走そうする姿を見せるわけにもゆかない。レニィが石になったように黙だまりこくっていると、地味にかなり意地っぱりなコロナも根負けしたのだろう、ゆっくり立ちあがってぺこりと頭を下げた。

「では、お先に帰らせていただきます」

「おう」

　やっとか。こんなことをしている間にも、時間は刻一刻と流れている。邪じや険けんにするわけじゃないが、行け。早く行け。行ってくれ。頼たのむから。ところが、コロナはなかなかその場から動こうとしない。痺しびれを切らして、何だよ、と言おうとしたら、ようやく口を開いた。

「あの人と会われるんですか」

「な──」

　思わずうろたえてしまった。あの人、が誰だれを指すか、すぐにぴんときたせいもある。それだけでなく、攻こう撃げき的で、恨うらみがましくて、それでいてすがるような、何とも言いがたい輝かがやきに揺ゆれているスミレ色の瞳ひとみだ。かすかに潤うるんだコロナの目に怯ひるんでしまった。でも、ここは腹をくくってごまかすしかねえだろうが。それ以外にどうしろっていうんだ。
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「なに言ってんだ。馬ば鹿かじゃねえのか。あのな。そういうんじゃねえよ。俺だってな。いろいろあるんだ。前に知りあったやつが、小さなクランの頭やっててな。じつは、誘さそわれてるんだ。話だけでもって言うもんだからよ。やっぱり、いろいろ考えるだろ。将来性とか。選せん択たく肢しっていうかな。材料だよ」

「そうですか」

「ああ」

「気をつけてくださいね」

「お前こそ、気をつけろよ」

「子供じゃないですから、平気です」

「そ、そうか。そうだな」

「じゃあ、待っていますから」

　去り際ぎわの表情が胸に突つき刺ささった。あの顔は納得してねえな。信じてねえ。そりゃそうだ。噓をついたんだから。だけどよ。仕方ねえんだ。レニィはコロナの姿が完全に見えなくなってから、近くの樹木に貼はりつけてあった紙切れを引っ剝ぱがした。一枚じゃない。一気に五枚つかみとって、書かれている内容にざっと目を通した。「最高級派は遣けん娼しよう婦ふ」いらねえ。「尋たずね人びと、左頰ほおに目玉ぼくろ」意味不明だ。「僕の悲しみの涙なみだを受け止める容器になってくれませんか」いかれてんじゃねえのか。「即そつ決けつ。即貸。三千ダラーから」これだ。「金が欲しけりゃそら貸すぞ」これもか。

　まずは「即決」のほうだ。三千ダラーから、最大二十万ダラーまで。利息は一日あたり三割。はあ？　てことは、三日もすれば二倍以上になっちまうじゃねえか。冗じよう談だんじゃねえ。ふざけやがって。もう一枚だ。「金が欲しけりゃ」のほうには、下限上限は書いていなかった。利息は一日あたり二割。二割か。前のやつよりは安い。でも、待て。担保が必要だと書いてある。阿あ呆ほうが。担保になりそうなものなんて持ってねえんだよ。そんなものがあったら金なんて借りるか、ボケ。つーかな。この国ではあれなのか。利息は一日につき二割三割があたりまえなのかよ。他ほかの貼り紙も見てみたが、同じだ。高い。利息が高すぎる。そりゃそうか。この国じゃあ、身元もクソもねえもんな。借りた金を持って逃にげる不届き者も多そうだ。そうやってこの国に流れついたやつもいるだろう。見知らぬ者を相手にする金貸しは、なかなか成立しづらいのかもしれない。借りるなら、顔見知りから、か。心当たりはないでもない。ないわけじゃないが、気は進まない。進まないが、無一文のまま帰るわけにはゆかない。

　レニィは貼り紙を細かくちぎって捨てながら歩いた。

　足が重かった。

　それなのに、気がつくと早足になっていた。

　気持ちや身体感覚とは裏腹にどんどん加速して、第一区の王立中央文書館前に到とう着ちやくするころには息が切れまくっていた。

　膝ひざに手をついて肩かたで息をしていると、泣けてきた。

　何やってんだよ、俺。ここにきてどうしようってんだ。馬鹿じゃねえのか。

　そりゃあ、あの女は助けてくれるだろうさ。それこそ泣いて頼んだら、金くらい貸してくれるに違ちがいない。貸してくれるどころか、返さなくていいとさえ言ってくれるかもしれない。あの女は俺に惚ほれてる──のかどうかはわからないが、まあ、そんなかんじで、何でもしてあげたい、みたいなことを言われもしたし、コロナの薬の件では、実際、助けてもらった。ここにきてあの女に会えば、どうにかなる。心のどこかにそんな思いはあった。だから、あの人に会われるんですか、とコロナに言われたとき、レニィは慌あわてたのだ。そうしようと考えていたわけじゃない。そんなことは決してないが、たぶん、最後の手段だと思っていた。頼みの綱つなだった。にっちもさっちもいかなくなったら、あの女の好意を利用すればいいんだと。それしかないと。だって、しょうがねえだろ。他に手段がねえんだ。二万八千ダラーっていったら、しがない初心者ニユービー侵入者クラツカーの俺にとっちゃあ大金なんだから。

　レニィは路上でうずくまって頭を抱かかえた。吐はき気がする。マジで反へ吐どが出る。知らなかった。俺ってこんなに薄うす汚ぎたねえ根こん性じようの持ち主だったのか。もっとこう、一本筋が通ってるっていうか、実直とは言わないまでも、守るべき部分は守るっていうか、そんな人間だと思ってたのに。少なくとも、一人の人間としてそうありたいと願っていた。男としてそうあろうとしてきた。ところがどうだ。スカンピンになったってだけで、このザマだ。

　金だ。金に負けた。貧びん乏ぼうに敗北した。

　俺は負け犬だ。みじめな敗残者だ。

　もうダメだ。

「レニィくん？」

「……あ」

　顔を上げると、眼鏡めがねをかけた女に見下ろされていた。上は胸元が大きく開いたセーターだけで、下は確かく認にんできないが、たぶん下着しか穿はいていない。毎度のことながら、なんて恰かつ好こうをしてやがるんだ。

　そんな女を見て、俺はほっとしてる。心のどこかで、これでなんとかなるんじゃねえかと期待してさえいる。なんて超最低ＳＵＣＫなクソ野郎モウフオなんだ。

「どしたのレニィくん？　何かあった？　ないはず、ないよね？　だって、こぉ～んなところに座りこんでるんだもん」

「あ、いや……」

　レニィはうつむいて唇くちびるの下あたりを指でボリボリ搔かいた。いけない。この女は露ろ出しゆつ狂きようの変態で変人だが、やたらと頭がいいし、勘かんも鋭するどい。表情を見られていたら、あっさり見み抜ぬかれてしまいそうだ。もう遅おそかったわけだが。

「もしかしてぇ……レニィくん、悩なやみごとでもあったりして？　てゆぅかぁ、けっこぉ～困ってるんじゃない？」

「そ、そんなこと、ねえよ」

「ふぅ～ん、そぉ？　トモヨさんにはそぉ～は思えないけどなぁ？」

「ねえって。何も」

　レニィはトモヨと目をあわさないようにして立ちあがり、踵きびすを返そうとしたら、腕うでをつかまれた。

「何かあるならぁ、トモヨさんが助けてあげるよ？　あげるってゆぅかぁ、助けさせて、ほ・し・い・な？　トモヨさんなら、レニィくんを助けられると思うよ？」

「そんなの……わかんねえだろ」

「できるよ」

　トモヨは後ろから抱だきついてきて、レニィの耳たぶに唇をよせた。つーかこの無む駄だに豊満っつーかほわほわしてるっつーかあったけえっつーかやーらけえっつーかやばいかんじの身体からだは何なんだいったい。

「今ならト・ク・ベ・ツ・サービス。キスしてくれるだけでいぃよ？　たったそれだけで、トモヨさんが、レニィくんのために、何でもしちゃう」

「いや、だから……」

　ぐらっときた。何が揺ゆれたかというと、心だ。トモヨに援えん助じよしてもらうとしたら、当然、何か要求されるだろうし、それはあんなことやこんなことだろうとなんとなく想像していた。キス程度ですむとは考えていなかった。もっとすごいことを経験してしまう、いや、させられるに違いないと恐おそれていた。それで、ついついこう思ってしまったのだ。え？　それだけでいいのか……？　その隙すきを見み逃のがすトモヨじゃなかった。トモヨは軟なん体たい生物みたいに身体をレニィにくっつけたまま顔と顔がくっつきそうな位置まで移動して、嫣えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「しよ。キス」

「あ、や、でも」

「唇と唇をあわせて、舌と舌をからめるだけだよ？　レニィくんが失うものは何もない」

　たしかに、そうなんだよな。こいつとキスしたからって、べつに──と思っている間に、トモヨがすっと顔を近づけてきた。鼻がぶつかりそうだ。眼鏡が。

「レニィくんは何も失わない」

　俺は、何も失わない。

　ただ唇をあわせるだけだ。

　舌と舌がからみあったからといって、気持ちが通じあうわけじゃない。

「いぃよね？　キスくらい」

　ああ──、

　そうだな。そうかもな。

　目をつぶろうとした。瞼まぶたを閉じていて、その間に終わってしまえば、俺は言い逃のがれできる。俺の本意じゃなかった。したかったわけじゃない。つーかな。いいだろ。キスくらい。たいしたことじゃねえ。減るもんじゃねえし。知らねえけどな。恥はずかしながら、ちゃんとしたのは、したことがねえし。してみたいって気持ちは、そりゃあるけど。それが今なのか。相手はトモヨか。いいけどよ。どうしようもなく嫌きらいってわけじゃねえし。正直、どきどき、してるしな。もういいかって思ってる。ここまできたら、いい。やっちまえ。

　でも、このことをコロナが知ったら、どう思うだろうな。

　レニィは顔を横に向けた。

　すんでのところだった。

　あぶなかった。

　もう少しで唇と唇がふれてしまうところだった。

　トモヨはゆっくりと身体を離はなして、これっぽっちもわざとらしくない、苦しそうなため息をついた。

「残念。今日はいけそぉな気がしたのに。キスくらいはさせてくれるんじゃないかって、トモヨさん、期待したんだけどな」

「悪かったな。期待させちまって」

「ちょっと、悪いかな？　レニィくん、悪い男だね。トモヨさんは、悪い男、嫌いじゃないけど。むしろ好きだけどね？」

「すまねえ」

「また、謝るんだ」

「マジで、すまねえ」

　レニィはトモヨに背中を向けて駆かけだした。このままそばにいたら、トモヨはきっと無む償しようでレニィを助けると言いだすだろう。変態だが、そういう女だということはわかっている。わかっているからこそ、甘えられない。甘えたりしたら、本当に最低な男になっちまう。

　俺は恰かつ好こうつけてるのか。ちっぽけなプライドを守るために気どってるだけなのか。そうかもな。否定はできねえ。でも、ダメだ。あんなことをしたら、俺はきっと、コロナも、それからトモヨのことも傷つける。そんな気がする。単純に傷つけたくねえってのもある。傷つけることで、自分が傷つくのもいやだ。けど、それだけじゃねえ。俺はそんな自分に納なつ得とくできねえんだ。納得できねえことはやらねえ。つーか、できねえ。それがちっぽけなプライドってやつなのかもしれねえし、名を捨てて実をとらなきゃならねえ場面もあるのかもしれねえし、それが大人になるってことなのかもしれねえし、ようするに俺は餓が鬼きで、餓鬼がのほほんと生きていけるほどこのエルデンは甘くなくて、鉄てつ鎖さの憩いこい場まで引き返してきて、さっきコロナと座っていたベンチに腰こしを下ろした俺は、白状すれば、後こう悔かいしていた。

　キスすりゃよかった。

　だいたい、キスなんかしなくても、これこれこういうわけでと正直に説明していたら、金くらい貸してくれたかもしれないのに。

　言えなかった。恥ずかしかったんだ。

　だって、金のことだ。金のことで、頭を下げるなんて。

　もちろん、金は大事だ。そんなことはわかってる。痛いほどわかってる。でも、金がねえんだ、貸してくれ、なんて、どのツラ下げて言えるんだ？　一ダラーや二ダラーならともかく、二万八千ダラーだ。そんな卑いやしい真ま似ねできるか。あまりにもみじめじゃねえか。いやだ。冗じよう談だんじゃねえ。屈くつ辱じよくだ。

　これだ。

　これがちっぽけなプライドじゃなくて、何だっていうんだ。

　そんなご大層な身分でもねえくせに、気どりやがって。守らなきゃならねえやつだっているのに、地べたを這はいずり回って泥どろ水みずをすする覚かく悟ごもねえのかよ。なんて情けねえんだ。俺ってやつは。

　それにしても、ぜんぜん気づかなかった。

　いつの間にか、隣となりにポニーテールの男が座っていた。

「……権ゴン堂ドウ」

「通りがかりに、おぬしの姿を見かけたものでな」

「ああ……そうか」

「じつは、気になっておったのだ。おぬしは今日、様子がおかしかった。何か憂うれいごとでもあるのではないか」

「サトーは？」

　どうでもいいクソサトーのことなんか訊きいて、俺はごまかそうとしているのか。この期ごに及およんで、まだそういう態度なのかよ。権堂は急に真顔になって、目をつぶった。

「サトーは死んだ」

「えっ」

「冗談だ」

　権堂は目を開けて微笑ほほえんだ。

「あの男はとびきり悪運が強い。めったなことで死にはせぬ」

「そ、そうだよな……」

「私に話してみてはどうだ。これでも私はおぬしより年とし嵩かさなのだぞ。おぬしの自立心には日ごろより感心しておるが、何もかも独りで背負いこむことはない」

　こんなに簡単なことだとは思わなかった。

　レニィは権堂に洗いざらい打ち明けた。ここは言わないほうがいいとか、ここはちょっと脚きやく色しよくしてとか、余計なことは一いつ切さい考えなかった。途と中ちゆうで言葉につまることもなかった。権堂は、うむ、うむ、と相あい槌づちを打ちながら聞き役に徹てつした。話が終わると、やはり、うむ、とうなずいてベンチから立ちあがった。

「二万八千ダラーか。今日明日の飲食代もふくめて、三万ダラーはあったほうがよかろうな。それならば都合がつく」

「……へ？　都合って」

「すぐ戻もどる。ここで待っているがよい」

　権堂はレニィを置いてどこかへ行ってしまった。いや、どこか、じゃない。あの方向からすると、権堂は銀行に向かったのだ。

　レニィは呆あつ気けにとられていた。

　権堂はいったい何を考えているのか。何をしようとしているのか。

　都合がつくと言っていた。ということは、都合してくれるのか。どうやって？　銀行に行ったということは、金を下ろすのか。自分の金を？　どうして？　なんで権堂が？

　ぼんやりしている間に、権堂が戻ってきた。

「大おお見み得えを切っておいて、あやういところであった」

　権堂は静かに笑いながらレニィの右手をとって開かせ、三枚の一万ダラーＧＭ合金貨を握にぎらせた。

「口座に三万三千ダラーしかなかったのだ。もう少しあると思っておったのだが」

「え？　ちょっ──待て、三万三千のうち、三万って」

「まだ三千ダラーある。これだけあれば十分だ」

「さっ、三千？　そ、それじゃあ……だって、権堂、お前だってあれだろ。貸し宿で部屋借りてんだろ」

「うむ。だが、支し払はらいの期限は五日後だ。おぬしは今日中に払わねばならぬのだろう」

「そ、そりゃあそうだけど」

「おぬしが返せる範はん囲いで、いくらかずつでも返してくれればよい」

「いや、返すけど。返すよ。返すって。絶対。できるだけ早く。だって、あれだろ、さっさと返さねえと、思いっきりやばそうだし。俺じゃなくて、権堂が。つーか、マジで借りちまっていいのか、俺？」

「むろんだ」

「むろんって、ほとんど有り金ぜんぶに近いんだぞ？　俺にとっちゃあ、そりゃでけえけど、正直、大金ってほどの額じゃねえ。権堂、お前、どっちかっつったら貧びん乏ぼう人の部類だろ。俺に金貸してる場合じゃなくねえか？」

「たしかに私は金満家ではない。だが、さいわいなことに、おぬしに貸してやれるだけの金は持っていた」

「俺に貸して、金がなくなって──それで、家賃が払えなくなったらどうするんだよ」

「そうなったときはそうなったときだ」

「だから、そうなっちまったとき、どうするのかって訊いてんだけど」

「そのときは」

　権堂は、この若造はいったい何をガタガタ騒さわいでおるのやら、さっぱりわからぬ、とでも言いたげな顔でさらりと答えた。

「野宿すればよい。おぬしと違ちがい、私には娘むすめ御ごの連れはおらぬ。とりたてて問題はない。もともと金がないときはそうしておる」

「え……そうなの？」

「うむ。金などなくても、どうにかなるものだ。少なくとも、私はどうにかなってきた」

「そ、そんなもんかね」

「げんに、私はここにこうして生きておるだろう。エルデンは不毛の荒こう野やではない。選えり好みさえしなければ、腹を満たすものくらいはいくらでも手に入る。無一文でも死にはせぬ」

　見なおした。

　物もの怖おじしない、腹の据すわった男だとは思っていたが、ここまで逞たくましいやつだったとは。

　すげえ。

　なんつーか、でかい。

　サトーなんかとつるんでいるせいで、侵入者クラツカーとしては二流から抜ぬけだせないでいるが、そもそもあのクソサトーの面めん倒どうを見ていること自体、たいしたものだ。達観しているというか、悟さとりを開いているというか、とにかく器うつわが違う。度量が広い。金を貸してもらったので、これからしばらく頭が上がらない、なんて思ったら、かえって権堂に対して失礼だろう。そんな恩着せがましい男じゃない。心の底から感謝しつつ、これまでどおり背中を任せて、こっちも権堂の背中を守る。それ以上のことは権堂も望んでいないに違いない。だったら、そうすればいい。そうしよう。そう決めた。

　レニィは権堂に礼を言って死にかけダイング雷電サンダーボルトに戻り、さっそくエレクトラに家賃を払った。こんなにすっきりした気分はいつ以来だろう。足どりも軽く部屋に戻ると、コロナが窓まど際ぎわの椅い子すに座って窓の外を眺ながめていた。

　しまった。

　すっきりしてる場合じゃねえ。

　コロナはどんな気持ちでこの部屋に帰ってきたのか。それから今まで、何を思って、何を考えていたのか。

　新しい薬を使うようになってから、コロナは感情に波がある。いったん落ちこむと、しばらく元気がないし、やけに自じ虐ぎやく的になったり、衝しよう動どう的におかしな行動をとったりすることも珍めずらしくない。腫はれ物にさわるような扱あつかいをするのもよくないだろうし、あまり気にしないようにしているが、今日は別だ。悪いのは俺だ。コロナが打ちひしがれているとしたら、俺のせいだ。

「た、ただいま」

「おかえりなさい」

　コロナはこっちを見ようとしない。

　レニィは腰こしから剣けんを外してベッドの縁ふちに腰かけた。

　この際だ。ぜんぶ、何もかも、正直に話しちまうか。そうしたほうがいいのかもしれない。コロナだって、たぶんわかってくれる。機き嫌げんも直してくれるだろう。よっぽど話そうと思った。その寸前までいった。

「クランの話は、断った。一人で決めちまっていいのかどうか、ちょっと迷ったけどな。権堂たちとつるんでるほうがまだマシそうだし、それなら意味ねえだろ」

「そうですか」

「ああ」

　ダメだ。

　言えない。

　他ほかのやつには言えても、こいつにだけは、コロナにだけは知られたくない。

　昨日から、金のことばっかり考えてたなんて。

　考えて、考えて、あがいて、どうにもならなくて、結局、権堂に助けてもらった。自分ではどうにもできなかった。そんな情けない、頼たより甲が斐いのない男だってことを知られちまったら、それがばれちまったら、俺はこの先、どうやってコロナを守っていけばいい？　どうしたらコロナに頼ってもらえる？　どうやったら俺のことをコロナに信じさせてやれるんだ？

　お前が必要だ、と俺はコロナに告げた。

　そう決めたって。

　きっと、コロナには必要だったんだ。誰だれかに必要とされることが必要だった。

　それなのに、俺を信じられなくなったら、コロナはいったいどうなっちまうんだ……？

　崩くずれる。

　たぶん、崩れて、壊こわれちまう。

「飯でも食いにいくか」

「そうですね」

　椅子から立ちあがったコロナは、ちらりとレニィを見たが、その表情は硬かたかった。スミレ色の瞳ひとみは少し充じゆう血けつしていた。顔色もよくなかった。

　明日には、もうちょっとだけ顔がゆるんで、かすかな笑えみくらいは見られるだろうか。笑わせてやれるだろうか。まっすぐ俺を見つめて、俺も目をそらさずに見つめ返してやれるだろうか。自信はない。

　でも、壊れてばらばらになったコロナを、かき集めてもとどおりにするよりはたやすいだろう。

　だから、お前を笑わせてやりたいんだ。今日できなかったら、明日、それが無理なら、あさって、しあさって、その次の日でもいい。いい方法なんて思いつかないけれど、きっとなんとかする。

　そのために、飯を食おう。腹を一いつ杯ぱいにしよう。寝ねて、起きて、お前と一いつ緒しよに歩こう。

　そんなことしかできないちっぽけな俺を見て、お前が笑ってくれればいいのに。
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「けど、やっぱりわかんねえよ」

　例の一件があってからというもの、一ひと稼かせぎしたあと、たまに権ゴン堂ドウやヴィヴィアンと飯を食うようになった。以前は、それはそれ、これはこれ、というかんじで、仕事とプライベートはできるだけ分けるようにしていたのだが、考えてみればそこまで割りきることもない。今日はたまたま一人あたり七千ダラーくらい儲もうかったこともあって、レニィとコロナ、権堂とヴィヴィアンの四人で、第五区と第四区の境目あたりにある「おっとり亭てい」という安くてそこそこうまいと評判の飯屋を訪おとずれた。一応、クソサトーも誘さそってみたが、やつは生意気にも断りやがった。冗じよう談だんじゃねえなーんで俺がてめえらみてえなショボショボしたやつらと飯なんか食わなきゃならねえんだ死ね死ね死んじまえ、というのがそのときの弁だ。なんて野や郎ろうだ。

「なんであんなやつとつるんでるんだ？　つるんでるっていうか──」

　レニィはすでにおっとり亭自じ慢まんの太たい鼓こ腹ばら定食を平らげて、追加で何か頼たのもうか、頼むまいか迷っていた。コロナはまだ淑しゆく女じよ定食をちょこちょこついばんでいる。ヴィヴィアンも同じものを同じくらいのペースで食べているのだが、大人の女性がゆったりと落ちついて食事を楽しんでいる、くらいの表現が似つかわしい。コロナと違ちがってマナーがいいからだろうか。

「ほとんど面めん倒どう見てやってるってかんじだろ、実際」

「そのように考えたことはないが」

　権堂は定食ではなく単品をいくつか頼んで、それを肴さかなに冷酒をくいくい飲やっている。あまりそういうふうには見えないが、人は見かけによらないということなのか、この男は大酒飲みだ。しかも、どれだけ飲んでも平然としている。かなり強いらしい。

「だけどよ。本人がいねえとこで言ったら、陰かげ口ぐちたたいてるみたいでちょっといやだけどな。面と向かっても言ってるし、いいか。サトーって、役立たずだろ。何もできねえっていうか、しねえし。何かしようとかしなきゃって気持ちがそもそもねえだろ、あいつ」

「たしかに、そう見受けられる部分もなきにしもあらずだ」

「なきにしもあらずっていうか、ありすぎじゃねえか。あいつが興味あることっていったら、何だ？　女とか？　今日だってクァラナドにでも行ったんだろ」

「おそらく、そうであろうな」

「遊びてえんなら、遊ぶ金を稼ぐために一生懸けん命めい働きゃいいのによ」

「あの者は苦労が嫌きらいなのだ」

「俺だって、べつに好きじゃねえけどな。苦労なんて、しなくていいならしないに越こしたことはねえわけだし」

「あの者の場合は筋金入りだ。楽をして儲けるための方法を考えることさえ、あの者にとっては堪たえがたい苦痛なのかもしれぬ」

「どれだけ怠なまけ者なんだよ」

「あの者の怠たい惰ださには、私もたまに感心させられる」

「感心つーか、呆あきれるとこだと思うけどね、そこは……」

　レニィはため息をついて、追加の注文をあきらめることにした。どうせいくら食っても、夜になれば腹が減る。食えば食っただけ筋力が増すようにも感じられる昨今だが、当然、食えば食っただけ金がなくなってゆく。レニィはやはり、権堂みたいに無一文になったら野宿すればいいと言いきってしまえるほど達観できない。残飯を漁あさるような真ま似ねはしたくないし、屋根がある、それなりにやわらかくて、風か邪ぜをひかない程度にあたたかい寝ね床どこで眠ねむりたい。レニィ自身もそうだが、コロナにもそんな目には遭あわせたくない。

　まあ、そうなったらそうなったで、意外とコロナのほうがあっさり適応してしまうような気もしなくはないが。

　レニィの視線に気づいて、コロナが小首をかしげた。

「ほ？」

「……あ、何でもねえ」

　脆もろいようで、いや、脆いことは脆いのだが、順応性が高いというか、究極的には辛しん抱ぼう強いというか。レニィのほうが、まず間違いなく分別があるはずだし、社会性も多少はあって、先のことだっていくらか考えているし、ようするに、まともなはずなのに。

　たまに、自信がなくなる。

　なんつーか、この街で生きる毎日は、やばい。

　やばすぎて、正直、結構きつい。

　ハッツフォーにいたころは想像したこともなかったような出来事がドンドンバンバン起こって、こっちはびびったりギャーギャー喚わめいたりして七しち転てん八ばつ倒とうしてるってのに、どいつもこいつも平然とした顔で暮らしてやがる。少なくとも、そう見える。お前ら、ちょっとおかしいんじゃねえの？　そんなふうに思いながらも、徐じよ々じよに自分も慣れてきてはいる。せっかく慣れてきたところで、またぞろ変なことが起こって、頭ポカーン、身体からだはグッタリだ。コロナのほうがまだこの街に馴な染じんでいる。何でもかんでも、そうなんですか、なるほど、と受け止めて、けろっとしてやがる。

　俺はダメだ。

　誰だれにも言ってねえ。言うつもりもねえけど、ここだけの話、ふと思うことがある。

　帰りてえ。

　この街と比べたら、故郷のほうがずっとマシだった。

　冷静に考えれば、いくら帰りたくたって帰れるわけがない。帰れない理由があるし、本当にあっちがよかったか、楽しかったのか、そんなにいいことがあったか、といったら、かなり、そうとう微び妙みようだ。

　でも、この街よりマシな場所はあるんじゃねえか。

　あるよな。そりゃあ、ないわけねえよな。

　そんなふうに考えてしまうと、しがみついているのが馬ば鹿からしくなる。

　だいたい、俺は何にしがみついてるんだ？

　生まれ育ったわけでもねえ、この街に？

　たぶん、違う。

　自分の力で生きてるんだってことに？　プライドか？

　どうだかな。

　じゃあ、コロナか？

　もちろん、乗りかかった船ってやつだ。途と中ちゆうで、もう知るか、みたいにほっぽっちまうわけにはいかない。だけど、エルデンじゃなくたっていいよな。どこか、もっと楽に、人間らしい、そうだ、人間らしい生活ってやつを営める場所が、探せばあるんじゃねえのか……？

　俺はいいんだ。畑を耕して生きたっていい。家か畜ちくを飼うのでもいい。商売をやったっていい。剣けんだの盾たてだのを振ふりまわして、ぶっ殺して、ぶっ殺されそうになって、そんな殺さつ伐ばつとした日々が肌はだにあってるやつもいるだろうさ。だけど、俺は違う。違うんだ。

　俺はべつに好きでやってるわけじゃねえ。たまたま父親が独立剽ひよう騎き士しで、一度はそっちの道に足を踏ふみ入れたものだから、ずぶの素人しろうとよりは剣を扱あつかえるし、だとしたらとりあえずこれか、みたいなかんじで、なんとなく、本当になんとなく、まあ、食ってかなきゃならねえし、飢うえ死にはごめんだから、侵入者クラツカーを気どってる。それだけだ。

　コロナよりは先のことをいくらか考えてたりする？

　噓うそだ。

　噓っぱちだ。

　何も考えてやしねえ。

　だって、考えてもみろ。

　侵入者クラツカーなんて、こんな稼か業ぎよう、いつまでやれるんだ？　俺は今、十六だ。で、これから何年できる？　何十年もつづけられるのかよ？　ボロボロになるまでやるのか？　それとも、途中で引退して、何か他ほかの仕事に鞍くら替がえするか？　ぼんやりした計画くらいはあるのか？

　答えは否ノーだ。

　何もない。皆かい無むだ。

　今。

　今。

　今。

　今だけだ。

　こんなのでいいのか？　大だい丈じよう夫ぶなのかよ、俺……？

　たとえば権堂は、何か考えてたりするんだろうか。

　ヴィヴィアンはどうだろう。

　訊ききたい。

　めちゃくちゃ訊きたいけど、訊けねえ。

　なんかこう、まだそういう話をするような間あいだ柄がらじゃあねえ、みたいなかんじがする。

「とにかく、俺としては不思議でたまんねえよ。権堂がなんであんなクソ野郎モウフオと組んでるのか。つーか、我が慢まんできねえだろ、普ふ通つう。寄生虫以下じゃねえか」

　愚ぐ痴ちを言うくらいがせいぜいだ。

　まあ、内心、こうやってぐちぐち言っているうちに、権堂もいいかげんクソサトーに愛あい想そをつかして、キッパリ手を切ってくれればな、くらいのことは思っている。あいつは本当にクソだ。好き嫌きらいの問題とか、主観的な物の見方とか、そんなものを超ちよう越えつしている超最低ＳＵＣＫ野郎だ。何しろ、侵入者クラツカーたちがたまり場にしている「ベンテン・カフェ」で戦力増強のために新しい仲間を募つのろうとしても、サトーのツラを見ただけで床ゆかにペッと唾つばを吐はいて立ち去ってしまう者さえいるのだ。いったいどんな人生送ってきたら、そこまで毛嫌いされるんだよ。

「たしかにサトーは好人物とは言いがたい」

　権堂は軽くうなずいて酒しゆ杯はいを呷あおった。

「さすがに私もこれは許しがたいと思わざるをえぬ所業に及およぶこともままある」

「傷口に塩を塗ぬりこむような真ま似ね、平気でしやがるからな。あの野郎は。しかも、味方の」

「うむ。あれは人間性に問題があるのであろうな」

「そこまでわかってるなら、なんで」

「理由か」

「だって、普通に考えたら、何かよっぽどのわけでもなけりゃ同じ空気を吸うのもいやだろ。あんなやつ」

「おぬしはたびたび実害をこうむっておるからな」

　権堂は、ふっ、と笑って徳とつく利りに手をのばそうとした。今まで気にしていなかったが、一人できているわけでもないのに手て酌じやくをさせるのも何だと思い、権堂より早く徳利を引っつかもうとしたら、意外にもヴィヴィアンに先を越こされた。権堂は黙だまって杯さかずきを出し、ヴィヴィアンの酌を受けた。

「ありがとう」

「いえ」

「ヴィヴィ殿どのもいかがか。酒は飲めるのであろう」

「たしなむ程度ですが」

　ヴィヴィアンはちょっと考えこんでからうなずいた。

「いただきます」

「そうか」
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　権堂は手をあげて食堂の従業員を呼び、ヴィヴィアンの杯とあわせて酒をもう一本頼たのんだ。なんか、でも、あれだよな。考えてみたら、俺だって酒くらい飲んだっていいわけだよな。教練所にいたころは、酒、煙草たばこ一いつ切さい厳禁だったけど、故く国にでもべつに、何歳まではダメだとか決まりがあるわけじゃなかった。一人前になるまでは、みたいな雰ふん囲い気きはあったにしても、祝い事だの祭りだのがあると、誰だれだって薄うすめた葡ぶ萄どう酒しゆの一杯くらいは口にした。下町で悪さをしていたころは、安い葡萄酒を薄めずに飲んで得意になっていたりもした。だいたい、それ以前に、ここはサンランド無統治王国なんだ。そりゃあ、餓が鬼きが飲んだくれてたら、終わってるな、もう立ちなおれねえな、みたいに思われるに違ちがいない。少年少女が元気にスパスパ煙草をふかす姿が一いつ般ぱん的なわけでもないが、酒だろうと麻ま薬やくだろうと、やりたいやつは勝手にやればいい。それがこの国の流りゆう儀ぎだ。俺だって、薬はいやだが、酒くらいなら抵てい抗こうはない。もし権堂に、おぬしもどうだ、と言われたら、じゃあ一杯くらいは、という気分になったかもしれない。

　権堂は、でも、そうしなかった。

　ヴィヴィアンにはすすめたくせに、俺には声をかけなかった。

　やっぱり、俺がまだ餓鬼だからか。

　権堂も内心、そう思ってるのか。

　しょうがねえけどな。餓鬼だし、実際。

　餓鬼だから、そこまで忍にん耐たいとかできねえんだよ。つーか、餓鬼じゃなくていい大人でも、あの超最低ＳＵＣＫなクソ野郎モウフオには堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れるに決まってる。

　酒と杯がきて、権堂がヴィヴィアンについだ。

　ヴィヴィアンは一杯目を一気に飲み干した。

　いい飲みっぷりだった。

　大人だ。

「サトーには──」

　権堂はヴィヴィアンの杯に酒をそそぐと、自分の酒杯も干した。すさかずヴィヴィアンが徳利を持って、権堂の杯を酒で満たした。

「ありがとう」

「いえ」

「いける口なのだな」

「それほどでも」

　とか言いつつ、ヴィヴィアンはもう二杯目を空にしてしまっている。ちょっとだけ頰ほおが赤らんでいるが、早くも酔よいはじめているのだろうか。ヴィヴィアンが酔っ払ぱらったらどうなるのか、ふだんは感情をまったく表に出さないだけに、少々興味はある。

「──じゃなくて、サトーの話だろ。サトーには、何なんだよ」

「うむ」

　権堂は遠い目をした。

「あの者には、恩義があるのだ」




　　　　２




　顚テン聖セイ虞グの北東部の山やま間あいにある霍曄カクヨウ庄シヨウに庄しよう主しゆ燎リヨウ蟬ゼンの長子として生まれついた燎リヨウ亥イは、数えで六つの年に執とり行われる断ダン髪パツの儀ぎを迎むかえる前に血けつ縁えん者一切を失った。

　朝ちよう廷ていに叛はん意いありとして、霍カク曄ヨウ燎リヨウ家に連なる者は、ただ一人、老忠士にその身を託たくされた幼き燎リヨウ亥イをのぞいて、皆みな、官軍に捕ほ縛ばくされた末、磔はりつけ獄ごく門もんに処せられたのだった。

　老忠士の名を権ゴン峰ホウといい、彼は燎リヨウ蟬ゼンの先々代より霍カク曄ヨウ燎リヨウ家に仕える刀師トウシだった。

　刀師とは、みずから定めた主あるじに捧ささげし剣けんのみに生き、剣のもとに死ぬと誓ちかいを立てた烈れつ士しに与あたえられる称しよう号ごうだ。

　権ゴン峰ホウは残り少ない己おのが人生のすべてを賭として、主燎リヨウ蟬ゼンに託された燎リヨウ亥イを守り抜ぬく覚かく悟ごだった。官軍も激しく追っ手を繰くりだして権ゴン峰ホウもろとも燎リヨウ亥イを捕とらえようとしたが、容易には果たせなかった。老いたりとはいえ、権ゴン峰ホウは百ひやく戦せん錬れん磨まの刀師だった。百戦というのも誇こ張ちようや物の譬たとえではなく、実際、権ゴン峰ホウは大小百有余の戦いくさに無数の武ぶ勲くんを打ち立てたあげく、官軍から出仕の求めがあったのにもかかわらず、頑がんとして霍カク曄ヨウ燎リヨウ家の決して多いとは言えぬ禄ろくを食はみつづけた忠勇無比の快男児だった。権ゴン峰ホウは山へ分け入り、森に潜ひそみ、渓けい流りゆうを泳いで、ときに追っ手を夜や襲しゆう、奇き襲しゆうして、官軍を翻ほん弄ろうした。三年、じつに三年の間、権ゴン峰ホウは燎リヨウ亥イを抱だき、あるいは背に負うて、また手を携たずさえて逃とう亡ぼうしつづけ、ついに官軍も捜そう索さくを断念するに至ったのだった。

　朝廷の名で広められたその宣言が陥かん穽せいであったと見み抜ぬくこと能あたわなかった権ゴン峰ホウの純情を、むしろ讃たたえる向きも当時の世間にはあったという。だが、三年の逃亡生活は、かつての烈夫から思し慮りよ深さと何より気力と体力とを奪うばい去っていた。権ゴン峰ホウは老骨に鞭むち打うって、天意神しん妙みよう剣けんの聖地である麓ロク禍カ山サンを目指した。かつて麓ロク禍カ山サンに修しゆ行ぎようし、神童の名を恣ほしいままにした権ゴン峰ホウが向かう先は、もとよりその場所以外にありえなかった。官軍はこれを予想して待ち伏ぶせし、麓ロク禍カ山サンの麓ふもとの茶屋で一服する老人と少年を十と重え二は十た重えに取り囲んだ。権ゴン峰ホウはもはやこれまでと観念して、投降を呼びかける官軍の将磁ジ平ヘイに次のごとく申し入れた。

「我、主の命に従いて聖山に迫せまるも、己が無力と無思慮により果たしえず誠まことに残念無念である。この上は我が身命をもって主に詫わびる他ほかなく、貴き卿けいに武士の情けがあらば我が自じ刃じんを妨さまたげることなかれ。またこれなる遺児にはいかなる罪過もなく、かのごとき哀あわれな身の上の者を手にかけたとなれば、僭せん越えつながら我が武名と亡なき我が主への同情をいよいよ高めるばかりにして、天朝の威い信しん失しつ墜ついし、人心は背そむき、内ない憂ゆう外がい患かんを招くこと必ひつ定じようなり。特別の恩情によってこれなる遺児を生かしめ、天朝の度量広かりしことを示さば、臣民皆いっそうの畏い敬けいの念をもって国は治まり、その威光外とつ国のみならず天上地下にまで及およぶに相そう違いなし」

　もとより霍カク曄ヨウ燎リヨウ家にかけられた謀む反ほんの嫌けん疑ぎに関しては疑義を呈ていする者もあった。また、権ゴン峰ホウの武勇譚たんが流る布ふするうちに、老刀師と哀かなしき遺児の逃とう避ひ行こうは大いに庶しよ民みんの同情を買った。それはそのまま朝廷への反感となり、さらにはかねてよりの重税への不満とあいまって、地方農民の間では蜂ほう起きの機運さえ高まりつつあったのだ。

　将磁ジ平ヘイは権ゴン峰ホウに自刃を許さず、一いつ騎き討うちを挑いどんだ。磁ジ平ヘイは権ゴン峰ホウと三日三晩剣を交えた末にようやくこれを討ち果たした。権ゴン峰ホウの生首は塩しお漬づけにされて朝府に送られたのち、反逆者でありながら忠義の壮そう士しとして丁てい重ちように葬ほうむられ、朝廷の恩情に人心は慰い撫ぶされた。

　この事実は、巷こう間かんに広まるうちに以下のごとく脚きやく色しよくされてゆき、物語となった。

　すなわち、権ゴン峰ホウは外つ国に燎リヨウ亥イを逃にがしてから舞まい戻もどり、刀師としての生をまっとうすべく三千の官軍に単身で斬きりかかろうとした。官軍の将はこれを潔いさぎよしとせず、一対一の決けつ闘とうにて勝敗を決することを求めた。権ゴン峰ホウは将の寛かん大だいにして勇ゆう敢かん、なおかつ公明正大なる挑ちよう戦せんを受けて立ち、死闘の果てに物の見事な敗死を遂とげた。

　むろん、あくまで物語だった。

　真相は別のところにあった。

　燎リヨウ亥イを逃がしたのは権ゴン峰ホウではなかった。その意を酌くんだ将磁ジ平ヘイだった。しかも、その先は外つ国ではなく麓ロク禍カ山サンだった。

　燎リヨウ亥イは権ゴン峰ホウの孫として育てられた。そのため、本名を捨て去り、権ゴン堂ドウと名乗った。

　権堂は長じて剣を手にとり、天意神妙剣の修行に明け暮れるようになったが、名目上の祖父と違ちがい、その素質は凡ぼん庸ようだった。ただし、飽あくことも倦うむこともなく剣を振ふるった。まだ日も昇のぼらぬうちに起きだして剣を引っつかみ、稽けい古こ相手が見つからなければ、日が暮れるまで立ち木を打った。愚ぐ直ちよくというよりむしろ愚ぐ鈍どんであるとも評されたが、権堂は一向に気にしなかった。権堂はただひたすら剣が楽しかった。

　数えで十四になると、権堂は剣のみを携えて山奥に籠こもった。洞どう窟くつや木の洞うろを塒ねぐらとし、鹿しかや猪いのししや野の兎うさぎを狩かって、あとは日がな一日剣を振りまわすことに没ぼつ頭とうした。熊くまや豹ひように襲おそわれて瀕ひん死しの重傷を負い、何度か人里に戻ったが、快復すると山へ戻った。

　四年で麓ロク禍カ山サンは権堂の庭となった。もはや権堂は、熊や豹の縄なわ張ばりを把は握あくして、彼らの気に障さわらぬように狩りをすることができた。ときには遠くに彼らの姿を見て、互たがいに目配せしあうこともあった。山で一生暮らすことも考えないではなかったし、居い心ごこ地ちはすこぶるよかったが、剣が鈍にぶることを権堂は何より恐おそれた。

　ある日、権堂は、思い立ったが吉きち日じつとばかりに麓ロク禍カ山サンをあとにして旅に出た。

　猛もう獣じゆうたちとたわむれ、自然の恵めぐみに感謝しながら獣肉や木の実を食くらい、清流の水を飲みながら、山から山へと渡わたり歩いて、二年でサンランドにたどりついた。風聞を頼たよりに、生まれて初めて人間がひしめく大都会に足を踏ふみ入れた。

　首都エルデンだった。

　権堂は噂うわさに聞く異界生物フリークスたちと剣を交えるべく、さっそくアンダーグラウンドへと向かった。当時は知らなかったが、Ｄ13テトルアープだった。下等蜥蜴とかげ人たちはさして手て強ごわい相手ではなかった。権堂は失望したが、落らく胆たんが油断を生んだ。あっという間に多数の下等蜥蜴人に囲まれてしまったが、望むところだった。権堂はひたすら戦った。戦いに戦って、戦い抜いた。とうとう下等蜥蜴人たちは退ひきはじめた。権堂はひとまず満足し、傷つき疲ひ弊へいした身体からだを引きずるようにして地上へと引き返した。出入口で、見知らぬ男に声をかけられた。

「あんた、すげえな。離はなれたところから見てたんだけど、かなり強つええじゃねえか。でもよ。せっかくあんだけ異界生物フリークスぶっ殺して、なんで何もとらなかったわけ？」

「とる、とは」

「いや、だって、あんたも侵入者クラツカーだろ。やたらと汚きたねえ恰かつ好こうしてっけど」

「くらっかあ？」

「え？　違うの？」

「違うというか、そのくらっかあというものが何なのか、私にはよくわからぬ」

「よくわからぬって……それ、本気で言ってる？」

「うむ」

「マジかよ……」

　どこか狐きつねに似た顔をした男はランスロットと名乗り、権堂に侵入者クラツカーという稼か業ぎようについて一通り説明した。金の存在を意識したことがなかった権堂にとっては、生活のために金を稼かせぐという概がい念ねんが理解しづらかったが、二人でテトルアープに戻って下等蜥蜴人の亡なき骸がらから戦利品を回収し、それらを売り払はらってえた金で食った飯は、目玉が飛びでるほど美味だった。このような飲食物のために金を稼ぐのだと言われれば納なつ得とくできた。余った金はランスロットと山分けした。日常生活についての助言も受けた。入浴すること、金ができたら身なりを整えること、それから、侵入者クラツカーをやるつもりなら組まないかと誘さそわれた。ランスロットは事情通のようだったし、手強い異界生物フリークスの居場所も知っているだろう。恩義もある。断る理由はなかった。

　あとで知ったことだが、ランスロットはいわゆる侵入者クラツカーではなかった。複数の侵入者クラツカーを集めてアンダーグラウンドへもぐり、戦利品からえられた利益を分配する。武装はしているが、戦闘にはめったに加わらない。やつは単なる手配師リクルーターだ、と陰かげ口ぐちをたたく者があった。ランスロットはそれを聞いて開きなおり、みずから手配師リクルーターを名乗るようになったらしい。

　いずれにしても、表立って文句を言う者がいなかったのは、戦利品を高く売りさばいて公平に分配する才覚がランスロットにあったからだろう。また、ランスロットは同じ侵入者クラツカーとは長く組まなかった。

「信用できねえからな」

　ランスロットは権堂にそう語った。

「世の中おめえみたいなやつばかりだったらいいけどよ。実際はそうじゃねえ。他人を信用したら馬ば鹿かを見る。いつ寝ね首くびを搔かかれるかわかったもんじゃねえんだ。俺は金を稼ぐために他人を利用する。他人も金のために俺を利用する。それでいいんだよ。ドライな関係ってやつさ。関係が深まれば深まるほど、どうしても湿しめっぽくなっちまうしな。適当なとこで切っちまうのが一番いいんだ」

「私はおぬしともう一年も組んでおるが」

「おめえは別だよ、権堂。あのな。俺みたいな商売に一番大事なのは何だと思う。目だよ。眼力さ。そいつがどういうやつか、ぱっと見て判断できねえと、とてもじゃねえがやってけねえ。おめえは信用できる。そういうのは問答無用でわかるものなんだよ」

　知りあったころのランスロットは、三人か四人、せいぜい五人の侵入者クラツカーを集める手配師リクルーターでしかなかったが、徐じよ々じよに規模を拡大してゆき、十人以上の侵入者クラツカーを募つのることも珍めずらしくなくなった。ただ、人数が増えるに従って、さまざまな意味で質のよくない侵入者クラツカーがまぎれこんでしまうことも多くなった。

「あれはあれでいいんだ」

　酒を飲むと、ランスロットの狐に似た顔はすぐに赤くなった。

「人間が集まるとな。どうしてもちゃんと働くやつ、ろくすっぽ働かねえやつが出る。全員が同じだけ働くなんてことは絶対ねえんだ。使えねえやつにも利用価値はあるしな。ようするに、集団を一つの単位と考えてだな、この一つの単位をいかにうまく動かすかってことなんだよ。個人は問題じゃねえんだ」

　権堂はただランスロットの行く先に従って、強い異界生物フリークスと斬きり結ぶことができればそれでよかった。ランスロットの身を守ることも権堂の役割だった。権堂は先行きに不安を覚えることも、何かに頭を悩なやませることもなかったが、ランスロットは違ちがった。かつては人を、個人個人を見み抜ぬくことが商売の肝きもだと話していたランスロットが、人の集団を相手にしなければならなくなっていた。少なくとも権堂にとって、人の集団は複雑怪かい奇きだった。剣けんの技量にしろ、一人一人の強さを推おしはかることはできても、集団の中で各人の強さがいかに作用するか、発揮されるかについては、実戦にならなければわからない。仲の悪い者同士が反目しあい、仲のよい者同士がかたまって、集団が一つの単位として十全に機能しないこともままあった。

　さらに、次し第だいに高まりつつあったランスロットの手配師リクルーターとしての名声が、仕事をいっそう困難にした。ランスロットと仕事をすれば確実に儲もうかる。そんな評判を聞きつけて、ランスロットにすりよってくる侵入者クラツカーが大勢いた。そうした者にかぎって危険を冒おかすことを嫌きらい、戦闘の場では拱こう手しゆ傍ぼう観かんを決めこんで、そのくせ自分の貢こう献けん大なることを声こわ高だかに主張し、臆おく面めんもなく分け前の増額を求めたりした。

「その手のクソ野郎モウフオは、だいたい一発でわかるけどな」

　ランスロットは疲つかれた赤ら顔でため息をついた。酒量が増えていた。

「ただ……なかには演技の達者なやつもいる。それだけは妙みようにうまくてな。他ほかは何の取り柄えもねえくせに。世の中おめえみたいなやつばかりだったらいいんだけどな。そうしたら、こんなに疑ってかからなくてもいいのによ」

　かといって、手配師リクルーターの商売をたたむつもりは微み塵じんもない様子だった。それどころか、ランスロットは三十人規模の遠征を企き画かくして、二度連続でこれを成功させた。三、四日かけてアンダーグラウンドの深部を目指し、十分な戦利品を獲かく得とくした時点で帰き還かんすると、三十人中七人か八人は不帰の客となったが、生存者は一巡じゆん月げつか二巡月こつこつ働いて稼ぐのと同程度、あるいはそれ以上の金を手に入れることができた。

「やっぱりな。男だったらドーンとでかいことをやらねえとな」

　なあ、そうだろう、おめえだってそう思うだろう、権堂、とランスロットは上じよう機き嫌げんで酒しゆ杯はいを重ねた。

「止まったら終わりだよな。そこでお終しまいなんだ。走りつづけなきゃよ。途と中ちゆうで歩いちまうのもよくねえ。勢いってものがあるからな。流れっていうかな。一度つかんだら、絶対に放しちゃいけねえんだ。行けるとこまで行かねえとな。どうせ浮うき草稼か業ぎようなんだ。勝負できるときに勝負しとかねえとよ。後こう悔かいするに決まってる」

　なあ、そうだろう、おめえだってそう思うだろう、権堂。

　それはおぬしが決めることだ、好きにするがよい、と権堂は答えた。権堂はただランスロットに従い、強い敵と戦うために、また、ランスロットを守るために剣を振ふるうだけだった。不満はなかった。

「今の俺はついてる。流れがきてるんだよ。この機会を逃のがす手はねえ。思えば、おめえと出会ってからかもしれねえな。おめえが俺んとこに幸運を運んできた張本人かもしれねえ。だとしたら、おめえさえいりゃあ大だい丈じよう夫ぶだってことだ。びびる必要はねえ。俺はやるぜ、権堂」

　ランスロットは五十人規模の遠征計画を打ちだした。辺境地じ獄ごくとも呼ばれるＤ１の獄門渓けい谷こくで、爵しやく位い持ちの悪あく魔まを殺すことが最大の目的だった。

　爵位を持っているような悪魔は、億の値がつく財宝を所有していることも珍しくないのだという。また、獄門渓谷にはガモグライモンと呼ばれる悪魔たちがいて、彼らの眼球は紫紋晶ラニパリスという物質をふくんでいる。これが高値で取引されているらしい。それ以外にも、Ｄ１には金目の物がわんさとあるというのが世間の評判だった。にもかかわらずＤ１を攻める侵入者クラツカーが決して多くないのは、危険だからだ。

「つまり、ハイリスク・ハイリターンってやつだ」

　アンダーグラウンドにもぐる前の晩は、いつも落ちつかず、不安で、よく眠ねむれないのだ。以前、ランスロットはそのように言っていた。生来の臆おく病びようが俺を生かしてきたのだ、と。

　その夜は違っていた。

　ランスロットは昂たかぶっていた。常にも増してよく喋しやべり、声も大きく、脈みやく絡らくなく生おい立ちやら見果てぬ夢やらを語った。それに飽あきると、金や高価な指輪を見せびらかして、手当たり次第に女たちを口説いた。

「結局、金だよな。所しよ詮せん、金なんだ。金がありゃあなんとでもなる。なあ、そうだろう、おめえもそう思うだろう、権堂」

　あふれんばかりに金があれば、我が剣けんはもっと鋭するどく速く巧たくみになるのであろうか。権堂がそう問い返すと、ランスロットは、あたりめえじゃねえか、馬ば鹿か野や郎ろう、と答えて笑った。

「なるよ。なるに決まってるだろう。金さえありゃあ、剣聖にだって勝てるよ。そういうものなんだよ。だから、金を稼かせがねえとな。稼ぐぞ、権堂。俺についてこいよ。俺が稼がしてやる。それが俺の、手配師リクルーターランスロットの存在価値と、存在理由なんだからな」

　かくしてランスロットと権堂、それから五十人の侵入者クラツカーたちは、獄門渓谷目指してＤ１に足を踏ふみ入れた。

　下等な悪魔どもを退けながら半日歩いて野営し、二日目には獄門渓谷に迫せまった。

　たどりつくことはできなかった。

　獄門渓谷へと至るためには、必ず通り抜ぬけねばならない奈な落らく坂を下りている最中だった。なぜか二日目は鳴りをひそめていた悪魔どもが、突とつ如じよとして姿を現した。実数は定さだかではなかったが、雲うん霞かのごとき群れに見えた。どうやら獄門渓谷の爵位持ち悪魔とやらが彼らを率いているらしかった。悪魔どもは前方と後方から襲おそいかかってきた。挟はさみ撃うちにされた侵入者クラツカーたちはろくに応戦できぬまま、次々と奈落坂から転げ落ちた。即そく座ざに剣を抜いて悪魔と渡わたりあおうとした侵入者クラツカーは数えるほどしかいなかった。権堂の隣となりにいたランスロットは、悪魔の襲しゆう撃げきを知った瞬しゆん間かん、浮き足だち、逃にげねえと、と口走った。

　そのためには、悪魔どもを排はい除じよしなければならぬ。権堂は後方の悪魔に挑いどみかかった。まずはなんとしても退路を開かねばならぬ。権堂は気骨のある幾いく人にんかの侵入者クラツカーたちとともに悪魔どもに突とつ撃げきした。悪魔の群れは決して強固な軍団ではなかった。むしろ脆もろかった。繰くり返し突つきかかり、飽かずに斬きりこみ、さかんに斬り破らんとすれば、悪魔どもは呆あつ気けなく後退し、右往左往して押しあいへしあいした。権堂も手傷を負い、壮そう絶ぜつな討うち死にを遂とげた侵入者クラツカーもあったが、退路を見いだすことはできた。

　振り返ると、ランスロットは悪魔や他の侵入者クラツカーに押しだされるようにして、奈落坂の縁ふちに立ちすくんでいた。

　奈落坂は側面の一方はそそり立つ絶ぜつ壁ぺきで、逆側は底知れぬ断だん崖がいだった。

　今やランスロットと彼の周りにいる侵入者クラツカーたちは追いつめられていた。

　崖がけから落ちるか、悪魔どもの包囲を突破するか。

　権堂はランスロットの名を呼んで駆かけ戻もどろうとした。ランスロットは権堂のほうを見なかった。その余よ裕ゆうはなかったのだろう。

　悪魔どもがランスロットもろとも侵入者クラツカーたちを崖から突き落とした。

　権堂は低く唸うなり、剣の柄つかを握にぎりしめた。

　誰だれかが、一人ではない、複数が、退ひけ、逃げろ、退たい避ひ、退避、と叫さけんだ。

　奈落坂の真ん中あたりで、何をするでもなく、ただ震ふるえて突っ立っている侵入者クラツカーたちの姿が目に入った。十人以上いるようだった。権堂は、死にたくなくば、おぬしらも剣を抜いて戦え、と彼らを叱しつ咤たしながら悪魔に飛びかかった。

　縦じゆう横おう無む尽じんに剣を振るいながら、ランスロットは間ま違ちがっていたのであろう、と思った。

　いくら金を積んだところで、おぬしには二度とまみえること能あたわぬ。

　なんとでもなるのであれば、有り金をはたいても一向に痛つう痒ようを感じぬというのに。
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　はっきり言っとくが俺は、この俺様はそこらへんのクズとは格が違う。

　笑えるくらい違いすぎる。

　まず血筋が違う。俺はオークリッド五十七部族のうちの一つマツ族の族長の従い兄と弟この兄弟の義理の弟の親しん戚せきでまーよーするに、あれだ。偉えらい。生まれつき偉くて偉くてすげえ。

　餓が鬼きのころに近所で世界一武道会とかいう大会が開かい催さいされて請こわれてそれに出場した俺は容よう赦しやなく勝ち抜いて優勝して三連れん覇ぱした。四連覇がならなかったのはまーよーするに、あれだ。俺があんまりにも強すぎるんで大会の主しゆ催さい者しやがもー出ないでください名めい誉よ優勝者ってことで一つ、と土下座して頼たのむもんだからまーしょーがねえなということで出ないことにした。そういう経緯いきさつがある。それくらい俺はマドゥー、こいつはまー丸まる盾たての両りよう端たんに角状の剣先をつけたオークリッドの伝統武器なんだがその扱あつかいに長たけまくってる。マジでうめえ。そしてすげえ。もちろん強つええ。

　俺の渾あだ名なは、勇者、だった。

　違う。

　勇者様、だった。

　誰も彼もが俺を讃たたえたし俺を無視するやつは一人もいなかった。俺は親の、いや親戚中の、いやいや集落ムラの誇ほこりだった。英えい雄ゆうだった。

　俺くらい何もかもに恵めぐまれて何不自由なく育って何もかも勝ちとって手に入れて悠ゆう々ゆう自じ適てきなのにぜんぶ放ほうり投げて裸はだか一いつ貫かんで放ほう浪ろうの旅に出て、今まさに英雄にふさわしい成功を手に入れようとしているすげえすばらしいとてつもなく偉い大だいで完かん璧ぺきな人間は他ほかにはいないであろう。

　絶対いねえ。

　いるはずがねえ。

　いてたまるかっつーんだよクソアホボケ死ね全員死ね死んじまえ。

　まー放っといても死んじまいそうな情勢ではあるけどな。

　勝手にバタバタ死んでりゃいいんだけどな。

　全ぜん滅めつでも何でもしやがれってんだ。

　知ったこっちゃねえ。

　でも俺を巻きこむな俺だけは。俺を巻きこむことだけは許さねえ認めねえ。

　ていうかよーなんでこんなことになっちまってるわけ？　おかしくねえか？　手配師リクルーターランスロットっつったらあれだろうが、その話にうまく乗ることさえできりゃあガッポリ儲もうかりますハイ確定みたいなそういう評判だったし、もちろんエルデンは広いわけだから誰でも彼でもみーんな知ってるみたいな存在じゃあねえにしても、知る人ぞ知る的なとにかくそんな野や郎ろうが人数多めの募ぼ集しゆうをかけやがったもんだから、このチャンスを逃のがしてたまるかとばかりにささっと応募して新進気き鋭えいのさわやか侵入者クラツカーを装よそおって見事面接もパス、よっしゃきたきたようやくこの俺にも運が回ってきやがったぜシメシメと思ってたっつーのによう。

　何これ？

　どういうことよ？

　前を見ても後ろを見ても右を見ても左を見ても悪あく魔ま悪魔悪魔悪魔悪魔だらけだ。

　いったいぜんたい何が起こったんだろうと考えてみても、たぶん悪魔どもはタイミングを見計らって前と後ろからワレワレを挟きよう撃げきしくさりやがったんだろうということくらいしかわからないわけで、気がついたら間ま抜ぬけな侵入者クラツカーどもがバッタバッタとやられていた。

　俺はマドゥーを手に悠然と立ってるってのに、こういうときはゆったりと落ちついてドッシリ構えてるのが一番だってのに、焦あせりやがって混乱しやがって馬ば鹿か野郎どもがグダグダじゃねえかボケ死ね。

　死んでるけど。

　死にまくってるけど。

　賢かしこい俺は隊列のど真ん中あたりにいたんで余よ裕ゆうだけどな。やっぱり俺は生まれつき偉いんで俺以外は軒のき並なみ全員すべからく俺の盾になるべきだし実際そうなってるし。

　ランスロットはどうなっただろうなあとちらっと思って捜さがしてみたが、見つからなかった。くたばりやがったのか。

「退ひけ！」

「逃にげろ！」

「退避、退避！」

　誰かが叫んでいる声を俺はぼんやりと聞いていた。

「死にたくなくば、おぬしらも剣けんを抜ぬいて戦え！」

　なんかそんなことも言われたような気がする。女でもあるまいし黒くて長い髪かみをポニーテールにしてやがる、あいつだ。いつもランスロットのそばにいやがった野郎だ。見たかぎりとにかく四六時中くっついてやがった。おそらくボディーガードか何かだろう。犬みてえな野郎だなあとか思った記き憶おくがある。

　もちろん高貴な俺は命令されるのが何よりも嫌きらいだから冗じよう談だんじゃねえクソボケ死ねと毒づかざるをえなかったが、周りの馬鹿どもは馬鹿正直に剣だの槍やりだのを構えて「おおおおおおおおおお」とか奇き声せいを発しながら悪魔どもに突つっこんでゆこうとしていた。まるっきり阿あ呆ほうだ。見てわかんねえの？　あのねえ。あのさあ。無む駄だだよ無駄。何あがいちゃってるわけ？　そういうのをねえ悪あがきっていうのよ悪あがき。無駄な抵てい抗こうなんだよ。少し考えりゃあわかんだろわかんねえはずねえだろ？

　俺らはねえ。

　死ぬんですよ。

　終わりですよ終わり。

　ジ・エンドですよ。

　生まれつき偉えらい俺が言うんだから間ま違ちがいねえ。こりゃダメだダメに決まってる今さら何かしたってどうにもならねえなるわけねえ死ぬしかねえ死ぬしか死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬのかよヲイ死ぬ？　マジ？　どうもそれっぽい流れだけどあーうーアハハハハハ、か、か、か、悲しーねーせつないねー冗談はやめてくれないかねー死にたくねえ。いやだ。死ぬなんて。中ちゆう途と半はん端ぱすぎる。俺はまだ何っにもやってねえ。もっとうまいものが食いてえ腹が破は裂れつするほど食いてえもっとかわいい女とやりてえバッコバッコやりまくりてえ二人同時とか三人同時とか夢のプレイもまだやってねえ俺はホントに何もやってねえ死にたくねえ死ぬなんて死ぬなんて死ぬなんてまっぴらだ死にたくねえいやだ！　いやいやいやいやいやいやいやいやいやーッ！

　無む我が夢中だった。何がなんだかさっぱりわからなかった。心臓がバックンダックンいってた。叫さけんだし走ったし転がった。戦うなんて無駄なことは一いつ切さいしなかった。ひたすら逃げた。逃げることしか考えなかった。人間が目に入ったらそいつの陰かげに隠かくれた。そいつを悪魔のほうに突き飛ばして悪魔の気をそらしてその隙すきに逃げた。俺は発見した。大発見だった。やっぱり俺はすげえ。何がすげえって逃げ足がメタクソに速はええ。そうはいっても限界があった。偉い俺にも体力の限界ってやつがどうしてもあった。さすがの俺も奈な落らく坂を駆かけのぼって息が切れていてむしろ息も絶え絶えみたいなかんじで近くに悪魔がいないのを確かく認にんして岩がん壁ぺきの隙間に逃げこんだ。そこで身体からだを小さくしてじっとしていた。餓が鬼きのころよく親に死ぬほど蹴け飛とばされて逃げまわって最後は軒のき下したの隅すみに入りこんで息をひそめていた。そのことを思いだした。変な話だ。俺は偉いはずなのにな。俺の親は残念ながら偉くなかった。クソだった。クソ中のクソだった。とくにオヤジは集落ムラの鼻つまみ者で酒乱で凶きよう暴ぼうでとうとうオフクロを殴なぐり殺して庭に埋うめてそれが誰だれかにばれやしねえかといつもビクビクしていて何かあるとすぐ俺をボコボコにしやがった。はっきり言って狂くるっていた。そのせいで俺もこうなっちまった。俺は悪くねえ。何も悪くねえ。悪いのは俺以外だ。いつも俺以外が最悪だ。そのせいでこのザマだ。割りを食うのは結局俺なんだよ。

　超最低ＳＵＣＫ。

　畜生フアツク。

　やってらんねえ。

　だんだん眠ねむくなってきて寝ねちまおうかとも思ったがそんなわけにもいかねえ。必死に起きていた。そのつもりだったのにいつの間にか眠っていたのかもしれない。ヘドロみたいな眠りだった。夢を見た。腐くさった卵みたいなにおいのする夢だった。

　そこは故郷の集落ムラだった。俺は集落ムラが大嫌いで暇ひまで退たい屈くつでクソみたいだと思いながら駆けまわっていた。何か起こればいいといつも俺は願っていた。何でもいい。でかい事件がいい。隣となりのにーちゃんが母親と妹を犯おかしてぶっ殺したとか一夜の宿を求めて集落ムラに立ちよった旅人が夜や陰いんに乗じて十人くらいぶっ殺したとか。戦争でも起こらねえかなとか。でも兵隊にはなりたくねえ。まっぴらごめんだ。

　何も起こらなかった。毎日じつに平へい穏おん無事だった。俺のオヤジはオフクロをぶち殺して庭に埋めたりなんかしなかった。オヤジは養蚕職人でオフクロもその仕事を手伝っていた。ジジイもババアもそうだった。俺も無理やり手伝わされた。ところがあの蚕ってやつがキモくて俺はもういやでいやでたまらなかった。俺はサボった。よくオヤジに追いかけまわされた。そのうち不純異性交遊夜遊び上等の愚ぐ連れん隊たいに加わった。俺にはきっと何かできると思っていたしそのことを疑っていなかった。蚕を育てる以外の未来が俺にはあるはずだった。

　馬鹿野や郎ろう。てめえは俺の跡あとを継つぐんだよ。今そうやってなあ、のほほんとなあ、遊んでられんのもなあ、考えてもみろてめえ、誰のおかげだ。俺だろうが。俺や母ちゃんが一いつ生しよう懸けん命めい汗あせ水みず垂らして働いてっからだろうが。そうしねえとてめえは飯も食えねえだろうが。腹すかせて飢うえ死にだろうが。飢え死にしてえのか。

　オヤジは俺をぶん殴って俺はべそをかいた。何だよ痛いてえじゃねえかよ何も殴ることねえだろふざけんなよてめえ親だからってよう痛えもんは痛えんだからよう。

　あたりめえだろうが痛えのなんかてめえ殴ったんだからよ当然だ馬ば鹿か。いいから手伝えシャキシャキ働けあんな変な連中とは手を切れ。俺はてめえのことを考えて言ってやってんだ。餓鬼のてめえにはわからねえだろうが世の中結局真ま面じ目めにコツコツ働いたやつが一番いい目を見るんだ。そうじゃねえやつもいるけど一心不乱によう、まめに働いてたほうが報むくわれる率は高たけえんだ。そういうもんなんだ。母ちゃんとじいちゃんとばあちゃんとで真面目にやってる俺が言うんだから間違いねえんだ。

　俺は襟えり首くびをつかまれて引きずられて仕事を手伝わされている間に心に決めた。夜中に真っ暗な家の隅で丸まってぶつぶつ言いながら計画を立てた。

　逃にげるぞ。

　絶対逃げてやる。

　冗じよう談だんじゃねえ。

　俺はオヤジとは違う。俺には可能性がある。でっけえ可能性が。

　見てろよ。

　今に見てろ。

　見返してやるからな。

　大金持ちになってびびらせてやる。

　俺には何かがあるんだ。

　何かできる。

　きっとできる。

　できねえはずがねえ。

　いきなり目が覚めて焦あせってバッと岩壁の隙間から飛びだして、それから思いだした。

　ヲイヲイヲイヲイここあれじゃねえかアンダーグラウンドじゃねえか。しかもＤ１じゃねえか。ついでに一人じゃねえか。引き返したほうがいいのか。いや悪あく魔まの姿は見あたらねえ。奈落坂を見下ろすと死体ってよりも人間の残ざん骸がいみたいなものがいくつも転がっていた。ぞっとした。何だよ俺一人じゃねえか。帰れるのかよ一人で。噓うそだろ冗談だろ俺以外全員死んだのかよ全ぜん滅めつかよマジかよ。それでも俺はちゃっかり生き残ってんだからやっぱり偉えらいけどやべえ。ほんとにしゃれになってねえくれえやべえ。

　とにかくなるべく目立たないように岩壁伝いに地上を目指すっきゃねえ。足は震ふるえて歯はガタガタ鳴って頭がぼんやりして泣きそうだったが他ほかにどうしようもなかった。悪魔に見つかったらどうしようどうすればいい。怖こわくてすぐに疲つかれて、つーかとても歩けるような気分じゃなくて休みたくなった。ちょうどよさげな岩いわ陰かげがあった。もーいいあそこで一ひと眠ねむりしよう。

　行ってみたら先客がいやがって心臓が止まるかと思った。

　でも、ぴくりともしねえ。地べたに座って岩に背中をもたれさせて剣けんを抱だいてうなだれている。血まみれだ。死んでやがるのか。

「おい」

「……むう」

　そいつは顔を上げた。ひでえ顔色だ。今にも死にそうだ。つーか死人みてえだ。

　あのポニーテールだった。

「おお、おぬしは」

「だ、大だい丈じよう夫ぶなのかよ」

「うむ……どうも身体からだが言うことを聞かぬゆえ、しばし休んでおった。もう平気だ」

「もう平気って」

　そんなふうには見えなかったが、いやお前はこことあそこを怪け我がしていて出血も多いっぽいしまったく平気じゃねえとか親切に教えてやる義理はなかった。何しろ俺も疲れていたからポニーテールの隣に腰こしを下ろした。座るとなんでかちょっと元気が出てきた。

　そうじゃなくて一人じゃなくなったからだ。

　アンダーグラウンドで一人はやべえ。

「どうやらよう。俺とお前だけみたいだな生き残ったの」

「そうなのか」

「たぶんな」

「おぬしは見たところ無傷のようだ。早く逃げなくてよいのか」

「うんまーそれはな……」

　馬鹿言ってんじゃねえよ馬鹿ポニーテール。Ｄ１だぞ悪魔の巣そう窟くつだぞわかってんのか。一人で逃げるとか言ったって無理だろそんなの。途と中ちゆうで悪魔に見つかってぶっ殺されちまうに決まってんだろ。

「お、お前を見つけちまったからよう。やっぱりあれだろその……放ほっとけねえだろ、だってお前……怪我してるみてえだしよう。そういうのはあれだよ見過ごせねえっつーかな。そりゃそうだろフツー」

「気き遣づかい、痛み入る。だが、私は問題ない」

「そ、そお？」

「うむ。剣はまだ使えるゆえ、おのれの身を守ることはできる。ただ、足をやられた。速くは移動できぬ」

　たしかにポニーテールの左足は腿もものところがざっくり切れていてズボンが赤黒く濡ぬれていた。これじゃあ飛んだり跳はねたり走ったりはできねえわな。

「……ど、どうすんだよその足で」

「どうもせぬ。ゆっくり地上を目指すつもりだ」

「ゆっくりってお前」

「やむをえぬ。あの凄せい絶ぜつな死し闘とうを無傷でくぐり抜ぬけたのだから、おぬしはさだめし名のある剣士なのであろう。私はおそらく足手まといにしかならぬ。先に行くがよい」

「いやでも……」

　違ちがうんですけど。俺は名のある剣士とかじゃぜんぜんないんですけど。お前らが凄絶な死闘とやらを演じてた隙すきに、ひたすら逃げてただけなんですけど。それで奇き跡せき的に無傷なんですけど。まともに戦ってたら、とっくに死んでるって。つーかお前が異常だから。死ぬってフツー。なんで生きてんだよ。生き残ってんだよ。もしかしてこいつめちゃくちゃ強つええのか？　弱くはねえはずだ。弱かったら絶対に死んでる。少なくとも俺よりはずっと強え。たぶんつーか間違いなくこんだけ怪我してても俺より強え。

　天の配はい剤ざいってやつじゃねえのかヲイ。

　やっぱりついてるな俺。

　もともと偉いしな俺。

　使える。

　こいつは使える。

　何かあったらこいつを見捨てて逃にげりゃあいいわけだし。つーかこいつの雰ふん囲い気きからして、私のことはいい、おぬしは逃げよ、とか言いそうだ。ようするにこいつは俺にとってジョーカーになる。持ってるだけで安心。いざとなったら一回は使える。

「馬ば鹿かなこと言ってんじゃねえよ」

　わざと不ふ機き嫌げんな表情を作って舌打ちをしてやった。

「そりゃあお前のことは知らねえけどな。知らねえからって見捨てられるかよ馬鹿野や郎ろう。あーできねえ。そんなことできっこねえ」

「おぬし……」

「動けそうになったら言えよ。そしたら出発だ出発。肩かたでも何でも貸してやるからよ。せいぜいありがたいと思え──」

　おーっといけねえいけねえ気を抜くと思わず地が。

「いやいいけどな。いいんだよそんなのはどうでも。とりあえずお前は休めゆっくり」

「うむ」

　ポニーテールは目をつぶった。完全にお先真っ暗だったがちょっとだけ希望の光が見えてきた。俺は実際いつもそうだ。

　だから俺は偉えらいって言ってんだろうが。
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「──恩義、ねえ……」

　レニィはぬるくなった麦酒ビアを舐なめた。権ゴン堂ドウの話を聞いている間に飲みたくなって頼たのんだのだが、この麦酒ビアってやつは何度飲んでもうまいとは感じない。まずいなんて言ったら餓が鬼きだと思われそうだから黙だまってチビチビ飲やっているが、内心、これなら葡ぶ萄どう酒しゆにしておけばよかったと後こう悔かいしていた。葡萄酒ならいくらでも飲めるんだ。つーか、でも、酒はやめといたほうがいいのかもな。好きで飲むんじゃなけりゃあ金がもったいないだけだ。

「それって、でも、体ていよく利用されたってことなんじゃねえの」

「そのように考えたことはないが」

「権堂はなあ……お人ひと好よしっていうのとは違うのかもしれねえけど、なんつーんだろ、年下の俺が言うのもなんだけどさ、純じゆん粋すいっていうか無む邪じや気きっていうか」

「おぬしは私のことをそんなふうに思っておったのか」

「いや、そう思ってるのは俺だけじゃねえって。きっと」

　レニィはコロナをちらっと見た。コロナもさすがに飯を食い終えていたが、ちょっと眠ねむそうだ。あんまり遅おそくまでいると、冗じよう談だん抜ぬきで寝ねちまいそうだな。

「あ、権堂さんは……とてもお人ひと柄がらのよい、非常に親切な方だと、コロ──わたしは思っておりまする」

「コロナ、お前、言葉遣づかいがなんか変になってるぞ……いつもだけどな……」

「ふゅ？　へ、変でしたかっ？」

「まあいいけど。ヴィヴィアンはどう思う？」

　話を振ふると、ヴィヴィアンは「え、わたし？」みたいな表情をした。だいぶ顔が赤くなっているが、喋しやべらないので、酔よっ払ぱらっているのかどうか判断がつかない。

「そうですね」

　やや目がとろんとしているようには見えるが。

「わたしは」

　ヴィヴィアンは権堂を見て微笑ほほえんだ。

　笑った。

　初めて見たかもしれない。

　しかも、なんというか──妙みように艶つやっぽい、大人の女、というかんじの笑みだった。

「美形だと思っています」

　レニィは吹ふきだしそうになった。まさかそうくるとは。

「ふむ」

　権堂は軽くうなずいて酒しゆ杯はいを干した。すかさずヴィヴィアンが権堂の杯さかずきに酒をついだが、その手つきがやけに色っぽく見えたのは、レニィの気のせいだろうか。

「男子として生まれついたせいか、とりたてておのれをふくめた人の見目形を気にしたことはないが、そのように見られておるのだな。私に審しん美び眼がんがあるとは思えぬが、ヴィヴィ殿どのも野に咲さく花のように美しいぞ」

「お上手ですね」

「何が上手なのだろう」

「お世辞が、です」

「そうなのか。そのようなことを言われたのは初めてだ。しかし、世辞ではない」

「本気にしますよ」

「噓うそではないのだから、本気にしてくれて一向にかまわぬ」

「そうですか」

　ヴィヴィアンは満まん更ざらでもない様子だ。もしかして、権堂のことを憎にくからず思っているのだろうか。今までそんなそぶりを見せたことはなかったが、酒に酔ってつい本音をもらしてしまったとか。

　レニィはコロナと顔を見あわせた。コロナもレニィと似たようなことを考えていそうな表情をしている。つまり、俺たち、ここにいていいのか？　邪じや魔まなんじゃ？　帰ったほうがいいんじゃねえかな。ここは一つ気をきかせて、二人きりにしてやったほうがいいのかも……。

「もっとも」

　その必要はなさそうだった。

　権堂はヴィヴィアンとの間に流れていた甘ったるい雰ふん囲い気きを、あっさりぶち壊こわした。

「根に毒を持つ花もあるという」

「ええ」

　ヴィヴィアンは目を伏ふせて、そっと笑った。どこか投げやりな、それでいて儚はかない笑い方だった。権堂はたぶん、気づいていない。基本的には鈍どん感かんな男だ。

「そういう花もあります」

「見た目にとらわれていては、物事の本質というものがわからぬのではなかろうか」

「そうかもしれませんね」

「おぬしはかなしき花だな、ヴィヴィ殿」

　鈍感だと思わせておいて、じつは鋭するどかったりするのか。

　ヴィヴィアンが、はっ、と小さく息をのんで権堂を見つめた。

　権堂は平然とヴィヴィアンの視線を受け止めている。

　先に目をそらしたのはヴィヴィアンだった。

　権堂はレニィに顔を向けた。

「おぬしは殊しゆ勝しような花だ」

「……お、俺も花？」

「花でなくともよいが。物の譬たとえというものだ」

「あ、ああ。そうか。そうだよな」

「うむ。コロナは」

　権堂は最後にコロナを見た。

　コロナはいったいどう表現してもらえるのかと期待に胸を躍おどらせているようだ。

「おぬしは──」

　権堂は少し首をかしげて、視線を斜ななめ上あたりに泳がせた。

「まだ咲かぬ花だな」

「そっ、そんな……！　ひどいです！　あんまりです！　ひどすぎます！　コロナだって、立派な大人の女として、もうしっかりばっちり咲き誇ほこっていますのに！　か、身体からだとかも！　こう見えて、脱ぬいだらすごいんですから！」

「……いや、それはねえだろ」

「ありますっ！　ありまくりですものっ！　いいです！　それでは、ちゃんと証明してみせます！　今から！　ここで！」

「やめとけって。そんなことしたって、ロリコン野や郎ろうしか喜ばねえぞ」

「わからないじゃないですか！　そんなこと！」

「わかると思うけどな……」

「じゃあ、試ためしてみますから！」

　コロナはバッと立ちあがって魔術士衣をまくりあげようとした。レニィはすかさずコロナを羽は交がい締じめにして無理やり座らせた。

「だから、やめろっての」

「なんでやめないといけませんか！　放してください！　いやです！　いやっ！」

「あーうるせえなあくそっ」

「あっ、ふっ、きゃぅんっ、さっ、さわらないでください、変なとこっ」

「変なとこも何もあるかよ、でっぱってもへっこんでもねえくせに」

「そんなことありませんもの！　ちゃあんと、出るべきところは出て、ひっこむべきところはひっこんでます！」

「どこがだっ」

「そこがですっ」
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「あ……？」

　言われてみれば、たしかにちょっとだけやわらかめのふくらみのようなものがなくもないような、そんな気もしなくはなかった。

　レニィはコロナの身体から手を放して一つ咳せき払ばらいをし、自分の席に腰こしを下ろした。

　ちらっとコロナのほうを見てみた。

　目があったのは一いつ瞬しゆんだけだった。

　コロナはぷいっと顔をそむけた。

　怒おこってやがるのか。どうもそうらしい。何だよ。この程度のことで怒るなよな。いやそりゃあ悪いのは俺かもしれねえけど。でも、わざとさわったわけじゃねえし。さわるかよ。わざわざ。あんなもん。どうせなら、あれだっつーの。もっとこう──いや、そんなのはどうでもいいんだよ。

　そうじゃなくて。

　俺は。

　俺はお前のことをそういうふうには思ってねえし。

　だったら、どんなふうに思ってるんだよ、とか、もし誰だれかに訊きかれたら、俺はいったいどう答えるだろう。

　知るかよ。

　知ったことじゃねえ。

　レニィは麦酒ビアを呷あおって顔をしかめた。まずい。マジで、本格的にまずい。これ、最後まで飲まなきゃならねえのか。そうだ。飲むんだ。残して、馬ば鹿かにされたらたまらねえ。でも、誰に馬鹿にされるんだ？　権堂？　ヴィヴィアン？　しねえよな。サトーでもあるまいし。コロナのやつだって──べつに、そういうことは思わねえだろうし。

　じゃあ、一人でムキになってるだけなのか。

　だとしたら、我ながら餓が鬼きっぽいと思う。

　ああ、餓鬼だよ。

　どうせな。餓鬼で悪いかよ。くそ。

　もう一度、コロナに目をやった。

　コロナはふくれっ面つらを横というよりほとんど後ろに向けていた。

　権堂とヴィヴィアンは静かに酒しゆ杯はいを傾かたむけている。

　レニィはため息をついた。

　麦酒ビアはまだ残っているが、これ以上、飲む気にはなれない。飲むものか。

　次に酒を頼たのむときは、葡ぶ萄どう酒しゆにしようと心に決めた。

　いや、金がもったいねえ。

　酒なんて飲むかよ。

　二度と飲まねえ。

　絶対だ。




　　　　５




「──もう二度とくるんじゃねえぞ、クズ野郎！」

　ケツを蹴け飛とばされて店から放ほうりだされた我が身の哀あわれを呪のろうどころか笑い飛ばしちまうのがこの街でおもしろおかしく生きていくための秘ひ訣けつってやつだと思うんだよ俺はマジで実際。

　これが初めてってわけでもねえし。慣れてるってほど何十回もこんな目に遭あってきたわけじゃあねえけど十回以上はたぶんまーあるっちゃあるわけだし。

　しかし無一文で店に入って端はなから無銭飲食上等みてえなつもりだったわけでもねえ、ちょっと金が足りなかったってだけなのにここまでやるかね普ふ通つう。よってたかってボコりやがって。痛いてえじゃねえか。

　あー。

　うあー。

　ぐえー。

　むおー痛え。

　死んではいねえし身ぐるみ剝はがされたわけでもねえけどそう考えるとアレかわりと良心的っつえば良心的かウヒャヒャヒャヒャ。まったく殺されなかっただけめっけもんだよなラッキーウッキーウキキッキーギャハハハハハ。

　だいぶ飲んだしなあ。女のケツだのチチだのもいいだけさわりまくったし。あの売女ばいたども露ろ骨こつにいやな顔しやがって商売女のくせに。ここはクァラナドだしそういう店だし俺は金払ってんだからよう客なんだからニコニコ笑ってさわられてろっつーんだよアホが冗じよう談だんじゃねえぞ。むしろやらせろ。一発二発やらせとけ。根こん性じようねえなあクソ女どもが。不細工のくせしやがってよう。いやかわいいのもいたけど。なんつったっけジョセフィーヌだったっけあの女いいチチしてやがったなあクソ。もっとさわっときゃあよかった。顔ぐらいうずめとくんだったなあ二度とこれねえだろうしこの店にはさすがに。

「……なーに見てやがんだよ馬鹿野や郎ろう」

　地べたに泰たい然ぜん自じ若じやくとして転がっている俺をジロジロチラチラ見てやがるカスみてえな通りすがりは全員そろいもそろってマジでどうしようもねえ正しよう真しん正しよう銘めいのカスだ。むかついたむかついちまった本気でむかついたぞこのクズども。

　猛もう然ぜんと立ちあがろうとしたんだけども腰がふらふら膝ひざもへにょへにょでぜんぜんダメだった。近くにいたきれいめのオネーチャンにちょっと支えてもらおうとしたらパンチされた。

　いでぇっ。

　半はん端ぱねえな。

　かわいそうにノックアウトされた俺はしばらく黙だまって寝ねそべってようやく動けそうになったんで匍匐ほふく前進を開始した。ウヒョーかーっくいー。俺このまま匍匐前進でどこまでも行っちゃうよお？　行ってもいいかなあ？　いいよねえ？　いいっすかあ？

　シーン………………。

　シー……ン……。

　…………。

　何だよ。

　誰だれか答えろよボケ。

　答えてくれよ。

　答えろ。

　答えてください。

　さすがの俺も寂さびしいじゃねえか。

　寂じぐで吐はぎだいでず。

　どっかそのへんの物もの陰かげですっきりしようかとも思ったがやめといた。だあってよう。もったいねえもんせっかく飲んだのにい。物は大事にしねえとなっ。そうだよなっ。餓鬼のころはよく怒おこられたもんだ。ぞんざいに扱あつかうなとか壊こわすなとか壊れちまったらちゃあんとその物に感謝しろとか。

　ひたすら匍匐前進しながら思いだした。

　なーんかあったね。

　なーんであんなもん集めてたんだかさっぱりわかんねえけど色とりどりの硝子ガラス玉。

　緑色と赤いのが気に入ってたんだよな。

　そいつをさあ台の上にばーっとやって指でパチンパチン弾はじいてぶつけあって台から落とすと勝ちなわけよ。ただの玉だから頑がん丈じようなんだけどこれが落ちちゃって割れちゃったわけ。緑色のやつが。あーれはなあ。悲しかったなあ。さすがの俺も泣いたね。よく泣いてたけどいっつも。号ごう泣きゆうしたね。物は大事にしなきゃいかんよホント。噓うそじゃねえわ。

　赤いのはどうしたんだっけな。

　覚えてねえな。

　あの緑色の硝子玉が割れてなかったらもしかしたらこうなってなかったかも。

　なーんてな。

　そんなわけあるかーっ。

　ないない！

　絶ーっ対ないっ！

　変わりゃあしねえよ。

　なーんも変わらねえよ。

　フヒッ。

　フヒヒッ。

　風が気持ちいーっ。

　メタクソ気持ちいーっ。

　どこだろここ。

　わかんねえから匍匐前進。

　何はともあれ匍匐前進。

　休み休み匍匐前進。

　俺を哀あわれむみてえな目で見ている愚おろかな馬ば鹿かどもよ呪のろわれて死ね死んじまえ。

　俺を哀れむな。

　哀れむんじゃねえ。

　禁止。

　それ絶対厳禁。

　わかってんだからよう俺だって誰よりも俺自身が一番よくわかってんに決まってんだろあたりまえじゃねえか。

　俺は馬鹿じゃねえ。

　馬鹿だと思ってやがるんだろうが。

　てめえらは間違ってる。

　ぜんぶ間違いだ。

　大間違いだ。

　違うんだよ。

　そうじゃねえんだ。

　そうじゃねえと思ってたんだ。

　周りは馬鹿ばかりだと思ってた。なんでこんなにこいつら馬鹿なのかねと思ってた。こいつら馬鹿なのかねと思う俺が馬鹿なわけがなかった。俺が馬鹿だったら周りの連中を馬鹿にしたりできないはずだった。だから俺は馬鹿じゃねえと思ってた。馬鹿じゃねえ俺があんなクソみたいな集落ムラに満足できないのはしごく当然だった。まっとうなだけでクソおもしろくねえオヤジやオフクロが俺の本当のオヤジやオフクロであるはずがなかった。俺は拾われっ子で本当のオヤジやオフクロはどこかにいるんだと思ってた。

　信じたくなかった。信じられなかった。

　俺はそんなんじゃねえ。

　違ちがう。

　俺の素す性じようはじつは複雑でいろいろ事情があってこんなふうに見えるけど見えるだけで本当は違う人生がある。もうすぐそれが始まるんだ。みんな知らねえだけだ。俺だけが知ってるんだ。俺だけが。

　そう思ってた。

　思ってたんだ。

　お笑い種ぐさだ。

　誰か笑ってくれ。

　笑え。

　哀れむな。

　笑え。

　笑いものにしろ。

　何マジで笑ってんだよ。

　殺すぞこの野や郎ろう。

　俺よりか上等だとでも思ってんのかよ。少しでもマシだと思ってやがるんだろうが。大間違いだぞ。てめえは間違ってる。いいさ。すぐわかる。どうせな。遠からず化けの皮が剝はがれるときがくるんだよ。てめえも思い知らされる。

　いいか。

　俺も、てめえも、だ。

　クソだ。

　同じクソだ。

　クソなんだよ。

　クソ。

　クソ。

　クソ。

「……クソ……」

　俺は匍匐ほふく前進するクソだ。

　てめえはどんなクソだ。
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　レニィとコロナ、ヴィヴィアンと別れ、夜のエルデンをそぞろ歩いていると、勃ぼつ然ぜんとして詩想がわいた。

　権ゴン堂ドウは詩作の技法を知らぬずぶの素人しろうとだが、詩を詠よむのも吟ぎんずるのも好きだった。余人に見せるあてのない、奔ほん放ぽうといえば聞こえはよいが、無手勝流で不定型の即そつ興きよう詩しだ。しかも、詠うたった先から忘れてしまう。

　何事かを成して残すという発想が、そもそも権堂にはない。

「じああんじああんと夜は深まり

　月はほろ酔よいふるうふるうと

　我はひとり足　ぶろぶろにさぶらう

　風に揺ゆすらう女の影かげ　とうとうに降りて

　しんしんと夢降り積もる

　我の夢　彼の夢　たびびとの夢

　もううんもうううと夜は暮れ

　誰だれも彼もからから鳴る

　鳴り響ひびけ　夜よ」

　権堂はひとりうなずいて、一夜の宿を求める身であることをふと思いだした。さりとて持ち金は飲み食いに遣つかってしまった。月の出ている宵よいに銀行を訪おとずれてなけなしの金を引きだすのも野や暮ぼであるような気がした。

　何、屋根など必要ない。寝ね床どこは芝生しばふでも探して寝転がればよい。権堂は袂たもとに手を突つっこみ第二王立銀行のほうへと足を向けた。かの場所のそばにある金こん剛ごう獅じ子し公園には草むらがあり木立がある。野や獣じゆうと親しんだ麓ロク禍カ山サンを思いだすとまではゆかないが、これまでも野宿の場として幾いく度どか利用したことがあった。そう腹を決めたのにもかかわらず、なぜか権堂の身体からだが異なる方角へと進みたがる。

　虫の知らせだろうか。

　鉄てつ鎖さの憩いこい場の公園だった。

　あの者はベンチに腰こしかけていたのではない、ベンチの下に身を横たえて丸くなっていた。

　権堂はそのベンチに腰を下ろした。

　反応はない。眠ねむっているのだろうか。寝息というよりも、呻うめき声のようなものが聞こえる。あるいは、泣き声か。すすり泣いているかのようだ。

　権堂は瞑めい目もくしてその声がやむまで待っていた。

　遠くで誰かが笑いさんざめいている。

　闇やみに冷えた夜風が肌はだをそろりと撫なでていった。

　洟はなをすする音がした。

「……何してやがるんだよてめえ……そこでよう……」

「何もしておらぬ」

「クソが」

　サトーはベンチの下から這はいだしてきた。ベンチに座る気はないらしく、権堂に背を向けて石いし畳だたみの上にあぐらをかいた。

「なんでこんなとこにいるんだよてめえは。あの盆ボン暗クラどもと飯食いに行ったんだろうが」

「うむ。その帰りだ」

「阿あ呆ほうが」

　サトーは唾つばを吐はいて髪かみの毛を引っかきまわし、ため息をついた。

「だいたい頭がおかしいんだよ髪型も負けず劣おとらず変だけどな。てめえは馬ば鹿かだ大馬鹿野や郎ろうだ。自分がとんでもねえ馬鹿だってことがさっぱりわかってやしねえんだろ。そういうとこがクズなんだよ死ね」

「あまり頭の出来がよくないということはわきまえておるつもりだが」

「はッ。よく言うぜ。よくも言えたもんだなヲイ。てめえは何にもわかってやしねえよ。そうだ。わかっちゃいねえんだ……」

　サトーは肩かたを震ふるわせて乾かわいた笑い声を立てた。

「てめえがつるんでやがったランスロットだってな。あの野郎はなあようするに世間知らずのてめえを騙だましてたんだよ」

「私はちゃんと分け前をもらっていた」

「ろくに計算もできねえてめえに言ってもわからねえだろうがよ。あの野郎が侵入者クラツカーに渡わたす分け前は等分じゃなかったんだぜ。貢こう献けん度とやらに応じてＡからＣまで三つのランクに分けてＡのやつが一番多くもらえる。そのあたりを適当に判断して舌先三寸で参加した連中を納なつ得とくさせちまうのがうまかったんだよあのクズ野郎はな。あとからてめえの話を聞いたかぎりじゃあどれだけ働こうとてめえは毎回Ｃランクの分け前しかもらってねえじゃねえか。てめえが文句を言わねえもんだからよ。そもそも金に執しゆう着ちやくがねえもんだからそこにつけこんであの野郎はてめえを安く使ってやがったんだよ」

「私は金が欲しかったわけではないのだ」

「じゃあ何が欲しかったんだよ」

「渾こん身しんの勇をこめて剣けんを振ふるい打ち倒たおすべき敵だ」

「んなもんアンダーグラウンドに行きゃあいくらでもいるだろうが。てめえはそれなりに腕うでが立つんだから一人でもそんなに不都合はねえだろ。一人で稼かせいだほうが金だって儲もうかるじゃねえか。金は欲しくねえっつーんでも一人っきりのほうがきついし修しゆ行ぎようになるんじゃねえのか馬鹿らしいけどよ」

「それはそうかもしれぬな」

「だったらそうすりゃいいだろうが」

「おぬしはどうするのだ」

「何だああ？」

　サトーは振り返って顔をゆがめ、唾を飛ばしながら怒ど鳴なった。

「てめえふざけるんじゃねえぞ権堂！　てめえがいなきゃ何もできねえとでも思ってやがるのかよあああ？　大きな間ま違ちがいってやつだぞそりゃあ！」

「私がおらねば何もできぬとは必ずしも思っておらぬ」

「あたりまえだろうが！　俺はてめえよりか年上なんだからな！　てことはつまりてめえよりか長く生きてきたんだからよ！　どうにかなるんだよどうにでもよ！　はっきり言ってうぜえんだよ！　そのポニーテール見てるだけでむかむかしてしょうがねえ！　てめえなんざどっか行っちまえつーかくたばれくたばっちまえ！」

「ふむ」

　権堂はしばし考えこみ、ベンチから立ちあがった。見下ろされて、サトーは一いつ瞬しゆん、怯ひるんだような顔をしたが、すぐに唇くちびるをひん曲げてそっぽを向いた。

「やめておこう」

　権堂は夜気を吸いこんで吐きだした。

「私の目の届かぬところでおぬしが死んだら、悔くいが残りそうなのでな」

「俺が死のうと生きようとてめえにはまるっきり関係ねえだろうが」

「私はそう思っておらぬ」

「俺はそう思ってるけどな」

「それはおぬしの自由だ」

　こころもち瞼まぶたが重い。身体からだの隅すみ々ずみに澱おりのような疲つかれもこびりついている。

「私は行く。サトー、おぬしも宿に帰れ。ここで夜明かしするつもりはないのであろう」

「るせえ。てめえなんぞに言われなくたってそうするっての」

「そうか」

　金剛獅子公園は第十一区にある。ここからだと北の方角だ。歩きだそうとしたら、呼び止められた。

「──てヲイ待て。なんでそっちへ行きやがるんだてめえ。こっから北のほうに貸し宿なんてそうはねえだろ」

「ああ」

　権堂は振り向いた。

「あいにく今の私は宿無しなのだ」

「金がねえってことか。なんでだよ。最近はわりかし順調に稼いでんじゃねえか」

「それは、レニィが──」

　いや、あの件は言わぬほうがよかろう。取り繕つくろうべきなのかもしれないが、うまい口上など思いつかなかった。押し黙だまっていると、サトーがあやしむような視線を投げかけてきた。それでも権堂は口をつぐんでいた。そう気が長いわけでもないサトーがあきらめるまで無言でいるくらいは造作もなかった。

「はあーん。なんかわけありっぽいじゃねえか。まーいいけどな。そんでてめえは野宿でもする気なのかよ」

「うむ」

「ふうーん……」

　サトーはしばらくの間、首をひねったり頭を引っ搔かいたり顔をこすったりしていたが、おもむろに立ちあがって、勝手にしろ、と吐はき捨てた。もとより権堂はそのつもりだった。

「そうしよう」

「待て」

「今度は何だ」

「今回だけだからな」

　サトーは権堂とは目をあわさず地面を指さしてみせた。

「てめえは床ゆかに寝ねろ。毛布ぐらいは貸してやる」

「床というよりも芝生しばふで寝るつもりなのだが」

「だから！　俺の部屋にこいっつってんだ。しょうがねえから泊とめてやる。わかんだろうが普ふ通つうそんくらい文脈的に。つーかなんで俺が野や郎ろうにそんなこと言わなきゃならねえんだアホかクソッ気持ち悪わりぃ死ね！」

「なるほど。そういう意味か」

「いや気の迷いだこなくていいっつーかくるな絶対くるんじゃねえぞ」

「せっかくの厚こう意いだ。厄やつ介かいになろう」

「くるのかよ！　くるんじゃねえっつってんだろうがボケ！」

「ではやめよう」

「早っ！　切り替かえ早すぎだろてめえ！　少しは考えろよ裏とか腹の中とか！」

「私には無理だ」

「わかってるけどな！　てめえのそういうとこが俺は嫌きらいなんだよ！　マジでメタクソむかつく野郎だもう知らねえからな死ね死んじまえああ好きにしろくりゃいいだろ勝手にしやがれボケックソッ！」

　サトーは肩かたを怒いからせて大おお股またで歩きだした。

　権堂は何も言わずそのあとをついていった。

　月もだいぶ傾かたむいて眠ねむそうにしている。

　やがて沈しずんで日が昇のぼるだろう。
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　わたしはバカです。

　愚ぐ図ずです。

　気が利きかない、とんまです。

　わかっていた。

　そんなことは、とっくのとうに。

　誰だれよりも、わたし自身が。

「──んでもって俺は推理したわけだ。まー正直推理ってほど大それたもんじゃねえけどな超ちよう天才的な頭脳を持っちまってる俺にとっては。ちょっと考えりゃあパパッとわかっちまうんだよそれくれえはさすが俺チョーすげえ」

　Ｄ13上層テトルアープの一角で休きゆう憩けいしている最中だった。今日は三時間ほどであわせて七体の下等蜥蜴とかげ人をしとめ、皆みなたいした怪け我がもせず、それなりの戦利品を手に入れていた。いい一日になりそうだった。

　悪い一日だと、レニィさんの機き嫌げんがよくない。正確に言えば、本当は不機嫌なのに、そうじゃない、そんなことはない、というふりをしようとする。たくさん我が慢まんして、いっぱい無理をして、寝ね床どこに、二段ベッドの下の段にもぐりこんでからも、何度も、何度も、寝返りを打つ。その音を聞いているうちに、コロナは眠ってしまう。たいていよくない夢を見る。たまには、はっきりした悪夢を。

　明日はいい一日になりますように。

　どんなにひどい夢の中でも、コロナはそう願った。

　今日は願いが叶かないそうだった。そのはずだった。

「そういえばよう」

　休憩に飽あきたのだろうか。いや、そもそもサトーさんはほとんど何もしない。皆が戦っていても、ただ突つっ立って見ているだけなので、疲つかれてなんかいないだろう。

「俺の知らねえ間に権ゴン堂ドウのボケがいつの間にか一文無しのスッテンテンになっちまったなんつーことがあってなあ。かーわいそうに貸し宿からも追いだされてよう。俺が何だどうしたんだよ俺とお前の仲じゃねえか言ってみろよとかっつってもぜんぜん答えねえわけ。こりゃなーんかあるなみてえに思うだろ俺としちゃあ」

　んでもって俺は推理したわけだ、と、サトーさんはその推理とやらの内容を披ひ露ろうしてみせたのだった。

「ミゼレラットでひでえ目に遭あったときがあったよな。あんときだよ。解げ毒どく剤ざいを手に入れるために有り金ぜんぶ出す羽目になっただろ。俺はようちゃあんと見てたわけ。あんな状態でもそこはしっかり見てたんだよすげえよ俺さっすがあ。誰がどれくらい金を出したかっつーかむしりとられたんだけどな。んで俺が覚えてるかぎりでは一人だけ結構な額を持ってやがったやつがいたわけ。なーんだよわりと金持ちじゃねえかよむかつくとか思った記き憶おくがあるわけ。ていうかとられたわけだからザマーミロみてえにそんときは思ったわけ」

　サトーさんが乱暴に言葉を積み重ねるごとに、コロナの隣となりにいるレニィさんの表情がこわばっていった。

　最初は、どうしてだろう、と疑問に思うばかりだった。権堂さんが貧びん乏ぼうさんになってしまった。その話を聞いて、なぜレニィさんが顔色を変えるのだろう。何か関係があるのだろうか。ミゼレラット。あのときは大変だった。持っていたお金がすべてなくなった。しょうがなかった。もしかして、権堂さんはあれで貧乏さんになってしまったのだろうか。でも、サトーさんの話は違ちがう方向へと進んでいた。

　一人だけ、結構な額を持っていた。

　それは誰のことなのだろう。

　サトーさんはさっきからずっと、ニヤニヤしている。

　一いつ緒しよに冒ぼう険けんをしている人なので、あまり悪く思いたくはないけれど、コロナはやっぱりサトーさんのことが好きにはなれない。サトーさんは意地悪だし、ずるくて、怠なまけ者だ。口も悪い。四六時中、悪態ばかりついている。他人のことを悪く言えるほど、サトーさん自身は偉えらいのだろうかと、つい思ってしまう。

　何にしても、サトーさんが言うのでは説得力がない。ああ、でも、所しよ詮せん、サトーさんの言うことだから、と受け流される。コロナも気にならない。気にしない。

　そのはずだった。

「なあ」

　サトーさんは顔をゆがめて唇くちびるをべちょべちょ舐なめた。

「なんでか知らねえがお前かなり金持ってたよなあ」

　レニィさんがびくっと身体からだを震ふるわせた。

　サトーさんがレニィさんに目を向けたのはそのあとだった。

「レニィ。お前さあなんであのときあんな大金持ち歩いてたわけ？　何に使うつもりだったんだよいったい？　それはいいけどよういやよくねえけどすげえ迂う闊かつだよなあ？　餓が鬼きにゃあわかんねえかもしれねえけど一万以上持ってアンダーグラウンドもぐるなんて正気の沙さ汰たじゃねえぞマジで？」

「……み、見間違いじゃねえのか」

「声がぶるぶるぶるってんぞヲイ？」

「き──のせいだろ」

「そうかなあ？　俺にゃあそうとは思えねえけどなあ？　なあレニィ？　レニィくぅん？　うっかりはうっかりだけどよう。さすがにまさか何の意味もなくあんな金持って歩いたりしねえよなあ？　きっと何かあったんだろうなあ？　俺にゃあわかんねえけどな？　何かあったに違いねえよなあ？　そいつが──」

　サトーさんは両手を広げて、ぽんっ、と口で音を出してみせた。

「なくなっちまったわけだ！　さあて？　俺だったらどうかなあ？　ものっすげえショックだなあ。泣いちまうかもなあ。泣いたって金は返ってこねえわけだけどなあ。そしたらどうするよ？　どうにかしねえとなあ？　なあレニィくぅんお前もそう思わねえ？　思うよなあ？　俺おかしなことは言ってねえはずだしなあ？　俺の意見ってしごくまっとうだろ？」

　レニィさんは何も言わない。うつむいて、必死に何かをこらえているみたいだ。いったい何をこらえているのか。なんでレニィさんがこらえないといけないのだろう。悪いのはレニィさんじゃない。サトーさんだ。いつもそうだ。サトーさんはひどい。役に立つことは何もしないくせに、人の弱みにつけこんだり、嫌いやがらせをしたり、そんなことだけは得意だ。

　でも、お金。

　お金がなくなった。

　サトーさんが言ったことだからといって、噓うそだとかでまかせだとか決めつけることはできない。当然だ。その部分はサトーさんの推理じゃない。まぎれもない事実だからだ。

　あの、お金は。

　渡わたした。

　その全額ではないかもしれないけれど、少なくとも半分は、わたしがレニィさんに渡したお金だ。

　家賃。

　そうだ。

　そうだった。

　なんてバカなんだろう。

　愚ぐ図ずで、気が利きかないとんまなんだろう。

　わかっていた。そんなことは。とっくのとうに。

　誰だれよりも、わたし自身が。

　バカだから、気づかなかった。深く考えなかった。あれは大事なお金だった。解毒剤を手に入れるために、死なないために、見知らぬ男の人にそのお金を差しだす羽目になった。やむをえなかった。死んでしまったら元も子もない。レニィさんが死んでしまうなんて、考えたくもない。苦しんでいる姿をただ見ているのは、何もできないのは、とてもつらかった。できることなら身代わりになりたかった。もちろん、そんなことはできるはずもないけれど、とにかく結果的に助かった。よかった。それで何もかも吹ふき飛んでしまった。家賃の件が話題にのぼることもなかったので、今の今まで忘れていた。

　とんだうっかり者だ。

　レニィさんがぜんぶでいくら持っていたのかは知らない。でも、あの前日に渡した折半分は確実に持っていたはずだ。それがなくなった。ただ、貸し宿からは追いだされていない。エレクトラさんは厳しい人だから、家賃の滞たい納のうは一いつ切さい認めない。レニィさんは家賃を払はらったということだ。どうやって？　レニィさんが貯金をはたいて払ったのだろうか。そんなにお金を持っていたのか。わからない。お金のことはよくわからないけれど、基本的に稼かせぎは公平に分けているから、レニィさんだけがそこまでたくさんお金を持っているとは思えない。じゃあ、どうやって？

「考えてみりゃあよう」

　サトーさんが妙みように馴なれ馴れしい手つきでレニィさんの肩かたを叩たたいた。

「ミゼレラットのこともな。ありゃあよーするにバチがあたったんだよ。レニィくぅんお前が血星ジグネ曜石ヴイア独り占じめしたりするからよう。なあ。その装そう甲こう服だってあれだろ血星ジグネ曜石ヴイアを売っぱらった金で買ったんだろうが？　お前がそういう汚きたねえ真ま似ねするからバチがあたったんだよ」

「……汚え真似しようとしたのはてめえのほうじゃねえか」

「違ちがうなあ。そいつは違うぜレニィくぅんあんまり俺を舐めんじゃねえぞ？　俺から言わせりゃあてめえはとんでもなく悪い野や郎ろうだ。たしかに俺はイカサマしようとしてたがてめえはそいつを見み抜ぬいてた。その上で俺の提案に乗って俺のイカサマを見破りやがってまんまと血星ジグネ曜石ヴイアをてめえのものにしくさりやがった」

「ち、違っ──」

「いやいやいやいや謙けん遜そんすんなよ？　わかってんだよ俺は最初っからてめえはそのつもりだったんだろ？　何もかもてめえの目もく論ろ見みどおりってことだいやーすげえ。尊敬しちまうよマジで見習いてえくらいだよそういう手管どこで覚えたんだああ？　誰に教えてもらった？　オリジナル？　てことは生きつ粋すいのワルってこと？　うひゃーすげえ」

「違うって言ってんだろ。俺はそんなこと、これっぽっちも……」

「それも計算かねえ？　俺は悪くないってふりをするのも？　怖こわいねえ。一流の詐さ欺ぎ師しってのはだいたい善人に見えるもんだからなあ。しっかしうまくやりやがったよなあ装備も新しくなったしよう。新調したんですかあ？　ひゃあああいいねえうらやましいねえ。でもなあ。悪いことしてるとなぜか必ず報むくいを受けるもんなんだよこれマジ。そんであんな目に遭あったわけだよ。てめえ一人でくたばりゃあよかったのに俺らまで巻きこまれちまったってのがアレだけどなカナーリ理り不ふ尽じんだけどな？」

「ふざけるんじゃねえ。ミゼレラットの話だって、言いだしっぺはてめえだろうが」

「ヲイヲイヲイ一いつ緒しよに行くって決めたのは誰だよ？　俺か？　俺が強制したかあ？　違うよなあ？　そうじゃねえよな？」

「それは……」

「もうよせ」

　ため息をついて止めに入ったのは権堂さんだった。

「サトー。おぬしの言うとおり、おのれの行動の責任はおのれが負うべきものだ。私の金をどう遣つかうかは私が決める。たとえその結果、私が無一文になろうとも納なつ得とくずくのことだ。余人に口を挟はさまれる謂いわれはない」

「うるせえぞポニーテール。俺は誰かを責めてるわけじゃねえ。ただ暇ひま潰つぶしに推理してるだけじゃねえかポニーテールのくせして俺の楽しみを邪じや魔ますんじゃねえクソポニーテール」

「私の髪かみ型がたはポニーテールではない。これは馬バ尾ビ結ユイという。何度言ったら──」

　サトーさんと権堂さんが言い争いを始めると、レニィさんはほっとしたように息をついた。それからこっちのほうを見て、すぐに目をそらした。

　訊きけばよかった。訊くべきだった。家賃はどうやって払ったんですか。あのお金がなくなったせいで、足りなくなったりしませんでしたか。なんでわたしに言ってくれなかったんですか。レニィさん一人で部屋を借りているわけじゃない。二人で借りているんです。言ってくれればよかったのに。わたしだって、貯金はまだいくらかあったし。どうしてですか。どうして言ってくれなかったんですか。

　ダメだ。

　これはもう質問じゃない。

　なんだかまるでレニィさんを責めようとしているみたいだ。

　そんなことがしたいわけじゃない。

　そうじゃなくて。

　ただ教えて欲しかっただけだ。

　何かあったのなら、ちゃんと話して欲しかった。

　機会はあったはずだ。同じ部屋に住んでいるのだ。ないわけがない。権堂さんよりも、サトーさんよりも、ヴィヴィアンさんよりも、それからもちろんあのトモヨよりも、ずっと長い時間をともにすごしている。その気になれば、生おい立ちから何から、すっかり話すことだってできるだろう。

　その気になれば。

　レニィさんにその気がなかったということだ。

　言いたくないから、黙だまっていた。

　言う必要がない、と思ったのかもしれない。言っても仕方ない、意味がない、と。

　休きゆう憩けいの時間が終わってから、何度か下等蜥蜴とかげ人たちと戦ったけれど、どうにもうまくゆかなかった。サトーさんはいつもどおりサボってばかりだったし、レニィさんは精せい彩さいを欠き、コロナも思うように身体からだが動かなくて、権堂さんが一人でいくらがんばっても、皆みなの息がぜんぜんあわず、一体か二体の下等蜥蜴人を倒たおしては仲間を呼ばれて、そうなると逃にげるしかなかった。戦利品の回収なんてできっこなかったし、これじゃあ骨折り損のくたびれもうけだとか何だとかサトーさんが愚ぐ痴ちを言いだすと、レニィさんが苛いら々いらして声を荒あららげた。二人は何度も喧けん嘩かをした。サトーさんがなくなったお金のことを蒸むし返すと、レニィさんは激げき昂こうして剣けんを抜ぬきかけ、権堂さんに制止された。

　そろそろ我が慢まんの限界かもしれない。

　何はともあれ、レニィさんは今までサトーさんのだらしなさとやる気のなさと口の悪さに耐たえてきた。しょうがなく辛しん抱ぼうしてきたのだ。権堂がサトーと手を切ってくれりゃあ、言うことねえんだけどな。コロナと二人でいるときに、そんなふうにもらしたこともある。権堂さんは頼たよりになる剣士だけれど、サトーさんはいてもいなくても変わらないどころか、いないほうが邪魔にならなくていいくらいだ。正直、コロナもそう思う。だったら自分はどうなのか、という問題があるので、思っているだけで口に出すことはできないけれど、レニィさんの気持ちはわかる。それでも、なんとかかんとか一緒にやってきたのだ。たいして長い期間ではないとしても、つらいことも、楽しいこともあった。何度も力をあわせて危機を乗り越こえてきた。仲間意識がある。情もある。簡単に、もういい、さよならだ、と訣けつ別べつできるものではない。とはいえ、物事には限度がある。

　今日はもう無理だろう、という話になって、地上へ引き返した。鉄てつ鎖さの憩いこい場の市場で戦利品を売り払はらい、公園で稼かせぎを山分けすると、一人あたり千五百ダラーにしかならなかった。

「ケッ。あんだけ一生懸けん命めい働いてこれっぽっちかよやってらんねえぜ実際」

　サトーさんが聞こえよがしにぼやいた。また喧嘩が始まりそうだ。そう思うと、胃のあたりがきりきりした。

　でも、妙みようだった。

　レニィさんはサトーさんをつめたい銀色の目で一いち瞥べつしただけで、何も言わなかった。

[image: ]

　サトーさんは拍ひよう子し抜けしたというよりも不安げな表情を浮うかべている。無責任で図ずう々ずうしい人だけれど、気は小さいのだ。

「なあ」

　レニィさんは権堂さんに向きなおった。

「一つ確かく認にんしときてえんだけど、いいか」

「うむ」

「あんたはこれからもそいつとやってくつもりなんだよな」

「そいつとは、サトーのことか」

「ああ」

「ならば、そのつもりだ」

「そうか」

　レニィさんの顔つきはなぜか少し晴れ晴れとしていた。あとから思えば、権堂さんの答えを聞いた瞬しゆん間かん、レニィさんは決断して、吹ふっ切ってしまったのかもしれない。

　つまり、とうとう我慢の限界を超こえてしまった。

　そういうことなのだろう。

「だったら、残念だけどあんたらとはこれっきりだ。ベンテンにはちょくちょく行くだろうし、顔をあわせることはあると思うけどな。ああ、もちろん金はちゃんと返すから、安心してくれ。じゃあ、元気でな」




　　　　２




　すっきりした。こんなことなら、さっさとこうすればよかった。なんで今までこうしなかったのか不思議なくらいだ。本当に不思議でたまらない。よくも耐えられたものだ。自分を褒ほめてやりたいくらいだが、馬ば鹿か馬鹿しくもある。

　我慢なんかするんじゃなかった。

　必要だったのは忍にん耐たいじゃない。決断力だった。

　間ま違ちがっていた。間違いは正さないといけない。できるだけ早く。手て遅おくれになる前に。

　だから決めた。

　部屋を借りている貸し宿「死にかけダイング雷電サンダーボルト」に戻もどるまでの道すがら、何度も何度も考えてみた。あんなふうに宣言して別れてきたのだからもうどうしようもないが、本当によかったのか。他ほかに手はなかったのか。結論は同じだった。

　これでよかったんだ。

　こうするしかなかった。

　後こう悔かいなんかしていない。

　むしろ、あのタイミングで決断しなかったら、今ごろ悔くいていただろう。

　まあ、一人で勝手に決めてしまったことについては、ちょっとばかり反省している。

　コロナは窓まど際ぎわの椅い子すに腰こしかけて、窓の外に目をやっている。貸し宿に帰ってくるまでの間も、部屋に戻ってからも、まるっきり口をきいていない。

　腹を立てているのか。それとも、先行きを心配しているのか。なんとなく話をするきっかけをつかめないでいるだけか。そのどれでもないのか。こっちを向いてくれないので、どんな表情をしているのかわからないし、コロナの気持ちを推おしはかるための手がかりはかなり少ない。ないと言ってもいいくらいだ。

　黙だまってないで、何か話せよ。

　思ってることがあるなら、口に出せばいいじゃねえか。

　レニィは床ゆかに腰を下ろして壁かべに背中をもたれさせ、立てた右みぎ膝ひざを両手で抱かかえている。後頭部を壁にゴリゴリ押しつけたり、唇くちびるを嚙かんだりしているのは、ひょっとして苛いら々いらしているからだろうか。自分のことなのに、よくわからない。つーか、すっきりしたはずじゃなかったのかよ。もういいだろ。今日までのことはすっぱり忘れて、考えなきゃならねえのは明日からのことだ。過去じゃなくて未来だ。

　そりゃあ、不安はある。

　どうする？　どうなっちまうんだ？　うまくやってけるのか？　とくにあてがあるわけでもない。なんとかなる保証なんかない。

　でも、な。

　このままあいつらと組んでたってどうなる？

　たしかに、一いつ緒しよにアンダーグラウンドにもぐる仲間をわざわざ探す必要がない。そのぶん手間は省ける。ただ、問題はあの野や郎ろうだ。権ゴン堂ドウやヴィヴィアンはいいとしても、あのクソ野郎に足を引っぱられつづけることを考えると、メリットよりデメリットのほうが遥はるかに大きい。クソサトーが改心する可能性は万に一つもないだろうから、石頭の権堂があのクズ野郎を見捨てないというのなら、おさらばするしかない。ぐずぐずしていたってしょうがない。善は急げ、だ。クズサトーのせいで取り返しのつかないことになってからでは遅おそい。カスサトーと手を切りさえすれば、きっと新しい仲間だって見つかるだろう。サトーよりマシなやつはいくらでもいるはずだ。つーか、あいつよりひどいやつなんて、そうそういてたまるかよ。まあ、しばらくの間は、コロナと二人でメリクル迷めい宮きゆうあたりをちょこちょこ攻せめたっていいわけだし。もしそれで安定したら、下手に欲を出さず、地味に地道にちまちま稼かせぐことにしたっていい。

　見通しは暗くない。

　めちゃくちゃ明るくもないが、少なくとも真っ暗ではない。

　レニィは咳せき払ばらいをした。

　コロナはこっちを見ない。

　もう一度、咳払いをしてみた。

　つーか、見ろよ。

　顔くらい向けろよ。

　話しづれえだろうが。

「あー、とりあえず、あれだな」

　レニィは頭を搔かいた。

「明日は二人でもぐってみるか。いいよな。たまには。メリクルくらいなら、俺とお前だけでもなんとかなるだろ。たぶん」

「そうですね」

　返事はしてくれたものの、まだレニィのほうを見ようとしない。こいつって、一回こうなると頑がん固こなんだよな。薬を変えてから、よりいっそう依い怙こ地じになったような気もする。それとも、前が異常だったのか。考えてみれば、ぼんやりボヤボヤしすぎていた。そういうやつだと思っていた。そんなことはないのかもしれない。効き目が強すぎる薬のせいで、あんなふうになっていたのかもしれない。皮肉なことに、その薬がコロナの生命線だった。

　スマッシュ。あるいは、クラッシャー。脳を破は壊かいして脳内物質の量を人じん為い的に増減させる薬。馬鹿で身の程ほど知らずな魔ま術じゆつ士に頭の中も身体からだもいじくりまわされて、もう壊こわれてかけているコロナを、さらに壊すための薬。一いつ瞬しゆんで完全に壊れてしまわないように、繫つなぎ止めるための薬。滑かつ落らくするしかない断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきをゆるやかな坂に変えるための薬。

　今もコロナは薬を飲みつづけている。

　極力ゆっくり坂を下りるための薬だ。止まることはできない。無理に立ち止まろうとすれば、バランスを崩くずして一気に転げ落ちる羽目に陥おちいりかねない。落ちてしまったら、どうなるのか。わからない。想像もつかない。いや、そうじゃない。考えたくない。思いだしたくない。

　壊してよ。コロナを、壊して。処分して。

　あのときコロナはレニィにそう言ったのだ。

　お願いだから捨ててください。壊してください。ここにいないでください。見ないで。見ないでください。コロナを、見ないで。

　気味が悪いくらい平板な声だった。

　コロナは壊れかけていた。もう少しで壊れてしまうところだった。あんなのはもうごめんだ。絶対にいやだ。俺は守ってやらなきゃならない。そう決めたはずだ。それなのに、うまくできない。いちいち心配なんかさせたくないし、いつでも笑っていられれば最高だと思うし、そういう状じよう況きよう、環かん境きようを整えてやりたいのに、気がつくと俺の頭は自分の問題に占せん領りようされている。金だとか人間関係だとかあれがむかつくとか頭にくるとか苛いらついてしょうがないとか、そんなことばかり考えていて、いつだってコロナのことは二の次、三の次だ。

　仕方ねえだろ。余よ裕ゆうがねえんだ。俺だってまだ未熟な餓が鬼きだし、何でもかんでもってわけにはいかねえ。今は無理でも、そのうちなんとかなるかもしれねえわけだし。俺だって成長するだろうし。背もちょっとのびたし、筋肉はついたし、我ながら、最近、大人っぽく、男っぽくなったかな、と思わなくもない。まだ外見だけだ。でも、中身だってだんだん追いついてくるはずだ。ちょっと待ってろよ。焦あせったってどうにかなるもんでもねえし。

　言い訳だけは一丁前だ。

　しかも、自分で自分に弁解しているだけで、肝かん心じんのコロナには何も言っていない。

　思ってることがあるなら、口に出せばいいじゃねえか。

　それはそのまま自分にあてはまる。

　きっと、俺が何を考えているか、コロナはわかっていない。当然だ。ろくに話していないからだ。面めん倒どうくさがっているわけじゃない。理由はある。

　そんなものなのかと見下げられたくないから。

　頼たより甲が斐いのないやつだと思われたくないから。

　不安がらせたくないから。

　正直になんて、なれっこねえよ。

　何でもかんでも話せたら、そりゃあ気は楽になるかもしれねえけど、やっぱり弱い部分はできるだけ見せたくないし、尊敬されたいし、信じて欲しい。信しん頼らいしてもらいたい。

　そうはいっても、最低限ってのはあるよな。

　もう半分ばれちまったわけだし、黙だまっているのは逆効果だろう。

「金は」

　そう切りだすと、ようやくコロナがこっちを見てくれた。やっぱりその話が聞きたかったのか。そりゃそうだよな。先に言うべきだったんだ。

「ミゼレラットで、あんなことになっちまっただろ。それで、有り金ぜんぶなくなって。いろいろ考えたんだけどよ。結局、権堂に貸してもらったんだ。まだ返済は終わってねえ。少しずつ返してる」

　端はし折よった説明になってしまったが、一から十までくわしく話す気にはさすがになれなかった。血星ジグネ曜石ヴイアがじつは偽にせ物ものだったとか、それを売った金を見込んで露ろ店てんＢで装備を買ってしまったとか、おかげで破産したとか、そんなことはいくらなんでも打ち明けられない。恰かつ好こう悪すぎて、恥はずかしすぎる。

「そう、だったんですね」

　コロナは笑おうとしたのかもしれない。途と中ちゆうで引きつってしまい、笑え顔がおにはならなかった。それから何か言おうとしたのだと思うが、やめたらしい。言葉をのみこもうとするかのように深く息を吸いこんで、ゆっくりと吐はきだし、また窓の外に顔を向けた。

　レニィは天てん井じようを見上げて、そっとため息をついた。

　明日は今日よりマシだろうか。

　そうであって欲しい。

　そうなってくれないと、耐たえられない。

　俺が普ふ通つうよりはいくらかいい気分で、コロナもそれなりに笑って。たったそれだけのことなのにな。簡単そうなのに、えらく難しい。いいことなんて一つも起こらねえんじゃねえかって気さえする。そんなわけあるかよ。谷がありゃあ山だってあるはずじゃねえか。必死に否定してみても、なんだかむなしい。

　むなしすぎて、大声で叫さけびたくなってくる。

　何を叫びたいのかも、よくわからないくせに。
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　闇やみ。何も見えない。暗闇だ。

　もし一人きりだったら、途方に暮れて泣いてしまうかもしれない。狂くるってしまうかもしれない。一人じゃないから、なんとか我が慢まんできている。この手のおかげで、レニィさんが手をつないでくれているから、ぎりぎりのところで涙なみだをこらえている。こらえないといけない。だって、泣きべそをかいている場合じゃない。レニィさんの邪じや魔まになる。いけない。ダメだ。

　わたしのせいなんだから。

　わたしが暗視鏡を壊こわしてしまったりするから。

　もちろん、わざとじゃない。今日は二人で第一メリクル迷めい宮きゆうにもぐり、メリクルさんをいじめてお金を稼かせぐつもりだった。ちょっぴりかわいそうだけれど、生活のためには仕方ない。メリクルさんが三羽以上でかたまっている場合はさけることにした。二羽まで。そう決めて迷宮の中をうろついていたのだけれど、どういうわけか今日にかぎって、なかなか一羽か二羽で歩いているメリクルさんとは出くわすことができなかった。たまに見かけても、他ほかの侵入者クラツカーさんにとられてしまった。しょうがなく三羽でもいいことにして、それでもダメで、四羽に挑ちよう戦せんしてみようという話になって、それでもやっぱりダメで、そんなことをやっている間に五時間もたってしまった。

　レニィさんはだいぶ焦っていたし、コロナもこのままではいけないと思っていた。そんなとき、たまたま五羽のメリクルさんの集団さんを見つけて、やってみるか、とレニィさんが言いだした。大だい丈じよう夫ぶだろうか。ヴィヴィアンさんがいるわけではないので、重傷を負ったら大変なことになってしまう。気がかりではあったけれど、反対したらレニィさんの機き嫌げんが悪くなるかもしれない。もうとっくによくはなかった。もっと悪くなったらどうしよう。レニィさんは人や物に当たり散らすことはほとんどしない。口数が減って、ため息をついたり、舌打ちをしたり、しそうになってこらえたりする。その程度でも、コロナにとっては針のムシロだ。レニィさんが苛いらついているのは、自分のせいではないかと思えてならないからだ。

　やりましょう、と言った。できるだけ元気よく答えた。レニィさんを元気づけたかった。コロナがまず火か炎えん放射の魔術を叩たたきこみ、レニィさんが突つっこんだ。コロナも剣けんを抜ぬいてつづいた。乱戦になった。無む我が夢中だった。コロナはたくさんの敵を一度に相手にするのが苦手なのだ。それでも一生懸けん命めい戦ったのだけれど、がんばったからといって報むくわれるとはかぎらない。

　いきなり真っ暗になった。どうやらメリクルさんの剣か何かがかすって、暗視鏡が吹ふっ飛んでしまったらしい。それはあとから考えたことで、そのときは何がなんだかわからなかった。パニックになり、でたらめに剣を振ふりまわした。手て応ごたえは何度かあった。何かに突き倒たおされたり、何かにつまずいて転んだりもした。ほとんど半はん狂きよう乱らんで、レニィさんの声が聞こえても暴れつづけた。何回も名前を呼ばれて、羽は交がい締じめにされて、落ちつけ、もう大丈夫だ、終わったから、と言われて、やっと正気に戻もどることができた。

　レニィさんが見つけてくれた暗視鏡は、踏ふまれたか何かしてすっかり壊れていた。手に入った戦利品を売り払はらっても、暗視鏡を買いなおしたら赤字だろう。とても悲しくなって、めそめそしてしまいそうになったけれど、ぐっとこらえた。

　しょうがねえよ。こんなこともあるさ。いちいち気にしてたら生きてけねえだろ。

　レニィさんが肩かたを叩いてそう言ってくれたからだ。やっぱりレニィさんはやさしい。そのやさしさが、コロナにはちょっとだけつらいのだ。つらいけれど、嬉うれしくてたまらない。嬉しいけれど、心苦しいのだ。

　暗視鏡がないとどうにもならないので、地上へ戻ることになった。

　コロナは何も見えないので、レニィさんに手を引いてもらっている。

　そうしないとちゃんと歩けないので仕方ないけれど、迷めい惑わくをかけていると思う。結局、お荷物なのだ。権ゴン堂ドウさんたちと一いつ緒しよにアンダーグラウンドにもぐっていたときは、多少役に立っているような気がしていた。でも、きっと勘かん違ちがいだったのだ。ほとんど何もしないサトーさんがいたから、あの人よりはずっといい、と思うことができた。ようするに、下には下がいるというだけの話だ。自分よりも下がいれば、自分は最低じゃないと言い張ることができる。その意味で言えば、サトーさんがいてくれたおかげで、コロナは助かっていた。サトーさんがグループの中にいて、働かなければ働かないほどよかった。そうすれば、コロナがちょっとした成果を上げただけで、いかにも働いた、と感じることができたし、他の皆みなも評価してくれた。皮肉だった。

　レニィさんはぎゅっとコロナの手を握にぎってくれている。

　もし、放して、と言っても、レニィさんは聞き入れないだろう。

　なに言ってやがるんだ、馬ば鹿かじゃねえのか、と吐き捨てながらも、ちゃんとコロナを地上まで連れ帰ってくれるだろう。

　本当に？

　本当の本当に、そうだろうか。

　いや、レニィさんはそういう人だ。

　わかっている。

　でも、それはただ、レニィさんがやさしいから。ちっぽけなコロナを哀あわれに思って、見捨てられなくて、無理をしているだけなのではないだろうか。

　一度こうと決めたら、殺されたって曲げるつもりはねえ。レニィさんはそんなことを言っていた。一本気な人なのだ。けれど、裏を返せば、自分の言葉に縛しばられているだけではないのか。本心では嫌いや気けが差している。もういやだ、こりごりだと思っている。だけど、そうはいかねえんだよ。男に二言はねえ。噓うそつきにはなりたくねえ。そんなふうに思って、瘦やせ我慢をしているだけなのではないだろうか。

　だって、レニィさんが権堂さんたちと別れると決めたのは、サトーさんのせいだ。役立たずなのに、口ばかり達者で、何かにつけて突っかかってくるサトーさんに耐たえきれなくなった。誰だれだってそうだろうけれど、レニィさんは役立たずが嫌きらいなのだ。

　わたしみたいな役立たずは、嫌われてもしょうがない。

　役立たずだったから、お師し匠しよう様のところでもみんなにバカにされて、仲間はずれにされた。それは、もちろん寂さびしかった。でも、しょうがないと思っていた。わたしは頭が悪くて、鈍どんくさくて、役立たずだから。

　レニィさんは、口に出しては言わないかもしれない。今にも暴れだしそうなその思いを胸の中に閉じこめて、氷こおり漬づけにして、なんとか鎮しずめようとするかもしれない。

　ただ、言わないだけで、表面に出さないだけで、それはたしかにある。

　あるのだ。

　あるに決まっている。

　ないわけがない。

　わたしはバカで、愚ぐ図ずで、気が利きかなくて、とんまだ。

　そのことを、わたし自身が誰よりも一番よくわかっている。

　わたしがレニィさんだったら、とっくのとうに見かぎっているだろう。バカがそばにいると、バカがうつる。ダメな人間と一緒に何かをやると、倍以上手間がかかる。お師匠様のところでみんなによくそう言われた。そのとおりだ。わたしはレニィさんの足を引っぱっている。わたしがいなければ、レニィさんはもっと楽に稼かせぐことができるはずだ。いい仲間を見つけて、その人たちと力をあわせて、いろいろな場所に行って、だんだん強くなって、名の知れた侵入者クラツカーになる。レニィさんならきっとできる。

　わたしには無理だ。魔ま術じゆつ士なのに、ちゃんと魔術を使えない。剣けんもでたらめで力任せだ。ダメだ。ダメな人間だ。どうしようもないダメ人間だ。いないほうがいい。それなのに、レニィさんにくっついている。追い払われないのをいいことに、寄生虫みたいに、同じ部屋に住まわせてもらっている。

　いなくなればいい。

　わたしなんて、消えてしまえば。

　地上への出口が見えてきた。

　明るくなっても、足あし許もとばかり見ていた。前を向くことができなかった。レニィさんの顔なんて見られるはずがなかった。それでいて、この手はレニィさんの手をぎゅっと握っている。捨てないでください。どうか見捨てないで。心の奥底ではそう願っている。なんて厚かましいんだろう。

「なんとか無事に戻もどってこられたな」

　レニィさんが足を止めて手を放そうとした。

　とっさに手に力をこめてしまった。

　怖こわかったのだ。今、放してしまったら、これっきりなのではないかと思った。

　レニィさんは訝いぶかしそうに眉まゆをひそめた。

　その額から頰ほおまでが濡ぬれていた。

　赤い。

　血だ。

「ああ」

　レニィさんは視線に気づいて、あいていた右手で額をぬぐった。

「まだ止まってなかったんだな。まあ、たいしたことねえよ。そんなに痛くもねえし」

「……て、手当て、しないと。どなたか、医術士の方に」

「平気だろ。これくらい。頭はちょっとした傷でも大おお袈げ裟さに血が出たりするからな」

「で、ですが」

「大だい丈じよう夫ぶだって。だいたい、何でもかんでも医術式に頼たよるってのもな。傷なんてもんはたいてい放ほうっといたって治るわけだし。あとで洗って消毒でもしときゃ問題ねえだろ」

　レニィさんは、へっ、と笑ってコロナの手を見た。

　慌あわてて放そうとしたら、きつく握にぎられた。

「手に入れたもの、売りにいくか。暗視鏡も買わねえとな」

「……はい」

　レニィさんは、気を遣つかってくれたんだ。

　こんな役立たずのために。

　嬉うれしくって、つらくって、悲しかった。

　鉄てつ鎖さの憩いこい場へ向かう足どりは重かった。

　歩くのをやめてしまいたくなるくらい、ひどく重かった。
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　よさげな同行侵入者クラツカーの募ぼ集しゆうかおいしい仕事でもないかと思い、朝っぱらから第五区の「ベンテン・カフェ」に行って、店内の壁かべに貼はりまくられている紙切れを一つ一つ確かく認にんした。遠くに権ゴン堂ドウとサトーがいて、権堂とは目礼しあったが、クソサトーは見なかったことにした。いくつか好条件の募集を見つけて、募集主と会ってみたが、紙切れに書かれていた内容と違ちがうことを言われたり、あからさまに人間性に問題がありそうなやつだったり、声をかけてすぐ、あっちから断られたりして、結局まとまらなかった。

　つーか、こうしてあらためて見てみると、侵入者クラツカーって──ひでえな。まともそうな人間なんかほとんどいねえ。この国の外に出たら、そのへんをぶらぶらしているだけで官憲に取り囲まれて「動くな！　おとなしくお縄なわを頂ちよう戴だいしろ！」とか言われちまいそうな人間がゴロゴロしてやがる。犯罪者顔ってやつだ。男女問わない。いや、老ろう若にやく男なん女によ問わない、と言ったほうがいいか。十歳かそこらに見えるのに、ヤクでもキメていそうな顔をした餓が鬼きが腰こしに剣をぶらさげてうろうろしている。裸はだかに近い恰かつ好こうをして店の隅すみに立っている女の目つきが、やけに鋭するどい。もしかして殺し屋？　標的の探し中？　顔中傷きず跡あとだらけのジジイがいて、店は混んでいるのに、そいつの周りには人がいない。それもそのはずだ。ジジイが発散している殺気は、離れていてもビンビン感じるくらいすごい。あのジジイ、これまでいったい何人殺やってきたんだ？

　場違いだ。

　はっきり言って、レニィとコロナは浮ういている。

　こりゃあマジで商売替がえしたほうがいいのかもな。つっても、あてなんかねえけど。商売。商売。誰だれかに雇やとってもらう。どこかに。たとえば、飲食店とか？　この街だと、飲食店＝クァラナドってことになっちまうのかね。それはちょっと──微び妙みようだな。俺はまだいいとしても、コロナにはな。それはダメだ。冗じよう談だんじゃねえ。まあ、俺もな。あんまり向いてねえような気がするし。あとは、職人系とか。でも、そのへんはもう、機術士に牛ぎゆう耳じられてるんだよな。技術っつーの？　そういうのが進歩してるこの国では、とくに。そっちに進む場合は、小さいころから修しゆ行ぎように入るのが普ふ通つうみたいだし。今さらだ。遅おせえよな。畑を耕したりするってのも、よくわからねえ。街育ちなもんで、知識がねえし。なんか、どっかに武装アームド農園フアームとかってのがあるって話は聞いたことがあるけど。飯だけは与あたえられて、奴ど隷れいみたいにこき使われるとか。いやだよな。そんなの。

　こう考えてみると、意外とねえんだよな。

　選せん択たく肢しってやつが。

　自由の国じゃなかったのかよ、畜生フアツク。

「レニィさん」

　一いつ緒しよに仕事の募集を調べていたコロナが、つま先立ちをして一枚の紙切れを剝はがした。

「これ、どう思われますか」

「ん」

　手て渡わたされた紙切れの文面に目を通してみた。

「お」

「ちょっと、お仕事の内容が……コロ、あ、わたしたちが探しているものとは、違ちがうかもしれませんが」

「まあな。でも──」

「お金はいいですよね」

「つーか、これってよすぎるくらいじゃねえか……？」

　拘こう束そく時間は丸一日で、報ほう酬しゆうは一人二万ダラー。定員五名まで。見ると、同じ紙切れが四枚あって、そのうちの一枚をコロナが剝がしたようだ。ということは、応募したのはまだ一名だけということか。新製品の被ひ験けん者しやということなので、たしかに侵入者クラツカーの仕事ではないが、一日で二万ダラーだ。コロナと二人で、四万ダラー。

　魅み力りよく的だ。

　なんだかあやしくもあるが、定員があるということは早い者勝ちだろう。迷っている間に埋うまってしまうかもしれない。

　決めた。行ってみよう。べつに、侵入者クラツカー稼か業ぎようにこだわる必要はないわけだし。大事なのは金だ。効率よく稼かせげるかどうかだ。借金もある。権堂は何も言ってこないかもしれないが、借りた金は返さないと気がすまない。早く返済して、さっぱりしたい。

　コロナと連れ立ってベンテン・カフェを出て、紙切れの裏に描かいてあった簡単な地図を頼りに指定の場所を目指した。

　その屋や敷しきは第十二区にあった。

　第十二区といえば、なんだかやたらとでかい、ちょっとした要よう塞さいみたいな家が建ち並んでいる超ちよう高級住宅地だ。もちろん、こんな場所には用も縁えんもなかったから、通り抜ぬけたことしかなかったが、高い真っ白な煙えん突とつと赤い風車と三つの青い尖せん塔とうという派手な目印のおかげで、すぐにわかった。

　ウドラー研究所、という名前らしいその屋敷は、鉄てつ条じよう網もうを張りつけた高い塀へいに囲まれていて、鉄てつ柵さくの門もん扉ぴもかなり頑がん丈じようそうだった。何しろここはエルデンなので、これくらいの物々しさは必ひつ須すなのかもしれない。

　門扉の向こうに立っていたロマンスグレーの渋しぶい中年男が、レニィたちの姿を認めて、被験者希望の方ですか、と礼れい儀ぎ正しく尋たずねてきた。まあ、まだ決めてはいねえんだけど、と内心で思いつつ、紙切れを見せながらうなずくと、ロマンスグレーが門扉を開けてくれた。

　ロマンスグレーに案内されたのは青い尖塔のうちの一つで、螺ら旋せん状の階段をのぼってゆくと、やがて円形の部屋に出た。壁かべも床ゆかも青一色で、天てん井じようの端はしのほうにあいている穴に梯はし子ごがかけられている。壁かべ際ぎわに青いタンスが一棹さおと、同じく青い大きな筒つつみたいなものが二つ並べられているだけで、あとは何もない。殺風景といえば殺風景な部屋だ。

「少々お待ちください」

　ロマンスグレーがそう言うなりタンスの中を探さぐって何かとりだした。紺こん色いろの布みたいなものだった。ずいぶん小さいが、どうやら服らしい。ロマンスグレーはレニィとコロナにそれぞれ一着ずつ服を渡わたすと、筒のほうを指し示してみせた。

「それではあちらでお着き替がえください」

「は？」

「ほ？」

　レニィはコロナと顔を見あわせた。なんかこれ、勝手に話が進んじまってねえか。やるかやらねえか、くわしく説明してもらってから決めようと思ってたのに。そりゃあそうだ。あたりまえじゃねえか。新製品の被験者って言ったって、どんな製品かもわからねえわけだし。

「あの、なんつーかその、とりあえず、どういうことをやらされるのかとか、そのあたりを教えてもらってからじゃねえと」

「申しあげられません」

「え」

「前もって被験者に情報を与えてしまうと、実験の結果に影えい響きようが出てしまう場合があるのです。従って、被験者の方には何も知らずに実験を受けていただかねばなりません。ご納なつ得とくいただけないのでしたら、お帰りください。なお、報酬でございますが、前金で一万ダラー、二十四時間の実験終しゆう了りようまでおつきあいいただけた場合は、さらに一万ダラーお支し払はらいいたします。実験開始から三時間までおつきあいいただければ、前金はご返金いただかなくても結構です」

　つまり、最短三時間で、一人につき一万ダラー手に入るということか。

　レニィはもう一度、コロナと顔を見あわせた。

　生なま唾つばをのみくだして、どちらからともなくうなずいた。

　とにもかくにも、三時間で二万ダラーだ。やるしかない。どうしてもやばそうだったら、逃にげればいいわけだし。そのときはそのときだ。考えてみりゃあ、侵入者クラツカーの仕事だって死と隣となりあわせじゃねえか。これくらいで怯ひるんでどうする。

「わかった。やるよ」

「ご協力ありがとうございます」

　ロマンスグレーは一礼すると、ズボンのポケットから無造作に二枚の一万ダラーＧＭ合金貨をとりだして、レニィとコロナに一枚ずつ渡した。

　青い筒は前面が開閉する仕組みになっていた。その中に一人で入って、まず着ていた装そう甲こう服を脱ぬいだ。下着は？　ロマンスグレーに手渡された服を広げてみると、どうやらパンツみたいだ。つーかこれ、水着じゃねえのか。やむをえず全ぜん裸らになって紺色の水着を穿はいてみたら、やたらとピタピタだった。しかも、ビキニだ。この恰かつ好こうで外に出るのかよ。

「ちょっと、あの──荷物とかは、どうすれば」

「中に置いておいてくださって結構です。実験が終了しましたら、ここでまた着替えていただきますので」

「あ、そう」

　なぜか訊ききたいことを訊けなかった。いや、荷物のことも大事っていえば大事なんだけどな。そんなことより、俺がこの恰好ってことは、コロナは……？

　思いきって筒の外に出ると、ロマンスグレーに全身を眺ながめまわされて恥はずかしかった。ロマンスグレーが、よろしいでしょう、というかんじでうなずいて、その直後だった。隣となりの筒が開いて、コロナが出てきた。

「あ、あのう……」

　うつむけられている顔が真っ赤だ。身体からだを少し屈かがめて、右みぎ腕うでで胸を、左手で股こ間かんのあたりを隠かくしている。ワンピース型の水着だったので、隠すべきところは隠されているし、なんというか、心配していたほどやばくはない。少し安あん堵どしたが、コロナをチェックしているロマンスグレーの視線が気になった。なんか、あれじゃねえか。俺よりもくわしく見てねえか。見かけによらず、ロリコンかよ。

「よ、予想に反しまして、そのう、サイズが、やけにぴったりなのですが……」

「職業柄がら、慣れておりますので」

　ロマンスグレーがニヤリと笑った。

　この変態野や郎ろうが。

　コロナはレニィのほうをちらりと見て、すぐに顔をそむけた。な、何だよ。あ、そうか。こっちも水着姿だもんな。トランクスならまだしも、ビキニだし。

「それでは上へどうぞ」

[image: ]

　ロマンスグレーが梯はし子ごに目をやった。どうやら梯子を使って上階へ行けということらしいが、先導しようとする様子はない。あとからついてくるつもりか。迷うところではあったが、レニィはコロナを先に行かせた。仕方ない。だって、レニィが先に梯子をのぼって、その次がコロナで、それからロマンスグレーということになると、ロリコン変態野郎が下から水着姿のコロナを凝ぎよう視しする、少なくともそういうことが可能な状じよう況きようになってしまう。そんなことは許せない。認められない。当然、レニィもできるだけコロナを見ないようにした。べつに、見て楽しいもんでもねえし。こんなことを言ったらコロナは怒おこるだろうが、幼児体型っていうかな。半分子供みてえなかんじで。半分、だけどな。そりゃあ、なんていうか、胸だって完全に真っ平らってわけじゃねえし、脚あしなんかはすらっとしてて──って、何考えてんだ、俺。

　想像以上に長い梯子だった。二階か三階分くらいはのぼったのではないだろうか。出た先は、やはり壁かべも天てん井じようも青い円形の部屋だった。上への階段があって、でかい机と椅い子すがある。その椅子に白衣を着た男が座っているが、こちらに背中を向けているので、顔はわからない。それはともかくとして、何だ、これ。床ゆかだ。青いことは青い。いや、違ちがう。透とう明めいだ。透明な板がほぼ床の全面に張りめぐらされていて、その下が青いのだ。液体だろうか。どうもそうらしい。この部屋の床の下には、青っぽい液体に満たされた水すい槽そうがあるのだ。

　レニィたちに気づいたのか、男が椅子をくるんと回転させてこちらに向きなおった。男なのに、髪かみ型がたはお下げだ。それでいて、眼鏡めがねをかけているせいもあってか、顔は生き真ま面じ目めそうな印象を受ける。三十歳くらいだろうか。

「被ひ験けん者しや希望の方？」

「はい」

　ロマンスグレーは短くそう答え、部屋の真ん中あたりまで移動してしゃがんだ。見れば、床に把とつ手てのようなものがついている。ロマンスグレーがそれに手をかけて引っぱると、床に一・五メーテル四方くらいの穴ができた。その部分が開閉式の蓋ふたになっていたらしい。お下げ男が顎あごをしゃくってみせた。

「じゃあ、入ってもらって」

「かしこまりました、お坊ぼつちゃま」

「ここでは所長と呼べ、サンダース」

「申し訳ありません、ウドラー所長」

「よろしい」

　男がうなずいて指をパチンと鳴らすと、サンダースという名前らしいロマンスグレーが鬼おにのような速度で駆かけよってきて、いきなりレニィとコロナを小こ脇わきに抱かかえた。

「あ？」

「ひょ？」

「それでは、失礼します」

　抵てい抗こうする暇ひまもなかった。

　気がつくと、レニィとコロナは穴に放ほうりこまれていた。

　ということは、ここは水槽の中だ。何なんだ、この液体。コロナが、あぽぽぽぽぽぽぽ、とか言いながらじたばたしている。レニィはとりあえず泳ごうとした。上だ。上へ。穴だ。でも、ダメだ。身体が浮うかない。重い。沈しずんでゆく。青っぽく見えたのは水槽の底や側面の色のせいで、液体自体は無色透明のようだが、これは誓ちかってただの水じゃない。じゃあ何なんだ。そんなことはどうでもいい。いや、どうでもよくはないが、やばい。このままじゃあ。くそ。穴。つーか、蓋か。サンダースめ。なんてことをしやがる。閉められた。蓋を閉めちまいやがった。浮きあがることもできない。マジか。てことは、死ぬ。溺おぼれ死ぬ。エルデンで溺でき死し？　噓うそだろ。何だよ、その結末。ありえねえだろ。冗じよう談だんだよな？　コロナがこっちを見た。スミレ色の目を見開いて、さかんに首を振ふっている。レニィさん。レニィさん！　レニィさん……！　コロナ、コロナ！　コロナ……！　コロナの腕をつかんで、引きよせて、抱だきしめた。畜生フアツク。なんてこった。騙だまされた。こんな簡単に。俺のせいだ。俺の。ごめんな。ごめんな、コロナ。俺が迂う闊かつだった。違います。レニィさん。そうじゃないです。コロナのせいです。コロナが悪いんです。違う。そんなことはねえ。悪いのは俺だ。俺なんだ。俺のせいで、俺たちは沈んでゆく。もう底だ。くそ。もうダメだ。もたねえ。息が。無理だ。視界が。はっきりしているのはコロナの身体だけだ。コロナの肌はだの感かん触しよくだけが頼たよりだ。唯ゆい一いつの命いのち綱づなだ。その命綱も、でも、もうすぐ切れる。切れちまう。つーか、我が慢まんできねえ。

　口を開けて、思いきり液体を飲みこんでしまった。

　ああ、これでお終しまいだ。

　呆あつ気けなかったな。

　あれ？

　本当に呆気ねえ。

　なんだかこう、胸の奥のほう、肺のあたりだろうか、重苦しいというか、何か固形物を詰つめこまれたようないやな感じはあるものの、奇き妙みようなことに、それだけだ。

　死んでいない。

　生きている。

　それどころか、なんとか息ができている。

　腕の中にいるコロナと目と目を見あわせた。

「……ひょっとして、レニィさんも、息、できてます？」

　聞こえ方は変な具合だが、言っていることはわかった。レニィはうなずいた。

「お前も──みてえだな」

「はい、でも……どうして？」

「さあな」

　何がなんだかさっぱりだ。ともあれ、溺死はまぬがれたらしい。生命の危機を脱だつすると、途と端たんに自分の状況が認にん識しきされた。

　レニィもコロナも水着だ。

　ほとんど裸はだかみたいなものだ。

　そんな姿で抱きあっている。

　どちらからともなく離はなれ、向かいあって底に正座した。

「す、すまねえ。なんつーか、その、動転してて」

「い、いいえ、こ、こちらこそ、と言いますか、あのう、べつに、あ、謝っていただくようなことは何も、レニィさんはなさっていないと思いますし」

「そ、そうか。そ、そうだな。うん」

　本当にそうなのか。よくわからないが、やっぱりああいうことはあまりしないほうがいいだろう。ああいったことは、何も知らない子供同士か、そういう仲の男女であれば許されるという行こう為いであって、自分たちは必ずしもそうではないのだから、できるだけさけたほうがいい。変に意識しちまうしな。なんつーか、餓が鬼きだ餓鬼だと思ってたけど、必ずしもそんなこともねえのかな、とか。いや、必ずしもそんなことはねえだろ。餓鬼は餓鬼だろ。必ずしも。何なんだよ、必ずしも必ずしもって。わけがわからねえ。コロナの顔をまともに見られねえとか。何だそりゃ。つーか、そんなこと言ってる場合じゃねえだろ。言ってねえけど。水すい槽そうだぞ？　水槽の中にいるんだぞ？　いいのか？　いいとか悪いとか、そういう問題じゃねえ。大だい丈じよう夫ぶなのか？　なんかよくわからねえけど、溺れてはいない。今のところは。あくまで、今のところは、だ。ずっと平気だという保証はない。だいたい、三時間で一万ダラー、二十四時間で二万ダラーという話だったが、この水槽の中には何もない。ただの水槽だ。まさか、ここで二十四時間すごすのか？　三時間でもきついんじゃねえの……？

　きっと、きつい。

　もうすでに、きつくなってきた。

　気のせいだろうか。

　頭が痛くなってきた。耳鳴りがする。顔を上げると、コロナも顔をしかめていた。

「なんか、調子悪い……よな？」

「……ええ。なんとなく、ですが」

　それでも我慢した。三時間。もしかすると、三時間ならどうにか耐たえられるかもしれない。つーか、最低三時間はがんばらねえと、金が。その一心で、頭がガンガンしても、耳がギンギンしても、関節がギシギシしても、絶え間なく吐はき気が襲おそってきても、必死にこらえていたが、とうとう意識が朦もう朧ろうとしてきた。コロナもやばそうだ。目がイッちまってる。肩かたを揺ゆさぶると、ぶんぶん頭を振って、大丈夫だ、とでも言いたげに笑ってみせたが、無理をしているのは明白だった。つーか、俺も限界だし。そう。限界なんだ。ああ。ダメだ。一度、認めてしまうと、打ち消すことなんてできない。

　振ふり仰あおぐと、サンダースとウドラー所長の姿が見えた。床ゆかにしゃがんで、レニィとコロナを観察しているのか。何だよ、この実験。いったい何なんだよ、新製品ってのは。腹が立つ。ぶっ殺してやりてえ。でも、今はいい。それよりも大事なことがある。自分たちの命だ。死んだら元も子もない。命あっての物種ってやつだ。

　レニィは両腕で×を作って、首を横に振ってみせた。




　　　　５




　せめて座って待っていようと心に決めたはずだった。

　お掃そう除じをして、お洗せん濯たくもした。何もすることがなくなった。だからといって、ゴロゴロしていていいはずがない。椅い子すに腰こしを下ろして、レニィさんが帰ってくるまでじっとしていよう。そのつもりだったのに、できなかった。身体からだが途方もなくだるくなって、頭が重くて、だんだん痛くなってきて、もうレニィさんは帰ってこないんじゃないかとか、自分では気づいていないだけで、何かとんでもない過あやまちを犯おかしたんじゃないかとか、誰だれかに悪口を言われているんじゃないかとか、自分を陥おとしいれようと悪わる巧だくみをしている人がいるんじゃないかとか、そのおかげで何もかもうまくゆかないんじゃないかとか、いろいろなことを考えてしまい、黙だまっていられなくなった。叫さけびたくなって、暴れたくなった。壁かべを拳こぶしで叩たたきそうになって思いとどまり、我が慢まんできなくなって側頭部を打ちつけた。何度も打ちつけていると、隣となりの部屋の人が壁を叩いて、はっと我に返った。身体中が痒かゆくなってきて、首や胸むな元もとをボリボリ搔かいた。少し、血が出た。いきなり息苦しくなって、がんばって大きく息を吸いこんだり吐きだしたりしていると、目の前が真っ暗になったり、また明るくなったりした。耐えきれなくなって、ベッドで横になった。上段まで上がるのは無理だった。下段に身体を横たえた。レニィさんのにおいがした。

　もうダメかもしれない、と思った。

　今日も朝から二人で仕事探しのためにベンテン・カフェへ行ったのだ。昨日はおかしな水槽に入って苦しい思いをしたのに、結局、前金まで返す羽目になって稼かせぎはゼロだった。被ひ験けん者しやの仕事には懲こりたので、今度はちゃんと侵入者クラツカーらしい仕事を選ぶつもりだった。三十分ほどでよさそうな募ぼ集しゆうを見つけた。十人程度でＤ４常夜のエヴアー大地ナイトランドにもぐる。儲もうけは頭割り。条件等はとくになし。ただし、簡単な審しん査さあり。レニィさんはＤ４にいい思い出がないようで、少し気乗りしない様子だったけれど、募集に応じてみることにした。募集主のジョルダーノさんという毛深い男の人は、コロナを一いち瞥べつしただけで、お前はダメ、と宣告した。レニィさんが抗こう議ぎしても、ジョルダーノさんの態度は変わらなかった。ジョルダーノさんの主張は明確だった。女を信用しないわけじゃないが、女の餓鬼は信用できない。ただ、お前は見所がありそうだ。一いつ緒しよにこい。人好きのする豪ごう快かいな笑え顔がおでそう言って、ジョルダーノさんはレニィさんの肩を叩いた。珍めずらしくいい人そうだった。見かけは熊くまみたいでちょっと怖こわかったけれど、はっきりしていて、裏表がなさそうで、頼たより甲が斐いがありそうだった。レニィさんは明らかに迷っていた。

　じゃあ、わたしは別口を探します。

　あのとき、ちゃんと笑うことができていただろうか。

　わからないけれど、レニィさんはしばらく考えこんでからうなずいた。

　あれでよかったのだ。いい仕事や仲間に巡めぐりあう機会なんてめったにない。勘かんにすぎないけれど、ジョルダーノさんに出会うことができたのはもっけの幸いだ。レニィさんだってそう思ったからこそ、すぐに断らず、迷ったのだろう。きっとレニィさんはこう考えたはずだ。

　俺一人なら、即そつ決けつしてるところなんだけどな。そもそも、俺だけなら問題ねえわけだし。でも、コロナがいるから。

　邪じや魔まになりたくなかった。

　わたしがいるせいで、レニィさんが判断を誤るようなことになってしまったら、申し訳ない。いくら謝っても謝り足りない。

　レニィさんがジョルダーノさんたちと行ってしまってからも、二時間くらいベンテン・カフェで貼はり紙を見ていた。ほとんど見ていただけだった。どうせ無む駄だだ。こんな自分にできる仕事なんてあるはずがない。募集をかけている人のところへ行っても、断られてしまうだろう。そんな気持ちで仕事なんか見つけられるはずがなかった。大勢の人たちに囲まれているだけでつらくなってきた。どの人も自分よりはマシなのだ。自分よりもマシな人がこんなにいるのだ。たまらなくなって、貸し宿に帰ってきてしまった。せめてこのくらいはと思い、部屋をきれいにして、洗い物を片づけたけれど、レニィさんが戻もどってきたらなんて言えばいいだろう。わからない。言葉が思い浮うかばない。何も思いつかない。もうダメだ。

　何にしても、いつまでもレニィさんのベッドで寝ねているわけにはゆかない。

　泥どろ人形のような身体をなんとか起きあがらせて、おぼつかない手でシーツを直した。床に降りて、二段ベッドの梯はし子ごに指をかけようとしたけれど、届かなくてしゃがみこんでしまった。仕方なく、窓まど際ぎわの椅子のところまで這はって行った。椅子のそばの壁に背中をもたれさせ、膝ひざを抱かかえてうつむいた。

　ドアが開くまで、そのままの姿勢でいた。意識が暗い地の底に沈しずんでしまい、何か重いものに押し潰つぶされようとしていて、ほとんどぺったんこで、かろうじて息だけはある。そんな状態だった。

　身体を動かす前に笑顔を作った。大だい丈じよう夫ぶだ。ちゃんと笑っている。顔を上げて、できるだけ元気よく飛び起きた。

「おかえりなさいです！」

「……ただいま」

　部屋の中はもう暗かった。それなのに、カーテンを閉めていない。当然、明かりもつけていなかった。レニィさんの顔もよく見えないけれど、たぶん不ふ審しんげな表情をしているだろう。

「寝てたのか」

「い、いえっ。そんなことはなくっ。ね、寝てなんかいませんですよ？　自分で申しあげるのも僭せん越えつですが、コロナ、寝起きでしたら、こんなにあれですから！　飛んだり跳はねたりできませんし！」

「寝てなかったんなら、明かりぐらいつけろよ」

　レニィさんはスイッチを押して明かりをつけた。途と端たんに不安になった。わたし、ちゃんと笑えているだろうか。変な顔になっていないだろうか。ダメだ。そんなことを考えたら、余計に笑えなくなってしまう。これ以上、レニィさんに顔を見られたくなかった。それに、よく考えたら笑っている場合じゃない。コロナは頭を下げた。

「あ、あの、そのう、大変ごめんなさいです。コロ、あ、わたし、今回、仕事は見つけられませんでしたっ。本当にごめんなさいっ」

「ああ、そんなのはべつにな」

「そ、そうですよねっ。期待なんかしていただいてないですよねっ。当然だと思います。あたりまえですよね。そうですよ。だって、コロナですもの。はっきり言って、キワモノですよね。あれ？　違ちがいますか？　ちょっと違うかもしれませんね。ゲテモノ？　どっちでもいいですよね。あはは。とにかく、そう簡単にどうにかなるとは、コロナも思っていませんし。いくらなんでも、そこまで楽天的じゃありませんし」

「まあな。そこまで卑ひ下げする必要はねえと思うけど、うまくいかねえからっていちいち落ちこんでたら、やってけねえしな」

「そうですよね。おっしゃるとおりです。また明日がんばるです。やまない雨はないという言葉もあるみたいですから」

「だな」

　レニィさんは曖あい昧まいにうなずいて荷物を下ろした。床ゆかに座って、首の後ろを搔かきながら、こちらをちらちらうかがっている。あまり浮かない表情だ。成果が上がらなかったのだろうか。訊ききたいけれど、訊けない。もしいい結果が出なかったのだとしたら、そこにはふれないほうがいいかもしれない。レニィさんは話したくないかもしれない。忘れたいと思っているかもしれない。悪いことなんてそんなものだ。捨て去りたい。廃はい棄きしたい。なかったことにしたい。

　椅い子すに腰こしかけた。

　ため息をつきそうになった。我が慢まんした。

「一万二千」

　レニィさんがぽつりともらした。

　目があった。

　レニィさんは、へっ、という感じで軽く笑った。

「まあまあだろ」

「え──そ、それは……そのう、金額のことでしょうか」

「あたりまえじゃねえか」

「い、いちまんにせんですか。一万と、二千。ダラーですか」

「一万二千ダラーだよ」

「す、すごいっ」

　思わず椅子を蹴けるようにして立ちあがり、レニィさんに駆かけよって、さりとて何をしようというあてがあったわけでもないので、とりあえずその場で飛び跳ねてみた。

「すごいです！　一万二千ダラーも！」

「いや、あたりがよかったってだけなんだけどな。メンツも場所もジョルダーノのおっさんが集めて決めたわけだし。今日はわりといいほうだったって言ってたしな」

「そ、それでもっ」

「悪くねえ稼かせぎだ」

「はい！」

「それで」

　ちょっとだけ、レニィさんの視線が揺ゆれた。

　心がつめたくなった。

「明日も一いつ緒しよにどうだって誘さそわれたんだ。今のところは、行こうかなと思ってる」

　わたしはちゃんと笑うことができただろうか。

　たとえうまく笑うことはできなくても、笑わないといけない。

　笑わないと。
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　五日間、たった五日の間、ジョルダーノのおっさんにつきあっただけで、権ゴン堂ドウに返すための金と、当面の生活費を貯ためることができた。

　最近、必要がないのでベンテン・カフェには行っていないから、権堂と顔をあわせていないが、連中の行動パターンはだいたいわかっている。その気になれば、いつでも会って金を返すことはできるし、早く負ふ債さいをゼロにしてさっぱりしたいので、近いうちにそうするつもりだ。ただ、仕事で忙いそがしくて、なかなかその機会がなかった。それだけのことだ。

　今日はアンダーグラウンドを出て分け前をもらってから、おっさんに誘われて仲間たちと一緒に晩飯を食った。断れなかったというよりも、断る気はなかった。

　おっさんが集める侵入者クラツカーは、血気盛さかんな若い男か、快活で気さくな二十代後半から三十代前半の熟練者か、ちょっと偏へん屈くつだったり口うるさかったりするものの、基本的には面めん倒どう見みがいい中年から初老の男だ。個性はそれぞれ違っていても、大まかに言えばだいたいそのどれかにあてはまっている。

　熟練者が前衛を務め、若者が熟練者につづいて、年寄りがありあまる経験に物を言わせて冷静にサポートし、おっさんが全体を指揮する。その形はメンツが入れ替かわってもまったく変わらない。それだけに、安定感がある。仕事が順調だと、当然、雰ふん囲い気きもいい。自分の役割をきっちりこなしていれば、ある程度の稼ぎは保証されているのだ。一寸先は闇やみとも言うし、本当はどうなるかわからないのだが、やることをやっていれば大だい丈じよう夫ぶだと錯さつ覚かくすることさえできれば、そりがあわない者同士も、まあ、ここは大人になって我慢しようという気分になる。多少不満があっても、人間なんてたいてい現金なものだから、悪くない結果さえ出れば水に流してしまえる。気にくわないやつがいても、仕事の面で頼たよりになるなら、酒を酌くみ交かわすくらいはしたっていい。なごやかに談だん笑しようすることはできなくても、悪態をつきあって、最後にちょっと笑いあう程度ならできなくもない。話してみると、意外と悪いやつでもないんだな、なんて発見もあったりする。また一緒になったらよろしくな。そんな別れの挨あい拶さつも、まんざら社交辞令じゃない。おっさんを見ていればわかる。人脈は財産だ。

「お前はまだ若いんだ。金なんかどうでもいい。どうにでもなる。それより、信しん頼らいできるやつを一人でも二人でも見つけろ」

　おっさんがレニィの肩かたを抱だいて酒くさい息を吐はきかけながら言った。

「いいか。覚えとけ、レニィ。金は一番じゃねえ。三番だ。一番と二番は何かって？　どっちかは自分の命だ。死んじまったらどうしようもねえからな。もう一つは、こいつは人によって違ちがう。女でもいいし、友だちでもいい。どっちにしても、人だ。人間だ。お前にとって大事な誰だれかだ。一番と二番の順位は、まあ、人それぞれだがな。とにかく金は三番だ」

「大事な誰か、か」

　レニィがそう呟つぶやくと、おっさんは、ガハハハ、と笑った。

「お前はあれか。あの女の餓が鬼きか。見た目はちょっと幼い感じだったが、お前だってまだ十六だもんな」

「ちがっ──あいつは……」

「違うのか」

「あたりまえじゃねえか！　違うに決まってんだろ！」

「力むなよ、レニィ。そんな力いっぱい否定したら、かえってあやしいってな。昔から相場が決まってるんだ。いや、マジで違うなら俺の勘かん違ちがいってことになるけどな。この仕事を一緒にやる上で、女の餓鬼は信頼できねえ。それもあるが、俺はてっきりお前の女かと思って、それであの餓鬼はダメだと言ったんだ。じつはな」

　不意におっさんの声が湿しめり気を帯びた。

「俺も痛い目に遭あったのさ。はっきり言うと、女に死なれた。惚ほれて、惚れて、惚れ抜ぬいた女だった。男勝まさりの、腕うでの立つ女だったがな。負けん気が強すぎて、危なっかしかった。忘れもしねえ、Ｄ１の獄ごく門もん渓けい谷こくだ。もうずいぶんたつってのに、Ｄ１にだけはいまだに足が向かねえ。俺に甲か斐い性しようがあればな。あのときの俺に、あいつを養ってやれるだけの稼かせぎがあれば。まあ、あいつは承知しなかっただろうがな。わかってはいるんだ。そんなことは。それでもな。悔くいがないと言ったら噓うそになる」

　おっさんは軽く笑ってから、真しん剣けんな目つきになった。

「もしも、だ。レニィ、もしお前に女がいて、そいつ自身がこの商売にこだわってるってんじゃなきゃあ、さっさと手を引かせたほうがいい。女がそんなのはイヤだと首を横に振ふらねえなら、お前がバシッと稼いで、女を大事にしてやれ。お前にそのつもりがあるなら、俺がいくらでも手を貸してやる」

　今日は麦酒ビアを二杯飲んだ。不思議とまずくなかった。とくに、一口目は意外なほどうまかった。時間をかけてゆっくり飲んだので、酔よってはいないと思うが、いい気分だ。貸し宿に帰る足どりも軽い。

　これからどうするのか。

　おっさんは五日働いて一日休み、また五日働いて、というペースを守っていて、年に二回、長期間の休みもとるらしい。それでいて人並み以上に稼いでいる。

　とりあえず、レニィも明日は休みをとって、明後日あさつて、またおっさんのグループに参加しようと思っていた。その先はわからない。おっさんは、クランを作ろうとも考えているようだ。もし作ったら、入りたいやつはいるか。おっさんが酒場でそう言ったら、五人くらい手を挙げた。レニィは迷った。おっさんは気を悪くした様子もなく、まあ、考えといてくれ、と笑ってくれた。どっちにしても、今すぐどうこうって話じゃねえからな、と。

　悪くない話だと思う。

　いい話だと思っているから、こんなに気分がいいのだろう。

　なんつーか、行く手に立ちこめてた霧きりが晴れたっていうかな。光明を見いだした、みたいな。そっちのほうに行けば、どうやらなんとかなりそうだ。そんなふうに思えるのって、かなり久しぶりなんじゃねえか？　たぶん、俺は欲しかったんだよな。そういうのが。今までは、なんだかもう道なき道を目め隠かくしされて歩いてるような状態だったし。きっちり舗ほ装そうまではされていなくても、がっちり踏ふみ固められていて、歩いてゆけばどこかにたどりつけそうな道くらいは、やっぱりあったほうがいい。

　男がバッチリ稼いで、というおっさんの主張にも、内心、心が動いた。故く国にではそんな考え方が主流だったし、ここはサンランドで、自由の国だとはいえ、男児たる者かくあるべし、みたいな思想はどこかにこびりついている。自分にとって、コロナがそういう存在なのか。そこが何より難しいところではあるのだが、放ほうっておいたら壊こわれてしまいかねない。守ってやりたいと思っている。それは間違いない。

　だいたい、お師し匠しよう様とやらが何をしたのか知るよしもないが、一人の少女を魔ま術じゆつ士しに仕立てあげるため、そうとう無茶なことをやったのだろう。コロナが多少剣を使えるのはそのおかげだ。いや、そのせいだ。肝かん心じんの魔術は一向に上達しないし、気持ちだってやさしい。どう考えても、もともとコロナに戦せん闘とうは向いていないのだ。

　このところ仕事に出たレニィの帰りを待つだけの日々で、かなりしょぼくれているようだが、何日も一いつ緒しよにアンダーグラウンドにもぐらないでいると、むしろ不思議に思えてくる。

　そもそも、コロナが侵入者クラツカーってのが変なんじゃねえか？　そんな柄がらじゃねえよな。だったらどんな柄なんだって訊きかれると困っちまうけど、なんか違うよな。いくら相手は異界生物フリークスだっていっても、やってることは殺して奪うばう、とんでもなく野や蛮ばんな行こう為いだ。こんな蛮人商売からはさっさと足を洗って、もっとゆったりのんびり毎日を送っていれば、あいつの精神状態だって落ちつくんじゃねえか……？

　貸し宿に帰りついて、階段をのぼりながら、話してみようか、とレニィは考えていた。

　お前さ、もういいんじゃねえか。いいってのはつまり、侵入者クラツカーのことなんだけどな。どうせ仕事も見つからねえだろ。いや、この言い方はまずいか。あいつも傷ついてるだろうし。そうじゃなくて、必要ないってことを強調するべきだ。

　お前はいいんだよ。侵入者クラツカーなんかやらなくていいんだ。俺？　いや、俺はやるけどな。だって食ってけねえだろ。働かねえと。だから、俺が働くからさ。バリバリ働けば、結構稼げそうなんだよ。なんつーか、二人分くらいはなんとか、な。俺とお前が生活するくらいなら。

　待て待て待て待て。

　な、な、なんかこれってあれじゃねえ？　変だよな。まるで、プロポーズみてえな。そ、そんなんじゃねえぞ？　違ちがうって。ぜんぜん違う。そういうふうには思ってねえし。そうじゃなくて、とりあえずだよ。お前はさ。侵入者クラツカーとは別の働き口を探せばいいじゃねえか。そりゃあ、なかなかうまくはいかねえかもな。でも、いいだろ。焦あせらなくたっていいんだ。なんとかなる。つーか、俺がなんとかするし。

　あいつは喜ぶかな。

　それとも、唐とう突とつすぎて、困らせてしまうだけだろうか。

　でも、あいつの肩かたは細くて、頼たよりなくて、抱かかえあげても、あいつの身体からだはあまりにも軽すぎて、怖こわくなるんだ。

　一緒に歩いていても、気になって仕方ない。

　何かにつまずいて、転んだ拍ひよう子しに壊れてしまったらどうしよう。

　解かい錠じようして、ドアを開けた。

　部屋は暗かった。

　真っ暗だった。

　明かりをつけた。

　二段寝しん台だいはからっぽだった。

　誰だれもいなかった。
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　今日こそは、何がなんでも、絶対に仕事を見つけるつもりだった。

　もう疲つかれてしまった。

　何の役にも立たない、ただそこにいるだけで、何の意味もない穀ごく潰つぶしのくせに、へらへら笑いながらレニィさんを送りだして、迎むかえて、今日はどうだったとか、何がどうしたとか、質問をして、答えを聞きながら、やっぱりへらへらしている。そんな日々には、これ以上、耐たえられなかった。

　一人でベンテン・カフェに行って貼はり紙を見た。一枚一枚確かめて、自分にできそうな仕事を見つけたら、とても怖かったけれど、ついついしりごみしてしまいそうになったけれど、勇気をふりしぼって募ぼ集しゆう主にあたってみた。

　一人目には拒こばまれた。

　二人目にも。

　三人目には、呆あきれられて追い返された。

　四人目は、何のつもりかコロナを連れ去ろうとした。お師匠様がくれた長ちよう剣けんを抜ぬいて抵てい抗こうしたら大おお騒さわぎになって、店の中にいづらくなった。少し時間を置いて、またベンテン・カフェに行ってみたら、四人目がまだいた。

　四人目は周りにいた強こわ面もての男たちに目配せをして、数人がかりでコロナをつかまえようとした。逃にげるしかなかった。たまたまおそろいの銀色の鎧よろいを着た人たちが通りかかって、男たちを退治してくれたので助かった。全員殺してしまったのはやりすぎなのではないかと思ったけれど、銀色の人たちのおかげで命拾いしたのだ。お礼を言ってベンテン・カフェに戻もどり、また職探しをした。あきらめたくはなかったけれど、どの募集主にもすげなく断られてしまいそうな気がしてならなかった。そうなると、どんどん落ちこんできて、ついには顔を上げていることさえつらくなった。休きゆう憩けいしようと思い、ベンテン・カフェを出た。鉄てつ鎖さの憩いこい場の公園で休もう。ベンチはあいていなかった。芝生しばふに腰こしを下ろしてじっとしていた。なんだか身体がだるくてたまらなくて、一分だけ、と口の中で唱えながら身体を横にした。ゆっくり六十まで数えて、起きあがろうとした。無理だった。全身が硬こう直ちよくしていた。指一本動かせなかった。

　わたしはもう生きていないのかもしれない。

　そんなことを思った。

　気づかないうちに死んでしまったのかもしれない。

　それならそれでいい。

　どうでもよかった。

　レニィさんは楽しそうだ。ジョルダーノさんと出会ってから、毎日が充じゆう実じつしているのだ。わたしは何もしていない。無む為いに時間をすごしている。何もできないからだ。レニィさんが気を遣つかってくれているのがわかる。わたしは役立たずなのに。不用品で、不要品なのに。

　わたしは哀あわれまれている。

　どうして気づかなかったのだろう。

　レニィさんは、わたしのことを、かわいそうだ、と思っている。

　かまってやらないと、かわいそうだ。

　放ほうっておいたら、かわいそうだ。

　見捨てたら、かわいそうだ。

　かわいそうだ。

　かわいそう。

　そう。

　わたしは、かわいそう。

　やめてください。

　お願いだから、そんなふうに思わないで。

　そんなふうにはなりたくないから。

　でも、わたしは実際、かわいそうだ。

　かわいそうだから、なんとかこうしてレニィさんに面めん倒どうを見てもらうことができている。

　わたしがかわいそうじゃなくなったら、見捨てられる。

　廃はい棄きされる。

　わたしはかわいそうなままでいるしかない。

　すっくと立ちあがった。自分の身体が自分のものではないようだった。あてがあるわけでもないのに、自動的に歩きだした。

　橙だいだい色いろに染まった夕暮れの街は偽にせ物ものみたいだった。自分も偽物のようだった。

　たまに生ある者の姿を見かけた。その人たちはこちらを見ていた。偽物のわたしを見ていた。何か見るべきものがあるのだろうか。偽物なのに。

　偽物のわたしはその人のもとへと歩みよろうとした。何度か見失った。もしくは追いつけなかった。

　その人は立ち止まっていた。

　近づいていって、偽物のわたしも足を止めた。

「いりませんか」

「……ああ？」

　推定四十歳くらいの男性だった。男性は顔をしかめて偽物のわたしをまじまじと見た。

「いりませんかって──どういう意味だ？」

「いりませんか」

「だから」

　男性は、頭いかれてんのか、と呟つぶやきながら去っていってしまった。偽物のわたしはしばらく立ちつくしていた。それからまた自動的に歩きだした。偽物のわたしを見つめる視線があると、自動的にそれに反応してその方向へと移動した。視線の主に尋たずねた。

「いりませんか」

「いりませんか」

「いりませんか」

　偽物のわたしはどうやら機能に異常をきたしているのではないかと疑われているようだ。怯ひるんでそそくさと逃にげだす者もいた。偽物のわたしの身を案じるような言葉を返す人もいた。でも、偽物のわたしはそんなものが欲しいわけではなかった。偽物のわたしは自動的に歩いた。自動的に視線を求めた。自動的に視線を送ってくる者に問いかけた。

「いりませんか」

「いりませんか」

「いりませんか」

　わたしをいりませんか。

　ようやく偽物のわたしを理解してくれる人が現れた。白髪しらが交じりの、たぶん五十代くらいのくたびれた男性だった。男性は老いた匂においをまとっていた。目には力があった。澱よどんだ力だった。男性は最初、驚おどろいたようにその目を瞠みはったけれど、すぐに笑え顔がおになった。

「きみみたいな小さな子が、こんなところでそんなことをしているなんて、感心しないなあ。だけど、事情があるんだろうね。何かそうしないといけない事情が」

　男性は、小声で、いくらだい、と偽物のわたしに訊きいてきた。

「いくらでもいいです。わたしに値段をつけてください。つけられる値段があるのなら」

「あるよ。何を言っているんだい。あるに決まっているじゃないか。おじさんはね。正直に言うと、きみくらいの子が大好きなんだよ。こう見えて、お金だって持っていないわけじゃないんだよ。あまりいい身なりをしているとね。危ないからね。こんな恰かつ好こうをしているけどね」

　男性は右手の指を三本立てた。

「これだけ出そう、あのね、言っておくけど、三千じゃないよ。三万ダラーだよ。さあ、きみは何をしてくれるかな。どこまでしてくれるのかな」

「何でも」

　偽物のわたしに価値があるのなら。

「何でもします」

「そうかい、そうかい」

　男性は偽物のわたしの右手を握にぎった。

　偽物のわたしは自動的に歩きだそうとした。

　帽ぼう子しが脱ぬげた。

　誰だれかが後ろから帽子の先せん端たんをつかんで引っぱったらしい。

　振ふり返ると、知っている人がいた。

　女性だった。

　目は鳶とび色いろで、髪かみは茶色い。

　小さな緑色の星のマークがついた医術士服を着ている。

「……ヴィヴィアン、さん」

　彼女は何も言わずにいきなり下着が見えるほど右足を高く上げた。そうして男性の手首に踵かかと落おとしを食くらわせ、男性が悲鳴をあげて飛びのくと、偽物のわたしの手をとって駆かけだした。偽物のわたしは自動的についていった。彼女は行き交かう人々の間を縫ぬうように走った。細い道に飛びこんで太い道に出ると、また別の細い道に入りこんだ。ためらいは感じられず、片時も足を止めなかった。かなり慣れているようだった。

　やがて大きな通りに出ると、彼女はようやく立ち止まって後ろを振り返った。追いかけてくる者は誰もいなかった。どうも自分はエルデンの中心から東門までのびているマーベラス・グッダー・ストリートにいるらしいと偽物のわたしは思った。

　そんなことよりも、呼吸を整えながら偽物のわたしを見つめている彼女は、どうしてここにいるのだろう。

　なぜ彼女は偽物のわたしの手を強く握りしめているのだろう。

　彼女は偽物のわたしをここまで連れてきた。

　偽物のわたしはあの男性に三万ダラーを与あたえられて、何でもするつもりだった。

　偽物のわたしは言われるまま何でもしただろう。

　それなのに、偽物のわたしはなんでこんな場所にいるのだろう。

「わたしの部屋に、くる？」

　偽物のわたしには彼女の言葉が理解できなかった。

　彼女はため息をつき、偽にせ物もののわたしの手を引いて歩きだした。偽物のわたしは抵てい抗こうしなかった。彼女はマーベラス・グッダー・ストリートから北へ向かった。間もなく頑がん丈じようそうな高い黒くろ塗ぬりの鉄てつ柵さくに囲まれた区画に出た。その区画の中には同じ形の簡素な平屋がびっしりと建ち並び、真ん中あたりに巨きよ大だいな灰色の建物がそびえ立っていた。鉄柵には何箇か所しよか門があるようだった。彼女は偽物のわたしを連れてそのうちの一つに近づいていった。門は物々しく武装した五人の男性に守られていたけれど、彼女が何か札のようなものを見せると、あっさり通してくれた。彼女は区画の中をすいすいと歩いて、一いつ軒けんの平屋の前で足を止めると、扉とびらを解かい錠じようして、中に入るよう偽物のわたしをうながした。

　そこは居間兼けん寝しん室しつと台所、それにシャワールームとトイレしかない、家というよりも部屋だった。片づいているというよりも、この部屋にはもともと必要最低限のものしか置かれていないようだ。散らかすための道具がほとんど見あたらなかった。

　彼女はベッドに座っているよう偽物のわたしに言うと、医術士服をさっと脱いだ。偽物のわたしは目をそらした。彼女はその間にクローゼットからとりだした衣類に着き替がえて、偽物のわたしの隣となりに腰こしを下ろし、しばらく黙だまっていた。

「何か飲む？」

　不意に訊かれて、偽物のわたしは答えられなかった。いつもと口調が違ちがうと偽物のわたしは思った。そのせいで驚いたのだろうか。そうではなくて、たぶん偽物のわたしは、ただ単に何をどう答えればいいのかわからなかっただけだ。

　彼女は、そう、とうなずいて立ちあがり、台所の小さな冷蔵庫を開けた。何か瓶びんをとりだして、それから、コップを二つ。一つには台所で水をついだ。もう一つには、冷蔵庫から出した瓶の中身をそそいだようだ。彼女は水のコップを偽物のわたしに渡わたして、また偽物のわたしの隣に腰かけた。彼女が口をつけたコップは琥こ珀はく色いろの液体で満たされていた。種類は不明だけれど、お酒のようだった。

　水を飲んだら、目の前に立ちこめていた靄もやのようなものが少しだけ晴れた。今まで、その靄のようなものの存在に気づいてさえいなかった。もちろん、それが何なのかなんてわかるはずもない。

「余計なことをしたのかもしれないわね」

　ヴィヴィアンさんがそう呟つぶやいて、ふっ、と自じ嘲ちよう気味に笑った。

　わたしは首を横に振った。

「そんなことは……」

　その先が出てこなかった。

　水を飲んでから、大きく息を吐はいた。

「ない、です。そんなことは」

「それならいいけど」

「ありがとうございます」

「礼なんかいいわ。苦手なの。そういうの」

　ヴィヴィアンさんはお酒を口にふくんで、しばらくしてから飲みくだした。

「事情は訊きかない。話したければ話して。そうしたほうが楽になれるなら。行くところがないなら、ここにいてもいい。狭せまいけどね。でも、帰れる場所があるなら、早めに帰ったほうがいいわ」

「あの」

「何？」

「すみません。コロナ、泣いてしまうかもしれません」

「変な子ね」

　ヴィヴィアンさんはくすっと笑った。少しだけ疲つかれているような、けれども、自分をふくめた誰だれかを蔑さげすむ響ひびきのない、やさしげな笑い声だった。

「泣きたければ、泣けばいいじゃない」
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　どこだ。

　いねえ。

　どこにもいねえ。いやがらねえ。

　あの馬ば鹿か。あの阿あ呆ほう。いったいどこ行きやがったんだ。

　荷物は置いたままだった。どうやら家出ってわけじゃなさそうだ。てことは、攫さらわれたとか。拐かどわかされたとか。ありうる。見た目は餓が鬼きだけど、いや、餓鬼だからこそ、商品価値ってやつはありそうだ。目とか髪かみも珍めずらしい色だしな。つーか、まあ、よくよく見ると、顔はなんつーか、意外とかわいい、みたいなことも言えなくはねえし。ちゃんとすれば、だけどな。原石みたいな。磨みがけば光る的な。なに言ってんだ、俺。どうでもいいんだよ、そんなことは。いや、よくねえけど。そのせいで変なやつに連れてかれちまったかもしれねえわけだし。そうだよな。その可能性もある。あいつが自分の意志でどっか行っちまったとはかぎらねえ。だいたい、どっか行っちまうような理由なんてあるか？　強がってはいたが、元気がなかった。きっとへこんでいたのだろう。それは間違いない。でも、今に始まったことじゃねえ。よくあることだ。薬のせいもあって、あいつは落ちこみやすいんだ。最後に見たあいつはどうだった？　切せつ羽ぱ詰つまってた、みたいな印象はとくにない。せいぜい、ちょっと無理してやがるのかな、くらいだ。最近はずっとそうだった。だから、もう心配すんなよ、余計なことは考えなくていい、と言ってやるつもりだった。とりあえず、当面は俺がバリバリ働くからよ。先のことはゆっくり、じっくりでいい。あいつを安心させてやりたかった。

　それなのに、何だよ。

　なんでこんなことに。

　冗じよう談だんじゃねえぞ。

　いなくなっちまうなんて。

　丸一日以上かけて、二人で行ったことのある場所には、もうだいたいあたってみた。いつだったか、あいつが道に迷って行きついた第十一区、屑くず街がい、高層寺院のある彷徨ＲえるＳ魂区Ｗ、それから再建指定一号区。アンダーグラウンドはまだだ。あとは、クァラナド。あの歓かん楽らく街にも足を運んでいない。思いたくないからだ。あいつがあの街にいるなんて。たとえば、考えあぐねて血迷って、いかがわしい店に職を求めて、汚けがらわしい野や郎ろうども相手にあんなことやこんなことをしているなんて。

　ない。絶対ない。ありえない。そう言いきれるか？

　わからない。一歩間ま違ちがっていたら、その手の店で働くことになっていたかもしれないのだ。そんなこともあった。あいつもきっと覚えているはずだ。それで、あの仕事なら自分にも、なんて、おいおいやめてくれよ。勘かん弁べんしてくれ。ない。それはない。ないってことにしておこう。そうしねえと、俺は。俺は。ああ、ダメだ。ダメだ！　ダメだ！　ダメだ……！

　シャワーを浴びて、また貸し宿を飛びだした。もう空は白んでいる。朝だ。もうどれくらい寝ねてねえんだ？　昨日、じゃねえ、おとついの朝起きて、それ以来だから──四十時間以上。もうちょっとで丸二日か。きついことはきついけど、わりと平気だな。平気っつーか、そんなこと言ってられねえっつーか、よくわかんねえっつーか。

　鉄てつ鎖さの憩いこい場をうろうろしてから、おっさんたちとの待ち合わせ場所に行った。いくらか省略して事情を話して今日は無理になったと説明したら、おっさんは残念がりながらも、そういう女は苦労するぞ、あまり入れこむなよ、とか訳知り顔でぬかしやがった。

「まあ、だが、その様子じゃあ明日も無理だな。だいぶ寝てねえんだろ。ひどいツラだ」

「すまねえ」

「謝ることはねえさ。俺はメンツさえ足りてりゃあ募ぼ集しゆうをかけないんだが、お前ならいつでも歓かん迎げいだ。どこかで見かけたら、直接声をかけてくれ」

「ああ。そうするよ」

「惚ほれる女は選べよ、レニィ」

　うるせえんだよ、熊くま野郎。知ったような口きくんじゃねえ。あんたに何がわかる。いったい何がわかるってんだ。惚れるとかな。そういうのじゃねえんだ。だって、そんなのは所しよ詮せん、気分だろ。ノリとか、雰ふん囲い気きじゃねえか。実際、愛だの恋こいだのとのたまいながら女と寝て、子供をこさえて、捨てちまうやつだって大勢いるじゃねえか。女によう房ぼうがいるのに、他ほかの女に手をつける野郎も星の数だ。高潔なはずの騎き士し様でも、そんな節操なしは珍しくなかった。

　俺は信じねえ。

　信じられるものかよ。

　そんなものがなくったって、俺は決められる。

　俺にとって、何が大事か。俺はこの手で何を守るのか。自分で決めて、貫つらぬいてやる。変わらぬものなど何もないと人が言うのなら、いつまでも勝手にほざいてろ。俺は変わらねえ。絶対、変えたりしねえ。俺がいったんこうだと決めたら、そうなんだ。俺がくたばるまで、そうでありつづけるんだ。

　あいつを捜さがして駆かけずりまわった。

　足が棒みたいになって走ることができなくなったら、歩いて歩いて歩いた。

　突とつ然ぜん、空腹を覚えて、露ろ店てんで肉入りのパンを買って頰ほお張ばった。喉のども渇かわいていた。つめたい果か汁じゆう入いりのジュースをがぶ飲みした。腹がいっぱいになると、途と端たんに眠ねむくなった。自分の頰をぶん殴なぐって気合いを入れた。また走れそうな気がした。

　あいつに似た姿を遠くに見て足を速めた。すぐに別人だとわかった。

　どこにいるのかな。

　あいつは今、どこにいるんだろう。

　遠くにいるのか。近くにいるのか。一人なのか。誰だれかと一いつ緒しよなのか。誰か？　誰だ。女か。まさか、男か。男なのか。違う。違う。そんなわけがねえ。俺は決めた。約束した。俺にはあいつが必要だ。あいつと一緒にいる。でも、あいつは？　あいつはどう思ってるんだ？　まるで疑っていなかった。あいつも俺と一緒にいたがっているに違いない。そう思いこんでいた。根こん拠きよは？　なんとなくだ。あいつの態度で。雰囲気で。それだけだ。確かなものなんて何もない。だいたい、俺じゃなきゃいけないのか？　俺以外でもいいんじゃねえのか？　俺は決めた。あいつが必要だって。でも、あいつはどうなんだ？

　あいつにとって、俺は必要なのか……？

　はっとした。

　どこだ、ここ。

　わからねえ。座ってる。暗い。夜。路地か。もしかして、寝てたのか？　一休みしようとして、眠っちまった？　さっぱり覚えてねえ。

　立ちあがるのに、ずいぶん時間がかかったような気がする。歩くのは重労働を通り越こして苦行だった。現在地は依い然ぜんとして不明。自分がどっちへ向かっているのかも、当然、不明。何もかも不明。いろいろなことがある程度、明らかになるまで、永えい劫ごうと言い表しても大おお袈げ裟さではない長い時間が流れた。そう感じられた。

　とうとう死にかけダイング雷電サンダーボルトにたどりついて中に入ると、おそらく真夜中なので、もちろん一階は真っ暗だった。恐おそろしいことに、この貸し宿は出入口が終日開け放してあって、一階にある食堂のスペースにも自由に出入りできる。厨ちゆう房ぼうだの何だのは施せ錠じようされているものの、エルデンの土地柄がらを考えると、かなり不用心だと言わざるをえないだろう。それなのに、荒あらされたり、おかしなやつが入りこんで暴れまわったりすることは、なぜかめったにないらしい。よくわからないが、マーダー夫妻は何か深い考えがあってこのような開放的なやり方をとっているようだ。以前、そんな話をちらっと小耳に挟はさんだことがある。

　無理だな。

　部屋までなんて、とうてい無理。

　とっくに限界を超こえちまってる。

　レニィは食堂の床ゆかに座りこんだ。それでもつらくてたまらないので、身体からだを倒たおして大の字になった。

　寝よう。

　寝ちまおう。

　つーか、意識が。

　もうダメだ。

　そう思ったのが最後だった。

　すとん、と落ちた。

　──でも、なんか、妙みように重いんだけど。

　目を開ける前に、明るさを感じた。朝か。

　頭だの背中だのが痛い。

　寝てたのか、俺。

　それはいいとしても、なんで重いんだ？　何かがのっかっているような。胸とか、腹とか、下半身まで。それは重いだけじゃなくて、やわらかくて、あったかい。たしか、前にもこんなことがあったような。気のせいか。いや。違ちがう。気のせいなんかじゃねえ。

　目を開けて、視線を下に移動させた。頭が見えた。顔を横に向けて、他ひ人と様さまの胸むな板いたに頰を押しつけている。眼鏡めがねがずれていた。服、脱ぬがされちまってるし。まあ、上半身だけだから、いいけどな。いいのか。なんだかよくわからねえ。脱がされた装そう甲こう服は、ご丁てい寧ねいに背中に敷しかれている。お気遣いいただいてありがとうございますってか。さすがにそんな気持ちにはなれねえけどな。重い。でも、そんなに不快でもない。

　トモヨは例によって素すっ裸ぱだかだ。熱くてふっくらぽわぽわした女の肉体が、疲つかれて鈍にぶったレニィの身体を押し潰つぶしてとりこんでしまおうとしている。くっついてしまいそうだ。そのうち融ゆう合ごうして、一つになる。なぜだか、それならそれでいいか、と思っている自分がいる。他人事みたいだ。実際、そんな感じがする。自分の身体なのに、自分の身体じゃないような。自分の身体じゃないなら、どうなったって知るかよ。どうにでもなれ。

　トモヨがゆっくりと顔を上に向けた。

「お、は、よ」

「ああ」

「ちゅっ」

　トモヨは音を立てて胸のどこかに口づけをした。された、という感覚があっただけで、他ほかには何も感じなかった。ぼんやりしていると、トモヨは小首をかしげて、何度も、ちゅ、ちゅ、とレニィの皮ひ膚ふに唇くちびるを押しつけた。不思議なくらい平気だった。トモヨにしてみれば、平然と、というよりも、むしろぼうっとしているレニィが不満だったようだ。

「むむむ」

　今度はぞくっとした。思わず声をもらしてしまった。ちろっ、と舐なめられて、ちゅっ、とくわえられた。

「んふ。おとこのこでもぉ、ここは感じるでしょ？」

「──てめえ……」
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　羞しゆう恥ちと、誰に対してだかわからない怒いかりで血液の温度が上がりかけたが、すぐに冷めた。抵てい抗こうをやめた、と受けとられたのかもしれない。トモヨはレニィの胸から脇わきの下の近くまで蛇だ行こうする線を引くように唇と舌を這はわせた。はねのけようとしたら、できるはずだ。それをしないということは、たしかに抵抗をやめたのだろう。トモヨは脇の下に鼻を突つっこんでくんくんやっている。

「やめろ。汗あせくせえだろ」

「ぜんぜん。いいにおい。おとこのこのにおい。トモヨさん、興奮しちゃうなぁ」

「変態だな」

「そ。トモヨさんは変態だよ？」

　股こ間かんをまさぐられた。

「変態だから、こぉんなこともしちゃう」

　手が動いている。

　握にぎられた。

「あん」

　寝ね起おきのわりにまるで元気がなかったはずなのに、変態女にさわられて反応している。

「かたぁ～くなってきたよ？」

　否定はできない。そのとおりだ。はっきり言って、気持ちよくもある。やめろ。やめてくれ。そんなふうに突っぱねることのできない自分がせつなかった。

　俺なんて、所しよ詮せん、こんなもんだよな。結局、無理してるだけなんだよな。かっこつけて。そもそも抵抗してねえってことは、ようするにあれだろ。期待してんだろ。そうだよな。そりゃあそうだ。トモヨはいい女だしな。何歳か知らねえけど顔はかわいいし。おっぱいだってでけえし。肌はだもすべすべしてる。やさしいしな。俺に惚ほれてるみたいだし。何でも許してくれそうだし。変人だけど、頭はいいし。やばいときは助けてくれるし。エロくて、きっと何でもしてくれて。最高だよな。理想の女じゃねえか。何だ？　なんで俺は我が慢まんしてきたんだ？　そのチャンスはあったのに。何度もあったのに。

　脇わき腹ばらのあたりに口づけされた瞬しゆん間かん、頭の中で何かが切れた。

「──きゃっ……」

　レニィはトモヨを抱だきしめて、身体からだを回転させた。トモヨを組み敷く体勢になった。

　自分の影かげの中にいるトモヨを見下ろしていると、やけに鼻息が荒あらいことに気づいた。もちろん、自分の鼻息だ。興奮しているのか。股間は膨ぼう張ちようしきって痛いほどだ。トモヨは頰ほおを上気させている。目が潤うるんでいて、唇は半開きだ。あの唇からもれる息は火傷やけどしそうなくらい熱いだろう。舌はとろけるほど甘いだろう。視界が揺ゆれている。トモヨが窮きゆう屈くつそうに手をのばしてきた。顎あごから頰、目め尻じりのあたりにふれた。というよりも、押さえつけた。荒あら々あらしい手つきだった。親指がレニィの唇をなぞった。押し開いて、食いしばっている歯と歯をこじ開けようとした。嚙かんでやった。トモヨは目を細めて喘あえいだ。

「レニィ……くん」

　答えられなかった。とてもそんな余よ裕ゆうはなかった。レニィは右手でトモヨの首をさわった。なめらかで、吸いついてくるような肌だった。乱暴に耳をつまむと、トモヨは小さく声と吐と息いきをもらして身じろぎした。

「レニィ、くん」

　もうダメだ。我慢できない。できるはずがない。する必要がない。

　顔を近づけようとした。

「後こう悔かい、しない？」

　それなのに、なんでそんなこと訊きくんだよ。

　今さらだ。もう遅おそいんだよ。俺は俺を止められねえ。さすがに躊ちゆう躇ちよはした。でも、ためらいなんて、簡単に振ふりきってしまえそうだった。そのはずだった。

「なんで……」

　身体が硬こう直ちよくしている。動かない。

「なんで、そんなこと」

　気のせいだ。気のせいだ。気のせいだ。

「しねえよ。後悔なんて」

「じゃぁ」

　トモヨは苦しそうに眉まゆをひそめて、ほんの少しだけ唇を引きつらせた。

　その手がレニィの頰を、目の下あたりを撫なでている。

　いとおしむように、あるいは、慰なぐさめるように。

「どぉして、泣いてるの？」

「あ……？」

　トモヨの頰に何かが落ちた。

　水すい滴てきだ。

　どうやら涙なみだのようだ。

　自分の顔にふれているトモヨの手をつかんだ。指が濡ぬれていた。

　手を放して、身体を起こした。

　トモヨに背を向けて床ゆかに座りこむと、胸が張り裂さけそうになって、あとからあとから涙があふれてきた。何やってんだ、俺。何やってんだよ。信じられねえ。自分のことが。許せそうもねえ。ダメだ。こんなんじゃダメだ。ダメすぎる。つーか、泣いてんじゃねえよ。泣くな。止まれ。涙の野や郎ろう、好き勝手に流れやがって。ふざけるんじゃねえ。止まれっての。だいたい、なんで涙なんか。どうして俺が泣かなきゃならねえんだ。馬ば鹿かじゃねえのか。馬鹿なんだろうな。ああ、馬鹿だよ。それがどうした。くそ。くそ。畜生フアツク。

　トモヨが後ろから抱きついてきた。

　いや、違ちがう。

　そうじゃなくて、剝むきだしになって、空気にふれただけで痛くてしょうがない裸はだかの心をくるむように、守ろうとするみたいに、そっと、ほどよい強さで、抱きしめてくれた。

「何があったのかなぁ？　訊きたいけど、訊かないでおくね？　なんか……知ったら、トモヨさん、落ちこんじゃいそぉだし。トモヨさん的には、もぉ帰ったほうがいいのかもね？　けど、おかしぃね、トモヨさん。今のレニィくんを一人にしておくことは、できそぉにないよ」

　トモヨの腕うでがマフラーみたいにレニィの首をあたためている。寒い季節じゃないのに、今はものすごくありがたかった。

「とぉっても残念だけど。夜よ這ばい目的できて、こんなとこにレニィくんがいて、いい感じで、今日こそはいくとこまでいっちゃえそぉだったのにね？　泣いてるレニィくんとエッチするなんて、萌もえるシチュエーションなのに。トモヨさんも、お人ひと好よしだね？　バカみたいだね、トモヨさん」

「……バカなんかじゃ、ねえよ」

「バカだよ。トモヨさんは、おバカさんになっちゃったんだよ。レニィくんのせいだよ。ほんとは天才なのにね？」

「すまねえ」

「レニィくん、謝ってばっかりだなぁ」

「……そうだな」

「謝られるたびに、トモヨさん、すぅっごく胸が痛いや。どぉしてかな？　きっと、レニィくんのことが好きだからだね？　童どう貞ていのくせに、トモヨさんを虜とりこにしちゃうなんてね？　すごいね、レニィくん」

「あの、さ」

「なぁに？」

「……服、着ろよ」

「や、だ」

　まあ、いいか、と思った。

　あんまりよくねえか。

　でも、もう少しこのままでいたい。

　べつに、変な意味じゃなくて。変ってどういう意味だよ。わからねえけど、落ちつくまでは。立ちあがる気力がわいてくるまでは。

　トモヨにひどいことをしているという自覚はあった。もしトモヨが本当の本当に俺に惚ほれてるんだとしたら、この仕打ちは残ざん酷こくすぎる。だけど、俺はやっぱり、あのままトモヨとやっちまってたら後悔していたはずだし、ここでトモヨを突つき放して瘦やせ我が慢まんするのも、きっと本心じゃない。噓うそをつかなきゃいいのか。正直になりゃあそれでいいってのか。わからねえけど、もうちょっとだ。もうちょっとだけ休めば、またお前を捜さがしにいけそうな気がする。

　コロナ。

　お前にとって俺は必要じゃなくても、俺はお前に会いたい。お前がそばにいてくれねえと、心配で心配で気が狂くるいそうだ。

　だから、俺はお前を捜す。絶対に捜しだしてやる。
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　一日はあっという間にすぎる。

　何もしていないと、時間が長く感じられるのではないかと思っていたけれど、そんなことはぜんぜんない。

　朝起きて、ヴィヴィアンさんと一いつ緒しよに朝ご飯の用意をして、食べて、送りだして、片づけをして、ぼんやりしているうちに日が落ちる。ヴィヴィアンさんが帰ってきてから、お昼ご飯を食べていなかったことに気づく。夕ご飯は、たいていヴィヴィアンさんが何か出来合いの食べ物を買ってきてくれる。ヴィヴィアンさんは外ですましてくることが多い。コロナはヴィヴィアンさんが買ってきてくれたものをむしゃむしゃ食べる。ヴィヴィアンさんはお酒だ。寝ねる寸前まで飲んでいる。

「あのう、少し、飲みすぎなのでは」

「唯ゆい一いつの楽しみだから」

「お酒が、ですか」

「寂さびしい話でしょう」

「そんなことは」

「酔よい潰つぶれるほどは飲まないのよ」

　会話を交かわすことはある。あまり長い話はしない。コロナが何か尋たずねて、ヴィヴィアンさんが答える。ヴィヴィアンさんから何か言ってくることはほとんどない。

「今は……まだ、権ゴン堂ドウさんやサトーさんと一緒にお仕事をしているんでしょうか」

「声をかけられればね」

「以前のように、毎日ではないんですね」

「ええ」

「順調、ですか」

「それなりに」

　何もすることがないので、床ゆかに寝転んでヴィヴィアンさんのことを考えたりした。

　ヴィヴィアンさんはいつも淡たん々たんとしていて、坦たん々たんと日々を送っている。たぶんコロナがいてもいなくても、同じような毎日なのだろう。おかげで、コロナはそれほど気き兼がねしないでここにいられる。本当はいろいろと気を遣つかわないといけないのだろうけれど、自分が気を回すと、かえってヴィヴィアンさんの平へい穏おんな暮らしを邪じや魔ましてしまいそうで、静かにしているのが一番いいように思えるのだ。

　ヴィヴィアンさんは医術士だ。コロナには医術式のことはわからないけれど、腕は悪くないのではないだろうか。治ち療りようの手て際ぎわがいいし、何より落ちついている。コロナみたいなあわてんぼうには、きっと医術士は向かない。医術士にかぎらず、何にも向いていないような気もするけれど。

　いつだったか、サトーさんがヴィヴィアンさんのことを、疫やく病びよう神がみ、と呼んだ。そうではなくて、ヴィヴィアンさんは求められれば誰だれとでも行動をともにするから、相手がたまたま未熟だったり無む謀ぼうだったりすると命を落としてしまうことも多く、そのせいでそんな陰かげ口ぐちをたたく者もいるのだと権堂さんが反論した。

　一緒にアンダーグラウンドにもぐっていたとき、ヴィヴィアンさんには何度も助けてもらった。ヴィヴィアンさんは相手が誰でも同じように手早く、それでいて丁てい寧ねいに治療した。怪け我がをしたのがあのサトーさんでも、いやがったり手を抜ぬいたりするそぶりは見せなかった。サトーさんは、施式に専念しているヴィヴィアンさんのおしりやふとももをいやらしい手つきでさわることもあったのだ。それでもヴィヴィアンさんは眉まゆ一つ動かさなかった。仕事ですから。それがヴィヴィアンさんの口くち癖ぐせだった。

　この部屋には生活に必要なもの以外、何もない。飾かざり気なんか皆かい無むだ。

　ヴィヴィアンさんは同じ医術士服を何着も持っている。私服は少ない。コロナが知っている範はん囲いでは、ニット地の上下が数着と、Ｔシャツ、あとは下着。もしかしたら、余よ所そ行きの衣服がクローゼットの奥にしまわれているのかもしれないけれど、見たことはない。

　コロナはヴィヴィアンさんのＴシャツを借りて着ている。下着はヴィヴィアンさんが買ってきてくれた。真っ白い、形も普ふ通つうな、味もそっけもない下着だった。ヴィヴィアンさんの下着もそうだ。

「あのう、ヴィヴィアンさんは、おしゃれとか、興味はないのでしょうか」

「ないわね」

「そ、そうですか」

　あるとき気づいた。この部屋には、お酒をのぞけば、においのするものがないのだ。お酒にしても、冷蔵庫にしまわれていて、出しっぱなしにされることはない。ヴィヴィアンさんはわりあい長い時間をかけてシャワーを浴びる。丁寧に身体からだを洗っているのだろう。ここＰＣＭＡキャンプには共同の洗せん濯たく場があるのだけれど、ヴィヴィアンさんは自分のシャワー室で洗濯をする。手洗いだ。洗ったあとは必ず外に干す。下着だけは共同洗濯場の乾かん燥そう機きを使うことにしているらしい。なんとなく、コロナも頭や身体を丹たん念ねんに洗うようになった。ヴィヴィアンさんが使っているのは、無む香こう性の石せつ鹼けんやシャンプー、リンスだ。女の人は香水をつけたり匂におい袋ぶくろを持ったり部屋に置いたりするのがあたりまえだと思っていた。少なくとも、ヴィヴィアンさんは違ちがうようだ。

「ヴィヴィアンさんは、においが嫌きらいなんでしょうか」

「そんなことはないけど」

「でも、何のにおいもしないです。この部屋」

「重要なのよ。においって。においで感じとれる異常もある」

「異常って、人の、ですか？」

「そう。病気でも、怪我でも」

「つまり、お仕事のため、ということでしょうか」

「そういうことにしておいてもいいし」

「違うかもしれない？」

「どうかしらね」

　このままでいいのだろうか。

　いいはずがない。

　ヴィヴィアンさんは何も言わないけれど、内心ではきっと迷めい惑わくだと思っているだろう。

　わたしは邪魔だ。

　とんだ厄やつ介かい者だ。

　消えたほうがいい。

　失うせろ。

　いっそ死んでしまえばいい。

　でも、正直に言えば、そんなことを考えるのもめんどくさいんです。

　だるくて。

　なんだか身体も心も疲つかれていて。

　何もしていないのに。

　もうしばらくこの部屋から出ていない。

　あの人のことは考えないようにしている。

　あの人の顔を思い浮うかべないように。

　つらいから。

　胸が苦しくなるから。

「何の薬を飲んでいるの？」

　珍めずらしく、ヴィヴィアンさんのほうから尋たずねてきた。

「あ、ええと……」

「言いたくないなら、いいけど」

「いえ、そういうわけでは」

「どこか悪いの？」

「そう……ですね。悪いと言えば。はい。悪いんだと思います。それはもう、いろいろと。とくに、こことかですね」

　コロナが自分の頭を示してみせると、ヴィヴィアンさんはすっと目をすぼめた。一いつ瞬しゆん、医術士としての顔がのぞいたような気がした。

「平気？」

「え」

「薬」

「お薬が、何か？」

「常用しているんでしょう。まだある？」

「ええ、ああ、そうですね、ないこともないです」

「切れたら困るんじゃないの」

「困らなくは……ないですね」

「なくなりそうになったら、言いなさい」

　はい、とも、いいえ、とも答えられなかった。お薬がなくなったらどうしよう。不安はずっとあったからだ。そうなったらそうなったとき、という気持ちもあった。どうなってもかまわない。どうでもいい。でも、ヴィヴィアンさんに勘かんづかれてしまった以上、何も手を打たないわけにはゆかない。今後、お薬は半分に割って飲もう。効き目が半分になっても、なくなってしまうまでの時間は二倍になる。とりあえず引き延ばそう。何の解決にもなっていないかもしれない。それでもいい。

　何も解決なんてしたくない。どうせできっこない。何をしても、わたしは変わらない。ダメなコロナ。無能の役立たず。無む駄だ飯めし食ぐらい。邪じや魔ま者。死ねばいいのに、死ぬ気力もない。ごめんなさい。言い訳がましく心の中で謝りながらも、ヴィヴィアンさんのお世話になって、のうのうと暮らしている。人間のくず。

　起きあがるのも億おつ劫くうだ。

　眠ねむいのに、よく眠れない。

　心臓がちゃんと動いていないような気がしてならない。

　身体がつめたい。

　まるで死体みたい。

　雨が降っている。

　雨音。

　ヴィヴィアンさんは帰ってこない。

　明かりをつけていない部屋は真っ暗だ。

　今、何時だろう。

　わからないけれど、だいぶ遅おそい。

　雨。

　降りしきる雨。

　部屋の外に出て、あの雨に打たれていたら、この身体からだはもっとつめたくなって、やがて何も感じなくなって、本物の死体になれるだろうか。

　鍵かぎを開ける音がした。

　急に雨音が大きくなった。ドアが開いたのだろう。雨音はすぐに遠のいた。

　玄げん関かんで物音がする。内ドアが開いて、すぐに閉められた。重たい頭をなんとかもたげると、ヴィヴィアンさんに見下ろされていた。明かりはつけられていない。目が暗さに慣れているので、かろうじて見える。水すい滴てきが落ちてきた。ヴィヴィアンさんはずぶ濡ぬれだ。傘かさを持ってゆかなかったのだろうか。そんなはずはない。たしか、ヴィヴィアンさんが持ち歩いている医術士服と同じデザインのヒップバッグには折りたたみ傘も入っていた。それに、なぜ喋しやべらないのか。無口な人だけれど、帰ってきたら、ただいま、くらいは言ってくれた。

　何かあったのだろうか。

　訊きこうとした。

　声を出せそうな気がしない。

　訊けなかった。

　お酒のにおいがした。

　外でだいぶ飲んできたらしい。

　ヴィヴィアンさんは荒あらっぽく医術士服と下着を脱ぬいで洗面台に放ほうり、シャワー室に入っていった。シャワーを使う音が雨音をかき消した。シャワー室のドアに嵌はめこまれた曇くもり硝子ガラス越ごしの明かりを眺ながめていると、瞼まぶたが重くなってきた。眠いわけではない。目は覚めているのに、意識が閉じてゆく。そんな感覚だ。だんだんと何も感じなくなって、何も考えられなくなって、世界に自分が埋まい没ぼつしてしまう。

　雨はやまない。

　違ちがう。

　シャワーだ。

　その音だけが自分を繫つなぎとめている。

　いつか切れてしまうだろうと思っていた。

　おそらくそのときがくるのを待ち望んでいた。

　なかなかそうならなかった。

　いくらなんでも、長すぎる。

　そういえば、様子がおかしかった。

「……ヴィヴィアン、さん？」

　ひどくかすれた声しか出なかった。これではきっと聞こえない。

　起きあがることができず、くるまっていたタオルケットを引きずりながら、這はってシャワー室へ向かった。とんでもない重労働だったけれど、少しずつ身体が動くようになってきた。シャワー室のドアを、叩たたくというよりも手を押しつけて揺ゆさぶった。

「ヴィヴィアンさん」

　返事はない。

　シャワーの音も途と切ぎれることはなかった。

「ヴィヴィアンさん……？」

　やっぱり変だ。ドアに嵌めこまれた曇り硝子は、もしかしたら硝子ではないのかもしれないけれど、何にしても、ほとんど向こう側が見えない。ヴィヴィアンさんは本当にシャワー室の中にいるのだろうか。いるだろう。いないはずがない。でも、こんなに長い時間、シャワーを浴びているなんて妙みようだ。呼んでも反応がないなんて普ふ通つうではない。もしかして、倒たおれているのではないだろうか。そうとうお酒を飲んできたみたいだった。どうにか家まで帰りついて、気が抜ぬけて、シャワー中に酔よいがまわって潰つぶれてしまったのではないか。あるいは、何か別の原因で倒れているかもしれない。

　深呼吸をしてから、一気に立ちあがった。多少足あし許もとがふらついたけれど、なんとか大だい丈じよう夫ぶそうだ。

「あの、ヴィヴィアンさん」

　シャワー室のドアに手をかけた。

「失礼します……！」

　開けた途と端たん、息をのんだ。

　ヴィヴィアンさんはシャワー室の壁かべに背をもたれさせて床ゆかに座りこみ、うなだれていた。シャワーはあたっているけれど、ぴくりともしない。それこそ死体のようにも見えた。慌あわてて駆かけよって顔を上げさせた。まともにシャワーをかぶる羽目になったけれど、気にしなかった。目はつぶっていない。ただ、どこにも焦しよう点てんがあっていない。口はほんの少し開いている。息は。している。胸が上下していた。生きている。ひとまずほっとして、すぐに気が早すぎると思いなおした。とても安心できるような状態ではない。

「ヴィヴィアンさん、ヴィヴィアンさん」

　頰ほおをぴしゃぴしゃ叩いてみた。

「大丈夫ですか、ヴィヴィアンさん。コロナの声、聞こえますか」

　ダメだ。まるで生ける屍しかばねみたいだ。いったいどうしてしまったのだろう。病気か何かだろうか。わからない。わかるはずもない。コロナは医術士ではない。医術士はヴィヴィアンさんだ。どうしよう。自分に何ができるだろう。何が。

　そうだ。とりあえず、ここから出そう。

　ヴィヴィアンさんの脇わきに手を差し入れ、持ちあげるのはちょっと難しそうだったので、引っぱった。シャワー室から引きずりだして、脱だつ衣い所に座らせ、棚たなからバスタオルをとりだそうと思ったけれど、その前に、自分もびしょ濡ぬれだ。Ｔシャツと下着を脱ぎ、洗面台で一絞しぼりして水気を切り、洗せん濯たく籠かごに投げ入れた。バスタオルを二枚とって、一枚は自分で使い、もう一枚でヴィヴィアンさんの髪かみや身体からだをふいた。その間、ヴィヴィアンさんは座った姿勢のままじっとしていた。倒れてしまう気配はなかった。意識はちゃんとあるようだ。

　コロナはヴィヴィアンさんの前に膝ひざを崩くずして座った。

　シャワーが出しっぱなしだ。止めないといけない。そう思いはしても、立ちあがって何かをする気力はもうなかった。

　どれだけの間、二人で向かいあうでもなく向かいあっていただろう。

「また殺しちゃった」

　ヴィヴィアンさんがぽつりとそう言って、ふ、と息をもらした。

「助けられなかった」

　よくわからないけれど、誰だれかと一いつ緒しよにアンダーグラウンドに行って、死人が出た。それで、ヴィヴィアンさんは落ちこんでいるのかもしれない。

　サトーさんのゆがんだ顔と悪意に満ちた声が思いだされた。

　疫やく病びよう神がみ。

　そんなふうに言われても、ヴィヴィアンさんは平然としていた。本当は違ちがうのかもしれない。そう見えただけだったのかもしれない。ヴィヴィアンさんは強がっていただけなのかもしれない。傷ついた心を、必死で隠かくそうとしていたのかもしれない。誰かが死ぬたびに、たくさんお酒を飲んで、シャワーで涙なみだを洗い流していたのかもしれない。

　コロナはにじりよってヴィヴィアンさんの頭を両りよう腕うでで抱かかえこんだ。

　こんなことをしていいのだろうか。

　わたしの言葉には、たぶん、何の力もない。

　それでも、言わずにはいられなかった。

「ヴィヴィアンさんのせいじゃ、ないです」

　抱だきよせて、濡れている髪の毛に顔をうずめた。

　なぜだか泣けてきた。

「どうしてあなたが泣くのよ」

　吐と息いきでも、ため息でもなかった。半分呆あきれたような、短い笑い声だった。

「変な子ね」

　ヴィヴィアンさんはコロナの薄うすっぺらい胸に顔を押しつけて、左右に動かした。少しくすぐったかった。その肩かたが、背中が、かすかに震ふるえた。どうせなら一緒に泣いてくれたらいいのに、結局、我が慢まんしたようだ。

「ありがとう」
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　そっちへ行ったぞ、と言われる前に身体が動いていた。

　レニィは右から回りこんで後衛の連中に迫せまろうとしていた亜あ人じんボーグに詰つめより、盾たてを前に出して体当たりをかました。そのボーグも盾持ちだったから、盾と盾が衝しよう突とつして力比べになった。なんとか押し勝った。あとずさる恰かつ好こうになったボーグに、すかさず長ちよう剣けんの一いち撃げきを見み舞まった。長剣はボーグが着ている鎖くさり帷子かたびらの上を斜ななめにガガザッと滑すべった。やはり斬ざん撃げきに対しては強い。そんなことは百も承知だし、ボーグが間かん髪はつを容いれず反撃してきたのも計算の内だ。読んでさえいれば、どうとでもなる。レニィはボーグの曲刀を力任せに盾で薙なぎ払はらい、体勢を崩させるなり思いきって懐ふところに踏ふみこんだ。ちょっと無む謀ぼうなんじゃねえか。そう思えるほんの少し手前くらいの強ごう引いんさがちょうどいい。胸の真ん中だ。身体ごとぶつかってゆくようにして長剣を突つき入れた。深いな。こりゃあ簡単には抜ぬけねえぞ。だったら捨てりゃあいい。レニィは長剣の柄つかから手を放して飛びすさった。あのボーグは間もなく戦せん闘とう不能だ。次は。素す早ばやく周りを見まわすと、戦せん斧ぷ持ちのボーグに苦戦している味方がいた。髭ひげ面づらの侵入者クラツカーだ。たしか、名前はルーベンスとかいったか。レニィは駆けだして、途中でボーグが取り落としたものらしい細ほそ槍やりを拾い、戦斧持ちのボーグに横合いから突っこんだ。

「おらあああああぁぁ……！」

　威い勢せいのいいかけ声は、人間とは可か聴ちよう域が違うらしいボーグにはほぼ無意味でも、味方には聞こえたはずだ。助すけ太だ刀ちするから、がんばれ。そう伝えたつもりだった。レニィが突きだした細槍は呆あつ気けなくボーグの戦斧に叩たたき折られてしまったが、その隙すきに乗じて髭面のルーベンスが攻せめに転じた。若造に負けてられるか、みたいな気き迫はくを感じる怒ど濤とうの連続攻こう撃げきだった。ボーグは一方的に攻めたてられて、たじたじとなっている。レニィはボーグの背後に回って、盾で身体をかばいながら突進した。背中を蹴けったくってやったら、いい具合によろめいた。ルーベンスはやたらと慎しん重ちような男だが、決してなまくらではない。ボーグも戦斧を振ふりまわそうとしたものの、ルーベンスの剣のほうが疾はやかった。

「──むん……！」

　ボーグは頭を割られて崩れ落ちた。

　ルーベンスはレニィを見て、たいしておもしろくもなさそうに笑ってみせた。レニィも唇くちびるの片かた端はしをつりあげてみせ、すぐに次の敵を探した。得物も必要だ。いま倒たおしたボーグの戦斧はセルマイト製で重そうだから、使いこなせないだろう。さっきやっつけたボーグのところに戻もどって自分の長剣を回収するか。どうやらそれくらいの余よ裕ゆうはありそうだ。

　それから味方と連係しながら一体のボーグにとどめを刺さして、戦闘は終わった。

　何度かの戦闘でいくつかの怪け我がを負って医術士に治ち療りようしてもらい、地上に戻って戦果の分け前をきっちりいただいた。打ちあげに誘さそわれたが、丁てい重ちように断った。晩飯は立ち食いのスタンドで簡単にすませた。

　仕事のあとは、鉄てつ鎖さの憩いこい場だのベンテン・カフェだのを回ってあいつを捜さがした。面識のある者と出くわしたら声をかけて、これこれこういうやつを知らないかと尋たずねた。そっけない答えが返ってきても、失望はしなかった。いちいちがっかりなんかしていられない。あまり遅おそくならないうちに貸し宿に帰り、エレクトリックとエレクトラのマーダー夫妻にもあいつの姿を見なかったか訊きいた。二人とも首を横に振った。そうっすか。いったい何回、この返事を繰くり返しただろう。これから何度、繰り返すことになるのだろう。そんな思いが頭をよぎって、そのつもりはなかったのだが、ついうつむいてしまった。すかさずエレクトラが、よしよし、と頭を撫なでてくれた。ちょっとだけうるっときそうになったが、なんとか我慢した。なんか、こういうのに弱いのかね、俺。

　部屋に戻って、ひとっ風ぷ呂ろ浴びてさっさと寝ね床どこについた。眠ねむろうとすると、いつもいつも悪いことばかり考えちまう。このままあいつとは会えないんじゃねえかとか。もうどっかでくたばっちまってるんじゃねえかとか。何か別の暮らしに馴な染じんで、そこそこおもしろおかしく生きてるかもしれない。それならそれでいいような気もする。いいのか？　微び妙みようなとこだよな。あいつにとってはどうなんだろうな。いいんだろうな、べつに。でも、俺は──俺にとっては、よくねえのかも。なんでよくねえんだ？　どうしてかな。

　なんかこう、変なんだよ。一人きりなんて。この街にきてから、ほとんどずっと一いつ緒しよだったわけだし。いつもあいつがいて。そりゃあ、頭の中は自分のことでいっぱいだった。あいつのことばかり考えてたなんて口が裂さけても言えねえ。でも、どこかであいつに繫つながってた。

[image: ]

　当然だ。二人で歩いてきたんだ。同じ部屋で寝起きして、不便っつーか、不都合っつーか、そういうのはいろいろあれど、やっぱり寂さびしくなかった。気がついたら俺は、親おや父じや継まま母ははやキオのことなんてほとんど思いださなくなっていた。それどころじゃなかったってのもある。だけど、ようするに、後ろを振り返るんじゃなくて、前を向くことができていたんだ。進まねえと。少しでも、前進しねえと。俺は一歩でも二歩でも先に行きたかった。そして、あいつの手を引っぱってやりたかった。俺はしっかり歩いてるぞ。お前もついてこい。そんなふうに言ってやりたかった。そういう気持ちがあったからこそ、俺は腐くさらずに、いじけずに、投げやりにならずに、やってこれた。

　正直、もういいか、みたいな気分になった瞬しゆん間かんもある。あのときトモヨを抱だいてしまっていたら、どうなっていたことか。わからないが、トモヨに溺おぼれていたか。そうなったらそうなったで、トモヨに愛あい想そを尽つかされていたかもしれない。もしくは、自己嫌けん悪おに陥おちいって、自じ暴ぼう自じ棄きになって、酒さけ浸びたりになったり、ヤクに手を出したりしていたかも。喧けん嘩かでもして、ボロボロにされて、野垂れ死んでいたかもしれない。

　そうはなりたくない。

　あいつはもう、俺に会いたいとは思ってないかもしれない。だけど、そうじゃなかったら。いつかあいつと会える日がきたら。そのとき、俺がズタボロの襤ぼ褸ろ雑ぞう巾きんみたいな有様になっちまってたら、果たしてあいつは喜ぶだろうか。そんなざまの俺を目まの当たりにしたら、あいつはきっと自分を責めるんじゃないのか。

　それに、襤褸雑巾に人捜しなんかできない。何かやろうとしたら、体力がいる。体力を維い持じするためには食わないといけない。寝ないといけない。そのためには金がいる。しっかり稼かせがないといけない。まっとうに生きて、その上であいつを捜す。絶対に捜しだしてやる。

　いつの間にか眠っていたらしい。目が覚めたら、まずトモヨがいないかどうか確かく認にんするのが最近の習慣だ。今朝はいなかった。

　下段のベッドから降りて大きくのびをしていると、いきなり何かに足首をつかまれた。ぎょっとしたが、誰だれの仕し業わざかすぐに見当がついた。ベッドの下から二本の腕うでが突つきだしている。

「……何やってんだよ、朝っぱらから」

　這はいだしてきた全ぜん裸らのトモヨが、にっこり笑って下半身に絡からみついてきた。ひとしきりくんずほぐれつしたあげく、どうにか引き剝はがし、服を着させて追いだしたが、まったく油断も隙すきもない。ただ、あんなことがあったにもかかわらず、トモヨが以前と同じように接するというか接近してくるのは、わざとなのかもしれないと思うこともある。あれっきり音信不通、みたいなことになっていたら、さすがに気になっていただろうし。俺に余計な負担をかけないために……？　そこまで考えるだろうか。トモヨのことだから、絶対にないとは言えない。よくわからない女だ。それとも、わからないということにしておきたいだけなのか。わかってしまったら、知ったことじゃねえ、好きでやってることだろ、勝手にしやがれ、とは言えなくなってしまう。言い訳できなくなる。

「あー！」

　叫さけびながら髪かみの毛をぐしゃぐしゃにした。そんなことはどうでもいい。いや、よくはないのかもしれないが、とりあえず今はいい。

　やらないといけないことはあるのだ。

　たくさんのことをいっぺんに、というわけにはゆかない。

　一つ一つ順番に片づけてゆくしかない。

　顔を洗って、歯を磨みがいて、食堂で朝飯を食って、身み支じ度たくをして、貸し宿を出た。まずはベンテン・カフェだ。顔見知りにあいつのことを訊いて回りながら、仕事を探す。仕事探しには、我が流りゆうだが、こつがある。あまり細かいことにはこだわらない。用心しすぎない。いかにもやばそうな募ぼ集しゆうだけはさける。いろいろな仕事に手を出す。そうしているうちに、つきあいが広くなってきたし、鼻も利きくようになってきた。侵入者クラツカーの名前や評判もだいぶ頭に入っているので、ああ、これはダメだな、とか、こいつはよさそうだ、とか、紙切れを見ただけで、だいたいわかる。もっとも、それだけで判断せず、募集主と会って話をしてみるのも重要だ。火のないところに煙けむりは立たぬというが、煙を立てて火があるように見せかけようとするやつは結構いる。決めるのはあくまで自分だ。それで失敗したら自分のせいなので、あきらめがつく。

　このごろは、募集に応じる前に誘さそいを受けることもある。ぴんときたら即そつ決けつして、少しでも迷ったら断ってしまったほうがいい。直感は大事だ。心が、ああしろ、こうしろ、と命令したら、従っておいたほうがいい。あとで考えてみると、たいてい何か理由が見つかる。その瞬間はわからないだけで、それはちゃんと、間ま違ちがいなく、そこにあるのだ。

　ふと権ゴン堂ドウの姿を視界の端はしにとらえた。その近くにはサトーもいる。壁かべの貼はり紙を見ているようだ。仕事を探しているのか。

「よう」

　人波をかきわけていって声をかけると、権堂はすぐに振ふり向いた。サトーは知らんぷりをしている。相変わらずだ。まあ、いいけどな。

「レニィ。さして時は移ろうておらぬはずだが、やけに久方ぶりに感じるな」

「だな。俺はよくここにきてたんだけど、あんたらは？　ぜんぜん見かけなかったもんだから、結局、金も返せてねえ」

「金？　何の金であろう？」

「いや、あんたに借りてるだろ」

「そうであったか。うむ。たしかに、言われてみれば、そのようなこともあったような」

「また間の抜ぬけたことを阿あ呆ほうが死ね……」

　サトーが顔をゆがめて小声で呟つぶやいた。そこまで日がたったわけではないはずなのに、やつの悪口雑言もなんだか懐なつかしい。しかし、大人げねえ野や郎ろうだよな。こんな馬ば鹿かにマジギレした俺も餓が鬼きすぎるっつーか何つーか。たまりにたまったものが一気に爆ばく発はつしちまったってかんじだし、あれはあれでしょうがなかったのかもしれねえけど。クソサトーがクソ中のクソだってことは論を俟またないわけだし。誰もが権堂みたいに心が広いわけじゃねえしな。まあ、権堂の場合、寛かん容ようってよりは天然なのかもしれねえけど。

「私たちは武装アームド農園フアームとエルデンとの間の輸送馬車を護衛する仕事に就ついておったのだ」

「へえ」

「往復で七日といったところか。たまにはエルデンを出るのもよいものだな」

「街の外か。しばらく出てねえな、そういえば。でも、武装アームド農園フアームって、小耳に挟はさんだことはあるけどよ、実際どういう場所にあったりするんだ？」

「山の麓ふもとであったが、正確な場所はわからぬ。警備上の都合で秘密なのだそうだ」

「なるほどね。けど、なんかよさげだな、そういう仕事も。今度は俺も誘ってくれよ」

　軽い調子で言ってしまった。権堂は平然とうなずいたが、サトーはこっちを見て、どのツラ下げてそんなことぬかしてやがるんだ、みたいな顔をしてみせた。てめえに言われたかねえよ。言ってはねえけど、でも、まあ、そうだよな。これっきりだと宣言したのは俺だ。今さら今度もクソもねえよな。

「あ、そうだ」

　そんなことより、肝かん心じんの用件だ。一応、知りあいだし、訊きいておくべきだろう。そもそも、こいつらに声をかけたのはそのためだ。はっきりとそう胸むな算ざん用ようしていたわけではないが、たぶん、そのためなんじゃないかと思う。

「あんたら、コロナを見かけなかったか」

「うむ？」

　権堂は袖そで口ぐちに手を突っこんで腕組みをした。

「コロナがどうかしたのか」

「あー……ちょっとな」

「おぬしらは貸し宿の一室に同居しておったのであろう」

「別々に一部屋ずつ借りるよりは、やっぱり経済的っつーか安上がりっつーか、まあ、そんな感じだし……」

「餓鬼の分際でやりまくりかよケッ。あんなぺったりちまちました餓鬼の何がいいんだかねえレニィちゃんはまだ若いのにそうとうなマニアでちゅねえケケケケケ」

　クソサトーの戯たわ言ごとは、あまりにもレベルが低すぎて腹も立たなかったので無視した。

「なんつーかその、ようするに、いなくなっちまったんだ。荷物なんかも置きっぱなしで」

「なんと」

　権堂はわずかに目を瞠みはった。サトーまで面めん食くらったような表情をしている。

「それは由ゆ々ゆしき事態だ。手がかりはあるのか」

「何も」

「そうか。コロナはおのれの意志で出て行ったのであろうか」

「そのあたりもわからねえんだ」

「気がかりだな。よし。サトー、その人捜さがし、私たちも手伝うとしよう」

「はあああ？　バッカじゃねえのてめえポニーテールなあああんで俺らが」

「困ったときはお互たがい様と言うではないか」

「知らねえよそんな手て垢あかのつきまくってそうな変なコトワザみてえなそんなのどうでもいいんだよめんどくせえ」

「なれば、おぬしは勝手にするがよい。私はレニィに手を貸す」

「阿呆じゃねえのてめえ？　てめえがそのクソ餓鬼に間ま抜ぬけ面づらひっさげて手なんか貸してる間この俺様はどうすんだよ？　どうやって稼かせぐんだよ？　誰だれが俺の盾たてになってくれんだよ？」

「おぬしの盾になど、誰もなりたがらなかろうな」

「わかってんじゃねえかボケ。わかってんだったら俺のためにキビキビ働きやがれ」

「御ご免めんこうむる」

「あああああ？　てめえ生意気言ってんじゃねえぞポニーテールそんなことぬかしてやがるとそのうち穴にはまって死ぬぞヲイ？」

「さすればおぬしは盾を失い、収入のあてもなくなり、飢うえ死にを待つ身と成り果てるのであろうな」

「馬鹿にしてんのかてめえ？　俺はなあてめえなんぞいなくたってどうにでもなるんだよ俺の臨機応変さを舐なめんじゃねえぞタコ？　すげえ生命力なんだからなハッキリ言ってサバイバルの天才だぞ俺ぁ？」

「そこまで言うのなら、独力で生き抜いてみせよ」

「ああそうするよそうしてみせるよあとでビビんじゃねえぞてめえ？　マジでてめえ恐おそろしいくれえ後こう悔かいするからなゼッテー」

　こういう展開になるとは思ってもみなかった。サトーは何かで臍へそを曲げたわがままな子供みたいに、あからさまにぷんぷんしてどこかへ行ってしまった。

「……い、いいのか。あれ」

「問題ない。明日にはけろりとしておるだろう」

「そ、そんなもんなのか」

「うむ。あの者のなすこと、言うことを、いちいちまともにとらえておっては馬ば鹿かを見る」

「そう……だよな。ああいうやつだもんな」

「で、何か手がかりは」

「ああ──」

　それが、何もなくて。だから、気になることがあれば何でもあたってみるというのが基本方針だし、人が大勢いる場所では、とくに意識しなくても、いつだってあいつを捜している。もしかしたら、そのおかげかもしれない。

　ここから十メーテルくらい離はなれた柱のところだ。医術士服を着た女がまっすぐ前を向いて立っている。権堂も彼女の姿を認めたらしい。

「ヴィヴィ殿どのか」

「誰か待ってんのかな」

「さて。おぬしらと別れてからも幾いく度どか組んだが、もともと彼女は仕事相手を選ばぬ。医術士がああしておれば、同行を願う者はいくらでもいようしな」

　そんなことを話していると、ヴィヴィアンもこちらに気づいたようだ。ただ、目があってから軽く目礼するまで、奇き妙みような間があった。身体からだが勝手に動いた。権堂もついてきた。ヴィヴィアンはじっと、静かにこちらを見すえていた。決して目をそらそうとしなかった。

「久しぶり──ってほどでもねえか」

「ええ」

「あの、さ」

「はい」

「訊ききたいことがあるんだけど」

「何でしょう」

「あの……」

　頭を搔かいたり唇くちびるを嚙かんだりしてみたが、そんなことをして時間稼ぎをするより、ズバッと尋たずねちまったほうがいい。いけ。単刀直入に。いけったら。ぐずぐずしてんじゃねえ、阿あ呆ほう。

「あの、コロナ、知らねえか」

　ヴィヴィアンはそっと微笑ほほえんだ。まるで質問の内容を完全に予期していて、やっぱり、とでも思っているかのような笑い方だった。

「知っていますよ」

「え」

「あなたと一いつ緒しよに住んでいた女の子のことでしょう」

「あ、いや、そうじゃなくて……」

「わかっています」

　ひょっとして、からかわれたのか。ヴィヴィアンはまだ微笑んでいる。というよりも、笑いをこらえているような表情だ。

「いますよ」

「へ？」

「あの子は、わたしの家にいます」
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　何もしたくないのは、何もできないと思っているからだ。

　何もできないと思っているのは、何一つ自分の思いどおりにならないから。

　自分の思いどおりにならない世界が不満だから。

　認めて欲しかった。

　自分の価値を。

　有用性を。

　世界に受け容いれて欲しかった。

　こんなわたしでもいいと言って欲しかった。

　欲しい。

　欲しい。欲しい。

　欲しい。欲しい。欲しい。

　欲しい。欲しい。欲しい。欲しい。

　そればかりだ。

　わたしにはそれしかない。

　欲しいから、何かをする。いつも見返りを求めている。何かをすれば、もらえると思っている。あなたのことを想おもって、ああして、こうして、何でもすれば、あなたもわたしを大事にしてくれるでしょう？　だからです。大切にしてもらいたいから、お師し匠しよう様の言いつけを守って、痛いのも、苦しいのも、いやなのも、我が慢まんしました。欲しいからです。欲しくて欲しくてたまらないから。お師匠様のことが大好きでした。耐たえていれば、やさしくしてくれたから。たまには抱だきしめてくれたから。褒ほめてくれたから。何かをくれたから。親切にしてくれれば、誰だれでもよかった。よくしてくれて、頭を撫なでてくれて、いい子だ、偉えらい、偉い、そう囁ささやいてくれるなら、どんな人でもよかった。もしそうやって騙だまそうとする人がいたら、喜んで騙されるだろう。その人が、やさしくしてあげるから、あれをしろ、これをしろ、と命じたら、二つ返事で従うだろう。

　欲しいからです。

　欲しくて欲しくてたまらないから。

　それだけなんです。それしかないんです。

　仕方ないですよね。

　わたしは人間のくずだもの。

　わかっています。

　わかっているけれど、それでいいと思っているわけじゃない。

　やですよ。あたりまえじゃないですか。でも、どうすればいいんですか。何をしたら、人間のくずじゃなくなれますか。どうしたら、わたしは人間のくずなんかじゃない、と思えるようになれますか。教えてください。誰か。ほら、また欲しがっている。ヴィヴィアンさんみたいになれたら。誰に何と言われようと、あの人は自分の道をひたむきに歩いている。医術式で人を救う。そのために力を尽つくして、うまくゆかないこともあって、傷ついて、ぼろぼろになっても、また立ちあがって歩いてゆく。勝手にそう思っているだけだ。本当のところはどうかわからない。でも、強い人だ。悲しいくらい、強い人だ。強くなりたい。わたしも、強く。少しでもいいから、強く。どうすればいいの。強くなるためには、どうしたら。

　会いたいです。

　レニィさんに会いたい。

　そうして弱音を吐はくのだろうか。

　受け止めてもらいたい。噓うそでもいいから、お前が必要だと言ってもらいたい。正直、それもある。否定はできない。でも、それだけじゃない。

　会いたい。

　ただレニィさんに会いたい。

　レニィさんの顔が見たい。

　声が聞きたい。

　レニィさんのことを考えると、もう、この身体からだが破れて、ちぎれて、めちゃくちゃになってしまいそう。胸が痛くって。息ができなくって。血の流れが止まってしまいそうで。いま会えるのなら、死んでもいい。そのためにこの命がいるというのなら、捧ささげてもかまわない。変ですか。コロナ、おかしいですか。何でもいいから、レニィさんにぎゅっとしてもらいたいです。きつく、きつく、これ以上ないくらい、身体中の骨がばらばらになってしまうくらい、抱きしめてもらいたいです。それ以外、何も叶かなわなくてもいいです。それだけでいいです。あとは何もいらないです。

　今日、ヴィヴィアンさんが帰ってきたら、この気持ちを打ち明けよう。ヴィヴィアンさんにはどうでもいいことかもしれないけれど、ちゃんと話して、お礼を言って、そして明日、この部屋を出よう。

　帰ろう。

　レニィさんのところへ。

　だって、会いたいもの。

　会いたくってたまらないんだもの。

　できない。

　無理だ。

　帰ろうと思っただけで全身が震ふるえる。床ゆかの上をのたうち回って、叫さけびたくなる。気が狂くるいそう。死にたいくらい会いたいけれど、あわせる顔なんかない。それに、レニィさんは会いたいなんて思っていない。それどころか、きっと嫌きらいになっている。何だ、あいつ。馬ば鹿かじゃねえのか。どっか行きやがって。もう知らねえ。知るかよ。知ったことじゃねえ。それで、それで、誰かと、他ほかの女の人と、たとえばトモヨさんと、あんなことをしたり、こんなことをしたり。ああ。ああ。ダメ。やめて。お願いだから。やめて。近づかないで。さわらないで。指一本レニィさんにふれないで。ちょっとだけ乱暴だけれど、すっと長くて力強い指も、乾かわいていることが多い掌てのひらも、骨がでっぱった手首も、細めに見えるけれどたくましい腕うでも、肩かたも、首も、喉のど仏ぼとけも、あまりお髭ひげの生はえない顎あごも、不ふ機き嫌げんそうだけれど、たまにぽっと穏おだやかな輝かがやきを宿す瞳ひとみも、鼻も、頰ほおも、おでこも、初めて会ったときよりも厚みを増してきた胸むな板いたも、引き締しまった腰こしも、男らしい脚も、それからあの唇くちびるも、欲しい。欲しいです。わたしのものにしたい。わたしだけのものにしたい。

　わたし、何を考えているんだろう。バカみたい。

　でも、それが本音かもしれない。本当はそう思っている。願っている。

　できっこないけれど。

　叶わぬ夢だ。

　鍵かぎを開ける音がした。

　ヴィヴィアンさんが帰ってきたのだろうか。まだ早いのに。早いなんてものじゃない。お昼にもなっていないのに。何か忘れ物でもしたのだろうか。あのヴィヴィアンさんが？　そんなことはありそうもないけれど、こんな時間に戻もどってくる理由は、それくらいしか。

　立ちあがりかけたところで、くるまっていたタオルケットが足に絡からんで転んだ。

　そんなことをしている間に玄げん関かんのドアが開いて、すぐに内ドアも開いた。

「──コロナ……！」

　頭が真っ白になった。

　え？

　え？

　え？

　え？

　え？

　何？

　いったい何が？

　どうして？

　これは、夢？

　たぶん、夢だ。夢に違ちがいない。だって、おかしい。

　叶わないはずの夢が叶っている。

　抱だきしめられている。

　頭が痺しびれるくらい、目の前がぼんやりするくらい、きつく、きつく、両腕で、胸で、身体全体で抱きすくめられている。

　だけど、夢でもいい。

　もう死んでもいい。

　むしろ、この瞬しゆん間かん、死んでしまったほうがいいかもしれない。そうすれば、しあわせな気分のままお終しまいにできる。そのほうがいい。これ以上、しあわせなことなんてあるはずがない。だから、抱いて。ああ。もっと抱いて。抱いて、抱いて、抱きしめて、わたしを壊こわして。壊してしまってください。

「レニィ、さん」

　名前を呼んでしまい、後こう悔かいした。夢が覚めてしまうのではないかと思ったのだ。夢を見ることができたのに、その上、分不相応な願いをこめて彼の名を呼んだりしたら、バチがあたる。きっと何もかも消えてしまい、気がついたらまた一人で、何も決心できず、いつまでもぐずぐずのそのそしている人間のくずがぽつんと転がっている。

「馬鹿野や郎ろう」

　そうならなかった。

　まだ息が苦しい。さっきよりも苦しいくらいだ。

　本当に壊れてしまう。

　壊れたっていい。

　壊して。

「……あ」

　急に楽になって、がっかりして、なんだかとても寂さびしくて、泣きたくなった。

　レニィさんの顔がすぐそばにある。

　腕の力をゆるめて、少し身体からだを離はなして、じっと目を凝こらしている。確かめるように。

　とても顔をそむけることなんてできないけれど、そんなに見つめられると恥はずかしい。

　だって。

　だって──、

　わたし、ヴィヴィアンさんに貸してもらっているだぶだぶのＴシャツと、飾かざり気のない白いショーツしか身につけていなくて。

　かなり薄うす着ぎだ。

　というか、あられもない恰かつ好こうだ。

　開いたドアの向こうには、ヴィヴィアンさんが立っていた。その後ろには権ゴン堂ドウさんもいる。目があうと、権堂さんは一つうなずいてヴィヴィアンさんを後ろに引っぱり、ドアを閉めてしまった。二人は家から出ていったようだ。ということは、二人きりだ。こんな恰好で、二人きりだなんて。

　どうしよう。

　緊きん張ちよう、している。興奮してさえいる。顔が熱い。頭全体が。全身が。少しでも身動きしてたら、何か大変なことになってしまいそうで。

「コロナ」

「は、はい」

「コロナ」

　レニィさんは目をつぶって、大きな、すごく大きな、深いため息をついた。

「……よかった」

　胸が軋きしんだ。レニィさんは心配してくれていた。いっぱい、たくさん、とても心配をかけた。いけないと思う。でも、嬉うれしかった。嬉しくて、苦しくて、どうにかなってしまいそうだ。

　好き。

　大好き。

　この人が好き。

　とっても、すごく、好き。

　どうしようもなく好き。

　好きで好きでしょうがない。

「わたし」

「うん」

　レニィさんは目を開けて、真しん剣けんな顔つきで、しっかりと視線を受け止めてくれた。

「わたし、帰りたいです」

「そうか」

「レニィさんと、一いつ緒しよにいたい」

「ああ」

「いいですか。ダメでも、ついていきます。レニィさんのそばにいたいです」

「馬ば鹿か」

　レニィさんの手がわたしの頭を撫なでた。髪かみの毛がぐしゃぐしゃになって、うっとりするほど気持ちよかった。

「ダメじゃねえよ」

「ほんとう、ですか？」

「あたりまえだろ」

　少しためらったようだった。

　ほんの少しだった。

　抱きしめられた。

　さっきほど力強くはなかったし、強ごう引いんでもなかったけれど、あたたかくて、すかすかだった心の中が満たされてゆくようで、心ここ地ちよかった。

「帰るぞ、コロナ」
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　簡単なことだった。

　俺はこうしたい。こんなふうに思って、ああした。これこれこういうことで、こうしようと思う。自分のことはちゃんと口で言って、あいつに訊きけばいい。お前はどう思う？　どうしたい？　いま何を考えてる？　そうして話しあう。

　そりゃあ、面めん倒どうくさいときだってあるし、言いづらいこともある。でも、黙だまっていたらわからない。俺もあいつのことがわからなくなるし、あいつも俺のことがわからなくなる。それがいやなら、話すしかない。難しいと思うから難しくなる。簡単じゃねえか。余よ裕ゆうだ。とりあえず、簡単だってことにしておけばいい。

　レニィとコロナはＤ13上層テトルアープの粗そ末まつな石いし壁かべの陰かげに身をひそめていた。石壁から顔を出せば、しゃがんで何かしている三体の下等蜥蜴とかげ人が見える。どいつも間に合わせの材料で作ったような槍やりを持って、あとは謎なぞの装そう飾しよく品や物入れをぶらさげているだけだ。鱗うろこの感じからするとまだ若いみたいだし、たぶんさして手て強ごわくはないだろう。

　問題は数だ。こっちが二。あっちは三。やめといたほうがいいか。

　そう思いながら隣となりに目をやると、コロナは力強く首を縦に振ふってみせた。やる気十分ってわけか。だけどな。

「もしかして」

　耳に口を押しつけられて小声で訊かれた。

「危ない目に遭あわせたくないって、思ってらっしゃいますか？」

「そりゃあな」

「お気づかいは嬉しいですけど、コロナは平気です。レニィさんと一緒ですもの」

「お前なあ、そんな適当な根こん拠きよで……」

「まずは信じることが大事だと思うんです。信じたいんです。信じさせてください」

　たしかに、自分も、他人も、何も信じられなければ、歩いてゆくことなんてできやしない。誰だれだってそうだ。何のかの言って、生きているかぎりは、何かを、誰かを信じている。

「よし」

　レニィは腹を決めた。

「やるぞ」

「はいっ」

「お前が魔ま術じゆつで先制攻こう撃げき。すぐに俺が突つっこむ。お前もつづけ。乱戦になったら、俺は掩えん護ごに徹てつする。絶対に守ってやるから、お前は目の前の敵に専念しろ」

　コロナはうなずいて魔術士衣のポケットから触しよく媒ばいをとりだした。乾かん燥そうさせたマホロガの葉とトタン石だ。魔術を知らないレニィも覚えてしまった。師し匠しよう仕込みの要素魔術、火か炎えん放射。馬鹿の一つ覚えと言われようと、今のコロナにはこの魔術しかない。

　器用なやつじゃないから、いくら修しゆ行ぎようしても多た彩さいな魔術を華か麗れいに操あやつってみせるような魔術士にはなれないかもしれないが、レニィは信じることにした。

　これから何度も、何度も、何度も、数えきれないくらい火炎放射を使っているうちに、きっとコロナはこの魔術を完成させる。

　火炎使いの魔法剣士。

　上等じゃねえか。

　なんだかものすごく頼たよりになりそうな相棒だ。

　相棒。

　そうだ。

　俺はこいつと一緒に歩いてゆく。誰の目にもふれないように、誰の手も届かないように、どこかに閉じこめて隠かくしちまうんじゃなくて、こいつの少し前を、後ろを、横を歩いて、何かあれば、この手で守る。

　コロナが石壁からほんのちょっと顔を出し、杖つえを両手で握にぎりしめて集中しはじめた。

　なんとなくいい雰ふん囲い気きだ。

　傍はたから見ているだけで、焦しよう点てんが合っているというか、嚙かみあっているというか、肌はだがぴりぴりするような、常人離ばなれした集中力を感じる。

　ふとトモヨの言葉を思いだした。

　人には二種類いるって言ったよね。魔術士か、それ以外。コロナちゃんはどっちかな。

「熔Ｄｅｌ隷Ｙｏ誹……！」

　思わず、おお、と声を出してしまった。

　まさしく火炎放射だ。

　コロナの杖の先から放たれた赤々と燃える炎ほのおの帯は、狙ねらいあやまたず下等蜥蜴人たちに襲おそいかかった。

　連中もさぞかしびっくりしたに違ちがいない。イギャアと悲鳴をあげながら飛びのいて、それでも一体が炎をまともに浴び、もう一体も鼻はな面づらを焼かれた。どっちもおそらく、致ち命めい傷しようではないが、先制攻撃としては十分すぎるくらいだ。

　レニィは長ちよう剣けんを抜ぬいて飛びだした。まっしぐらに駆かけて、鼻面を焼かれて狼ろう狽ばいしているやつに盾たての一いち撃げきを食くらわせて吹ふっ飛ばし、唯ゆい一いつ無傷の下等蜥蜴人に長剣の突きを見み舞まった。無傷野や郎ろうはあとずさりしてこれをかわし、槍を繰くりだしてきたが、とろくせえ。槍を薙なぎ払はらい、踏ふみこもうとしたら、鼻面火傷やけど野郎がビャアアアとか叫さけびながら突っかかってきた。レニィは舌打ちをしていったん下がった。まともに炎を浴びた間抜けはまだ転げまわっているから、とりあえず無視でいいか。相手にしないといけないのは、無傷野郎と鼻面火傷野郎だ。手負いの鼻面火傷野郎がいきり立って突っこんできた。迎むかえ撃うとうとしたレニィのすぐ脇わきを、コロナがすっ飛んでいった。

「──はっ……！」

　コロナが大上段から振りおろした餞せん別べつの剣は、鼻面火傷野郎の槍をたやすく叩たたき折った。

「やあ！　やあぁ！　やあぁぁっ……！」

　そこからの連続攻撃も堂に入ったものだ。鼻面火傷野郎は半分くらいの長さになった槍やりでなんとか身を守ろうとしているが、さっきの勢いはどこへやら。たじたじだ。俺も負けてられねえ。レニィは無傷野郎に接近して、やつが突きだしてきた槍を盾でガッシリ受け止めた。

「んぬああ……！」

　衝しよう撃げきに耐たえて、撥はね返して、鱗うろこがぬらぬら光っている蜥蜴とかげの首めがけて長剣を叩きこんだ。頸けい骨こつを押し砕くだく感かん触しよくがあった。断たち切るのはさすがに無理だったが、今度こそ致命傷だ。レニィは元無傷野郎を蹴け倒たおしてコロナの様子をうかがった。押している。押しまくっている。いけそうだ。だったら、とばかりに炎を浴びた野郎に駆けよって、胸の真ん中に長剣を突き刺さした。やつは全身をぴくぴくさせてから動かなくなった。コロナが鼻面火傷野郎を片づけたのはその直後だった。顔を見あわせると、どちらともなく笑えみがこぼれた。まずは一安心だが、ある意味、仕事はここからだ。レニィは下等蜥蜴人の死体から物入れを剝はぎとって、中身を確かめようとした。

「レニィさん！」

　名を呼ばれてコロナのほうを見ると、先のほうを指さしていた。新手か。畜生フアツク。毒づく間もなかった。ＩＧｈｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｓｈｙｙｙｙ……！　金属質の癇かんに障さわる声が響ひびき渡わたった。たまたまこっちへ歩いてきて、同族が人間にぶち殺される場面を目まの当たりにし、そのことを仲間たちに報しらせるべく叫んだ。おそらく、そんなところだろう。

「逃にげるぞ、コロナ！」

「はい！」

　せっかくいい具合に獲え物ものをしとめて、これから値段がつきそうなものを物色しようというときだったから、惜おしくないと言ったら噓うそになる。とはいえ、欲に目が眩くらんで判断が遅おくれたら、取り返しのつかないことになるかもしれない。金はたしかに大事だが、もっと大事なものがある。そうはいっても、金も大切だ。レニィはコロナを先に行かせて、その間にもう一つ、下等蜥蜴人の死体から物入れを回収し、背負い袋ぶくろに押しこんで走りだした。コロナに任せていたら、どこへ行くかわからないので、あっちだ、次はそっち、と指示しながらの全力疾しつ走そうだ。道はほぼ完かん璧ぺきに覚えているが、なんだか悪い予感がしてしょうがない。いくつ目かの角を曲がったとき、その予感が現実のものとなった。

　行く手からも誰だれかくる。

　人間か。

　三人だ。いや、それだけじゃない。

　追われている。そいつらの後ろに下等蜥蜴人の群れが。まあ、でも、群れってほどじゃねえか。三体。いや、四体だ。踵きびすを返して別の逃げ道を探すか。そんなわけにもいかねえか。くそ。しょうがねえ。レニィはいっそう足を速めて、向こうから駆けてくる三人とすれ違った。その間ま際ぎわ、目があった。ちょっと驚おどろいていたようだ。レニィは長剣を抜いて、三人に追いすがろうとしていた下等蜥蜴人どもに突とつ進しんした。

「──うらあああああああぁぁぁぁ……！」

　盾をぶちかまして一体を突つき倒し、長剣を振ふりまわして他ほかの二体を怯ひるませると、もう一体にコロナが斬きりかかっていった。

「出すぎるな、コロナ……！」

「はいっ！」

　コロナは二、三合、斬り結んで戻もどってきた。下等蜥蜴人の群れは一度、足を止めて、態勢を立てなおそうとでもしているのか。ちらりと振り返ると、三人も立ち止まってそれぞれ身構えている。その三人を追いかけてきた下等蜥蜴人が四体。それから、レニィとコロナを深追いしてきた下等蜥蜴人が三体。ぜんぶで七体だ。

　レニィとコロナの二人ではどう考えてもきつい。

　二人だけなら。

　レニィはコロナと肩かたを並べて三人と背中合わせになった。

「困ったときはお互たがい様ってやつかな」

「うむ」

　後ろにいるのでわからないが、権ゴン堂ドウは笑ったようだ。片かた腕うでを負傷しているらしいが、利きき手は無事みたいなので、刀を振るうのにさして支障はないだろう。

「どうやら、おぬしらとはよくよく縁えんがあるようだ」

「クソッタレな悪縁に決まってやがるぜ」

　すかさず悪態をついてみせたサトーのほうが、怪け我がは重そうだ。やつは丸盾の両りよう端たんに角状の剣けん先さきをつけたマドゥーという武器を持ち歩いているのだが、それを振りまわして雄お々おしく戦う姿はめったに見られない。今日はそのマドゥーが血で汚よごれている。珍めずらしく戦せん闘とうに参加したのか。ヴィヴィアンも負傷しているみたいなので、一応、守ろうとして、守りきれず、逃とう走そうするしかなかった。そんな展開が目に浮うかんだ。サトーは腕と腹をやられていて、かなり顔色が悪く、呼吸も荒あらい。いい気味だし、やつ一人なら見捨てるところだが、あいにく権堂がいて、ヴィヴィアンもいる。

「実質、三対七、か」

　レニィはコロナを一いち瞥べつした。コロナはレニィの視線を横目で受けてうなずき、ふう、と一つ息を吐はいて剣の柄つかを握にぎる両手に力をこめた。

「ぱぱっとやっつけてしまいましょう」

「おう」

「承知した」

「……俺は無理だからな言っとくけど今日はもう三年分ぐらい働いて怪我したからな」

「誰もあなたには期待していないと思いますが」

「ヴィヴィアンさんのおっしゃるとおりではないかとコロナも愚ぐ考こういたしますっ！」

「うっせえなむかつくハゲども死ね」

「誰が死ぬかよ」

　俺はまだ歩きだしたばかりのひよっこだ。足どりは頼たよりなくて、何度も転びそうになって、実際、転んで、そのたびに起きあがって、起きあがることができなければ這はいまわって、そんな道のり、一人きりではくじけてしまう。俺もそうで、コロナも同じで、きっと誰も彼も一いつ緒しよで、だから、寄り添そって、遅れたり追い越こしたりしながら、なかなか思ったとおりにはならなくて、ふてくされたり、自や棄けになったりして、たまにけなしあって、ときには励はげましあい、支えあって、なんとかかんとか進んでゆくしかない。結局、サトーもそうだってことか。十も年上の野や郎ろうがそんなざまだと、自分の行く末もろくなものじゃないような気がしてきてたまらなくなるが、だからといって歩くのをやめてしまいたいとは思わない。サトーだって、他人に迷めい惑わくをかけまくりながら、やっぱり歩いている。

「行くぞ……！」

　急にこみあげてきた笑いをこらえて、レニィは駆かけだした。

　明日がどんな日になるかなんて、考えても仕方ない。

　生きのびることができれば、黙だまっていても明日はやってくる。

　雨が降ったら、そのときは傘かさをさそう。

　晴れたら、のんびりひなたぼっこでもしよう。

　お前と手をつないで歩こう。

　歩いてゆこう。

　どこまでも。
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　馬車はだいたい三時間ごとに停とまって、その必要がある者は外に出てもいいことになっている。そうはいっても、監かん視し付きだ。こっちにも女がいて、相手にも女がちゃんといるので、そのへんはまあ、困って困って仕方ない、ということはないのかもしれないが、窮きゆう屈くつといったらやっぱり窮屈だ。馬車の窓は外側から塞ふさいであって、中にはたいして明るくもない半永久灯が一つ設置されているだけだから、気分も陰いん鬱うつになってくる。権ゴン堂ドウ、サトー、ヴィヴィアン、コロナ、それにレニィといった、いつも顔を突きあわせているメンツはともかく、他はぜんぜん知らないやつばかりだ。打ち解けて話が弾はずむような状じよう況きようになればいいのだが、そういう雰ふん囲い気きでもない。でかいだけが取り柄えの古い客馬車なので、乗り心ごこ地ちもよくないのだ。座席なんてしゃれたものはなく、敷しき物ものを敷いた床ゆかに座るか、寝ねているしかない。

　でも、なかなか実入りのいい仕事だ。多少のことは我が慢まんしないといけない。一日八千ダラー。予定では、往復に四日、目的地での滞たい在ざいが六日、しめて十日で八万ダラー。日程が延期されたら、当然そのぶんも支し払はらわれる。ついでに、食事付きだ。酒まで出るらしい。さらに、成功報ほう酬しゆうもある。プラス一万ダラー。めちゃくちゃ儲もうかるというわけではないにしても、それなりにおいしい。そういう仕事は意外と見つからないものだ。逃のがしたら、きっと後こう悔かいする。

　エルデンの外に出るっていうのも、魅み力りよくではあったしな。

　なんつーかこう、あの街も広いから、まだ見ぬ世界が広がってるみたいな部分も多々あるんで、いまだに刺し激げき的って言えば刺激的だし、飽あきたってわけじゃねえんだけど、かなり独特だしな。空気が違ちがうっていうか。たまに、噎むせ返りそうになって。泥どろ沼ぬまの中で泳いでるような感覚にとらわれたりもして。じつは、さっさとここから逃にげだしたほうがいいんじゃねえか？　そんなことを考えちまったりもする。抜ぬけだせるもんなら、マジで抜けだしたほうがいいんじゃねえの？

　無理だけどな。他ほかにあてがあるわけでもねえし。別の国の違う街に行ったら行ったで、物足りなさを感じそうな気もする。最初はよくても、だんだんエルデンが懐なつかしくなってきて、結局、舞まい戻もどる羽目になったりしそうだ。侵入者クラツカーなんて商売、エルデン以外では成立しないわけだし。じゃあ、侵入者クラツカー稼か業ぎようがそんなにいいかというと、微び妙みようなところだ。ていうか、べつによくはねえ。もっと稼かせげて、性しようにあっている職業があれば、いつでも鞍くら替がえする。たいていのやつはそんなふうに思っていて、それなのになかなか辞やめられねえんだけどな。

「しっかし、暇ひまだーなー」

　馬車が一度停まって、走りだして、しばらくしてからだった。もじゃもじゃ頭を引っかきまわしながら寝転がっていた瘦そう身しんの男が、ため息と一緒に吐きだすようにそう呟つぶやいた。もじゃもじゃ男は、茶ちや髪ぱつを短く刈かりこんで側頭部を剃そりあげている堅かた太ぶとりの男、それから、長い髪かみで顔ばかりか上半身まで隠かくしている女の三人連れらしい。女はとにかくひたすら不気味で、馬車の中の空気を重苦しくしている要因の一つでもあったし、もじゃもじゃ男はもじゃもじゃだし、堅太りの男はわりと強こわ面もてなので、三人は最初から目立っていた。

「暇だーなー……」

　もじゃもじゃ男がもう一度、呟くと、その脇わきであぐらをかいている堅太りの男が苛いら立だたしげに舌打ちをした。

「やかましいっつの。黙ってれや」

「だーって、暇じゃねー？　ずーっとこうやってなきゃなんねえの？　てめえの脂し肪ぼう燃えてるっぽいスメル嗅かいでなーきゃなんねえわけ？　それ、やべえよ。だりーって」

「スメルとか言うなや！　なんか微妙にニオイよりも臭くさそうだべ！　ていうかオマエの鼻がおかしいだけでそんなニオイは絶対しませんから！　脂肪燃えるほど動いてねえし！　だいたいオマエなんか無む駄だに髪の毛もじゃもじゃしてっべよ！」

「もじゃもじゃなーんかしてねえよ。わっさわっさしてるだけだって」

「いいや。もじゃもじゃしてるね。絶対してるね」

「してねーって」

「いや、してるね。どっからどう見たってもじゃもじゃしてんべよ。なあ？」

　堅太りの男がいきなり話の矛ほこ先さきを向けたのは、レニィの隣となりにちょこんと座ってぽーっとしていたコロナだった。

「──ほゃっ？　こ、こ、コロナですかっ……!?」

「そう。アンタ。アンタだよ、お嬢じようちゃん。アンタもそう思うべよ？」

「え、えっ!?　な、な、何がでござりますでしょうかっ」

「いやだから……聞いてなかったんかよ？」

「す、す、すみませんですっ。うっかりしておりまして」

「ていうか、コロナ。聞く義務なんてねえわけだし、謝る必要はねえんだからな」

　レニィが軽くフォローしてやると、コロナはようやくほんの少しだけ落ちつきをとりもどしたようだ。ちゃんと座りなおし、一つ咳せき払ばらいをしてから、堅太りの男に向かってぺこりと頭を下げた。

「申し遅おくれました！　こ、あ、わたしは、コロナと申します！」

　冷静になって、まず挨あい拶さつから入る。うん。そうだよな。そういうやつだよな。わかってるけどな。わかってても、その流れについてくのは地味に至難だけどな。堅太りの男は、だが、どういうわけかそうでもないらしく、きっちり正座して威い儀ぎを正し、床に両手をついて仰ぎよう々ぎようしく礼をしてみせた。

「オレの名はギャンガー。今はいろいろあって侵入者クラツカーなんかやってっけど、もともとは騎き士しだとか言ってもなんでか誰だれも信じてくんねえんだよな。でも、マジですから。こう見えて、家いえ柄がらとかマジで悪くないですから。たいしてよくもねえけど。ほんで、こっちが」

　堅太りのギャンガーはもじゃもじゃ男を片手で強ごう引いんに起きあがらせて、頭を下げさせた。あの野や郎ろう、堅太りしてるみたいに見えるけど、あれ、じつはぜんぶ筋肉なんじゃねえか。結構すげえ力だ。

「モジャ・モジャオです。よろぴく」

「──て、だーれがモジャ・モジャオだっつーの！　てめえ、ギャンガー！　そんなにぶっ殺されてーっつーなら、今すぐここでやっちまってもいーんだぞ！」

「やっちまうぅ？　オマエ、それ、もじゃもじゃしすぎてて、とてもとても無理だべや」

「もじゃもじゃはまったく関係ねーだろ！」

「関係ねえわけねえべよ！　はっきり言わしてもらうけどなあ、いちいち視界にそのもじゃもじゃが入ってきて、マジでもう邪じや魔まなんだって！　むかつくんだって！」

「いや、ギャンガー、あの……なんつーか、やっぱり……こーんな状じよう況きようで真情を吐と露ろするとか、そういうのってなあ……唐とう突とつすぎるっつーか、こっちとしても心の準備？　とか？　あるわけだしー？　いくら長いつきあいだからって、そーれはちょっとねーんじゃね？」

「あ、デ・ペドロ、もしかして傷ついた？　オレ、オマエのこと、傷つけちまった……？」

「うーん……まー……若じやつ干かん？」

「悪かったって！　そういうつもりじゃなかったんだって！」

　堅太りのギャンガーはもじゃもじゃ男デ・ペドロの肩かたを抱だいた。

「なあ！　オレとオマエの仲だべよ！　反省するからよ！　許せって！」

「いや、許すとかな。そーいうことじゃねーんだわ。いや、大だい丈じよう夫ぶだーよ？　怒おこったりとかしてるわけじゃねーし。そーいうんじゃなくてさー……」

　何なんだ、こいつら。二人の連れらしい髪長すぎ女は、なんだかよくわからないが、壁かべにガンガン側頭部をぶつけはじめたし。そんなことをしながら、なぜか、くっ、くっ、くっ、と笑ってやがるし。髪の毛の間からのぞく目はえらく充じゆう血けつしまくってるし。や、やべえ。目があった。わ、笑った……？　笑いながら、やっぱりガツンガツンやってる。こ、怖こわっ。

「あっ！　おい！　コリン、やめれって！」

　ギャンガーが女を羽は交がい締じめにした。女は瘦やせているし、背もべつに高くない。力が強そうなあの男なら、簡単に押さえつけられるだろう。大おお間ま違ちがいだった。女は後頭部をギャンガーの鼻はな面づらに叩たたきつけて怯ひるませると、手を振ふりほどいて振り向くなり、拳こぶしで殴なぐった。ギャンガーの顎あごを、頰ほおを、バッツバツ殴った。殴り倒たおして、馬乗りになって、さらに殴りまくった。かなりいい音がしている。ギャンガーの顔はあっという間に血まみれになった。ギャンガーはなんとか両りよう腕うでで防ぼう御ぎよしようとしているが、ダメだ。女のパンチは鋭するどい。鋭いだけじゃなくて、かなり重そうだ。ていうか、めちゃくちゃ恐おそろしい。恐ろしすぎる。

「コリンじゃないコリンじゃないコリンて呼ぶなコリンて呼ぶなコリンてコリンて……！」

「──わ、わかっ……どぁっ！　ぐあっ！　ぶへ！　こ、コリン、わ、わかっ……！」

「コリンじゃないって言ってるでしょおコリンじゃないってなんでわかんないのコリンじゃないって言ってるのにコリンじゃないってこのヘドロゴミカスクズアホマムシウンコ……！」

「ス、ステファニー……！」

　そう叫さけんで女を背中から抱きとめたのはデ・ペドロだった。その瞬しゆん間かん、女の動きがぴたりと止まった。デ・ペドロは女の耳みみ許もとで囁ささやいた。

「わ、わかったから、ステファニー、な？　そんなにぶん殴ったら、あれだろ？　おまえの手が痛くなっちまうだろ？　ほら、ステファニー、もう痛いんじゃねーの？　痛いんだろ、ステファニー？　骨とか折れてんじゃねーの？　大丈夫か、ステファニー？　ん？」

「……大丈夫じゃ、ない」

　コリンなのかステファニーなのかはっきりしないが、とりあえずステファニーということにしておくか。ステファニーは力なく首を振った。手首もぶーらぶーらしている。ていうか、それ、マジで拳どころか手首の骨、物の見事に折れてんじゃねえの……？

「痛ぁーい。痛いよぉ。うぐしっ。痛ぁーいよぉー。うぇーん。痛ぁーい。痛いよぉ」

　それでもって、今度は泣きはじめた。デ・ペドロにすがりついて、餓が鬼きみたいな泣き方をしている。ヴィヴィアンがため息をついて、腰こしを上げた。白目を剝むいて泡あわを吹ふいているギャンガーの手当てを先にするべきか、それともステファニーか。どっちにしても、馬車の中にいる医術士はヴィヴィアンだけだ。結局、両方の面めん倒どうを見ないといけないだろう。

　ヴィヴィアンはもちろん、そうした。つんつんしているように見えるし、実際、そのとおりなのだが、性しよう根ねは医術士らしい医術士だ。傷ついている者が目の前にいると、放ほうってはおけない。侵入者クラツカーに同行して、規定の分け前をもらうというスタイルで仕事をしているのも、何か枠わくみたいなものを設けないと、際限なく治して、治して、治しまくるだけになってしまうから、それではさすがに人として生きていけないから──ようするに、そういう理由なのではないかと、レニィは思っている。へらへら笑いながら施式する医術士なんていやだし、そんなやつはたぶんいないだろうが、ヴィヴィアンが他人を治ち療りようしているときの姿は、ほとんど切せつ羽ぱ詰つまっているかのように真しん剣けんだ。でも、そういう顔がまた、やたらとかっこよくてきれいだったりするんだよな。当然、治療優先だから、こう、座ったりしゃがんだり、たまに足を開いたりして、見えちゃいけないところが見えそうになったりして。

　べつに、そのタイミングをうかがってじっと観察していたわけじゃない。そうじゃなくて、そういうよこしまなことを考えるやつもいそうだよな、とんでもない話だよな、みたいに思っていただけなのに、袖そでをくいっと引かれた。隣となりのコロナを見ると、なんだか知らねえけど、ほっぺた膨ふくらましてぷんぷん怒ってやがる。

「な、何だよ」

「なんでもありませんっ」

「あるんだろうが。あるから、そんな顔してんだろ」

「なんでもないといったらなんでもないですっ」

　コロナはそっぽを向いてしまった。う、うぜえ。このごろ多いんだよな。こういうの。つーか、よく気づくよな。他ほかの女に視線をそそいでいると、絶対といっていいほど勘かんづかれる。ただ見てるだけだってのに。そりゃあ見るくらいするだろうが。目がついてるんだからよ。ほんのちょっとだし。なんつーか、きれいなものはきれいだし。絶世の美人がそこらへんを歩いてりゃあ、思わず凝ぎよう視ししちまうのが人情ってもんだろ。無理やり我が慢まんするほうが変じゃねえか。だいたい、何の権利があって、そんな──なんてことは、思うだけで、絶対に言ったりしない。間違いなく、喧けん嘩かになるからだ。言いあいになるのはいい。問題はそのあとだ。コロナは必ず喧嘩の原因について考える。あれが悪い。これがよくなかった。つまり、自分が悪い。自分のせいだ。コロナのことだから、そういう結論にたどりつくことは目に見えている。それで、猛もう烈れつな自己嫌けん悪おに陥おちいる。どんどん落ちこんで、深い穴に嵌はまって、抜ぬけだせなくなる。何度も経験しているから、よくわかっている。そうなってしまうと、引っぱりあげるのが大変だ。レニィがつらいだけなら、耐たえればいい。でも、一番きついのはコロナ自身だ。レニィは、何かあってもどうにかして気持ちを切り替かえられる。コロナはそうではない。不可能なのではなくて、そんなふうに沈しずんだり浮ういたりすること自体がよくないのだ。アップダウンは確実にコロナを疲ひ弊へいさせる。すり減ったコロナの心は、何かの拍ひよう子しで砕くだけ散って、もう二度ともとには戻もどらない。そうなってしまわないように、大事に、大切に、守ってやらないといけない。

　わかってるんだけどな。でも、俺だって聖人君子じゃねえし。どうすりゃいいのかわからなくなることもあるし。自分を見失うことだってあるし。そんなのは日常茶さ飯はん事じだし。

　レニィは手をのばしてコロナの頭を帽ぼう子しごとわしゃわしゃ撫なでた。コロナは顔を真っ赤にして、な、何をするのでござりまするか、なんて言っているが、いやがっている様子はない。それなりに嬉うれしそうだ。変な意味ではなくて、くっつかれたり、さわられたりするのが、コロナは好きなのだ。たぶん、足りないのだろう。親だの何だのに、たっぷり抱だかれたり、あれこれ世話を焼いてもらったり、してほしかったのに、してもらえなかった。レニィも同じだから、なんとなく理解できる。レニィはさっさとあきらめてしまったが、コロナは違ちがうのだろう。あきらめようとして、あきらめきれず、まだ求めている。そんなに欲しくて欲しくてたまらないのなら、今からでも遅おそくない。もっと与あたえてやるべきなのかもしれない。

　たとえば、夜は一いつ緒しよに寝ねてやるとか。

　な。

　な──、

　な、何を考えてやがるんだ、俺は。

　なし。今のは、なし。なかったことに。うん。だな。そういうことじゃねえよな。そういうことじゃ。じゃあ、どういうことなんだって話だけどな。

「……ほ？」

　コロナが顔をのぞきこんできて、目を見開いた。

「レニィさん、どうかなさいましたですか？」

「え？　な、何が？」

「いえ、そのう、お顔が赤いので」

「え？　お、俺の？　お前じゃなくて？」

「はい。コロナではなく」

「いや？　気のせいじゃねえか？　べつになんでもねえけど？」

「そうでしょうか。あの、権ゴン堂ドウさん」

「うむ」

　権堂はあぐらをかいて腕うで組ぐみをし、ずっと目をつぶっていた。あまりにも静かで微び動どうだにしないので、眠ねむっているのかと思っていたが、そういうわけではないようだ。コロナに呼ばれてぱっと開けた目は、完全に覚かく醒せいしていた。

「何であろう」

「あの、その、たいしたことではないのですが、レニィさんのお顔、赤いですよね？」

「ふむ。そうだな。見たところ、かなり紅潮しておるようだ」

「ふーん。そう。そういうこともあるんじゃねえの。へー。まあな。顔くらい赤くなるよな。たまにはな。生きてるわけだしな」

　かなり苦しい言い訳だ。それは自分でも承知しているが、とりあえずコロナはきょとんとした顔でなんとなくうなずいてくれた。権堂も意味ありげな微び笑しようを浮かべただけで、それ以上、追つい及きゆうしてこなかった。どうにか窮きゆう地ちを脱だつすることができたらしい。クソサトーがヴィヴィアンの太ふと腿ももやその奥地に集中してくれていて助かった。いや、それもどうかと思うけどな。

　ギャンガーとステファニーの治療が終わると、ヴィヴィアンをじっくり観察する理由がなくなったクソサトーは、途と端たんに威い張ばり散らしはじめた。

「あったくよう感謝しくさりやがれよ俺らに医術士がいたのをよう。そうじゃなきゃてめえらアレだぞ今ごろ意識不明だったり痛かったりで死ぬ思いしてんぞマジで」

「いやあ。面めん目ぼくねえ」

　ギャンガーは短く刈かった髪かみの毛を撫でまわしながら、サトーを無視してヴィヴィアンに何度も頭を下げた。

「ありがとな、医術士のねえちゃん」

「いえ」

「いやいや、マジで感謝だべよ。コ──じゃねえ、ステファニーのやつはよ、加減ってもんを知らねくてよ。いきなし全開だかんな。オレも本気出すわけにゃあいかねえしよ。このごろ、ちこっと不安定なもんでよ。気ぃつけてたんだけどな。油断したべや。ほれ、ステファニー。オマエも治してもらったんだからよ。ちゃんと礼くらい言わねばなんねえべよ」

「……す、すみま……せん……あ……ありが……とう……ござ……います……」

　ステファニーはギャンガーにうながされて、頭を下げるというよりも、床ゆかに頭を打ちつけた。それはもう、ガンガン打ちつけた。

「す、すみませんでしたすみませんでしたわたわたわたしがこんなふうにわたしのせいで本当にすみませんでしたわたしのせいですべてがわたしのせいでごめんなさいごめんなさい」

「い、いえ、あの、ちょっと……」

　さすがのヴィヴィアンも顔を引きつらせている。また治ち療りようする羽目になりかねないので、止めたいところだろうが、さっきの惨さん劇げきを思えば手を出さないほうが無難だろう。ギャンガーとデ・ペドロも苦笑いしているだけで、ステファニーに手をふれようとはしない。

「まあ、これは癖くせみてえなもんだから」

「デコなら大だい丈じよう夫ぶなんで。かってーからホント。頭ず突つきされたら死ぬんで。つーか俺もギャンガーも何度か死にかけてるし」

「すみませんでしたすみませんでしたすみませんでした許してくださいお願いですから許して許して許してすみませんすみませんすみませんすみませんすみませんすみません」

　ガン。ガン。ガン。ガン。ガン。ガン。ガン。ガン。ガン。ガン。ガン。ガン。ガン。ガン。ガン。すごい音だ。本当に大丈夫なのかよ。当然、馬車の中はドン引き状態だ。侵入者クラツカーなんて因果な商売をやっているやつにまともな人間はいない。全員が全員ろくでなしというわけではないにしても、変なやつが多いことは事実だ。それにしたって、この三人組はやばい。とりわけ、あからさまにやばいのはステファニーで、そんな女と行動をともにしているのだから、あとの二人もそうとうやばいに決まっている。とにかく、こういう手合いとは関かかわりあいにならないほうがいい。

　そんなわけにもいかねえか。

　この馬車に乗ってるってことは、仕事仲間なわけだし。

　いい仕事だと思ったんだけどな。前々からこの手の仕事の話は耳に入っていて、興味があった。ようやく求人を見つけて、早い者勝ちだと思って、ぱっと飛びついた。それがまずかったのか。まあ、まだわからねえけど。

「ところで」

　もじゃもじゃ男デ・ペドロがもじゃもじゃ頭を引っかきまわしながら、馬車の中をぐるりと見まわした。

「黙だまってるだけってのも暇ひまじゃね？　まーだまだかかるみてえだし。どーよ？」

　何かを察したのか、サトーが眉まゆを動かした。それを見たデ・ペドロが、ニヤリと笑って自分の荷物から何かとりだした。あれは賽子サイコロか。二個だ。それから、ずいぶんと小さな籠かごのようなものもある。サトーが目の色を変えて身を乗りだした。

「ヲイヲイヲイヤイヤイヤイ何だよてめえいいもん持ってんじゃねえか早くぱぱっと出せよそういうもんはよ」

「ノリがいーねえ、にいさん。やるかい？　暇ひま潰つぶし」

「馬ば鹿か野や郎ろうあったりまえじゃねえか糞くそ野郎望むところだぜ」

　サトーは腕まくりをして立ちあがった。見たところ、サトー以外にも、デ・ペドロの賽子サイコロと籠に熱い視線をそそいでいる者が何人かいる。なるほど。博ばく打ちか。レニィは賭かけ事には手を出さないことにしているが、やりたいやつは勝手にやればいい。クソサトーがカモられるような展開になったりしたら見物だ。それこそ、いい暇潰しになるかもしれない。




　　　　２




　空気がうまい。やたらとうまい。そうなんだよな。エルデンって、まあ、慣れちまったけど、妙みように汚よごれてるんだよな、空気が。機術の工場やなんかがたくさんあるせいか。人間も多い。木だの草むらだのもあるが、なんだか作り物めいて見える。やっぱり、本物は違ちがう。そんな感じがして仕方ない。

　やっとだ。ようやっと到とう着ちやくした。

　どこか知らないが、とにかく山の中だ。四方を低い山に囲まれている。盆ぼん地ちというやつか。山々は樹木に覆おおわれていて、ぱっと見ただけでは、どこを通ってここまできたのかわからない。まあ、降りた馬車の先に目をやれば、たしかに道はあるのだが、やがて山やま裾すその木々に吸いこまれてしまう。樹木のトンネルだ。張りだした木の枝葉が屋根になっている。

「見み渡わたすかぎり、畑さんですね！」

　コロナが笑え顔がおでレニィを見上げた。気のせいだろうか。いつもより、表情がやわらかいような。もしかしたら、コロナにとってはこういう環かん境きようのほうがいいのかもしれない。うまい空気があって、水があって、土を耕して、食って、寝ねて。盆地の大部分を占しめている畑を眺ながめていると、街育ちのレニィもなんとなく心が落ちつく。とはいえ、ここはサンランド無統治王国だ。平和そうに見えても、のどかな田園なんてものがあるわけはない。

　その証しよう拠こに、畑が広がっていて、家屋が点在している区域は、物々しい柵さくでぐるりと取り囲まれている。柵のあちこちには、見張りのための櫓やぐらも組まれていた。櫓には警備の人員が配置されているようだ。それだけでは出入りできないから、柵の一部が開閉する仕組みになっている。立派とはいわないまでも、そこそこ頑がん丈じようそうな門だ。ちょうど今、警備員がその門を閉めた。内側からかんぬきを掛かけようとしている。厳重だ。

　武装アームド農園フアーム、というやつだ。

　知る人ぞ知る存在みたいだが、この国にはこういった農園がたくさんあるらしい。新しくできては野や盗とう集団に略りやく奪だつされて壊かい滅めつし、またどこかに造られては消える。なかには長々と存続している武装アームド農園フアームもあるというが、本当のところはわからない。わかってしまったら、きっと困るのだろう。

　エルデンで手に入る食材にしても、どこそこの武装アームド農園フアーム産、みたいな謳うたい文句で売られているものは皆かい無むだ。武装アームド農園フアーム産、高いけどうまいよ、という野菜やら果物やらはたまに見かける。場所を特定されないために、武装アームド農園フアームの関係者はかなり気を遣つかっているようだ。武装アームド農園フアーム産の食材は総じて評判がよく、有名な料理店が直接、買い入れているという話も耳にする。農園の警備、輸送の警護、等々にかかる費用やリスクを考こう慮りよしても、やりようによっては実入りのいい商売なのだろう。何しろ、上物のダイランとかという果物は一つ十万ダラーもするらしい。それでも買う者がいるのだ。金は、あるところにはある。唸うなるほど。ようするに、そういうことなのだろう。

　そのおこぼれに与あずかろう、というのが、簡単に言えば、今回の仕事だ。

　もうちょっとくわしく言えば、この武装アームド農園フアームを狙ねらっていて、たびたび襲しゆう撃げきしてくる野盗集団がいる。そのたびに撃退しているのだが、相手はあきらめようとしない。いっそ、こちらから攻せめて片を付けてしまいたい。ただ、現在の人員では、農園を守るだけで精せい一いつ杯ぱい。攻こう撃げきに打って出るだけの余よ裕ゆうはない。そこで、レニィたちの出番というわけだ。

　集められた侵入者クラツカーは、レニィたち五人やギャンガーら三人をふくめて、総勢二十五人。敵の野盗集団は三十人くらいらしいので、これに武装アームド農園フアームを警備している人員から十五人を加え、あわせて四十人で相手を叩たたく。皆みな殺ごろしにする必要はない。頭さえ潰つぶしてしまえば、敵は瓦が解かいするだろう。

　考えてみれば、危険といったら危険な仕事だ。敵が異界生物フリークスではなく、人間だという点も気になる。でも、こういう稼か業ぎようだ。あれはどうだこれはどうだと逐ちく一いち文句をつけていたら、何もできない。

　もう現地に到着しちまったわけだしな。

「よし！　仕事だ！　気合い入れていくか！」

「はいっ！」

「うむ」

「そうですね」

　コロナと権ゴン堂ドウとヴィヴィアンは応じてくれたが、クソサトーの返事がない。

　ひどい顔色だ。肩かたが落ちている。腰こしも曲がっている。

　さながら喪そう神しん街オレストロの半死者ハーフデツドのようだ。

　レニィはクソサトーの背中を叩いてやった。

「まあ、そんな気ぃ落とすなって！　人生山あり谷ありだろ！　いちいち落ちこんでたらきりがねえぞ！　なあ！」

「うるせえ……うるせえぞ黙だまれ……マジで黙れ……殺す……てめえぜってー殺すからな……いつかそのうち殺してやるからなクソッタレが……死ね……死んじまえ……全員死ね……ていうかその前に俺が死ね……」

　まるで死し人びとの声みたいだ。不気味ではあるものの、死者は所しよ詮せん、死者であって、生きている者に何か害を及およぼすことなんてできっこないわけだから、まったく、ちっとも、これっぽっちも怖こわくない。レニィはもう一度、いや、一度といわず二度、三度とサトーの背中をバッシバシ叩いてやった。

「そんなこと言うなよ、なあ、サトー？　死ぬとかな？　悲しいこと言うなよ？　死んで花はな実みが咲さくものか、とかな。よく言うじゃねえか、なあ？」

「花はいつか必ず散るもんなんだよ阿あ呆ほうが……」

「散ってもまた咲くだろ？」

「枯かれたら仕し舞まいなんだよ馬ば鹿か野や郎ろう……」

「また違う花の種を植えて、水をやって咲かせばいいじゃねえか、なあ、サトー？」

　サトーはとうとう肩を震ふるわせはじめた。泣きそうだ。必死でこらえている。少々やりすぎかもしれない。そう思わなくもないが、クソサトーのふだんの行いを思えば、たまにはこれくらいの目に遭あってもしょうがないだろう。天てん罰ばつというやつだ。

　そうはいっても、浮うかない顔をしているのは、クソサトーだけではない。

　退たい屈くつな馬車の中で、乗客たちの暇ひま潰つぶしとして始まり、その後、本気感漂ただよいまくりの真しん剣けん勝負の場と化した賽子サイコロ博ばく打ちの結果は、以下のとおりだ。

　クソサトー、マイナス十万ダラー。

　ジェームズ何なに某がし、マイナス五万ダラー。

　エインリッヒ何某、マイナス四万五千ダラー。

　モクゼン何某、同じくマイナス四万五千ダラー。

　ギャンガー、マイナス四万ダラー。

　デ・ペドロ、マイナス二万ダラー。

　そして。

「……オマエ、しかし、あれだべよ」

　堅かた太ぶとりのギャンガーがよろよろと歩いてきて、一人勝ちした男の肩に手を置いた。

「強すぎだべよ。なんかもう、ありえねえべよ。どういうこと？　何かコツとかあんだったら、オレに教えてくれね？」

「ふむ」

　勝者は袂たもとに手を突つっこみ、瞑めい目もくしてうなずいた。

「コツ、か。思いあたる節は何もないのだが」

「ていうか、オマエ、ルールも知らなかったべ？　初めてだったんだよな？」

「賭かけ事にはさして興味がないゆえ」

「ビギナーズラックってやつだべかな……いや、それにしちゃあな……つづきすぎだよな。二日間、ほとんどみっちりやってたわけだしな……」

「いずれにせよ、運であろう」

　ひとり涼すずしげな顔をしている権堂。

　プラス三十万ダラー。

　負けがこんできたサトーに誘さそわれ、ほぼ強ごう引いんに博打のメンツに加えられた当初はさすがに負けつづけたが、その後、まぐれのように何度か勝って、いつの間にか連戦連勝、最終的には圧勝というか完勝してしまった。

　観戦に徹てつしていたレニィは、無欲の勝利だな、と分ぶん析せきしている。権堂という男はとにかく金に執しゆう着ちやくしないので、命のやりとりをしているわけでもない目の前の勝負で勝とうが負けようが、ひたすら冷静でいられるのだ。博打なんてものは、たいていの場合、欲に目が眩くらんだ者が負けるようになっている。賭と場ばの胴どう元もとにしてみれば、人間の欲につけこんで金を巻きあげる、単なる商売だ。その意味で言えば、権堂が勝ったのは必然かもしれない。底が浅いくせに欲だけは深いサトーには、最初から勝ち目はなかったのだ。ざまあみろ。

　レニィたちは馬車に同乗してきた武装アームド農園フアーム側の者たちに先導されて、畑道を歩いた。もうだいぶ日が傾かたむいている。とりあえず、警備責任者と会い、仕事に関する説明を受けてから、宿舎に案内してもらうというのがこれからの予定らしい。

「責任者ってどういうやつなんだ？」

　レニィは武装アームド農園フアームから人集めのために派は遣けんされたマネミーに軽い調子で尋たずねた。ちょっと変わった名前だが、二十代そこそこの、戦士というよりは農民といった風ふ情ぜいの純じゆん朴ぼくそうな男だ。見た目どおり、これといった特とく徴ちようはないがけっこう気のいいやつだし、うまくやっておいたほうが何かと都合がよさそうなので、機会があれば話をするようにしている。

「責任者ね。うん。女だよ。うん」

「へえ」

「でも、なんていうのかな。切れ者？　そうだね。うん。そういう感じの人だよ」

「いい女なんだべか」

　ギャンガーが、ぐふふふ、といやらしい笑い声を立てた。デ・ペドロはもじゃもじゃ頭をボリボリ引っかきまわしながら、目を細めて田園風景を眺ながめている。ステファニーは下を向いてぶつぶつ何か呟つぶやいているが、聞かないほうがよさそうだ。

「いい女……」

　マネミーは眉まゆをひそめて鼻の下を指でこすった。

「どうだろ。うん。個性的？　そうだね。うん。そんな感じだよ。たぶん」

　その責任者の女とは、土ど塀べいに囲まれた石造りの大きな家の広間で会った。

　どうやら、この家は警備員たちの本部みたいな場所らしい。家の中や周囲を物ぶつ騒そうな雰ふん囲い気きの男たちがうろうろしていたし、部屋の壁かべにはたくさんの武器が立てかけられたり、吊つるされたりしていた。

「警備主任の媚婁メイルーよ」

　たしかに、個性的だ。黒くろ髪かみ。目も黒い。肌はだの色や名前からして、東方というか、東部出身なのだろう。髪型はドレッドヘアというやつで、目の周りに刺青いれずみがある。黒い口紅を塗ぬっていて、眉がないのも異様だ。やはり黒いぴったりしたワンピースを身につけているのだが、両側に深いスリットが入っていて、すらりとした脚あしがのぞいている。色っぽいと言えば色っぽいのかもしれないが、それより怖こわい。不気味な威い圧あつ感がある。

　まあ、あの女の後ろに立ってる男のほうが遥はるかにやばい感じだけどな。

　いわゆる、巨きよ漢かん、というのとは違ちがう。めちゃくちゃ上背があるわけではない。そうではないのだが、とてつもない身体からだだ。筋肉の塊かたまりだ。顔面まで筋張っている。たぶん、媚婁メイルーと同じ東部系の男なのだろうが、もはや人種を超ちよう越えつしている。筋肉人だ。きっと脳みそまで筋肉でできているのに違いない。だとしたら、意外と御ぎよしやすいんじゃないか。あの男を前にすると、そんな甘い見通しなんか吹ふき飛んでしまう。たぶん、あの男に一発殴なぐられただけで、レニィのやわな首の骨はポッキリ折れてしまうだろう。頭ず蓋がいが砕くだけ散るかもしれない。見かけ倒だおしなんじゃねえの。そうは思えない。あいつはおそらく、本物だ。
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「……メイルー？」

　デ・ペドロがもじゃもじゃ頭を搔かきまわしていた手を止めて、ギャンガーと顔を見あわせた。何か心当たりでもあるのか。二人は、だが、結局、何も言わなかった。媚婁メイルーもかまわず話を進めた。

「仕事の概がい要ようはすでに知っているでしょうけど、もう一度、説明するわ。この武装アームド農園フアームは現在、野や盗とう集団〝モンロー党〟の襲しゆう撃げきを受けている。あたし以下、農園の警備についている人員は三十名。相手はもともと五十人以上いた。だいぶ始末して、今は三十人くらい。正面切ってぶつかれば、あたしたちだけでも壊かい滅めつさせられる。でも、こっちはあくまで守備優先。野盗は連中だけじゃないし、農園を空けるわけにはいかない。それに、あいつらは逃にげ足が速い。逃げ足だけは。それなら、あきらめて尻尾しつぽを巻いてさっさと逃げてくれればいいんだけど、やつらも意地になっているんでしょう。首領のママ・モンローを殺さないと、たぶん、この不毛な戦いは終わらないわ」

「ママ・モンロー、ねえ」

　サトーが、もうどうだっていいぜコンチクショウ、みたいな顔で吐はき捨てるというよりも垂れ流すように呟くと、媚婁メイルーはちょっとだけ笑った。魔ま物もの的な笑えみだった。

「そう。ママ・モンロー。どうも連中は全員、血族らしい。モンロー家の一族というわけよ。その頂点に君臨しているのが、やつらに、ママ、と呼ばれている一人の女。怪かい女じよ、とでも言えばいいのかしら。あれは一種の化物ね」

「手て強ごわい女によ性しようなのか」

　そう訊きいたのは権堂だ。媚婁メイルーはかすかに肩かたをすくめた。

「日ごろ異界生物フリークスを相手にしているあんたたち向きの女であることは確かよ。人間だと思ったら、痛い目を見るわね」

「ふむ」

「殺しても死ななそうな女だけど、どうにかして息の根を止めてもらうわ。あの女さえ消えれば、モンロー党は潰ついえる。今までいくつもの武装アームド農園フアームを平らげてきたモンロー党を滅ほろぼしたとなれば、この武装アームド農園フアームを襲おそう野盗も減るでしょう。あたしたちの仕事が楽になる。あんたたちには、その手伝いをしてもらうわ。報ほう酬しゆうは悪くないはずだし、首しゆ尾びよく目的を達成できたら、エルデンに帰らず、ここに残ってもいい」

「そりゃあたしかに悪くねーな」

　デ・ペドロが軽く笑った。皮肉を言っているわけではなさそうだ。そういえば、懐なつかしそうに畑を見ていた。もじゃもじゃ男の故郷は、ここに似た山村なのかもしれない。

「あの街よりはよほど人間らしい暮らしが送れるわよ」

　媚婁メイルーは満まん更ざらでもなさそうな顔つきでうなずいてみせた。途と端たんに雰囲気がやわらいだ。

「刺し激げきが欲しいなら、物足りないかもしれないけど」

　ギャンガーが何か言いたそうに口を開いたが、やっぱりやめたようだ。媚婁メイルーはふたたび表情を引き締しめて侵入者クラツカーたちを見まわした。

「とりあえず、あんたたちにはゆっくりしていてもらうわ。警備はいつもどおり、あたしたちでやる。二日か三日にいっぺん夜襲をかけてくるのが連中のパターンで、前回の夜襲は昨夜だったから、次は明日か、あさってか。あたしたちはそれを待つ。撃退する。逃げるあいつらをここにいる呉戒ウージエに追わせて、ねぐらを突つき止めたら、あんたたちの出番よ。どんな手を使ってでも、ママ・モンローを殺して。それから、あたしの命令には絶対に従ってもらう。各自で勝手に判断して行動しないで。大だい丈じよう夫ぶ。あたしの言うとおりに動けば勝てるわ。以上。何か質問がある？　なければ、宿舎に案内させるわ」

　呉戒ウージエ、というのはあの筋肉人のことだろう。

　ふと思った。その怪女ママ・モンローとやらと、呉戒ウージエと、サシでやったらいったいどっちが勝つのか。

　ママ・モンローをぶっ殺せば終わりだと、媚婁メイルーは思っているわけだから、今までも当然、その機会をうかがっていたはずだ。試みて、痛い目を見た。きっと、呉戒ウージエでもしとめられなかったのだ。

　一種の化物、か。

　どうやらそれほど楽な仕事ではなさそうだ。

　レニィは隣となりのコロナを見た。コロナもこっちを向いたので、頭を撫なでてやった。ため息が出そうになって、あやうくこらえた。人間らしい暮らし、ねえ。そんなもの、どこにあるんだかな。媚婁メイルーが言うように、それがここにあるのだとしたら、ちょっとだけうらやましい。
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　あてがわれた宿舎は、何のことはない、広々とした民家だった。庭には農具などが収められている納な屋やと鶏にわとり小ご屋や、それから山や羊ぎを放した囲いもある。おそらく、ふだんは農園で働いている者たちが暮らしているのだろう。それを、エルデンから助すけっ人とがくるというので、急きゆう遽きよ、明け渡わたした。ただ、レニィたちが帰れば、もとの住人が戻もどってくることになる。あくまでこれは一時的な措そ置ちにすぎない。そんなところか。

　女はコロナとヴィヴィアンとステファニーだけなので、小さめの部屋を三人で使わせることにした。残りの二十二人は、居間をふくめた他ほか四つの部屋で雑ざ魚こ寝ねすることになる。窮きゆう屈くつと言えば窮屈だが、遊びにきたわけではないし、大都会のエルデンなんかと比べたら一部屋一部屋が妙みようにだだっ広いので、野や郎ろうどもが団子になって寝ねるような不ふ愉ゆ快かいな状態には陥おちいらずにすみそうだ。ステファニーと相部屋になったコロナとヴィヴィアンのことは若じやつ干かん心配だが、女部屋を確保できただけでも御おんの字だし、それ以上の贅ぜい沢たくは言えないので、なんとかうまくやってもらうしかない。

　晩飯は、パンとスープ、生野菜のサラダ、野菜の煮に付つけ、焼き山鳥という献こん立だてだった。これがものすごく美味だった。エルデンでも似たようなものは食べられるが、まったく別物だった。素材だ。素材の味が違ちがうのだ。濃のう厚こうで、深い。香かおりが段違いだった。

　俺たちが今まで食っていたものは、いったい何だったんだ。ひょっとして、食い物ですらなかったんじゃないのか。エルデンっ子たちは、一人の例外もなく感動していた。

　エルデンの飯は、馬ば鹿か高くて糞くそ不ま味ずい。よく言われていることではある。もっとも、金さえ出せば、いくらでもうまいものが食える街だというのも定説だし、安くて味も悪くない店だって探せばたくさんあるのだが、所しよ詮せん、たかが知れている、としか言いようがない。ここでこの飯を食ってしまったら、エルデンの安屋台で買った肉入りパンを頰ほお張ばり、ほくほく顔で、うめえうめえ、と呟つぶやいていた自分の底の浅さが恥はずかしくなる。なかには、仕事が終わったあと、この農園に残るという選せん択たく肢しについて、真しん剣けんに検討しはじめた者もいるようだ。レニィもコロナと、悪くねえとこだな、空気も飯もうめえし、みたいなことを話した。必ずしも本気というわけではないが、いいかもな、ここで暮らすってのも、と思いもした。いやはや、人間の食い気ってやつはすごい。でも、それだけの味だった。

　食欲が満たされると、男たちのうちの半分くらいはデ・ペドロに誘さそわれて賽子サイコロ博ばく打ちを始めた。負けを取り戻さないとただ働きになってしまうクソサトーは、当然やる気満々だった。権ゴン堂ドウもクソサトーとデ・ペドロに引きずりこまれた。馬車の中での長い長い一回戦で勝ったぶんを吐はきだすことになるのかどうか。侵入者クラツカーたちは二台の馬車に分乗して武装アームド農園フアームにやってきたので、一回戦のことを知らない者もいる。他の参加者は、権堂の勝負強さを知らないやつばかりだ。五万負けたジェームズ何なに某がしも、四万五千負けたエインリッヒ何某とモクゼン何某も、まずは静観、状じよう況きよう次し第だいで参戦、といった構えらしい。

　コロナはヴィヴィアンやステファニーと一いつ緒しよに女部屋へ入っていったきり、出てこない。よくわからないが、女同士の会話みたいなものでもあるのか。あの一件以来、コロナとヴィヴィアンとの距きよ離りが狭せばまったように見える。ヴィヴィアンがああいう女なので、べたべたしているわけではないのだが、コロナにはわりと気を許しているのではないかとうかがえる節がなくもない。しばらくヴィヴィアンの家に居い候そうろうしていたのだから、当然かもしれないし、悪いことではないだろう。年が離はなれているし、コロナだし、友だちづきあいするのはちょっと無理があるとしても、親しく口がきける相手は一人でも二人でもいたほうがいい。

　そういう部分も、たぶん足りてねえんだよな、あいつは。本当は、同年代の友だちがもっといればいいんだろうけど、商売柄がら、知りあうきっかけってやつがな。ねえよな。なかなか。俺だって、まあそうだし。同じくらいの年で、同程度のキャリアで、似たようなことで悩なやんでて、みたいな、友だちとまではいかなくても、知りあいがいればな、とか思うことも正直ある。餓が鬼きばかりでアンダーグラウンドを攻せめている連中もいるらしいし、その気になれば、そういうやつらとお近づきになることだって不可能ではない。でも、経験というものはかなり大事だ。酸すいも甘いも嚙かみわけた熟練者が一人いるのといないのとでは、ぜんぜん違う。どうせ話を聞くのなら、ベテランだ。学ばなきゃならないことはいくらでもある。一年後には今よりマシな、できればだいぶ進歩した侵入者クラツカーになっていたい。時間は無む駄だにできない。遊んでいる暇ひまなんかない。気晴らしや慰なぐさめなんていらない。そんなものより実感が欲しい。俺は強くなってる。前よりうまくできる。ちょっとやそっとのことじゃあ慌あわてない。自信が欲しい。

　我ながら、生き急いでいるような気もしないではない。

　宿舎の部屋は引き戸で仕切られている。壁かべが少ない。現在、賭と場ばになっている居間は、外側の引き戸を開け放つと板いた敷じきの細い廊ろう下かが現れて、その向こうは庭だ。壁ではなく戸で内と外が隔へだてられているなんて奇き妙みような造りだし、不用心に思えてちょっと不安だが、ここは盆ぼん地ちなので暑い季節はそうとう蒸むしそうだ。そんなときは風通しがよくて、けっこう悪くないものなのかもしれない。

　レニィは板敷きの廊下に腰こしを下ろして、甘い果実酒をちびちび飲やっていた。エルデンで買ってきた蒸留酒に、この農園で収しゆう穫かくした果くだ物ものや山でとれた果実などを漬つけこんで作ったのだという多種多様な果実酒は、農民や警備員にとって大事な娯ご楽らくの種で、自じ慢まんでもあるらしい。近い将来、酒造に手を出す計画もあるとマネミーが言っていた。いつか、ここで何でもそろうようになる。人が増える。武装アームド農園フアームはちゃんとした村になる。頭の隅すみでそんなことを考えながら、今はとにかく毎日毎日を懸けん命めいに生きている。夢なんていう、そんな、だいそれたものじゃないけど、とマネミーは照れくさそうに笑っていた。

　夢だろ。

　立派な夢だ。

　なんつーかこう、いいよな。

　俺にはべつに、そういうのはねえし。目先のことばっかりで。一年後には、とか考えてるのだって、かなり漠ばく然ぜんとしてるし。せめて、目標みたいなものでもあればな。

「よお。どしたい」

　博打の観戦に飽あきたのか、それとも、しばらく参戦しないほうが無難だと判断したのだろうか。堅かた太ぶとりのギャンガーが果実酒のグラスを手に板敷きの廊下に出てきて、レニィの隣となりに腰を下ろした。

「なんかあれだな。悩める青少年みたいな感じだべよ」

「え？　そんなふうに見える？」

「見えるっつうかな。オマエくらいの年なら、一人で黙だまってりゃあなんかこう、ぐちゃぐちゃ考えてるもんだべや」

「そういうもんかね」

「少なくとも、オレはそうだったけどなあ」

　ギャンガーは果実酒を呷あおって息をついた。

「いいんだか、悪いんだかな。考えたって、答えなんてそんなに出るもんでもねえしよ」

「まあな。それは……そうかもな」

「世の中にゃあ、一本びしっと筋が通ってる、みてえな生き方してるかっこいいやつもいるけどな。そんなわけには、なかなかいかねえしな」

「あんたは通ってねえのか。その、筋ってやつは」

「オレにゃあ無理だ」

　ギャンガーは厳いかつい顔に思いのほか人ひと懐なつっこい笑えみを浮うかべてみせた。

「いつになっても、どっち行ったらいいんだかわかりゃしねえ。ふらふらしてっからなあ。もうこっから動かねえって思ったときもあったけどな。結局、このザマだしな」

「騎き士しだったって？」

「いやあ、騎士はすぐ辞やめたかんな。むかついて上役半殺しにしちまってよ。オレも若かったし、血気盛さかんだったんだろうな。親にも勘かん当どうされたんで、一ひと旗はた揚あげるつもりでエルデンに行ったはいいけど、何すりゃいいんだって感じでな」

「俺も似たようなもんだ」

「そうかよ。奇き遇ぐうだな」

「デ・ペドロとは長いのか」

「あいつとは腐くされ縁えんだ。この国じゃあ悪い連中ってのも妙な言い方かもしれねえけど、昔、その手のやつらとつるんでてな。ようするに、いわゆる悪党クランってのを渡わたり歩いてたんだ。そのときに知りあった。それ以来だべや」

「あの女も？」

「コリン……じゃねえ、ステファニーか。んだな。あいつもそうだ。デ・ペドロはともかく、なんでステファニーとはさっさと手を切らねえのかって思ってんだろ？」

「あんたらの勝手だ。俺が口出しするようなことじゃねえよ」

　レニィは果実酒を一口飲んだ。薄うすめてあるので、酒というよりもジュースみたいだ。そうはいっても、調子に乗ってぐいぐい飲んだらまずいことになる。気をつけないといけない。

「──でも、ちょっと興味はあるかな」

「だべな」

　ギャンガーは目を細めて鼻から息を吐はいた。

「放ほっとけねえんだよ。一人にしたら、何しでかすかわかったもんじゃねえ」

「頭ぶつけたりとか？」

「あんなのはかわいいもんだ。あいつも周りのやつも、死ぬわけじゃねえ」

「周りのやつ……？」

「おっかねえからな、あいつ」

「なんか、そこはあんまりくわしく訊きかねえほうがよさそうだな」

「だいぶいい時期もあったんだけどよ。惚ほれてた男がいてな」

　ギャンガーはグラスを廊下に置いて膝ひざを抱かかえた。

「くたばっちまったもんでよ。それからだな。荒あれまくってよ。でも、マジで最悪のときよりかは、あれでもよくなったんだ」

「……大変そうだな、あんたも」

「もういいかげん慣れちまったし、そうでもねえよ」

　言葉とは裏腹に、ギャンガーは一回り小さくなったかのように見える。ああいう女の面めん倒どうを見るというのは、やはりそうとうきついのか。なんとなく声をかけづらくて黙っていると、ギャンガーは一つため息をついてから足をぶらぶらさせ、右手を差しだしてきた。

「レニィっつったよな。何はともあれ、ここにいる間は仕事仲間だ。よろしくな」

「ああ」

　レニィはギャンガーと握あく手しゆした。ものすごくごつい手だった。皮ひ膚ふが分厚くて硬かたい。こいつ、かなり使えるんじゃねえのか。ちょっと話しただけだし、これだけで判断するのはまだ早いかもしれないが、人ひと柄がらも悪くない。どうやら信しん頼らいしてもよさそうだ。でも、あのステファニーって女はどうなんだかな。コロナとヴィヴィアンは大だい丈じよう夫ぶだろうか。
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「……すみません本当にすみません何度も何度もすみません本当にどうしようもなくてすみません暗くてすみません一つもいいところがなくてすみません生きていてすみません生まれてきてすみません何もかもすみませんすみませんすみませんすみませんすみません……」

　この人、大丈夫なのだろうか。

　無視しようとしていたわけではない。ただ、共通の話題というものがあるのかないのかもよくわからないので、ヴィヴィアンさんと二人で話しこむ恰かつ好こうになってしまった。いきなりだった。ステファニーさんは突とつ然ぜん、柱に頭をぶつけだした。しかも、思いっきりだった。たぶん、一発目から血が出ていた。十発目くらいのときに、二人がかりでどうにか止めたけれど、ステファニーさんはすでに血まみれだった。

　当然、ヴィヴィアンさんはステファニーさんを医術式で治ち療りようしてあげた。ヴィヴィアンさんは態度や口に出さないだけで、とても心がやさしくて優ゆう秀しゆうな医術士さんなのだ。そんなヴィヴィアンさんでも、ステファニーさんにはちょっと、というよりもだいぶ困っている。

　治療が終わった途と端たん、ステファニーさんは平身低頭して謝りだした。それはいいのだけれど、今度は床ゆかにおでこや鼻をぶつけたり、顔面をこすりつけたりしているのだ。

　もうどうすればいいのかわからない。

　はっきり言って、どうしようもない。

「すみませんああすみません何もかもわたしが悪いんですごめんなさいじつにごめんなさい正真正しよう銘めいごめんなさいありえないほどごめんなさい死ぬしかないですごめんなさい」

　ひょっとして、この人はずっとこんなことをしつづけるのだろうか。ここにいるかぎりずっと、コロナとヴィヴィアンさんはこの人を止めたり治したり謝られたりしないといけないのだろうか。そうだとしたら、とてもやりきれない。

　ヴィヴィアンさんと顔を見あわせた。ヴィヴィアンさんも、コロナと同じようなことを考えているみたいだ。

　それにしても、ステファニーさんの声を聞いていると、なんだかコロナまで何かに謝らないといけないような気分になってくる。考えてみれば、レニィさんとか権堂さんとかヴィヴィアンさんとか、いろいろな人たちに迷めい惑わくをかけっぱなしなので、謝らないといけないことはたくさんあるのだ。あんなことがあった。こんなことも。そう。そうだ。謝らないと。

　身体からだが重くなってきた。ため息が出た。急に血の巡めぐりが悪くなった。座っているのがつらい。コロナはうなだれて床に手をついた。

「どうしたの？」

　ヴィヴィアンさんが背中をゆっくりとさすってくれた。ステファニーさんも額を床にこすりつけるのをやめて、長い長い髪かみの毛の合間から血走った目でコロナを見ている。こ、怖こわい。ものすごく怖い。

「……い、いえ、そ、そのう……少ぅしだけ、気分が。えっと、たぶん、旅の疲つかれなのではないかと」

「それならいいけど。今日は早く寝ねたほうがいいかもしれないわね」

「そ、そうですね。はい。そうかもしれません」

「本当に……大丈夫ですか……？」

　ステファニーさんの声は、地の底からわきあがってくる湿しめり気を帯びたつめたい風のようだ。寒気がした。

「あ、は、はいっ。だ、大丈夫です」

「無理は……しないほうが……いいですよ。わたしのように……なってしまうかも」

「え」

「冗じよう談だんです」

　ステファニーさんは、ふ、ふ、ふ、と笑った。冗談。今のが冗談？　どういう冗談？

　冗談というよりも、怪かい談だんだ。

　こんなことを思ったらちょっと失礼かもしれないけれど、むしろステファニーさんの存在自体が怪談だ。

　ステファニーさんはいきなり立ちあがって、部屋の隅すみに積みあげてあった布ふ団とんをてきぱきと敷しきはじめた。読めない。次の瞬しゆん間かん、何をしだすのか、さっぱりわからない人だ。コロナはふたたびヴィヴィアンさんと顔を見あわせた。手伝ったほうがいいのだろうか。とりあえずやめておこう、という雰ふん囲い気きだった。べつに厄やつ介かいなことをしているわけではないので、放ほうっておいたほうがいい。好きにさせておけば、面めん倒どうを起こさないのではないか。そうだといい、というよりは、そうであってほしい。

　びくびくしているコロナをしりめに、ステファニーさんは間もなく三人分の布団を敷き終えた。あっという間だった。しかも、布団と布団との間かん隔かく、枕まくらや掛かけ布団の位置などが寸分の違ちがいもなくそろっている。気持ち悪いほど几き帳ちよう面めんな敷き方だ。

「さあ！」

　ステファニーさんは髪の毛の合間から充じゆう血けつした目でコロナを見た。

「寝てください！」

「……ね、て？」

「寝て！　寝てよ！　疲れているんでしょう!?　そう言ったじゃない！　だからわたし、布団を敷いたの！　ほら！　見て！　こんなにきれいに敷けた！　そう思うでしょう!?」

「え……あ、は、はい、た、たしかに」

「でしょう!?」

「そ、そうですね」

「そう思うんだったら、寝て！　寝なさい！　今すぐ寝てください！　お願いだから寝てよ寝てくれないとわたしもうどうなっちゃうかわからないだから寝て寝てよ寝てください！」

「わ、わかりました！　わかりましたから！　そんなふうに叫さけばないで！」

「じゃあ寝て！　一刻も早く寝て！　即そつ刻こく寝て！　死ぬほど寝て！　死んだように眠ねむって！　そうしてくれないとわたし……！」

「は、はい！　寝ます！　眠ります！」

　コロナは大急ぎで着き替がえもせずに布団にもぐりこんで目をつぶった。ヴィヴィアンさんも同じように寝る体勢になった。半永久灯が消えた。真っ暗になってしまったので見えないけれど、ステファニーさんも布団に入ったようだ。寝よう。寝ないと。ステファニーさんに何をされるかわからない。でも、隣となりの居間で博ばく打ちをしている男の人たちの声がうるさくて、とても寝つけない。だいたい、まだ寝るような時間ではないのだ。疲れているのは事実だけれど、いくらなんでも早すぎる。

　暗さに目が慣れてきたので、コロナは身体を横に向けて隣のヴィヴィアンさんの様子をうかがってみた。コロナは右、ステファニーさんは左で、ヴィヴィアンさんは真ん中の布団に寝ている。ステファニーさんの隣に寝たくなくて、つい真ん中をさけてしまった。

　ヴィヴィアンさんも寝られないようで、コロナのほうを向いてそっと息をついた。ステファニーさんはどうしているだろう。確かめたいけれど、コロナの位置からはよくわからない。身み振ぶりと表情を駆く使しして、ヴィヴィアンさんに訊きいてみることにした。

（あのう、ステファニーさんは、寝てらっしゃいますか？）

（さあ）

　ヴィヴィアンさんは寝返りを打つふりをして、ステファニーさんのほうへ身体を向けた。しばらくすると、またこっちを向いた。

（わからないわ）

（そう……ですか）

（もう少しじっとしていましょう）

（そうですね）

　コロナは仰あお向むけになって目を閉じた。最初は居間から聞こえてくる声や物音がやかましくてかなわなかったけれど、そのうち気にならなくなってきた。やっぱり、すごく疲れているのだ。馬車に乗っている間は、やわらかい寝ね床どこで眠ることができなかった。身体中が痛くてだるかったし、人がたくさんいてくつろげなかった。それでも、そばにレニィさんがいてくれた。心強かった。レニィさんがいなかったら、頭がおかしくなっていたかもしれない。今は、隣にヴィヴィアンさんがいる。信しん頼らいできる人だ。心がとろける。形がなくなる。ああ、ひょっとしたら、このまま眠れるかもしれない。もうちょっとのところだった。

　洟はなをすするような音がした。

　それから、これは嗚お咽えつだ。

　誰だれかがしゃくりあげている。

　コロナではない。ヴィヴィアンさんでもないだろう。

　ということは、ステファニーさんだ。

「……うう……ひえ……うぐぐ……うぇーん……びぇーう……おーん……うぇーん……」

　泣き声はどんどん大きくなっていった。もちろん、眠気なんか吹ふっ飛んだ。目を開けて隣を見ると、ヴィヴィアンさんはもう身体からだを起こしていた。コロナも起きあがった。ステファニーさんは両手で顔を覆おおって号ごう泣きゆうしている。すごい泣き方だ。なんというか、容よう赦しやなく泣いている。まるで赤ん坊ぼうみたいだ。

　コロナはため息をついた。大だい丈じよう夫ぶなのだろうか、この人は。大丈夫ではないのだ。コロナも他人のことは言えない。その自覚はあるけれど、いくらなんでもここまで情じよう緒ちよ不安定ではないと思う。

　見たところ、大人の女の人なのに、コロナよりひどい。

　呆あきれている自分と、安心している自分がいた。

　そんな自分に戸と惑まどった。

　なぜ安心なんかしているのだろう。

　もしかして、自分よりもステファニーさんのほうが下だと思って、それで……？

「……ぅらにぃ……らにぃ……うう……くらにぃ……うぇーん……なんで……どうしてよ……くらにぃ……ばか……ばかばかばかばか……うう……くらにぃの、ばか……」

　くらにぃ。

　クラニィ。

　人の名前だろうか。

　コロナは胸を押さえた。吐はき気がする。気持ち悪い。自分が気持ち悪い。どうすればいいのだろう。この不快感を消すには、ごまかすには、どうすれば。コロナは立ちあがった。

「コロナ？」

　ヴィヴィアンさんに名前を呼ばれても、そちらには顔を向けなかった。コロナはステファニーさんの布ふ団とんのところまで行った。ステファニーさんはうつぶせになっていた。枕まくらに顔を押しつけて、泣きじゃくっている。コロナは布団の脇わきにぺたんと座った。なんだか汚きたないことをしようとしているように思えて仕方ない。でも、我が慢まんできないのだ。この胸のもやもやした黒いものをどうにかするには、こうする以外、方法がない。少なくとも、コロナには思いつかないのだ。このステファニーという人はかわいそうで、心が弱っていて、それはそう、コロナの心よりもずっと脆もろくなっていて、だから、同情に値あたいする。この人には、やさしくしてあげないといけない。慰なぐさめてあげるのだ。それは悪いことではないはずだ。いいことだ。ステファニーさんも、そうしてほしがっている。コロナにはわかる。やさしくしてほしいから、こんなふうに泣いてみせるのだ。たいして知りもしない相手の前で、泣き伏ふしたりするのだ。

　コロナはステファニーさんに覆いかぶさるようにして、後ろから抱だきしめた。

「どうしましたか。ステファニーさん。何があったのですか。コロナでよければ聞きましょうか。話したくないですか。話したくなければ話さなくてもいいです。泣きたいですか。もっと泣きたいですか。泣けばいいです。泣いてください。たくさん泣いてください」

　耳みみ許もとで囁ささやいていると、ステファニーさんはコロナの腕うでの中でいきなり身体をぐるんと回転させて、猛もう烈れつにしがみついてきた。髪かみの毛の合間で、ステファニーさんの目が光った。一いつ瞬しゆんだけだったけれど、爛らん々らんと輝かがやいていた。両腕で、いや、全身で締しめつけてくる。すごい力だ。気が遠くなりかけた。

「いいの？　泣いていいの？　ねえ？　わたし、泣いてもいいの？」

　今の今まで泣いていたのに、どうしてか涙なみだ声ごえではなかった。

「いっぱい泣いてもいいのね？　聞いてくれる？　わたしの話、聞いてくれる？　本当に？　噓うそじゃない？　話してもいいの？　ねえ？　わたしの話、聞いてくれるのね？　一から千まで聞いてくれるのね？」

「え、ええ、はい、き、聞きます、聞きます、ので──ち、力を、ゆるめ、て……」

　ステファニーさんはいったんコロナを放してくれた。すぐにもう一度、がっちりつかまえられた。逃にがさない。もう逃がさない。絶対に逃がさない。そう言われているような気がした。ひょっとしたら、コロナは重大な過あやまちを犯おかしてしまったのかもしれない。そんなことをちらりと思った。
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「ど、どうした、コロナ」

　博ばく打ちは夜半をすぎても終わらなかったし、必ずしも安あん眠みんできたわけではないのだが、目覚めはそこそこ爽そう快かいだった。まだ大勢がごろ寝ねして鼾いびきをかいている居間の戸を開け、板いた敷じきの廊ろう下かに出て、庭やその向こうの畑を眺ながめながらのびをしていると、身体のそこかしこにこびりついていた寝起きの倦けん怠たい感がどんどん消えていった。空が晴れ渡わたっていて、やっぱり空気がうまいからだろう。正真正しよう銘めい、こいつは気持ちのいい朝だ。それ以外の何ものでもない。しみじみとそう実感していたところ、女部屋からコロナが出てきたのだった。

「……お、おはよう……ございます……」

「あ、ああ。おはよう」

　いや、そうじゃねえだろ。挨あい拶さつの前に、どうしたって訊きかなかったか、俺。訊いたよな。でも、耳に入ってねえか。しょうがねえのかもな。このザマじゃあな。

　コロナは、ひょほひょほ、という感じの、かなり頼たよりない、足あし腰こしが弱った老人のような、もしくは、自力で立てるようになってまだ間もない幼児みたいな足どりでレニィのそばまで歩いてくると、へなへなとしゃがみこんでしまった。大丈夫なのか。あからさまに、大丈夫じゃなさそうだよな。レニィはコロナの隣となりに腰を下ろした。

「寝てねえのか」

「……はい……そうですね……あまり……ほとんど……」

　コロナはいつもの魔ま術じゆつ士衣を着ているが、よれよれだ。帽ぼう子しは被かぶっていない。目の下に隈くまができている。ものすごく立派な隈だ。こころなしか、頰ほおもこけているような。スミレ色の瞳ひとみはひどく澱よどんでいて、同じ色の髪の毛はだいぶ乱れている。最初は寝ね癖ぐせなのだろうと思ったが、ほとんど寝ていないということは、違ちがうのか。

「まあ、居間がだいぶうるさかったからな」

「……いえ……それは、あまり……」

「え？　じゃあ、なんで。あれか。いつもと枕が違うと眠ねむれねえ、みたいな？」

「……いえ……そういうわけでもなく……」

「ああ。ヴィヴィアンはいいとしても、よく知らねえ女が同じ部屋だったからな。なんかこう、結構やばそうな女だし」

「……やばい……そう、ですね……ふふ……」

　コロナはなぜか静かに笑いながら、胸を押さえている。息苦しさをこらえているかのようだ。というか、本当に苦しそうだ。レニィは居間を振ふり返って、誰だれも起きていないことを確かく認にんしてから、コロナの腰に手を回した。

「どうしたんだよ。あの女に何かされたのか」

「……いえ……そういうわけでは……ふふ……」

「でも、お前、様子が変だぞ」

「……ただ、お話を聞いていただけです……ただ、それだけ、なので……ふふ……」

「話って、どんな話だ」

「それは……」

　コロナは身体からだを倒たおしてレニィの胸に頭を預けようとしたが、ためらっているようだ。こういうところがな。なんつーかまあ、どうにかしてやらねえと、みたいな気分にさせられるっつーか。かわいいっていやあ、かわいい、かな？　──って、なに考えてんだ、俺。

　思いきって抱きよせると、コロナは目をつぶってレニィの胸に頭をぐりぐり押しつけながら、大きなため息をついた。

　見入ってしまった。

　桜色の唇くちびるが少しだけ開いている。

　なんて無防備なのだろう。

　睫まつ毛げまでスミレ色だ。

　あたりまえか。

　コロナも変だけど、俺だって変だよな。

「で、どんな話を聞かされたんだ」

「それはもう、いろいろと」

「へえ。世間話ってわけじゃなく、か」

「生おい立ちとか、ですかね」

　コロナは目を閉じたままでいる。身体にも力が入っていない。安心しきって、レニィに身を任せているのだ。しかし、いいのかね。こんなに信用して。いや、裏切るつもりはこれっぽっちもねえけど。別の意味でっつーか。俺も、ほら、男だしな。

　そうなんだよな。

　俺は男で、コロナは女で。

　このごろやけに意識しちまう。

　たまに何かしちまいそうになって、やばい。マジで、やばい。

　たとえば、今、コロナの唇に自分の唇を重ねることなんて、息を五秒間止めるよりもきっと簡単だ。

　エルデンに戻もどれば、相変わらず一つ部屋で寝起きしているわけだし、その気になれば、いわゆる男女の仲になることだって、できなくはないだろう。

　物理的に可能か不可能か。ただそれだけの問題ではないのだ。

　なんとなくだが、コロナは拒こばまないような気がする。

　だからこそ、余計にやばい。

　俺が自制しねえと。そうしねえと、どこまでも突つっ走っちまう。本当に抑おさえないといけないのか。べつにいいんじゃねえの？　行くところまで行く。何か問題が？　正直、わからない。わからないのだ。わからないうちは、ダメだ。でも、いつになったらわかるんだ……？

「生い立ち、ね」

「はい。生まれてから、どこで、どんなふうに育って、どういうことがあって、そのときどんなふうに思って、どうなって、今、どうか、というようなことですね……」

「な、長そうな話だな」

「……とても、長かったです」

「長いだけじゃなかったんだろ」

「悲ひ惨さんというか、無残といいますか、やりきれないというか……」

「もしかして、それ、夜通し聞かされてたのか」

「ついさっき、ようやっと終わりまして……といいますか、ステファニーさんがいきなり、もう疲つかれたので寝ねる、と言いだして……」

「それで、寝ちまったのかよ」

「はい」

「か、勝手な女だな」

「コロナはなんだか、眠れそうになく……」

　そう言いながらも、コロナは小さなあくびをした。レニィはつい笑ってしまい、コロナの頭を撫なでた。コロナはほんの少し目を開けて、照れくさそうな笑えみを浮うかべた。

「レニィさんがあったかくて、ちょっと眠たくなってしまいました」

「眠けりゃ寝りゃいいだろ」

「でも、ご迷めい惑わくじゃないですか」

「迷惑なんかじゃねえよ。まあ、ここじゃあ、さすがに落ちつかねえだろうけどな」

「そんなこと、ないです」

　コロナはかすかに首を横に振ふって、レニィの胸に顔をうずめた。

「ステファニーさんの大好きだった人が、亡なくなられたんですって」

「俺も聞いたよ。ギャンガーに」

「そうですか」

「さらっとだけどな」

「その人は」

「ああ」

「……奥さんがいて、お子さんもいて」

「ふ、不ふ倫りんってやつか」

「いえ……片思いだったみたいです」

　それも怖こわそうだな。あの女に片思いされるってのも、そうとう。レニィは口に出して言ったわけではないが、コロナも同感のようだ。

「どうしても、その人に振り向いてほしくて……だいぶ迷惑をかけたと、おっしゃってましたけど。それはそうだろうなあ、と……」

　ギャンガーの言葉が思いだされた。

　放ほっとけねえんだよ。一人にしたら、何しでかすかわかったもんじゃねえ。

　あんなのはかわいいもんだ。あいつも周りのやつも、死ぬわけじゃねえ。

　──おっかねえからな、あいつ。

　寒気がした。

　腕うでに力をこめると、コロナは、ふ、と息を吐はいた。レニィは、だが、ゆるめなかった。抱だきしめれば抱きしめるほど、離はなしたくなくなる。

「レニィさんで、よかったです」

　コロナはそう言ったきり口をつぐんだ。やがて寝息を立てはじめた。マジで寝ちまうなんてな。レニィはそっとコロナの髪かみを撫でた。朝の太陽が眩まぶしい。とけてしまいそうだ。起きたばかりだというのに、レニィまで眠ねむくなってきた。そういうわけにはいかねえか。じっとしていた。不思議と満たされた気分だった。そのうち誰かが起きだしてきて、この静せい寂じやく、この平へい穏おんも破られてしまうだろう。なんだかすごく惜おしい気がする。

　後ろのほうで戸が開く音がした。振り返ると、ヴィヴィアンが女部屋から出てきたところだった。ヴィヴィアンはこっちを見るなり部屋に引き返してゆき、間もなく毛布を持ってまた出てきた。それから足を忍しのばせて居間を通り抜ぬけ、レニィに抱かれて寝ているコロナに毛布をかけてくれた。ヴィヴィアンはレニィの隣となりに、適切な距きよ離りをあけて座った。

「あんたはいくらか寝たのか」

「はい。とてもつきあいきれなくて」

「そうか。だよな」

「とはいっても、まだ眠いです。わたしにもあなたみたいな人がいれば、肩かたを貸してもらって少し居眠りしたいところですが」

　ヴィヴィアンは悪戯いたずらっぽく笑った。酒に酔よっているわけでもないのに、軽口をたたくなんて珍めずらしい。まあ、今さらなので、多少ひやかされたくらいでは恥はずかしくも何ともない、と言いたいところだが、噓うそだ。たぶん、レニィの顔はだいぶ赤くなっている。

「作ればいいじゃねえか。あんたなら、いくらでもできるだろ」

「そうでしょうか」

「近場でも、権ゴン堂ドウとか、そんなに悪くないんじゃねえの」

「あの人は脈がありませんよ」

「そうかな。権堂は鈍どん感かんなだけだろ。意外と、正面切って、つきあってください、とか言ったら、うむ、承知した、断る理由はないゆえ、みたいに答えそうな気もするけどな」

「もしそうなったら、サトーさんが嫌いやがらせをしてきそうですね」

「ああ。それはそうかも」

　クソサトーが権堂とヴィヴィアンの行く先々に現れて、あーでもないこーでもないと謂いわれのない文句をつけたり、酔っ払ぱらって絡からんできたり、てめえらだけがいけしゃあしゃあと幸せヅラしてるのは許せねえ死ね死んじまえクソッタレ呪のろわれろ、みたいな呪じゆ詛その言葉を吐いたりする姿が目に浮うかぶようだ。

「……とことんうぜえやつだよな、あいつ」

「たまに思うのですが、サトーさんは」

　ヴィヴィアンは自分の思いつきがよっぽどおもしろくてたまらないようで、これも本当に珍しいことに、口くち許もとを押さえて含ふくみ笑いをした。

「権堂さんが好きなんじゃないでしょうか」

「そ、そいつはいくらなんでも──」

　いや、でも、ある意味、権堂はクソサトーの野や郎ろうに愛されてるよな。

「最悪の恋こい敵がたきだな……」

「誰だれのですか」

「え。だって、あんた、権堂は脈がないって言っただろ。てことは、多少はそういう気持ちがあるってことなんじゃねえの」

「ありませんよ」

　ヴィヴィアンの声が硬かたくなった。コロナが、うにゃ、みたいな声を出したので、目を覚ましたのかと思ったが、どうやら寝ね言ごとみたいだ。レニィはコロナを抱かかえなおして、ヴィヴィアンの横顔を見た。あんまりつっこまねえほうがいいのかな。よくわからねえ。こんなふうに気安い感じで喋しやべることだって、そんなにあるわけじゃねえしな。いつもはどこかで待ち合わせて一仕事して飯食って解散、みたいな流れだし。機会がねえんだよな。しかし、サトーと権堂か。しばらくの間は、やつらが一いつ緒しよにいるところを見ただけで吹ふきだしちまいそうだ。
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　仕事が始まったのは、三日目の夜だった。

　昨日まではさかんだった博ばく打ちも一段落ついたようで、退たい屈くつをまぎらすために農作業を手伝う者もいたりして、今日は皆みな、早めに眠っていた。そろそろかな、という雰ふん囲い気きも多少はあったが、緊きん張ちよう感はさほどなかった。そんなに気合いを入れていたって、どうせ侵入者クラツカーたちの出番は、農園が襲しゆう撃げきを受けて、警備員たちが撃退して、そのあとだ。準備をする時間はたっぷりあるはずだ。

　実際、そのとおりだった。

　鐘かねを打ち鳴らす音で目が覚めたのは、二時ごろだ。

　レニィは居間の隣の部屋で毛布にくるまって寝ねていたのだが、先に権ゴン堂ドウが起きていて、愛刀を手に持っていた。サトーを蹴けり起こして居間の戸を開けると、もう明かりがついていた。居間で雑ざ魚こ寝ねしていた者は全員、目覚めている。他ほかの部屋からも続々と侵入者クラツカーたちが出てきた。居間はあっという間に二十五人の侵入者クラツカーで埋うめつくされた。

　間もなくマネミーが駆かけこんできた。

「さすがだな。うん。もうみんな起きてるんだな。じゃあ、本部にきてくれるかな。うん。あ、念のために言っておくけど、静かにね。外は暗いから、気をつけて」

　外に出ると、篝かがり火びが焚たかれている櫓やぐらの近くで動いている人ひと影かげがちらちら見えた。声も聞こえる。おお、やってるやってる、と誰かが呟つぶやいた。こっちの動きがいいねえ、と感心したように言う者もいた。たしかに、この武装アームド農園フアームの警備員たちは統とう率そつがとれているようだ。敵が侵入してきたら、みるみるうちにそれ以上の数が集まってきて叩たたいてしまう。敵は同時に数すう箇か所しよから攻せめて、警備員の防備にほころびを生じさせようとしているのだろうが、そうはゆかない。櫓の鐘だ。おそらく、警備員たちはあの鐘の音を頼たよりに動いているのだろう。十数メーテルごとに組まれている櫓には、必ず篝火と鐘が設しつらえられている。鐘の鳴らし方にも、一回鳴らすとか、二回鳴らすとか、その間かん隔かくとか、きっといろいろ種類があるのだ。農園を効率よく守備するために、工夫が凝こらされている。

　それでも、力押しで押して押して押しまくれば、突とつ破ぱすることはできるかもしれないが、野や盗とうにとって略りやく奪だつは仕事だ。あくまで生計を立てるためにやっている。命を繫つなぐために働いているのに、自分が死んでしまったら何の意味もない。うまい死に方をして、死体を仲間に回収してもらい、蘇そ生せい式を受けることができて、成功したとしても、金がかかる。そんなことになったら、大損だ。

　敵は大きな損害をこうむる前に退くだろう。そのうちまたやってくる。あとはもう根比べに近い消しよう耗もう戦せんだ。

　警備責任者の媚婁メイルーは、不毛な戦い、と評していたが、さて、そいつはどうかな、と思わざるをえない。

　相手は怪かい女じよママ・モンローを中心とした血族野盗集団、モンロー党だ。

　対する警備員たちは、ようするに傭よう兵へいみたいなものだ。この武装アームド農園フアームに愛着がわいている者も、ひょっとしたらいるかもしれないが、身命を賭としてまで守り抜ぬこうとする義理堅がたいやつがどれだけいるか。たいていの人間は自分が一番大事だ。やばくなったら逃にげだすだろう。今は形勢が有利だから、そんなことは起きていない。たぶん、それだけの話だ。

　だからこそ、早く決着をつけないといけない。

　状じよう況きようが悪くない今こそが、決定的な手を打つ絶好の機会なのだ。

「さあ、仕事よ」

　この媚婁メイルーという女はなかなかのやり手だ。

「もうすぐ連中は退く。呉戒ウージエが追つい跡せきして、やつらのねぐらを探さぐりあてて、戻もどってくる。そんなに遠い場所じゃないはずだから、それほど時間はかからないと思うわ。もう一度、言っておくけど、あんたたちには是ぜが非でもママ・モンローの首をとってもらう。あの女にとどめを刺さした者には、ボーナスを出すわ」

　侵入者クラツカーたちが目の色を変えた。

　媚婁メイルーは右手の指を五本立ててみせた。

「五万ダラーよ。それから、成功報ほう酬しゆうも、前もって約束していた一万ダラーにもう一万ダラー上乗せする。あと、運悪く死んでしまった者も、蘇生可能な状態なら、すぐエルデンに死体を運んで蘇生式を受けさせてあげるわ。費用はこっちが持つ」

「ずーいぶんとまあ、気前がいいねえ」

　デ・ペドロのもじゃもじゃ頭は、寝ね癖ぐせのせいでふだんの倍くらいもじゃもじゃしている。得物は、刃はも長ければ柄つかも長いモトロール刀だ。長なが柄えの刀は珍めずらしいが、長身瘦そう軀くのデ・ペドロにはよく似合っている。

「まあ、オレらにとってはいいことだべよ」

　ギャンガーは長い刀と、それよりやや短い刀の二刀流らしい。ずんぐりしたこの男が二刀を構えている姿を想像すると、なんだかちょっと愛あい嬌きようがある。

　二人に挟はさまれているステファニーがベルトに提さげているのは、大おお振ぶりの鉈なたと、それからあれは、もしかして、包丁だろうか。といっても、その重量で太い骨まで軽々と断たち切ってしまえそうな、武器よりも武器らしく見えないこともない肉斬きり包丁だ。

　──おっかねえからな、あいつ。

　背筋がぞくっとした。

「正直に言うけど」

　媚婁メイルーは黒い唇くちびるを舌先で舐なめて、なぜか楽しそうに目を細めた。

「ママ・モンロー。あの怪女はね。命を惜おしんで殺せるような相手じゃないのよ。あんたたちには期待してるわ。うちの連中はここを気に入っていて、骨を埋うずめるつもりになっている者も少なくない。そのせいで、大金のために博ばく打ちに打って出るような野心は失ってるのよ。臆おく病びようとは言わないけど、慎しん重ちようでね」

「アンタもか、媚婁メイルー」

　ギャンガーは鼻の下をこすった。

「暇ひまだったもんで、ちらちら聞いたんだけどな。この農園の態勢がここまでビシッと整ったのは、アンタがきてからだそうじゃねえか。しかも、かなりの短期間でっつう話だべ。たいした手並みだよな。まあ、余計なお世話かもしんねえけどよ。アンタ、こんなとこでくすぶってるような玉じゃねえべよ」

「あたしのことを知っているのね」

　媚婁メイルーは表情を変えなかった。声も揺ゆれていない。

「でも、何もかも知っているわけじゃないでしょう。あたしも同じだわ。ギャンガー。デ・ペドロ。それから、今はステファニー？　あんたたちの名前は知っている」

「ほー」

　デ・ペドロが首を左右に曲げて骨を鳴らした。ステファニーはうつむいているので、どんな顔をしているのかわからないが、なんとなく身体からだがこわばっているように見える。

「名前だけよ」

　媚婁メイルーは薄うすく笑った。

「あんたたち、あの昼飯時ランチタイムにいたでしょう。でも、時期的にすれ違ちがいね」

「だべな」

　ギャンガーは鼻で息を吐はいてうなずいた。

「オレらもアンタのことは噂うわさで聞いたって程度だよ。よくは知らねえ」

「龍州にこんな諺ことわざがあるわ。過ぎ去る背を追わば来る顔を看過す」

「へいへい。悪かったよ。お互たがい、詮せん索さくはなしってことだな。いや、そんなつもりはなかったんだけどよ。懐なつかしいってのは違うか。べつに、懐かしくはねえよな。何だ。妙みようっていやあ妙なもんだよな、とか思ってよ」

「そうね」

　媚婁メイルーは短く答えて、話を打ち切るように窓まど際ぎわの椅い子すに座った。只ただ者ものではなさそうだったが、やはり何かいわくがある女なのか。それより、ギャンガーだ。ギャンガーだけではない。否定しなかったので、デ・ペドロとステファニーも、ということになるだろう。

　昼飯時ランチタイム。

　あの昼飯時ランチタイムか。

　とくに、黒衣を身にまとった頭領マスターはつとに有名だ。レニィも会ったことがある。あれはもう、至近距きよ離りで見ると、本当にすごい。なんというか、別物だ。同じ人間とはとても思えない。世に美男子といわれるような男は大勢いるが、ああいう美び貌ぼうの持ち主はそうそういないだろう。しかも、べつに背が高いわけでもなく、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうというわけでもないのに、とんでもない手て練だれだというのだ。それで、ついた異名が虐殺カーネイ人形ジドール。おぞましい二つ名だが、人形のような無表情で敵を殺さつ戮りくするその姿を見れば、誰だれしも納なつ得とくするらしい。まさしく、彼は虐殺カーネイ人形ジドール以外の何ものでもない、と。

　ギャンガーたちは、その虐殺カーネイ人形ジドールが率いる昼飯時ランチタイムの一員だったという。いろいろな意味で目立つ連中ではあったが、まさかそんな過去があるとは。これはもう、一目置かざるをえない。そう思ったのはレニィだけではないだろう。それくらい、昼飯時ランチタイムというクランにはネームバリューがある。悪名高いＳｍＣがらみの動乱にも関かかわっていたらしいとか、それがきっかけでかの有名な〝銀の軍団ザ・シルバリイ〟、秩序モラルの・キー番人パーズと敵対しているとか、黒衣の頭領マスターはああ見えてただの変態らしいとか、とにかく話題には事欠かない、だが、実力は折り紙付きのクランなのだ。

　でも、過去なんだよな。なんで抜ぬけたんだ……？

　気になることは気になるが、こみいった事情があるに決まっている。そんなことを気軽に訊きけるような間あいだ柄がらでもない。そういう状じよう況きようでもないだろう。

　侵入者クラツカーたちは床ゆかに腰こしを下ろしたり壁かべに背中をもたれさせたりして、思い思いに身体を休めている。さすがに気持ちは昂たかぶってきているが、むやみに動きまわっていても仕方ない。二十五人いる侵入者クラツカーのうち、一番若いのは間違いなくコロナで、その次がレニィだ。見たところ、たぶん、他ほかは全員、二十代以上だろう。侵入者クラツカーという商売は、足かけ三年もやれば初心者ニユービーとは見なされない。鞍くら替がえしたり死んだりして脱だつ落らくする者が多いので、五年つづけばあと一歩でベテラン、七年なら立派なベテランだ。見たところ、若手はレニィとコロナをふくめて若じやつ干かん名、ベテラン予備軍がちらほら、残りはベテランだろう。まあ、長くやっているからといって、腕うでが立つとはかぎらないが、経験があるぶん、多少のことでは動じなくなって、独特の落ちつきを身につけている。それだけでも、若手にとっては安心感があるというものだ。

　待ち時間はいつだって長く感じる。

　じりじりしながらも、どうやってやりすごすか。

　熟練者たちはそれぞれ自分なりの方法を持っている。

　まだ青二才のレニィは、同じくひよっこのコロナと並んで壁かべ際ぎわに立ち、ため息をついたり、肩かたの力を抜いたり、たまに目を見あわせたり、何げなくこっそり手をつないだり、なんとなく放したりしていた。

　こんなときは、だいたい似たようなことを考える。

　早くしてくれねえかな。さっさと始まってくれ。そうすりゃあ、この中ちゆう途と半はん端ぱな状態から解放される。なんだか、それだけが自分の望みのようにすら思えてしょうがねえ。

　そうこうしているうちに、そのときはやってきた。

　不意に媚婁メイルーが椅子から立ちあがった。

　筋肉人の呉戒ウージエは、音もなく戸を開けて本部の広間に入ってきた。

　呉戒ウージエは一言も喋しやべらなかったが、媚婁メイルーは了りよう解かいしたようにうなずいた。

「行きましょう」

　侵入者クラツカーたちは返事をしなかった。敵のねぐらに不意討ちをかける仕事だ。余計なことは言わない。できるだけ喋らない。極力物音を立てない。黙もく々もくと媚婁メイルーの指示に従い、目的を達成する。すなわち、標的を、ママ・モンローを殺とる。やらなければいけないことは、皆みな、理解しているし、仕事はもう始まっているのだ。

　媚婁メイルーと呉戒ウージエを先頭に本部を出て、十三人の警備員と合流し、裏門と呼ばれている小さな門から農園の外に出た。照明器具のたぐいは、持ってきているが点つけていない。月明かりだけが頼たよりだ。農園を出ると間もなく山で、道なき道を行くようだから、足場は悪いものの、たとえ何かに足を引っかけて転んでも死ぬわけではない。アンダーグラウンドのように異界生物フリークスがひそんでいるわけでもないし、獣けものの鳴き声も聞こえないので、さしたる危険はないだろう。

　山の中を歩くのなんて久しぶりなので、慣れるまでちょっと戸と惑まどったが、意外ときびきび進んでいるコロナを見ると、負けてられるかよ、という気分になった。

　すぐ後ろにいるサトーの息が上がっている。相変わらず、だらしない野や郎ろうだ。権ゴン堂ドウが何か声をかけたみたいだ。サトー×権堂。想像しちまったじゃねえか。ヴィヴィアンのせいだ。そのヴィヴィアンは、医術士とはいってもけっこう体力がある。根こん性じようもある。サトーと権堂のさらに後ろにいるので、振ふり返っても、いる、ということしかわからないが、心配する必要はないだろう。

　空は少しずつ明るくなりはじめている。

　苦もなく歩けるようになると、緊きん張ちようがほぐれてきて、かえって身体からだがだるくなってきた。睡すい眠みん不足のせいか。とはいえ、まあ、無視できる程度だし、いざというときは気にならなくなるだろう。

「そこの魔ま術じゆつ士し」

　前のほうから声がかかった。媚婁メイルーだ。

「魔術は期待しないでほしいってことだったけど、まるっきり使えないの？」

「ほ？」

　コロナは自分を指さしてレニィを見た。レニィはうなずいてやった。

「あ、コロ──わたしは、そのう、まるっきりというわけではありませんけど、正直に申しあげますと、魔術は一つしか使えませんで、しかも、安定しないのです」

「何の魔術？」

「火か炎えん放射という、お師し匠しよう様から教えていただいた魔術なのですけど」

「名前からすると、火の要素精せい霊れいを使うのね」

「はい。そうです」

「安定しないって、まったく使い物にならないってことなの？」

「そうでもねえよ」

　その問いにはコロナの代わりにレニィが答えた。コロナはまだ魔術士としての技量に自信を持つことができていない。過信されても困るが、火炎放射にかぎれば、だいたい十人並み、ときにはそれ以上の威い力りよくを発揮することもある。手品に毛も生えていないような魔術しか使えないくせに、堂々と魔術士を名乗っているインチキ野郎が大勢いるのだ。そんな連中と比べたら、コロナのほうがよほどちゃんとした魔術士だろう。その上、コロナは剣けんまで使える。ただ闇やみ雲くもに振りまわすだけではない。実戦経験を積んで上達した。剣術の訓練を受けたことがあるレニィでも、油断すれば後おくれをとりかねない。コロナは世にも珍めずらしい魔法剣士なのだ。

「最近はだいぶよくなってきた。一いつ瞬しゆんのうちに丸焼きにするとか、そんな芸当は無理だけどな。火傷やけどを負わせるくらいのことはできる。引火しやすいものを燃やしたりとかな。先制攻こう撃げきには十分使えるぜ」

「じゃあ、やってもらうわ」

「やります」

　コロナは即そく答とうした。偉えらいぞ。レニィはついついコロナの頭を撫なでてしまった。

　媚婁メイルーはそれきり口をつぐんだ。

　道なき山道はやがて平らになった。

　そのうちまた傾けい斜しやがきつくなったので、一行は大きく蛇だ行こうするように進んだ。

　薄はく明めい、というやつだ。

　だいぶ明るくなってきたように思えるのだが、見えるようで意外と見えない。

　いいころあいだ。

　媚婁メイルーが立ち止まって手をあげた。侵入者クラツカーと警備員たちはぴたりと止まった。

　もうすぐこの斜面を登りきる。

　あの上か。

　媚婁メイルーがコロナを見て、こっちへこい、というように手招きしてみせた。レニィは権堂やヴィヴィアンに表情と身振りで、行ってくる、と告げてから、コロナに付き添そって媚婁メイルーのそばまで一いつ緒しよに移動した。

（ついてきて）

　媚婁メイルーは手で斜面の上を示した。レニィとコロナはうなずいた。先頭は呉戒ウージエで、媚婁メイルーがその後ろにつき、レニィとコロナがつづいた。他ほかの連中はそのまま待機だ。ここからだ。いよいよ本番だ。枯かれ枝を踏ふんづけしまい、小さな音がしただけで、ひやりとする。レニィは唇くちびるを舐なめた。コロナもだいぶ緊張しているようだ。ダメだな。俺までガチガチになってどうする。コロナを安心させてやるんだ。俺はでんと構えてねえと。大だい丈じよう夫ぶだ。何の問題もねえ。そう思わせてやるのが俺の役目だ。

　このごろわかってきたことがある。トモヨの言葉。人には二種類いるって言ったよね。魔術士か、それ以外。コロナちゃんはどっちかな。コロナは──たぶん、コロナは魔術士だ。その素質はきっとあるのだ。でも、なかなか実力を発揮できない。自分でも言っていたとおり、安定しない。レニィは最初、才能がないからだろうと思っていた。今は違ちがう。

　コロナはお師匠様とやらに身体中を、肉体だけじゃなく、頭の中、心まで弄いじくり回されて、その結果、精神を安定させる薬を服用しつづけないと身動きがとれない、心身ともに正常に働かなくなってしまう、そんな状態にされた。コロナは愚おろかな魔術士の犠ぎ牲せいになった子供なのだと、トモヨは言った。たぶん、本当の魔術士の世界に足を踏み入れようとする者の前には、高い壁かべが立ちはだかっているのだ。素質があれば、潜せん在ざい能力を解放するだけで突とつ破ぱできる。素質がないので、薬だの人体改造だのでどうにかして乗り越こえようとする者がいる。コロナはそのための実験の被ひ験けん者しやだったというわけだ。

　レニィは今、こう考えている。

　お師匠様とやらがコロナにしたことは、すべて無む駄だだった。それどころか、有害だった。もっとまともな、ちゃんとした魔術士の指導を受けていれば、こんなことにはならなかった。今ごろきっと、立派な魔術士になっていた。馬ば鹿かで身の程ほど知らずなお師匠様とやらは、私欲のためにコロナを壊こわしたのだ。もう少しで台無しにされるところだった。

　まだ間に合う。

　コロナに必要なのは、身体からだを好き勝手に改造することでも、薬で脳みその仕組みをめちゃくちゃに改変することでもない。

　お前にはできる。お前ならできる。絶対にできる。できないはずがない。そう信じさせてやることだ。そのために、まずはレニィがコロナを信じることだ。

　斜面を登りきると、平らな場所に出た。レニィとコロナは呉戒ウージエと媚婁メイルーにならって、木こ陰かげに身を隠かくした。媚婁メイルーが左前方を指さしてみせた。

（あっちよ。見える？）

（ああ）

　目を凝こらすまでもない。百メーテルほど先だ。木々の合間に天幕のようなものが見える。一つではない。いくつもある。集落という風ふ情ぜいではない。絶えず移動しているのだろう。

（近づくわよ）

（了りよう解かい）

　今のところ、コロナも大丈夫だ。怯おびえている様子はない。レニィさえしっかりしていれば、コロナはきっちり役目を果たしてくれるだろう。レニィは疑っていない。もし万が一、うまくゆかなければ、そのときは身体を張ってコロナを守る。命いのち懸がけでフォローする。難しいことは何もない。

　レニィはコロナの手を握にぎった。媚婁メイルーはつないだ手を一いち瞥べつしたが、表情を変えなかった。呉戒ウージエは引き返して、ここからは媚婁メイルーとレニィとコロナの三人で行動することになるようだ。少人数で奇き襲しゆうし、すぐに逃にげに転じて、おびき出す。そこを全員で一気に叩たたく。そういう作戦なのかもしれない。

　三人は木陰から木陰へとジグザグに移動して、少しずつ敵のねぐらに接近していった。

　敵に動きはない。天幕の外にも人がいるのだが、地べたに腰こしを下ろしてうなだれている。寝ねているのか。そう見える。居い眠ねむり中の見張りが、三人、四人か。獣じゆう皮ひ製らしい天幕は七つだ。一つだけでかい天幕がある。おそらく、ママ・モンローはあの中にいるのだろう。

　一番近い天幕まで約三十メーテルの地点で媚婁メイルーが足を止めた。

（届く？）

（いや）

　レニィは首を横に振ふってから、コロナの顔を見た。コロナもぷるると首を横に振った。

（もうちょいだな。あと十メーテル）

（わかったわ）

　媚婁メイルーは肩かたに掛かけていた小型の弩ゆみを手にとって、ふたたび進みはじめた。レニィも右手を剣けんの柄つかにかけた。左手はコロナの右手を握ったままだ。ここまできてしまうと、もう腹が据すわっている。うまく魔ま術じゆつの有効射程距きよ離りまで近づくことができればよし。途と中ちゆうで気づかれたら、一目散に逃げる。やることは単純だ。それにしても、コロナの魔術が使えなければ、媚婁メイルーは一人で囮おとり役を務めるつもりだったのか。たぶん、そうなのだろう。たいした度胸だ。名前からすると龍州人なのだろうが、そういえば、あのＳｍＣ亡なきあと、エルデンの闇やみ市いちをとりしきっているのは、龍州連合という龍州人を中心としたクランだ。何か関係があるのか。まあ、どうでもいいことではある。媚婁メイルーが立ち止まった。

（ここならどう？）

（いけるんじゃねえか。どうだ、コロナ）

（はい。大だい丈じよう夫ぶです）

　コロナは力強くうなずいて、魔術士衣のポケットから触しよく媒ばいをとりだした。乾かん燥そうさせたマホロガの葉とトタン石だ。コロナはそれらを指に挟はさんで、両手で杖つえを握りしめた。いい感じで集中できているときのコロナは、傍はたから見てもぜんぜん違う。コロナは目をつぶった。途と端たんにあたり一帯の空気が張りつめた。いいぞ。ぞくぞくする。耳鳴りだ。きてる。こいつはかなりきてる。媚婁メイルーも顔色を変えた。驚おどろいているようだ。どうだ。すげえだろ。紆う余よ曲きよく折せつあったけどな。コロナは本物なんだ。べつに本物なんかじゃなくたっていい。そんなのどうでもいいって言やあどうでもいいんだけどな。コロナがコロナなら、俺はそれで。

　でも、コロナにとっては違ちがうかもしれねえだろ。何かこう、自分の価値っていうか、そういうものが欲しい。誰だれだってそうだろ。認められたい。自分っていう存在の重要性を認にん識しきしてもらいたい。俺はもちろん、認めてる。コロナがここにいるってだけで、俺にとっては十分だ。だけど、それだけじゃ足りない。人が人としてあるってことは、きっとそんなにたやすくない。今、この瞬しゆん間かんだけなら、俺一人で支えられる。しばらくは。当分は。でも、人生はつづく。俺はいつまでも、くたばるまでコロナと歩いてゆくつもりだ。先は長い。長いと思いたい。その間、ただ俺一人に見つめられて、俺だけにくるまれて、それだけで迷うこともつまずくこともなく進んでゆけるのか。そんなの、たぶん無理だ。俺だってそうだ。俺にも欲がある。金が欲しい。新しい装備が欲しい。もっといい部屋で暮らしたい。うまいものが食いたい。強くなりたい。誰もが一目置くような侵入者クラツカーになりたい。実績を積みあげて、いろんなやつと信しん頼らい関係を築いて、あいつと組みたい、一いつ緒しよに仕事をしたい、そんなふうに思われるような男になりたい。少しずつでもそういう自分に近づいてゆかないと、コロナを支えることなんてできないだろう。一つじゃダメだ。俺たちは脆もろくて儚はかない。それが天下一品の資質なら話は別なのかもしれないが、そうでもなければ、たった一つではとうてい足りない。前に進んでゆくためには、あれもこれも必要なんだ。

　コロナは目を半分くらい開いた。

　スミレ色の瞳ひとみに、甚はなはだしく危険、といってもいいような光がともった。

　風を感じた。コロナの魔術士衣の裾すそがふわりと煽あおられた。

　いける。いけるぞ。かなりいける。

「熔Ｄｅｌ隷Ｙｏ誹」

　コロナは別人のような声こわ音ねで呪じゆ文もんを詠えい唱しようした。以前、コロナに教えてもらったところによると、魔術の呪文は暗記してそれをなぞるというものではないらしい。一種の忘ぼう我が状態で繰くり返し繰り返し唱えて頭の中に刻みこみ、魔術を発動させるときにはむしろ、解き放つ、というイメージで呪文詠唱のプロセスを再現する。レニィはずぶの素人しろうとなので、正直、あまり実感がわかないのだが、とにかくそういうことのようだ。おそらく、そのあたりも関係しているのだろう。呪文の詠唱がうまい具合にいったときは、声自体が違う。

　レニィは思わずのけぞりそうになった。コロナの杖の先から発せられた炎ほのおの勢いがすさまじかったからだ。炎の帯はボォッという音を立ててまっすぐのびてゆき、居眠りをしている見張りたちの鼻先をかすめて一番大きな天幕に襲おそいかかった。獣皮は木や布より燃えにくい。それでもちゃんと引火してくれた。火はみるみるうちに燃え広がった。火事だ。あれはもう火事といってもいいだろう。眠りこけていた男たちが、次々と目を覚まして立ちあがった。慌あわてふためく男たちとは対照的に、媚婁メイルーはおもむろに木こ陰かげから出てゆったりと弩を構え、しっかりと狙ねらいを定めた。弩から放たれた矢は、一人の男の後頭部に突つき刺ささった。男はビクンと身体からだを震ふるわせたが、自分の身に何が起こったのかよくわかっていないのか。意外とそんなものかもしれない。とはいえ、何か変だ。後ろ頭を探さぐった男の手が、何か棒のようなものにふれた。これは。ようやく男は気づいたようだ。短い悲鳴をあげ、振り返りかけて、うずくまった。

　仲間の異変を察知した別の男が、な、何だ、どこだ、誰だ、とか言いながらあたりを見まわした。媚婁メイルーは隠かくれていない。すぐに見つかった。男は、おい、あれ、と仲間たちに媚婁メイルーを指し示した。

「あの女！　見覚えがあるぞ！　武装アームド農園フアームの……！」

「つ、つかまえろ！」

「いや、それよりママのテントが！　ていうか、兄ちゃん！　大丈夫か、兄ちゃん！」

「みんな、起きろ！　敵だ！　ママ……！」

　天幕の中から続々と男たちが飛びだしてきた。媚婁メイルーは身をひるがえして鋭するどく叫さけんだ。

「戻もどるわよ！」

「了りよう解かい！」

「はいっ！」

　結局、ここまでついてきただけで、レニィは何もしていない。せめてしんがりを務めるつもりで、媚婁メイルーとコロナを先に行かせた。駆かけだす前に、もう一度、天幕のほうを見た。ちょうどその瞬間だった。

　いろいろなものが一いつ斉せいに折れたり砕くだけたりする音がして、炎えん上じようしていた一番大きな天幕が吹ふっ飛んだ。内側からだった。天幕の破は片へんがあたりに飛び散った。その一部は、こっちめがけて走ってこようとしていた男たちを直ちよく撃げきした。驚くというより、ぼんやりしてしまった。な、な、な、何だ、あれ。

　女、なのか。

　緑色の部分もあり、青い部分もあって、赤い部分もあり、なんだかもうよくわからない色をした髪かみはやたらと長い。一部、結んだり編んだりもしているようだ。

　距きよ離りがあるので、顔の造作の細かい部分までは見えないものの、まあ、顔立ちだけ見れば、やはり女なのだろう。顎あごは長いが、不細工ではない。若いのか、そうでもないのか、けっこう年寄りなのか、そのあたりは超ちよう越えつしている、年ねん齢れい不ふ詳しようの面おも差ざしだが、それなりといえばそれなりだ。着ている服も、裾がちょっと燃えていたりもするけれど、ピンクのリボンがあしらわれている水色のネグリジェだし、女なんだろうな、と思わざるをえない。

　あのサイズでも、あれは女なのだ。

　言い得えて妙みようというやつだ。

　ママ・モンロー。たしかに、怪かい女じよだ。

　でかい。でかすぎる。明らかに二メーテル以上ある。もしかしたら、二・五メーテルくらいあるかもしれない。気味が悪いほど手足が長く見えるのは、背が高すぎるせいだろう。その手に握にぎりしめているのは、先せん端たんに棘とげが生えている鉄球をつけた金属の棒だ。明けのモーニン明星グスターというやつか。体格が体格なので、小さいというか、華きや奢しやにすら見えるが、実際にはそんなことはないはずだ。あんなものでぶっ叩たたかれたら、ひとたまりもないだろう。怪女はそれを両手に一本ずつ持っている。起きあがりざま、あれを振ふりまわして、一瞬で天幕を弾はじき飛ばした。言うのは簡単だが、やるのは難しい。というか、そんな芸当、普ふ通つうの人間にはできない。

「阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿亥……！」

　もちろん、あんな声を出すのも無理だ。でも、ある意味、助かった。レニィはその恐おそろしい叫び声のおかげで我に返った。ぼさっとしてる場合じゃねえ。ママ・モンローはその長大な足を駆く使しして走ってこようとしている。やべえ。逃にげねえと。見れば、コロナも足を止めて、ぽかんと口を開けていた。

「コロナ！　走れ！」

「ほわ!?　は、はいっ！」

　レニィはコロナのすぐ後ろについて駆けた。このあたりは平らだが、木は生えているし、気をつけないと足をとられてしまいそうな下草やら蔓つるやらもないとはいえない。前を見ていないと危険だ。というか、振り返りたくない。足音が聞こえる。すごい音だ。ほとんど地鳴りだ。まあ、敵はママ・モンローだけじゃねえしな。手下どもだっているわけだし。そいつらが全員で追いかけてきてるわけだし。きっとそのせいだよな。この威圧感プレツシヤー。こ、怖こええ。追いつかれたら死ぬ。絶対、死ぬ。あいつを殺すのか？　あんなやつを？　無理じゃねえの？　いや、いや、ああ見えても人間なんだ。たとえば、雑ざ魚こじゃねえ悪あく魔まとか、でかい贄にえの園そのの住人とか、竜りゆうとか、その手の異界生物フリークスより手て強ごわいってことはねえはずだ。人間なんだから。そういう異界生物フリークスを平気でぶっ倒たおしちまう化物みてえな人間も、世の中にはいるんだけどな。ママ・モンローがそうじゃねえって保証はねえけどな。あんまり考えねえほうがいいよな。今はこうして逃げてるけど、結局あいつとやりあわなきゃならねえってことは忘れたほうがいいよな。

　もうちょいだ。

　あと二十メーテルくらいで、仲間が身をひそめているはずの斜しや面めんだ。

「──はうっ……！」

　コロナがこけた。

　レニィはすかさずコロナを助け起こした。そのまま走ろうとした。なんかやべえ。直感だった。逆らわずに従った。レニィはコロナを抱かかえて左前方に跳ちよう躍やくした。躊ちゆう躇ちよせずに、思いっきり跳とんだ。肩かたやら背中やらが痛かったが、かまわず起きあがりながら後ろを見た。怪女だ。ママだ。ママ・モンローだ。どうやら、レニィとコロナに躍おどりかかり、明けのモーニン明星グスターで粉ふん砕さいしようとしたらしい。ママ・モンローの明けのモーニン明星グスターは、間かん一いつ髪ぱつのところで逃のがれたレニィとコロナの代わりに、地面を思いっきり陥かん没ぼつさせていた。

　ママ・モンローは顔を上げてレニィを見た。目が血走っている。やけに鮮あざやかで光こう沢たくのあるピンク色の舌が、真っ赤な唇くちびるをヌチャッと舐なめた。

「あんたたち、かわいいねえ」

　野太いのだが奇き妙みように甲かん高だかい、おぞましい声こわ音ねだった。

「食べちゃいたいくらいだよ」

「う──」

「ひええぇぇっ……！」

　レニィはなんとか我が慢まんしたが、コロナは正真正しよう銘めいの悲鳴をあげた。

　ちょうどそのとき、仲間たちが一斉に斜面から姿を現して鬨ときの声をあげてくれなかったら、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるみたいにコロナもろともママ・モンローの餌え食じきとなっていたかもしれない。

　ママ・モンローもそっちに気をとられている。その間に、レニィはコロナの手を引いて駆けた。まずはいったん安全な場所まで退いて、態勢を立てなおして、それからだ。そうしねえと、何がなんだかさっぱりわからねえ。レニィとコロナは仲間たちとすれ違ちがって一度、斜面を降り、一息ついた。目と目を見あわせると、緊きん張ちようがとけたせいだろう、どちらからともなく笑ってしまった。

「コロナはちっとも怖くなかったですよ。レニィさんがいましたもの」

「結構すげえ悲鳴だったぞ」

「き、気のせいではないかと」

「俺は怖かったけどな」

「それでは、怖くなくなるおまじないです」

　コロナが目をつぶって顔を近づけてきた。

　まったくの不意打ちだった。

　レニィの唇にコロナの唇がふれた。

　ちゅっ、という感じの音がした。

　ぼんやりと思った。

　なんでこんな音がするんだろうな。

　ていうか、コロナ、お前、今、何しやがった……!?

「──あっ……」

　すぐに顔を離はなしたコロナも、口に手をあてて、自分で自分のしたことにびっくりしているようだ。そりゃあ驚おどろきもするだろうよ。いや、驚いたのはこっちだぞ？　おかしいよな？　なんでお前が驚いてんだよ。思いつきかよ。いきなりか。いいけどよ、べつに。い、いいのか？　いいか。おまじない。効き目はあったしな。バッチリだ。

　もう怖くねえ。

　今の俺は怖いもの知らずだ。

「行くぞ、コロナ」

「え、ぅ、あ、はい……！」

　斜面を登って、まずはあたりを見み渡わたした。戦場は二つに分かれている。ママ・モンローを取り囲んでいる十人ばかりの侵入者クラツカーたちと、それ以外だ。媚婁メイルーが指図して戦力を振ふりわけている。その采さい配はいはうまくいっているようだ。ママ・モンローをのぞく敵は、呉戒ウージエを中心とした警備員と侵入者クラツカーたちに押されまくって、死者はまだ二人か三人だが、早くもズタズタになっている。やはり、呉戒ウージエの存在が大きい。あの筋肉人が突つっこんでゆくと、敵は逃にげる。逃げ惑まどう。他ほかの者たちはパニックに陥おちいっている敵をじっくり追いこんで、とどめを刺させばいい。もちろん、彼らがその仕事に専念できるのは、媚婁メイルーに見込まれた手て練だれの侵入者クラツカーたちがママ・モンローを包囲して、しっかりと封ふうじこめているからだ。

「あんたたちもあっちに！」

　媚婁メイルーがレニィとコロナを見つけるなり指示を飛ばしてきた。言われなくたって、ママ・モンローの包囲戦に加わるつもりだ。レニィは剣けんを抜ぬいて盾たてを構えた。

「コロナ、魔ま術じゆつはどうだ」

「動きまわっている相手には、ちょっと」

「じゃあ、剣だ。まだ俺より前に出るなよ」

「はい！」

　レニィとコロナはママ・モンローを囲んでいる侵入者クラツカーたちの中に交じった。ぱっと見ただけでも、権堂がいて、ギャンガーがいて、デ・ペドロがいて、ステファニーもいる。あとは、ジェームズ何なに某がしに、エインリッヒ何某、モクゼン何某と、他三名。レニィとコロナを入れて、総勢十二人だ。怪かい女じよを向こうに回して、一人もやられていないのはさすがというべきか。それとも、十人でよってたかって、たった一人の相手に手傷を負わせることすらできていない不ふ甲が斐いなさをなじるべきか。いや、ただ単にあの怪女が異常なのだろう。

　怪女は飛んだり跳はねたり回転したりしながら、二本の明けのモーニン明星グスターをブォウンブォウン振りまわしている。侵入者クラツカーたちは怪女の前後左右にばらけているので、一度に狙ねらわれるのは一人か二人、せいぜい三人までだ。他の連中は隙すきあらば怪女に攻せめかかろうとしている、実際、攻めかかっているのだが、これがうまくゆかない。怪女の反射神経というよりも危機察知能力が並なみ大たい抵ていではないのだ。背後からの攻こう撃げきにも確実に反応して、回かい避ひ、または反撃がくる。

　明けのモーニン明星グスターだけならまだしも、さっきは気づかなかったが、怪女はかなり頑がん丈じようそうな金属の脛すね当あてをつけていて、それが防具でありながら凶きよう器きにもなっているのだ。あんな脛当てをつけた足でまともに蹴けられたら、普ふ通つうの人間は十中八九死ぬ。しかも、自然と身についた動きなのか、意識的に練習したのかは不明だが、怪女は二本の明けのモーニン明星グスターとあわせて両足を効果的に使うすべを知っているようだ。つまり、二刀流どころか、四刀流なわけだ。刀は一本も持っていないのに、四刀流とはこれいかに。なんて、つまらねえことを考えてる場合じゃねえ。あの化物をどうにかしねえといけねえんだ。なんか冗じよう談だんみてえな話だけどな。まあ、どう考えても冗談なんかじゃねえわけだけど。

　べつに、レニィとコロナに気づいたというわけではなさそうだ。流れの中で怪女がこっちを向いた。怪女はニタリと笑った。

「あーら。そこにいたの。おいしそうな子こ猫ねこちゃんたち」

　ぞっとした。レニィはコロナと一いつ緒しよに飛びのいた。土つち煙けむりが上がった。明けのモーニン明星グスターだ。まだだ。まだくる。逃げろ。逃げねえと、殺される。理性が吹ふっ飛びそうになった。踏ふみとどまることができたのは、ただ単に怪女が追撃してこなかったからだ。後ろだ。ジェームズ何某とエインリッヒ何某とモクゼン何某の三人が背後から怪女に襲おそいかかった。たぶん、今までより怪女の背中が無防備に見えたのだろう。三人はレニィとコロナという餌えさに釣つられた猛もう獣じゆうを一挙にしとめてしまおうとしたのかもしれないが、結果としては判断ミスだった。怪女は血に飢うえて見境がなくなっている獣けものではなかった。凶暴で油断も隙もない狡こう猾かつな人間だった。

　怪女は振り向きざま右足でジェームズ何某を蹴り倒たおし、立てつづけに左足でエインリッヒ何某を刀ごと蹴り砕くだいて、右手の明けのモーニン明星グスターでモクゼン何某の頭部を粉こな微み塵じんにした。即そく死しをまぬがれたのは、おそらくジェームズ何某だけだ。モクゼン何某は、かわいそうだが蘇そ生せい式でも生き返れないだろう。エインリッヒ何某もあやしい。ジェームズ何某にしても、脇わき腹ばらが無残にへこんでいる。あれではとても動けないだろうし、そのうち死んでしまうに違ちがいない。正直、血の気が引いた。一いつ瞬しゆんのうちに三人も。しかも、三人とも三十歳くらいのベテランで、経験のみならず、技量もレニィより上だったと思う。だからこそ、彼らは好機を見み逃のがせなかったのだ。今なら殺とれる。そう信じて、物の見事に返り討ちに遭あった。怪女の罠わなだったにせよ、とっさに身体からだが動いただけにせよ、やばい。あいつはやばすぎる。俺やコロナが太た刀ち打うちできる相手じゃねえ。俺は調子に乗ってたんじゃねえのか。俺らにふさわしいのはこっちじゃねえ。雑ざ魚こを追い立てる仕事が分相応だ。あっちならちょっとは働ける。それくらいの自信はある。あいつはダメだ。圧あつ倒とう的だ。格が違いすぎる。

　怪女がまたこっちを見た。情けないことに、足がすくんだ。

「迂う闊かつだーな……！」

　デ・ペドロが横合いから怪女に斬きりかかってゆかなかったら、レニィはやられていたかもしれない。ていうか、びびった。なんて鋭するどい踏みこみだ。疾しつ風ぷう迅じん雷らいってやつだ。あのクソ長い刀をあんなふうに振りおろすことができるのは、柄つかが長いせいか。もちろん両手持ちしているのだが、右手と左手の間かん隔かくがだいぶ広い。それにしたって、とんでもねえ振りの速度だ。

　怪女は横っ跳とびして、ぎりぎりデ・ペドロの斬ざん撃げきをかわした。いや、変な色の髪かみの毛が斬きれ飛んだだけでなく、こめかみのあたりがザックリ斬れている。デ・ペドロは、だが、追い打ちをかけなかった。怪女が逃のがれた先にはギャンガーがいたからだ。

「活殺自在！　八つ裂ざきの太刀だべよ……！」

　ギャンガーの二刀流もすごかった。怪女を攻めて、攻めて、攻めまくっているということはわかる。でも、はっきりと目でとらえることはできない。身体の曲げ方、体重移動の仕方、二刀の軌き跡せき、ぜんぶめちゃくちゃのように見えるが、そんなことはないのだろう。でたらめではないから、あんな芸当ができるのだ。怪女はもうかわすので精せい一いつ杯ぱいだ。たじたじだ。あれをよけつづけられるってのも、信じられねえ話だけどな。どんな集中力だよ。体力の限界ってのもあるだろ、普通。そりゃまあ、見るからに普通じゃねえけど。

　その意味で言えば、これはまったく責められる筋合いではないし、あたりまえといえばあたりまえのことではあるのだが、やはり怪女よりギャンガーのほうが普通に近かったということだろう。だいたい、八つ裂きの太刀とやらは、最初から全開ぶっ放しの技わざだった。あれでは息切れしないほうがおかしい。

　かすかに太刀筋が鈍にぶってきた。

　レニィの目でもそう見てとれたくらいだ。

「阿爬ァッ！」

　怪女が見逃すはずはなかった。いきなりだった。

「生意気な小デブちゃん！　許すまじ……！」

　怪かい女じよは反はん撃げきに転じた。ザッと飛びさがって、回し蹴りを繰くりだしたのだ。それだけだが、厄やつ介かいだった。あの足を脛当てごとぶった斬るのは骨だ。だからギャンガーは、今まで攻こう撃げきの手をゆるめようとしなかった。怪女に弱点があるとしたら、身体のでかさだ。手足が長いぶん、どうしても間合いを遠くとらないといけない。ギャンガーは攻せめつづけることで、自分の間合いを維い持じしていた。そのせいで、怪女は動きまわって回かい避ひに専念するしかなかったのだ。逆ぎやく襲しゆうの機会をうかがって、じっと耐たえていた、という言い方もできるかもしれない。とうとうギャンガーの動きが乱れた。怪女は当然、そこにつけこんだ。

「オレは──」

　ギャンガーは、ところが、逃にげなかった。なんで？　噓うそだろ？　よけろよ、そこは。死ぬって。そんな、二刀をだらりと下げて、自殺でもする気かよ？　ていうか、飛び蹴り？　怪女の蹴りと真っ向から勝負しようってのか？　無む謀ぼうだろ、そりゃ。ギャンガーは両足で、怪女は片足だからって、二対一ってわけにはいかねえだろ。やばいって。マジで。

「デブじゃねえ……！」

　レニィは目をつぶってしまいそうになったが、なんとかこらえてしっかりと見た。

　ギャンガーは怪女の足に飛び蹴りをお見み舞まいした。というよりも、怪女の足を踏み台にして跳ちよう躍やくしたように見えた。

　おお、という声があがった。レニィも思わず目を見開いてしまった。

　ギャンガーは飛んだ。ものすごい高さ、とてつもない飛ひ距きよ離りだった。それでもギャンガーは冷静だった。なんと空中で素す早ばやく二刀を鞘さやに納め、背中から樹木に激げき突とつする前に枝をがっちりつかんで、身体をくるっと回転させた。重みに耐えかねたのか、枝が折れてしまった。ギャンガーは落下したが、すぐにまた別の枝をつかんで、ふたたび折れ、さらに別の枝をつかんで、折れて、ついに着地した。華か麗れいとまではゆかないまでも、無様では決してない、すっとしゃがみこむような着地姿勢だった。ギャンガーはすぐに立ちあがって二刀を抜ぬいた。

「オレは若じやつ干かん筋肉質気味なだけですから。そこんとこ、間違えんじゃねえぞ」

「──無愚阿ァッ……！」

　怪女は唾つばを撒まき散らしながら奇き声せいを発した。その顔が屈くつ辱じよくにゆがみ、怒いかりに染まっている。そうとう頭にきているようだ。激情に駆かられて、怪女は獣けものになった。ギャンガーめがけて突進してゆこうとした。そのタイミングを見計らっていたかのようだった。

「らーっと……！」

「征セイッ……！」

　右からデ・ペドロ、左からは権堂だった。

　デ・ペドロの長柄の長刀は豪ごう快かいに、権堂の愛刀千日雨は美しく凄せい烈れつに、それぞれ怪女の右みぎ腕うでと左手を斬り飛ばした。怪女は肘ひじから先がなくなった右腕と、手首から先が失われた左手を、血が噴ふきだしているその断面を見て、絶ぜつ叫きようした。

「阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿亥……！」

　やった。いける。今だ。そんなふうに思わなくてよかった。

　勢いづいて怪女に躍おどりかかっていった三人の侵入者クラツカーたちの末路は哀あわれだった。右腕の半ばと左手を欠いても、怪女は怪女だった。怪女は阿阿阿阿と叫さけびながら、まず二人の侵入者クラツカーを左右の回し蹴げりで立てつづけに蹴り殺し、それから最後の一人の股こ間かんを蹴り上げた。たぶん、その一撃で侵入者クラツカーは男として致ち命めい的てきなダメージをこうむったはずだが、まだ怪女の気はすまないようだった。怪女はもう一発、逆の足で侵入者クラツカーの股間を蹴った。なんというか、持ちあげるような蹴り方だった。侵入者クラツカーの身体からだが浮うきあがった。怪女はすかさずその顎あごの下に膝ひざ蹴りを叩たたきこみ、その結果、さらに浮ふ揚ようした侵入者クラツカーの脳天に突つき下ろすような蹴りを食くらわせた。侵入者クラツカーの頭は破は裂れつして四散した。

「亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥亥阿……！」

　手負いの猛もう獣じゆうは恐おそろしい。今の怪女ママ・モンローがまさしくそれだ。

　もう、あれじゃねえのか。そうはいったって、手があれだし、出血もあれだから、なんつーかその、あれでも生き物なわけで、いくらなんでもそのうち弱るだろうし、それまでまともに相手しねえで逃げまわってたほうがいいんじゃねえのか。

　一太刀浴びせたデ・ペドロと権堂も、今はかなり距きよ離りをとっている。ギャンガーも自分のほうから積極的に仕し掛かけてゆくつもりはなさそうだ。コロナを見ると、顔を青ざめさせて唇くちびるを震ふるわせていた。おそらく、レニィだって似たようなものだろう。もともと壊かい乱らん一歩手前だったモンロー党の連中は、もはや総そう崩くずれになっている。

　ほら、な？　いいだろ。あとは逃げまわってれば。レニィはコロナに、おい、と声をかけて下がろうとした。怪女がこっちを向いたからだ。またかよ。やめてくれ。俺らのことは忘れてくれ。マジでおっかねえ。冗じよう談だんじゃねえぞ。レニィはコロナともつれあい、転げまわるようにして逃げだした。気のせいだろうか。今、何かとてつもなく不ふ吉きつな気配のかたまりのようなものが、すぐ脇わきを通り抜けていったような。

「ヒキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキ」

　いや、気のせいなんかじゃねえ。声が聞こえた。声？　あれが？　声というより、何かが軋きしむような、硬かたいもの同士がこすれあうような、不快でたまらない、思わず耳をふさぎたくなる音みたいな感じだった。鳥とり肌はだが立っている。おぞましすぎて、レニィはつい足を止めてしまった。振ふり返ると、彼女がいた。

　長い、長すぎる髪かみをなびかせて、鉈なたと肉にく斬きり包丁を手にぶらさげ、怪女ママ・モンローめがけて突っこんでゆく。

　まっすぐだ。

　ひたすらまっすぐだ。

　どこまでもまっすぐだ。

　怨おん霊りよう──、

　いや。

　ステファニーだ。

「ヒキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキ」

「阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿亥……！」

　怪かい女じよはすぐにステファニーを最優先の標的だと認にん識しきしたようだ。それはそうだろう。唯ゆい一いつだ。今や正面切って怪女に挑いどみかかろうとする者はステファニーだけなのだ。怪女にとっては迫せまりくる脅きよう威いでもあった。どうにかしないといけない。排はい除じよだ。駆く逐ちくせよ。殺せ。殺せ。殺意。膨ぼう大だいな殺気をこめた一撃だった。怪女の右足が唸うなりを上げた。ローキックだった。

　ステファニーは飛んだ。

　ありえねえ。

　なんて脚きやく力りよくだ。

　ステファニーは怪女の頭上にいる。凶きよう悪あくな殺人キックを繰くりだすために、怪女は多少、体勢を低くしていた。そうはいっても、二メーテル以上だ。怪女は、たぶん、とっさの動作だろう。まだ出血が止まらない傷ついた両腕で顔をかばおうとした。そんなものは、でも、ステファニーにとっては何の障害にもならなかった。怪女の両腕はステファニーの鉈と肉斬り包丁によってたやすく薙なぎ払はらわれた。ステファニーはかぶりつくように怪女の頭部に襲おそいかかった。飛びついていって、鉈と肉斬り包丁をガスガス突き立てた。ザンザン斬りつけた。グダゴダに打うち砕くだいた。それはまったく獰どう猛もうな肉食獣の食事だった。食べているわけではないのだが、そんなふうに見えた。

「ヒキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキ」

　ステファニーは返り血やら何かの液体やら断だん片ぺんやら破片やらを浴びながら、とてつもなく楽しそうに笑っていた。幸せすら感じていそうだった。その手つきは乱暴のようで、やけに丹たん念ねんだった。変な話だが、ぶっ壊こわすことで慈いつくしんでいるかのようだった。おそらく、味わっているのだ。骨までしゃぶって、あげくの果てに嚙かみ砕いて飲みくだし、皿についたソースまで舌で舐なめてきれいにするみたいに、破壊の味をとことんまで味わいつくそうとしている。

　怪女の頭部はすでに原形をとどめていなかった。

　それなのに、ステファニーを肩かた車ぐるまする恰かつ好こうで、怪女はまだ立っていた。

　ようやく倒たおれた。

　ステファニーはそれでも怪女から離はなれなかった。一いつ緒しよに倒れて、これからが本番とばかりに鉈と肉斬り包丁を動かしつづけた。ステファニーの作業は怪女の胸部に及およぼうとしていた。すぐに腹部まで達した。ふと手が止まった。ステファニーは鉈と肉斬り包丁を地面に突き刺さし、血に塗まみれた何らかの物体を次々と手にとって掲かかげてみせた。

「耳ー！　耳ー！　きゃはははは！　耳ー！　心臓！　心臓！　きゃひひひひ！　心臓ー！　肝かん臓ぞう！　肝臓！　あひひひひ！　肝臓ー！」

　レニィは目をそらした。もっと早く顔をそむけてもよかったはずだが、呆あつ気けにとられていたのだ。うっかり凝ぎよう視ししてしまった。見なきゃよかった。吐はき気がする。実際、嘔おう吐としている者もいるようだが、コロナは意外と平気そうだ。そういえば、こいつ、ああいうのはわりと大だい丈じよう夫ぶだったりするんだよな。

「お、お強かったんですね、ステファニーさん」

「そういう問題でもねえと思うけどな。いや、たしかに強つええけどよ……」

　目をつぶって吐き気をこらえていると、肩を叩たたかれた。ギャンガーだった。

「お疲つかれ」

「……ああ。あんたが言ってたことの意味、ようやくわかったよ」

「正直な。たまに不思議に思うべよ。オレとデ・ペドロ、よく生きてんなあ、とかな」

　ギャンガーは苦く笑しようしてみせた。デ・ペドロがステファニーに、そーろそろいいんじゃねーか、と声をかけたら、鉈を投げつけられてあやうくかわした。ちょうどそんな出来事が起こっていたので、納なつ得とくというか同情せざるをえなかった。でも、自じ業ごう自得っていやあそうだよな。あんな危ない女と一緒にいるのも、結局、こいつらの意思なんだろうし。放ほうっておけねえってのも、なんとなくわかるけど。まあ、俺の知ったことじゃねえし。

「つーか俺、ぜんぜん役に立ってなかったな……」

「そんなこたねえ。囮おとりになってくれたべよ」

　ギャンガーは笑いながらレニィの肩を叩いて、デ・ペドロの加勢に向かった。レニィの背中に小さな手がふれた。コロナの手だ。コロナに慰なぐさめられるようじゃな。俺もまだまだってことだ。いいさ。べつにいい。ママ・モンローはあのとおりくたばった。あたりに敵の姿は見あたらない。モンロー党は壊かい滅めつしたようだ。権堂とクソサトーが何か話している。ヴィヴィアンは怪け我が人の手当てで忙いそがしい。生き残れば、明日がくる。とりあえず今はそれでいい。




　　　　７




　ママ・モンローに殺されたモクゼン何なに某がしとエインリッヒ何某、それから他ほか三名の侵入者クラツカーは、残念ながら助かりそうになかったので、武装アームド農園フアームの外れに埋まい葬そうされた。ジェームズ何某はどうにか生きのびて、ヴィヴィアンの医術式で八割方快復した。他の重軽傷者もヴィヴィアンが治ち療りようした。大だい活かつ躍やくだった。媚婁メイルーはその技量を見込んだのだろう。かなり本気で、熱心に、何度も、農園に残ってくれないかとヴィヴィアンに懇こん願がんしたようだ。おそらく、そうとういい条件を提示されたはずだが、ヴィヴィアンは断った。理由は不明だ。ただ、媚婁メイルーとヴィヴィアンは二人で酒を飲みながら腹を割って話しあったらしい。コロナから聞いたところによると、ヴィヴィアンは自分の気持ちを洗いざらい打ち明け、媚婁メイルーも最後には納得してくれたとのことだ。しかし、その自分の気持ちってのは、いったい何なんだかな。少し気になる。レニィが尋たずねても、教えてはくれないだろうが。

　警備員として農園に就職することにした侵入者クラツカーもいた。死にかけたジェームズ何某を入れて、ぜんぶで七人。その中に、ギャンガーやデ・ペドロ、ステファニー、それからレニィたちはふくまれていない。

　レニィも七人の気持ちはわからなくもなかった。うまい飯がたらふく食えて、空気も水もいい。住めば都という言葉のとおり、不便さなんてそのうち気にならなくなるだろう。

　ここに根を下ろすのも悪くないかもしれない。

　何度かそんな考えが頭をよぎった。そのたびに、すぐさま否定した。笑える話だが、エルデンが恋こいしかった。死にかけダイング雷電サンダーボルトに帰りたい。エレクトリックとエレクトラのマーダー夫妻の顔が見たい。あの人たちが作った飯を食いたい。それより何より、アンダーグラウンドだ。いい仕事をしたという実感はないものの、いい経験ではあった。あの大人数での集団戦。金で雇やとった侵入者クラツカーたちをうまく利用して、仲間の損害を最低限に抑おさえ、まんまと目的を達成してしまった媚婁メイルーの見事な指揮。ギャンガー、デ・ペドロ、ステファニー。かなり個性的な手て練だれたちの技わざ。化物みたいなママ・モンロー。この目で見て、感じたことは、必ず身になる。俺はもっと強くなれる。戦いたい。腕うで試だめしをしたい。それにはやっぱり、アンダーグラウンドだ。

　俺たちはエルデンで生きて、いつかエルデンで死ぬのかもしれない。

　いいよな。

　それならそれでいい。

　少なくとも、今はそう思っている。

　俺には仲間がいる。剣けんの腕は一流なので、ちゃんと実力を発揮させてやれば頼たのもしいことこの上ない権ゴン堂ドウ。ろくでなしだが、権堂の付属品だと思うしかないクソサトー。優ゆう秀しゆうな医術士のヴィヴィアン。ずっと一緒にやってゆけるのか。わからないが、くっついたり離れたりしながらも、だらだらつきあってゆきそうな予感がする。権堂とサトーが変な関係に陥おちいらないことを祈いのりつつ。むしろ、権堂とヴィヴィアンがいい仲になったらおもしろいのに。

　そして、俺のそばには、いつだってこいつがいる。

　帰りの馬車の中では賽子サイコロ博ばく打ち熱が再燃した。ついさっきまで、デ・ペドロを中心に、ギャンガー、サトー、権堂、他三名ほどの男たちに交じって、なぜかヴィヴィアンまで賽子サイコロの出目に一いつ喜き一いち憂ゆうしていたが、今は静かだ。ずっとコロナをつかまえて放そうとしなかったステファニーも寝ねた。さっき半永久灯の明かりを落としたので、かなり暗い。

　レニィは敷しき物ものを敷きつめた床ゆかに座り、壁かべに背中をもたれさせている。コロナはレニィの肩かたによりかかって、目をつぶっているけれど、寝息が聞こえない。たぶん、まだ眠ねむってはいないのだろう。

　コロナの肩が冷えてしまわぬように、毛布を引きあげた。

　瞼まぶたが少しだけ動いた。

　口くち許もとがほころんで、コロナはレニィに身を寄せてきた。

　やっぱり、寝てねえな、こいつ。

　わざとじっくり見つめてやった。

　やがてコロナは根負けしたようにちょっとだけ目を開けた。小さな声だった。

「レニィさんは、眠られないのですか？」

「寝るよ。そのうちな」

「そうですか」

「眠いなら、ちゃんと横になれよ」

「やです」

　コロナはレニィの肩に鼻を押しつけて頭かぶりを振ふった。

　有う無むを言わせなかった。

　レニィはコロナをかっさらうように、でも、そっと押し倒たおして、頭まで毛布をかぶった。

　毛布の中は真っ暗だ。何も見えないが、コロナはここにいる。

　レニィは自分の唇くちびるをコロナのそれに軽くふれさせた。

　我ながら、下手くそなキスだ。

　コロナは呆ぼう然ぜんとしているみたいだった。

　俺も、まあ、同じだけどな。そうでもねえか。

　こらえきれなくて、もう一度、キスをした。

　それから、耳許で囁ささやいた。

「言ってなかったよな。コロナ」

「……何を、ですか？」

「俺はお前が好きだ」

「え」

「好きだ」

　途と端たんにコロナは震ふるえだした。レニィはコロナを抱だきしめた。力いっぱい抱きしめて、それでもまだ足りない気がした。
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「泣くなよ」

「ごめんなさい」

「噓うそだ。泣いてもいい」

「はい」

「あんまり大声は出すなよ」

「好き」

「あ？」

「好きです。コロナも、レニィさんのことが、大好きです」

　わかってるよ。

　言えなかった。やべえ。なんでか俺も泣いちまいそうだ。





『薔ば薇らのマリア Ver5 つぼみのコロナ２』了









　　あとがき







「まったく、簡かん単たんに言ってくれるぜ」

　またもや僕ぼくはそう呟つぶやきながらキーボードを叩たたいている。僕の頭の中を駆かけめぐっているのは新担当Ｈ氏の言葉だ。「今回は、比ひ較かく的てきページに余よ裕ゆうがあるので、４～５ページ」だって？　本当に。本当に、簡単に言ってくれるぜ。いつも１ページ、２ページのあとがきでひいひい言っている。それなのに、今回は４～５ページ。前回も前担当Ｋ氏の「明るい感じ」でそうとう悩なやんだってのに、今度は分量か。鬼き門もん、という言葉が僕の頭をよぎった。そうだ。まさしく、鬼門だ。あとがきは鬼門。いつも僕の前に立ちはだかる。壁かべ。この高い壁を乗り越こえなければ、本が出ない。本が出ないと、収入がない。収入がなければ、野の垂たれ死に。死活問題。そう。生きるために。生き抜ぬくために、なんとしても僕はあとがきを書かないといけないのだ。鬼門とか、そんなことは言っていられない。避さけては通れないのだ。

　わかった。わかったよ。そこまで言うのなら、わかった。やってやるさ。やってやろうじゃねえか。おれを本気にさせちまったことを、後こう悔かいするなよ……？

　おれが思うに、あとがきってのは、一通のラブレターだ。

　つまり、恋こい文ぶみだ。

　問題は、誰だれへの恋文かってことだ。

　それはむろん、あなただ。この本を今、手にとっているあなたへの恋文だ。

　あとがきがおれからあなたへの恋文だとしたら、何を書くべきか？

　正直に言う。

　おれは経験がない。

　恋文を書いたことがない。一度もない。そんなわけで、恋文の定型とか定石とか常識とかこうやれば一発撃げき沈ちん的なフレーズとか、さっぱり知らない。知ったこっちゃない。考えてみれば、おれは愛の告白みたいなこともしたことがない。ガッといってグッといってバッ、みたいなタイプだ。何？　わけがわからない？　おれもだ。まあ、ようするに、恋文の書き方なんてよくわからないということだ。わからないなりに、考えてみることにする。たとえば、こんなのはどうだろう。おれがあなたと出会い、そして愛するようになるまでを記しるす。ドラマチックに。まず出会いを。出会い……？

　ええと、だから、その、おれは、あの──そう、あれはたしか、すごく寒い日だった。雪なんかちらついたくらいにして。場所は、まあ、街まち角かどみたいな。街角だ。それで、おれは──そう、あなたと目があった。偶ぐう然ぜんだった。あなたは、おれを──見下ろしていた。み、見下ろして？　で、なんていうか──そう、寒い日だったから、おれは震ふるえていて、すごく、震えまくっていて、それを見たあなたは、おれを──たぶん、あなたはおれを哀あわれんで、そして──そして？　そ、そして、あなたはおれを、抱だきあげた……？

　おれは鳴いた。

「くうん」

　思えばそれがあなたとの出会いでしたね。

　それまでのぼくは捨てられた子犬のようでした。というか、むしろ、捨てられた子犬そのものでした。あなたに拾っていただかなければ、ぼくはあの街角で凍こごえ死んでいたことでしょう。あなたはぼくの恩人なのです。ぼくはあなたに大変感謝しております。この身が果てるまであなただけにつくすことを、生しよう涯がいの忠誠を誓ちかいます。あなただけのポチより。

　こうして恋文ができあがった。ぼくは恋文を封ふう筒とうに入れ、宛あて先さきを書いて、投とう函かんしようとしたのだが、直接手て渡わたしたほうが早いだろうと思いついた。ぼくはあなたの帰りをいつものように玄げん関かん先で待った。やがてあなたが帰ってきた。

「ただいま、ポチ」

「おんおん」

　ぼくは恋文をくわえているので、わんわん鳴くことができない。あなたはぼくがくわえているものに気づいて、さっと手にとった。

「何？　これ？　紙？　ぐちゃぐちゃだけど。よだれだらけ」

　いやあ。ぼくなりにがんばったのですが。思いの丈たけを書き殴なぐったつもりなのですが。どうもうまくゆきませんでした。ごめんなさい、ご主人様。

「ま、いっか。ちょっと待ってね。お散歩の支し度たくするから」

「わんわん！」

　うっわー。マジ？　マジでお散歩？　いっやー。嬉うれしいなあ。最高だなあ。これだからやめられないよね。ご主人様、愛してる。もうご主人様がいれば他ほかには何もいらないっていうか。ほんとにそう思ってるからね、ぼく。いつまでも一いつ緒しよだよ。ご主人様が彼かれ氏しとうまくいってなくて、ちょっと寂さびしそうなときは、ぼくがやさしく慰なぐさめてあげるからね。たまにご主人様が彼氏の家にお泊とまりして帰ってこないときも、ぼくはちゃんとお行ぎよう儀ぎよくして待っているからね。たとえ彼氏と別れても、次の彼氏ができるまでぼくが遊び相手になってあげるからね。ぼくはいつだってご主人様の味方だからね。何かあったら、この身を犠ぎ牲せいにしてでもご主人様を守るからね。だから、ご主人様、ぼくと一緒にいてね。ぼくのそばにいてね。

「……何なんですか、このあとがき」

　電話の向こうの編集Ｈ氏は呆あきれた声だ。その気持ちは僕もわかる。正直、僕もちょっと自分に呆れている。よくよく考えてみれば、何かもっと書くべきことがあるような気もしないではない。でも、認めてしまったら負けだ。僕はこう見えて、どう見えているのかわからないけれど、けっこう負けず嫌ぎらいなのだ。

「いいでしょう。たまにはこういうあとがきも。なんか、わりとこう、僕らしいっていうか。そんな感じがしませんか」

「しますかね」

「しませんよね」

「しませんよ」

「僕、犬っぽくないですしね」

「そう思います」

「まあ、今回はこれでお願いします。どうかお願いします。これ以上は無理です」

　頼たのみこんで、なんとか了りよう解かいをえることができました。ほっと一安心です。

　さて、二冊目のつぼみのコロナでしたが、いかがでしょうか。本当は『薔薇のマリア』本編と並へい行こうして、レニィとコロナのお話を進めたいという目もく論ろ見みも当初はあったのですが、なかなかそうもゆかず、このような形になりました。彼らの旅はまだ終わっていません。まだまだつづきますが、今後、短編または長編で彼らを描えがく機会があるかどうかは、今のところちょっとわかりません。あることを願っています。皆みなさんにも望んでいただけたら幸いです。

　というわけで、紙数がつきました。ＢＵＮＢＵＮさんをはじめ、本書の制作、出版、販はん売ばいに関かかわったすべての方々、そして今、本書を手にとってくださっている皆様へ、燃え盛さかるような感謝と愛をこめつつ、筆を置きます。またお会いしましょう。


十文字　青　　







追つい伸しん　ＭＦ文庫Ｊで『いつも心に剣を』という本を出しました。『薔薇のマリア』とはまた違ちがったファンタジーです。よろしければ読んでみてください。なお、『薔薇のマリア』本編の十一冊目も、暑くなる前にお届けしたいと思っています。お楽しみに。
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